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Ⅰ．計測自動制御学会の概要 

名称 公益社団法人 計測自動制御学会 （定款第１条） 

所在地 

〒101-0052 
東京都千代田区神田小川町1-11-9 金子ビル4階 
電話: 03-3292-0314 
FAX: 03-3292-3145 
URL:  https://www.sice.jp/ 

目的 
本会は、計測、制御及びシステムに関する学術及び技術の進歩発達をはかり、文化

の向上並びに産業の発展に寄与することを目的とする。 （定款第３条） 

事業 

本会は、本会の目的を達成するために次の事業を行う。 
(1) 研究集会、講演会及び教育・育成のための講習会等 
(2) 調査・研究及び資料収集 
(3) 技術者の資格認定・付与 
(4) 啓発・普及のための体験活動等 
(5) 表彰及びコンクール 
(6) その他の本会の目的を達成するための事業 

本会の事業は日本全国及び必要に応じて海外において行うものとする。 （定款第

４条） 

会長･副会長 
会長 ：椹木 哲夫  （京都大学） 
副会長 ：小野 晃  （産業技術総合研究所） 

：小林 尚登 （法政大学） 

事務局長 事務局長 ：結城 義敬 

設立 
設立総会 ：1961年（昭和36年）9月30日 
事業開始 ：1962年（昭和37年）1月1日 

法人化 
社団法人 ：1963年（昭和38年）～2010年（平成22年）9月30日 
公益社団法人 ：2010年（平成22年）10月1日～ 

会員数注 
2019年12月31日 
現在 

正会員 ：4,304名 
名誉会員 ：35名 
学生会員 ：368名 
永年会員 ：128名 
賛助会員 ：182社 

：230口 
注：定款で定められている准会員は、現在該当がありません。 
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Ⅱ．2019 年度事業報告 

１．はじめに 
2019年度の事業活動は、2019年2月19日に開催された公益社団法人 計測自動制御学会 第9回定時社

員総会で報告しました、「2019年度事業計画」に従って実施されました。事業の実施結果について、理事

会、各委員会･部門･支部関係の主なトピックスを中心に報告します。 

２．2019度事業計画 
2019年度の事業計画は、「SICEミッションと事業計画（2019）」として策定し、2018年12月25日

開催の理事会で決議されました。この「SICEミッションと事業計画（2019）」に基づき、各委員会、部

門および支部が個別に2019年度事業計画を策定しました。 

「SICEミッションと事業計画（2019年）」を以下に示します。 
また、各委員会、部門および支部が策定しました事業計画については、本報告書のⅢ．2019年度事業報

告附属明細書 １．各組織の事業計画・実施報告（2019）を参照願います。 
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SICEミッションと事業計画（2019年） 
 

 
 
 

  

SICE ミッションと事業計画（2019年）
企画委員会 2018-12-25

2019年度事業計画
• 支部再編に向けた意向調査に基づく協議と部門へのインセンティブルールの見直し（部門、支部、財務）

• 新たな付加価値領域を探すための部門横断による作業部会の推進（企画委）

• Society5.0におけるSICEの役割明示とそのプロモーションのために、講習会開催や会誌発行による、メーカ、サービ
ス、ユーザ企業さらに異業種を含む社会への情報発信（部門、支部、会誌委、AC委）

• プロセス塾の成功事例をモデルに、 AI/IoT/ビッグデータ塾（仮称）を企画（教育委）

• 発信力強化のためのホームページの継続見直しと魅力を高めるコンテンツの充実とSICE事業番号付与（事業委）

• 英文論文集の国際的評価基準（ESCI、Citation Index等）獲得へ向けた活動の継続（論文委）

• 和文論文誌と英文論文誌の位置づけおよび編集方針の見直しによる投稿数拡大（論文委）

• SICE2019（広島）での国際化推進イベントの企画（AC委）

• AC（SICE2020）のタイ開催に向けた準備（AC委）

• IMEKO2021、IROS2022 、 IFAC2023の開催推進（国際委）

• SICE2019（広島）に向けた広報、および日本語WS併設による企業が集まるセミナー企画（AC委）

• 直轄、部門、支部および事務局の業務見直しと効率化の推進（総務委、財務委）

• 部門と支部を中心とした会員情報DBの整備による会員管理及び会員数拡大（部門、支部）

• SICE人材像の見直し（企画委）

• Y60（SICE60周年記念事業）準備委員会の推進（総務委）

中期的課題
• 支部再編によるサービスの拡大とインセンティブ見直しによる部門活動の強化

• 新たな社会に向けたSICEが提供する価値領域の見直し（「なにを」「なぜ」「どのように」）

• Webやイベントを活用した学会活動の見える化と情報発信の多様化によるSICEの社会に対する貢献の周知

• 英文論文集およびACへの海外からの論文投稿および参加者の拡大による真の国際性獲得

• ACの定期的海外開催およびSICEに密接に関連する重要国際会議への積極的支援（アジア諸国との組織的連携によるプ
レゼンス向上）

• 企業（賛助会員等）を対象としたイベント開催による企業技術者教育と情報発信強化，非会員に向けた情報発信

• SICEの事業および業務の適正化による収支改善

• ”SICE人材像”の再定義と社会と繋がる人材の育成

• AI, IoT,ビッグデータ等新しい技術に関するSICE企画

• 計測・制御・システムの学術分野としての参照基準の検討

• SICE60周年記念事業（2021年）の実施

ミッションステートメント
計測・制御・システムの中核学会として、

①諸分野を横断して知を究め、新しい価値を創造し、
②関連分野・産学官のハブとなり、発信・連携することで、

社会的課題の抽出・解決に貢献する。

社会貢献：

計測・制御・システムに関する学術及び技術の進歩発
達を図り、文化の向上並びに産業の発展に寄与する。
そのために、国内外の若手人材を育成し国際的に卓越
した成果を創出／提供し続ける場を構築するとともに、
分野横断を推進し新たな価値を創造する。

会員への貢献：

計測・制御・システムに関わる会員の分野横断的な活
動を支えるために、専門性深化と知的創造、情報の発
信と交換、学術体系化、産学官連携推進などを効果的
に実現できる場を提供する。

国際貢献：

Annual Conference（AC）開催や英文論文誌発行を中心

に、アジアそして世界における計測・制御・システム分
野の研究・技術の発信と提案を進める。さらに標準化
の推進において国際的役割を果たす。

学協会組織への貢献：

国内外の学協会連携組織および連携活動に参加し、
関連学術・技術分野の縦横断的な連携の強化に取り
組む。

基幹事業
・Annual Conference(AC) 開催
・部門主催講演会、支部主催講演会等の開催
・部門・支部内各種事業および研究会活動
・各種セミナー・展示会・見学会開催
・関連国際会議、国内会議、展示会の共催・協賛
・国内外学協会・工業会等との連携

・学会誌、論文集発行
・web等による情報発信
・技術者教育と資格認定
・標準化活動
・各種学会賞贈呈
・その他
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日付：

場所：

   

出席者：

議題：

議案：

 
●役員

日付：

場所：

出席者：約

 
●理事会

2019
 

20
20
20
20
20
20
 
（

 
 

9年度の主要な活動

9年度の主要な活動を以下に紹介します。

第9回定時社員総会

日付：2019年

場所：東京工業大学キャンパス・イノベーション

   センター

出席者：82名（事前議決権行使による出席者を含む）

議題：7件 
議案：6件 

役員・会員懇談会

日付：2019年

場所：広島大学東千田キャンパス

出席者：約15

理事会 
2019年度は理事会運営規則に定められた

2019年度第1
2019年度第2
2019年度第3
2019年度第4
2019年度第5
2019年度第6
 
（2019年度第

 

年度の主要な活動 
年度の主要な活動を以下に紹介します。

回定時社員総会 
年2月19日 

東京工業大学キャンパス・イノベーション

センター 1階国際会議室

名（事前議決権行使による出席者を含む）

会員懇談会 
年9月12日 

広島大学東千田キャンパス

15名 

度は理事会運営規則に定められた

1回理事会（20
2回理事会（

3回理事会（

4回理事会（

5回理事会（

6回理事会（

第7回理事会

 

年度の主要な活動を以下に紹介します。

 
東京工業大学キャンパス・イノベーション

国際会議室 
名（事前議決権行使による出席者を含む）

 
広島大学東千田キャンパス 東千田総合校舎

度は理事会運営規則に定められた

2019年2月19
回理事会（2019年4月

回理事会（2019年6月

回理事会（2019年9月

回理事会（2019年11月

回理事会（2019年12月

回理事会は2020年2

 

 

年度の主要な活動を以下に紹介します。 

東京工業大学キャンパス・イノベーション 

名（事前議決権行使による出席者を含む）

東千田総合校舎

度は理事会運営規則に定められた7回の理事会を開催しました。

月19日、東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター

月22日、SICE
月28日、SICE
月10 日、広島大学東千田キャンパス

月28日、SICE
月24日、SICE

2月7日にSICE

 

名（事前議決権行使による出席者を含む） 

東千田総合校舎S棟 S206講義室

理事会を開催しました。

東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター

SICE神田小川町事務局

SICE神田小川町事務局

広島大学東千田キャンパス

SICE神田小川町事務局

SICE神田小川町事務局）

SICE神田小川町事務局

講義室 

理事会を開催しました。 

東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター

神田小川町事務局） 
神田小川町事務局） 

広島大学東千田キャンパス 東千田総合校舎

神田小川町事務局） 
神田小川町事務局） 

神田小川町事務局にて開催

東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター

東千田総合校舎

 
 

にて開催） 

東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター） 

東千田総合校舎） 
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（研究集会，講演会及び教育・育成のための講習会等）

●SICE201

期間：

場所：

参加者：

日本、

ドイツ、シンガポール、カナダ、アメリカ、オースト

ラリア、スペイン、マレーシア、イタリア、ベルギー

アルゼンチン、パキスタン

 

●部門大会

計測部門：第

制御部門：第

システム・情報部門：学術講演会

システムインテグレーション部門：部門講演会（

産業応用部門：部門大会（

ライフエンジニアリング部門：部門シンポジウム（

 
 

●安全のための計測・制御・システムを考える会

内容：

実施：

参加者：約

 
 

●プロセス塾（プロセス新塾）

内容：

塾長：

期間：

受講者：

（研究集会，講演会及び教育・育成のための講習会等）

SICE2019 in Hiroshima

期間： 20
場所： 広島大学東千田未来創生センター

参加者： 約

日本、タイ、中国、韓国、台湾、インド、エジプト、

ドイツ、シンガポール、カナダ、アメリカ、オースト

ラリア、スペイン、マレーシア、イタリア、ベルギー

アルゼンチン、パキスタン

 

部門大会 

計測部門：第

制御部門：第

システム・情報部門：学術講演会

システムインテグレーション部門：部門講演会（

産業応用部門：部門大会（

ライフエンジニアリング部門：部門シンポジウム（

 
 

安全のための計測・制御・システムを考える会

内容： 東日本大震災以降、近年惹起されるインフラ･産業設備な

どの重大事故におけるオートメーションのあり方を、産業

界の事故や災害の教訓に基づく帰納法的アプローチと、学

界の理論に基づく演繹的アプローチの両面から検討する

ことを目的に、講師を招いて学会内でサロン形式の討論会

を実施。

実施： 1月

日、6
9月

月12
参加者：約2
 
 

プロセス塾（プロセス新塾）

内容： 現場に精通したプロセス制御関連技術者を育成することを

目標に、

から

講）。現在はプロセス新塾

プロセス新塾は、日本工学会の

けている。

塾長： 北森俊行

期間： 2019
2019
2019
2019
2020

受講者：2019

（研究集会，講演会及び教育・育成のための講習会等）

Hiroshima（アニュアルコンファレンス）

2019年9月1
広島大学東千田未来創生センター

約670名 
タイ、中国、韓国、台湾、インド、エジプト、

ドイツ、シンガポール、カナダ、アメリカ、オースト

ラリア、スペイン、マレーシア、イタリア、ベルギー

アルゼンチン、パキスタン

計測部門：第36回センシングフォーラム（

制御部門：第5回マルチシンポジウム（

システム・情報部門：学術講演会

システムインテグレーション部門：部門講演会（

産業応用部門：部門大会（

ライフエンジニアリング部門：部門シンポジウム（

安全のための計測・制御・システムを考える会

東日本大震災以降、近年惹起されるインフラ･産業設備な

どの重大事故におけるオートメーションのあり方を、産業

界の事故や災害の教訓に基づく帰納法的アプローチと、学

界の理論に基づく演繹的アプローチの両面から検討する

ことを目的に、講師を招いて学会内でサロン形式の討論会

を実施。 
月28日、2月

6月4日、7月

月3日、9月10
12日、12月13
20名／回 

プロセス塾（プロセス新塾）

現場に精通したプロセス制御関連技術者を育成することを

目標に、2006年から

から3年間、2016
講）。現在はプロセス新塾

プロセス新塾は、日本工学会の

けている。 
北森俊行 東京大学名誉教授

9年6月7日~
9年7月19日

9年10月11
9年12月13

20年3月13日

9年度＝31名

（研究集会，講演会及び教育・育成のための講習会等）

（アニュアルコンファレンス）

10日～13日 
広島大学東千田未来創生センター

タイ、中国、韓国、台湾、インド、エジプト、

ドイツ、シンガポール、カナダ、アメリカ、オースト

ラリア、スペイン、マレーシア、イタリア、ベルギー

アルゼンチン、パキスタン 

回センシングフォーラム（

回マルチシンポジウム（

システム・情報部門：学術講演会SSI201
システムインテグレーション部門：部門講演会（

産業応用部門：部門大会（2019年10
ライフエンジニアリング部門：部門シンポジウム（

安全のための計測・制御・システムを考える会

東日本大震災以降、近年惹起されるインフラ･産業設備な

どの重大事故におけるオートメーションのあり方を、産業

界の事故や災害の教訓に基づく帰納法的アプローチと、学

界の理論に基づく演繹的アプローチの両面から検討する

ことを目的に、講師を招いて学会内でサロン形式の討論会

月18日、3月15
月3日、7月18
0日（公開サロン）、

13日(有料講演会

プロセス塾（プロセス新塾） 

現場に精通したプロセス制御関連技術者を育成することを

年から3年間、

2016年から3年間

講）。現在はプロセス新塾‐考究

プロセス新塾は、日本工学会の

東京大学名誉教授 
~8日（慶應義塾大学）

日~20日（太陽石油（株）四国事業所

11日~12日（京都大学）

13日~14日（慶應義塾大学）

日~14日（（株）神戸製鋼所加古川製鉄所

名 

 

（研究集会，講演会及び教育・育成のための講習会等） 

（アニュアルコンファレンス）

 
広島大学東千田未来創生センター 

タイ、中国、韓国、台湾、インド、エジプト、

ドイツ、シンガポール、カナダ、アメリカ、オースト

ラリア、スペイン、マレーシア、イタリア、ベルギー

回センシングフォーラム（2019年

回マルチシンポジウム（2018年3
SSI2019（2019

システムインテグレーション部門：部門講演会（20
0月31日、東京工業大学

ライフエンジニアリング部門：部門シンポジウム（

安全のための計測・制御・システムを考える会 

東日本大震災以降、近年惹起されるインフラ･産業設備な

どの重大事故におけるオートメーションのあり方を、産業

界の事故や災害の教訓に基づく帰納法的アプローチと、学

界の理論に基づく演繹的アプローチの両面から検討する

ことを目的に、講師を招いて学会内でサロン形式の討論会

15日、4月1
18日-19日(見学会

日（公開サロン）、10月

有料講演会) 

現場に精通したプロセス制御関連技術者を育成することを

年間、2010年から

年間4期実施（延べ約

‐考究を2019年から

プロセス新塾は、日本工学会のECEプログラムの認定を受

 
日（慶應義塾大学） 

太陽石油（株）四国事業所

日（京都大学） 
日（慶應義塾大学）

（株）神戸製鋼所加古川製鉄所

 

（アニュアルコンファレンス） 

タイ、中国、韓国、台湾、インド、エジプト、 
ドイツ、シンガポール、カナダ、アメリカ、オースト 
ラリア、スペイン、マレーシア、イタリア、ベルギー、 

年8月29日~3
月8日~11日、東京都市大学）

9年11月23日

2019年12月

日、東京工業大学）

ライフエンジニアリング部門：部門シンポジウム（2019年8月

東日本大震災以降、近年惹起されるインフラ･産業設備な

どの重大事故におけるオートメーションのあり方を、産業

界の事故や災害の教訓に基づく帰納法的アプローチと、学

界の理論に基づく演繹的アプローチの両面から検討する

ことを目的に、講師を招いて学会内でサロン形式の討論会

17日、5月2
見学会)、8/2日、

月1日-2日(見学会

現場に精通したプロセス制御関連技術者を育成することを

年から3年間、2013
期実施（延べ約400

年から3年間実施。

プログラムの認定を受

 
太陽石油（株）四国事業所）

日（慶應義塾大学） 
（株）神戸製鋼所加古川製鉄所

~30日、慶應義塾

日、東京都市大学）

日~25日、千葉大学

月12日~14日、

） 
月23日~25日

東日本大震災以降、近年惹起されるインフラ･産業設備な

どの重大事故におけるオートメーションのあり方を、産業

界の事故や災害の教訓に基づく帰納法的アプローチと、学

界の理論に基づく演繹的アプローチの両面から検討する

ことを目的に、講師を招いて学会内でサロン形式の討論会

28
日、

見学会)、10月

現場に精通したプロセス制御関連技術者を育成することを

2013年

00名受

年間実施。

プログラムの認定を受

） 

（株）神戸製鋼所加古川製鉄所） 

慶應義塾大学） 
日、東京都市大学） 

千葉大学） 
日、サンポート高松

日、タイ・バンコク

月8日、11月

 

サンポート高松） 

タイ・バンコク） 

月5日、12
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（技術者の資格認定・付与

●計測制御エンジニア資格審査

内容：

実施：

  
 

 

 

（啓発・普及のための体験活動等）

●体験セミナー

内容：

実施：

 
 

●プラント運転の安全と高度化を考える講演会

内容：

実施：

参加者：
 

 

 

技術者の資格認定・付与

●計測制御エンジニア資格審査

内容： 計測制御エンジニアとは、公益社団法人計測自動制御学会が認定する資格であり、計測と

制御を基礎とする技術者が計測自動制御学会の審査に合格したときに認定される（これま

で、約

実施： 2019

2019

2019

    2019

（啓発・普及のための体験活動等）

体験セミナー&

内容： 賛助会員各企業に協力いただき、多くの若い人

たちに計測･制御技術が産業･社会でいかに貢献

しているかを実感していただくための「体験セ

ミナー＆ものつくり現場見学会」を実施。

実施： 2019
2019
2019

 
 

プラント運転の安全と高度化を考える講演会

内容： 基調講演の主旨でもある「事故防止における計装・制御

技術者への期待」というテーマで，最近の新しい技術を

活用して，計装技術面から見て事故防止に参考になるよ

うな話題を集めました．

らないように，未然防止に貢献できそうなテーマを集め

て講習会を企画。企画は上記「安全のための計測・制御・

システムを考える会」による。

実施： 2019
参加者： 約

技術者の資格認定・付与） 

●計測制御エンジニア資格審査

計測制御エンジニアとは、公益社団法人計測自動制御学会が認定する資格であり、計測と

制御を基礎とする技術者が計測自動制御学会の審査に合格したときに認定される（これま

で、約1000名認定）。

2019年10月19

2019年10月26

2019年11月17

2019年度受験者数：

（啓発・普及のための体験活動等）

&現場見学会 

賛助会員各企業に協力いただき、多くの若い人

たちに計測･制御技術が産業･社会でいかに貢献

しているかを実感していただくための「体験セ

ミナー＆ものつくり現場見学会」を実施。

9年6月24日（横河電機：体験セミナー）

9年10月25
9年11月15

プラント運転の安全と高度化を考える講演会

基調講演の主旨でもある「事故防止における計装・制御

技術者への期待」というテーマで，最近の新しい技術を

活用して，計装技術面から見て事故防止に参考になるよ

うな話題を集めました．

らないように，未然防止に貢献できそうなテーマを集め

て講習会を企画。企画は上記「安全のための計測・制御・

システムを考える会」による。

9年12月13
約90名 

 

●計測制御エンジニア資格審査 

計測制御エンジニアとは、公益社団法人計測自動制御学会が認定する資格であり、計測と

制御を基礎とする技術者が計測自動制御学会の審査に合格したときに認定される（これま

名認定）。 
19日（室蘭工業大学

26日（SICE事務局）

17日（九州大学）

年度受験者数：13名 

（啓発・普及のための体験活動等） 

 

賛助会員各企業に協力いただき、多くの若い人

たちに計測･制御技術が産業･社会でいかに貢献

しているかを実感していただくための「体験セ

ミナー＆ものつくり現場見学会」を実施。

日（横河電機：体験セミナー）

25日（アズビル：体験セミナー）

5日（チノー：体験セミナー）

プラント運転の安全と高度化を考える講演会

基調講演の主旨でもある「事故防止における計装・制御

技術者への期待」というテーマで，最近の新しい技術を

活用して，計装技術面から見て事故防止に参考になるよ

うな話題を集めました． 又，計装が事故の引き金にな

らないように，未然防止に貢献できそうなテーマを集め

て講習会を企画。企画は上記「安全のための計測・制御・

システムを考える会」による。

13日 

 

 

計測制御エンジニアとは、公益社団法人計測自動制御学会が認定する資格であり、計測と

制御を基礎とする技術者が計測自動制御学会の審査に合格したときに認定される（これま

日（室蘭工業大学 
事務局） 

日（九州大学） 

賛助会員各企業に協力いただき、多くの若い人

たちに計測･制御技術が産業･社会でいかに貢献

しているかを実感していただくための「体験セ

ミナー＆ものつくり現場見学会」を実施。

日（横河電機：体験セミナー）

日（アズビル：体験セミナー）

日（チノー：体験セミナー）

プラント運転の安全と高度化を考える講演会 

基調講演の主旨でもある「事故防止における計装・制御

技術者への期待」というテーマで，最近の新しい技術を

活用して，計装技術面から見て事故防止に参考になるよ

又，計装が事故の引き金にな

らないように，未然防止に貢献できそうなテーマを集め

て講習会を企画。企画は上記「安全のための計測・制御・

システムを考える会」による。 

計測制御エンジニアとは、公益社団法人計測自動制御学会が認定する資格であり、計測と

制御を基礎とする技術者が計測自動制御学会の審査に合格したときに認定される（これま

賛助会員各企業に協力いただき、多くの若い人

たちに計測･制御技術が産業･社会でいかに貢献

しているかを実感していただくための「体験セ

ミナー＆ものつくり現場見学会」を実施。 
日（横河電機：体験セミナー） 
日（アズビル：体験セミナー） 
日（チノー：体験セミナー） 

基調講演の主旨でもある「事故防止における計装・制御

技術者への期待」というテーマで，最近の新しい技術を

活用して，計装技術面から見て事故防止に参考になるよ

又，計装が事故の引き金にな

らないように，未然防止に貢献できそうなテーマを集め

て講習会を企画。企画は上記「安全のための計測・制御・

計測制御エンジニアとは、公益社団法人計測自動制御学会が認定する資格であり、計測と

制御を基礎とする技術者が計測自動制御学会の審査に合格したときに認定される（これま

基調講演の主旨でもある「事故防止における計装・制御

技術者への期待」というテーマで，最近の新しい技術を

活用して，計装技術面から見て事故防止に参考になるよ

らないように，未然防止に貢献できそうなテーマを集め

て講習会を企画。企画は上記「安全のための計測・制御・

計測制御エンジニアとは、公益社団法人計測自動制御学会が認定する資格であり、計測と

制御を基礎とする技術者が計測自動制御学会の審査に合格したときに認定される（これま

計測制御エンジニアとは、公益社団法人計測自動制御学会が認定する資格であり、計測と

制御を基礎とする技術者が計測自動制御学会の審査に合格したときに認定される（これま
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（支部・部門活動の活性化

 

●中部支部

内容：

実施：

場所：

参加者：

 

 

●S

内容：

実施：

場所：

参加者：
 

 

●東北

内容：

実施：

場所：

参加者：
 

 

 

（その他本会の目的を達成するための事業）

●IIFES2020

内容：

  

  

期間：

場所：
 

支部・部門活動の活性化

中部支部 50周年

内容： 中部支部

ーセッション（

田 敏男先生（名古屋大学

President
ートリアル講演

実施： 2019
2019

場所： 名古屋工業大学

参加者：10/18

SI部門 20周年記念企画

内容： SI部門

ンに続き、

長 福田敏男先生）

実施： 2019
場所： サンポート高松

参加者： 120

東北支部 55周年

内容： 東北支部

20件、ポスター講演

一弘先生（東北大学）および大須賀公一先生（大阪大学）

より特別講演をいただいた。東北地区以外からも多数参

加いただき、活発な議論が行われた。

実施： 2019
場所： 東北大学工学部青葉記念会館

参加者：85名

（その他本会の目的を達成するための事業）

IIFES2020 

内容： SICE
SICE
しい世界（

御・システムの領域がいかに貢献していくかについて講演。

  ：展示会展示

  ：「大学・高専テクニカルアカデミー研究発表コンテスト

奨励賞

期間： 2019
場所：東京ビッグサイト

支部・部門活動の活性化） 

周年記念事業 

中部支部発足50年の記念事業

ーセッション（42
敏男先生（名古屋大学

President-Elect）から記念講演をいただいた。翌日はチュ

ートリアル講演3
9年10月18
9年10月19

名古屋工業大学NITech Hall
10/18：113名、

周年記念企画 

部門発足20年の記念事業として、

ンに続き、会長挨拶・

福田敏男先生）

9年12月12
サンポート高松 

120名 

周年記念学術講演会

東北支部55周年記念学術講演会を

件、ポスター講演

一弘先生（東北大学）および大須賀公一先生（大阪大学）

より特別講演をいただいた。東北地区以外からも多数参

加いただき、活発な議論が行われた。

9年12月16
東北大学工学部青葉記念会館

名 

（その他本会の目的を達成するための事業）

SICEセミナー IoT
SICE・ISCIEから

しい世界（Society5.0
御・システムの領域がいかに貢献していくかについて講演。

：展示会展示 
大学・高専テクニカルアカデミー研究発表コンテスト

奨励賞」を授与。

2019年11月27
東京ビッグサイト 

年の記念事業

42件）、会長挨拶、

敏男先生（名古屋大学 名誉教授，名城大学

）から記念講演をいただいた。翌日はチュ

3件を行った。

18日（記念式典

19日（チュートリアル講演

NITech Hall 
名、10/19：55名

 

年の記念事業として、

会長挨拶・記念式典・記念講演

福田敏男先生）・パネルブースの設置を行った。

2日 
 

記念学術講演会 

周年記念学術講演会を

件、ポスター講演11件の発表が

一弘先生（東北大学）および大須賀公一先生（大阪大学）

より特別講演をいただいた。東北地区以外からも多数参

加いただき、活発な議論が行われた。

16日 
東北大学工学部青葉記念会館 

（その他本会の目的を達成するための事業） 

IoT・AIが拓く計測・制御・システムの未来

から3人の講師が

Society5.0）の実現に対し

御・システムの領域がいかに貢献していくかについて講演。

大学・高専テクニカルアカデミー研究発表コンテスト

」を授与。 
27日～29日  

 

 

年の記念事業を開催した。初日はポスタ

会長挨拶、記念式典

名誉教授，名城大学

）から記念講演をいただいた。翌日はチュ

件を行った。 
記念式典） 
チュートリアル講演）

 
名 

年の記念事業として、記念ランチセッショ

記念式典・記念講演

・パネルブースの設置を行った。

周年記念学術講演会を実施した。一般講演

件の発表が行われ、

一弘先生（東北大学）および大須賀公一先生（大阪大学）

より特別講演をいただいた。東北地区以外からも多数参

加いただき、活発な議論が行われた。 

 

が拓く計測・制御・システムの未来

人の講師が IoT・AIの技術革新がもたらす新

）の実現に対し,SICE
御・システムの領域がいかに貢献していくかについて講演。

大学・高専テクニカルアカデミー研究発表コンテスト

 

を開催した。初日はポスタ

記念式典に続き、福

名誉教授，名城大学 教授, IEEE 
）から記念講演をいただいた。翌日はチュ

） 

記念ランチセッショ

記念式典・記念講演（初代SI部門

・パネルブースの設置を行った。 

実施した。一般講演

行われ、また、小菅

一弘先生（東北大学）および大須賀公一先生（大阪大学）

より特別講演をいただいた。東北地区以外からも多数参

が拓く計測・制御・システムの未来

の技術革新がもたらす新

,SICEが扱っている計測・制

御・システムの領域がいかに貢献していくかについて講演。

大学・高専テクニカルアカデミー研究発表コンテスト」にて「

を開催した。初日はポスタ

に続き、福

, IEEE 
）から記念講演をいただいた。翌日はチュ

記念ランチセッショ

部門

 

また、小菅

一弘先生（東北大学）および大須賀公一先生（大阪大学）

より特別講演をいただいた。東北地区以外からも多数参

が拓く計測・制御・システムの未来 
の技術革新がもたらす新

が扱っている計測・制

御・システムの領域がいかに貢献していくかについて講演。 

」にて「SICE
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●スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会

内容：

期間：

場所：

 
 

 

●

内容：

期間：

場所：

 

 

●復刻版

 

 

 

 

 

 

（超スマート社会：

  

 

●会誌特集

計測と制御

計測と制御

 
 

スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会

内容： 高校生へのアウトリーチ活動の一環として

者は

期間： 2019
場所： 神戸国際展示場

 
 

●女子中高生夏の学校

内容： 中・高校生へのアウトリーチ活動の一環として

スを出展

問が出て盛況であった

進路・

期間： 2019

場所：国立女性教育会館

●復刻版 初心者のための現代制御理論ビデオ講座の頒布

1985年に刊行した同ビデオ講座（

組復刻版として

89本頒布。

超スマート社会：

  会誌、講演会、

●会誌特集 

計測と制御8 特集：

計測と制御9 特集：

スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会

高校生へのアウトリーチ活動の一環として

者は2日間で延べ

9年8月7日～

神戸国際展示場 

女子中高生夏の学校 (システム制御情報学会（

中・高校生へのアウトリーチ活動の一環として

スを出展。約2時間で

問が出て盛況であった

・キャリア相談

9年8月10日

国立女性教育会館 

初心者のための現代制御理論ビデオ講座の頒布

年に刊行した同ビデオ講座（

組復刻版として2016年

本頒布。 

超スマート社会：Sciety5.0への貢献

会誌、講演会、OS/WSを通じ、積極的な情報発信、情報交換の場を創出、提供

特集：Society 5.0
特集：Society 5.0

 

スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会

高校生へのアウトリーチ活動の一環として

日間で延べ300人。先生からの相談も受ける。

日～8日 
 

システム制御情報学会（

中・高校生へのアウトリーチ活動の一環として

時間で60名来訪。生徒からも

問が出て盛況であった。続いて「

キャリア相談」にも参加した。

日 

初心者のための現代制御理論ビデオ講座の頒布

年に刊行した同ビデオ講座（

年2月より頒布を開始。

への貢献） 

を通じ、積極的な情報発信、情報交換の場を創出、提供

Society 5.0のためのシステム制御技術

Society 5.0のためのデータ解析と最適化

 

 

スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会 (

高校生へのアウトリーチ活動の一環として展示ブースを出展

人。先生からの相談も受ける。

システム制御情報学会（ISCIE

中・高校生へのアウトリーチ活動の一環として

名来訪。生徒からも

続いて「研究者・技術者に

」にも参加した。 

初心者のための現代制御理論ビデオ講座の頒布

年に刊行した同ビデオ講座（VHS、ベータ全

月より頒布を開始。201

を通じ、積極的な情報発信、情報交換の場を創出、提供

のためのシステム制御技術

のためのデータ解析と最適化

(システム制御情報学会（

展示ブースを出展

人。先生からの相談も受ける。 

ISCIE）と連携)

中・高校生へのアウトリーチ活動の一環として展示ブー

名来訪。生徒からも活発な質

研究者・技術者による

初心者のための現代制御理論ビデオ講座の頒布 

、ベータ全8巻）を

2019年12月末現在で、

を通じ、積極的な情報発信、情報交換の場を創出、提供

のためのシステム制御技術 

のためのデータ解析と最適化 

システム制御情報学会（ISCIE

展示ブースを出展。来訪

 

 

展示ブー

よる

巻）をDVD4枚

月末現在で、

を通じ、積極的な情報発信、情報交換の場を創出、提供 

ISCIE）と連携

を通じ、積極的な情報発信、情報交換の場を創出、提供 

と連携) 
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（国際化

SICE
●

期間：

場所：

基調講演

タイ

 
 

海外学協会との積極的な交流、連携を推進

●

Computer, Telecommunications and Information Technologies)
期間：

 
場所：タイ・

 
 元会長による

 
●

期間：

場所：中国・

 
●

期間

場所

 
●

期間：

場所：韓国・

Friendship Lunch Meeting
 

●

Systems)  (
期間

場所

SICE International Young Authors Award (SIYA) 
 

●

期間

場所

 
●

期間

場所

 
 
 

国際化の推進） 
SICE主催の国際大会

●2019年SICE Annual Conference
期間：2019年

場所：広島大学東千田未来創生センター

基調講演Ⅰ (JEMIMA
タイ チュラーロンコーン大学

海外学協会との積極的な交流、連携を推進

●2019 年 ECTI
Computer, Telecommunications and Information Technologies)
期間：2019年

 
場所：タイ・

 元会長による

●2019年 CCC
期間：2019年

場所：中国・

●2019年 IECON201
期間：2019年

場所：ポルトガル

●2019年 ICCAS
期間：2019年

場所：韓国・

Friendship Lunch Meeting

●2019年 IROS201
Systems)  (知能ロボットとシステムに関する世界最大規模の国際会議

期間：2019年

場所：中国・マカオ

SICE International Young Authors Award (SIYA) 

●2019年 CACS201
期間：2019年

場所：台湾・

●2019年 CDC201
期間：2019年

場所：フランス

主催の国際大会 
SICE Annual Conference

年9月10日～

広島大学東千田未来創生センター

(JEMIMA共催

チュラーロンコーン大学

海外学協会との積極的な交流、連携を推進

ECTI-CON201
Computer, Telecommunications and Information Technologies)

年7月10日～

場所：タイ・パタヤビーチ

元会長による基調講演 

CCC-2019 (38th Chinese Control Conference)
年7月27日～

場所：中国・広州 

IECON2019 (IEEE
年10月14日～

：ポルトガル・リスボン

ICCAS-2019 (1
年10月15日～

場所：韓国・済州島 
Friendship Lunch Meeting

IROS2019 (The 20
知能ロボットとシステムに関する世界最大規模の国際会議

年11月4日～

：中国・マカオ 
SICE International Young Authors Award (SIYA) 

CACS2019 (Interrnational Automatic Control Conference) 
年11月13日～

台湾・基隆市  

CDC2019 (IEEE
年12月11～

フランス・ニース 

 

SICE Annual Conference (年次大会

日～13日 
広島大学東千田未来創生センター

共催) 『スマート

チュラーロンコーン大学  David Banjerdpongchai

海外学協会との積極的な交流、連携を推進

CON2019 (Intenational conference on Electrical Engineering/Electronics, 
Computer, Telecommunications and Information Technologies)

日～13日 

パタヤビーチ 

th Chinese Control Conference)
日～30日 

(IEEE-IES 201
日～17日 

リスボン 

(19th Intenational Conference on Control, Automation and Systems)
日～18日 

Friendship Lunch Meetingの実施 

(The 2019 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and 
知能ロボットとシステムに関する世界最大規模の国際会議

日～8日 

SICE International Young Authors Award (SIYA) 

(Interrnational Automatic Control Conference) 
日～16日 

(IEEE-CSS 2019) 
～13日 
 

 

 

年次大会)  

広島大学東千田未来創生センター 参加者：約

スマート社会に向けたデジタル

David Banjerdpongchai

海外学協会との積極的な交流、連携を推進 
(Intenational conference on Electrical Engineering/Electronics, 

Computer, Telecommunications and Information Technologies)

th Chinese Control Conference)

2019)    

th Intenational Conference on Control, Automation and Systems)

IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and 
知能ロボットとシステムに関する世界最大規模の国際会議

SICE International Young Authors Award (SIYA) 

(Interrnational Automatic Control Conference) 

) 

参加者：約670名 

社会に向けたデジタル

David Banjerdpongchai 教授 

(Intenational conference on Electrical Engineering/Electronics, 
Computer, Telecommunications and Information Technologies)

th Chinese Control Conference) 

th Intenational Conference on Control, Automation and Systems)

IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and 
知能ロボットとシステムに関する世界最大規模の国際会議

SICE International Young Authors Award (SIYA) の贈賞 

(Interrnational Automatic Control Conference) 

(18ケ国) 
社会に向けたデジタル産業自動制御システム

 

(Intenational conference on Electrical Engineering/Electronics, 
Computer, Telecommunications and Information Technologies) 

th Intenational Conference on Control, Automation and Systems)

IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and 
知能ロボットとシステムに関する世界最大規模の国際会議) 

(Interrnational Automatic Control Conference)  

産業自動制御システム 』

(Intenational conference on Electrical Engineering/Electronics, 

 
 

th Intenational Conference on Control, Automation and Systems)

IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and 

』 

(Intenational conference on Electrical Engineering/Electronics, 

 
 

th Intenational Conference on Control, Automation and Systems) 

IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and 
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2020

●2020
Empress Hotel & Convention Centre
催準備を進めている。

 
 
 
 
●2021

(IMEKO 2021)
の

ている。

 
 
 
 
 
●2022

(IROS 2022) (
議

進めている。これに向けて、日本からの論文投稿、特に若手研究者の論

文発表を増やし、さらに

討を進める予定である。

 
 
●2023
議

を構築中。本大会は自動制御分野では最大規模の会議で、

者が見込まれる。国内開催は

の

 
 
 

 

2020年から2023

2020年のSICE Annual Conference
Empress Hotel & Convention Centre
催準備を進めている。

2021年に国際計測連合

(IMEKO 2021)
の IMEKO委員会を主体とする

ている。 

2022年に，The 2022 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems 
(IROS 2022) (知能ロボットとシステムに関する世界最大規模の国際会

議)が京都で開催されることが決定し、共催学会の一員として準備活動を

進めている。これに向けて、日本からの論文投稿、特に若手研究者の論

文発表を増やし、さらに

討を進める予定である。

2023年の IFAC (
議 IFAC小委員会および世界大会実行委員会と協力し、共催のための準備体制

を構築中。本大会は自動制御分野では最大規模の会議で、

者が見込まれる。国内開催は

の IFAC会長に東京大学の淺間一教授の就任が決定している。

2023年にかけて

SICE Annual Conference
Empress Hotel & Convention Centre
催準備を進めている。1st Call for Paper

年に国際計測連合(International Measurement Confederation : IMEKO)
(IMEKO 2021)が横浜 (パシフィコ横浜

委員会を主体とする

The 2022 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems 
知能ロボットとシステムに関する世界最大規模の国際会

が京都で開催されることが決定し、共催学会の一員として準備活動を

進めている。これに向けて、日本からの論文投稿、特に若手研究者の論

文発表を増やし、さらにSICE
討を進める予定である。 

IFAC (国際自動制御連合

小委員会および世界大会実行委員会と協力し、共催のための準備体制

を構築中。本大会は自動制御分野では最大規模の会議で、

者が見込まれる。国内開催は

会長に東京大学の淺間一教授の就任が決定している。

 

年にかけて予定されている

SICE Annual Conference（SICE 2020
Empress Hotel & Convention Centre）

Call for Paper

(International Measurement Confederation : IMEKO)
パシフィコ横浜)

委員会を主体とする IMEKO 2021

The 2022 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems 
知能ロボットとシステムに関する世界最大規模の国際会

が京都で開催されることが決定し、共催学会の一員として準備活動を

進めている。これに向けて、日本からの論文投稿、特に若手研究者の論

SICEプレゼンスを示す関連企画を実施す

国際自動制御連合) 世界大会の日本開催

小委員会および世界大会実行委員会と協力し、共催のための準備体制

を構築中。本大会は自動制御分野では最大規模の会議で、

者が見込まれる。国内開催は1981年の京都大会以来となる。

会長に東京大学の淺間一教授の就任が決定している。

 

 

予定されている大型国際大会開催に向け

SICE 2020）は

）での開催が決定、タイ

Call for Paperの配布等、PR

(International Measurement Confederation : IMEKO)
パシフィコ横浜)にて開催される。その開催に向けて、

IMEKO 2021企画・実行委員会がその準備を進め

The 2022 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems 
知能ロボットとシステムに関する世界最大規模の国際会

が京都で開催されることが決定し、共催学会の一員として準備活動を

進めている。これに向けて、日本からの論文投稿、特に若手研究者の論

プレゼンスを示す関連企画を実施す

世界大会の日本開催

小委員会および世界大会実行委員会と協力し、共催のための準備体制

を構築中。本大会は自動制御分野では最大規模の会議で、

年の京都大会以来となる。

会長に東京大学の淺間一教授の就任が決定している。

国際大会開催に向け

）は9月23日～

決定、タイECTI
PR活動を進めた

(International Measurement Confederation : IMEKO)
にて開催される。その開催に向けて、

企画・実行委員会がその準備を進め

The 2022 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems 
知能ロボットとシステムに関する世界最大規模の国際会

が京都で開催されることが決定し、共催学会の一員として準備活動を

進めている。これに向けて、日本からの論文投稿、特に若手研究者の論

プレゼンスを示す関連企画を実施す

世界大会の日本開催(パシフィコ横浜）に向けて、日本学術会

小委員会および世界大会実行委員会と協力し、共催のための準備体制

を構築中。本大会は自動制御分野では最大規模の会議で、3000人以上の参加

年の京都大会以来となる。2020
会長に東京大学の淺間一教授の就任が決定している。 

国際大会開催に向けた準備 

日～26日、タイ・

ECTI（電子工学協会）と協力し、開

進めた。 

(International Measurement Confederation : IMEKO)
にて開催される。その開催に向けて、SICE

企画・実行委員会がその準備を進め

The 2022 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems 
知能ロボットとシステムに関する世界最大規模の国際会

が京都で開催されることが決定し、共催学会の一員として準備活動を

進めている。これに向けて、日本からの論文投稿、特に若手研究者の論

プレゼンスを示す関連企画を実施する検

パシフィコ横浜）に向けて、日本学術会

小委員会および世界大会実行委員会と協力し、共催のための準備体制

人以上の参加

2020年-2023年

日、タイ・チェンマイ

（電子工学協会）と協力し、開

(International Measurement Confederation : IMEKO)の第23回世界大会

SICE
企画・実行委員会がその準備を進め

The 2022 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems 

パシフィコ横浜）に向けて、日本学術会

小委員会および世界大会実行委員会と協力し、共催のための準備体制

年

チェンマイ（The 
（電子工学協会）と協力し、開

回世界大会

The 2022 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems 

パシフィコ横浜）に向けて、日本学術会
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４．役員と業務執行体制 
2019年度の業務は、業務執行理事が会務を分担して行い、理事会がその監督を行うという枠組みで執行さ

れています。2019年度の理事会は、理事22名（会長・副会長を含む）、非業務執行理事1名、監事3名で

構成されました。定款により会長1名、副会長2名を置くことが定められていますので、会長には椹木哲夫、

副会長には小野 晃と小林尚登が就くことが、2019年2月19日に開催された理事会で決められました。ま

たそれ以外の理事の担当会務（委員会等）についても、同理事会で以下の通り決められました。 

 

役員注1 担当会務 氏名 所属 

会長 本会を代表し総理する 椹木 哲夫 京都大学 

副会長 

企画、国際標準 
（総務、財務、AC、国際、 
事業推進連携、教育･認定、 

会員サービスを統括） 

小野 晃 産業技術総合研究所 

副会長 
学会賞 

（論文集、会誌出版、 
部門協、支部協を統括） 

小林 尚登 法政大学 

常務理事 総 務 藤本 健治 京都大学 

常務理事 総 務 伊藤 邦春 日本製鉄(株) 

常務理事 財 務 後久 卓哉 東急建設(株) 

常務理事 財 務 山本 秀典 (株)日立製作所 

常務理事 会誌出版 尾形 哲也 早稲田大学 

理事 会誌出版 大重 貴彦 JFEテクノリサーチ(株) 

常務理事 論文集 山下 智輝 (株)前川製作所 

理事 論文集（英文） 石川 将人 大阪大学 

理事 論文集（和文） 新妻 実保子 中央大学 

常務理事 Annual Conference 金子 修 電気通信大学 

常務理事 国際 安藤 慶昭 産業技術総合研究所 

理事 国際 三浦 眞由美 アズビル(株) 

常務理事 事業会員サービス 茂森 弘靖 JFEスチール(株) 

理事 事業会員サービス 長谷川 正美 富士電機(株) 

理事 教育・認定 橋本 芳宏 名古屋工業大学 

常務理事 部門協議会 田中 仁章 横河電機(株) 

理事 部門協議会 山本 大介 (株)東芝 

常務理事 支部協議会 髙山 潤也 信州大学 

理事 支部協議会 鈴木 高宏 東北大学 

理事 ～ Sehoon Oh 注2 DGIST 

監事  山中 理 東芝インフラシステムズ(株) 

監事   田中 孝之 北海道大学 

監事  山田 勉 (株)日立製作所 

注1：役員は全員非常勤 

注2：非業務執行理事 
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５．委員会・部門・支部 
定款の定めと理事会の決議に従い、2019年度は以下に示す委員会で活動が行われました。 

 

委員会 役職 氏名 所属 

総務委員会 委員長 藤本 健治 京都大学 

財務委員会 委員長 後久 卓哉 東急建設(株) 

企画委員会 委員長 小野 晃 産業技術総合研究所 

学会賞委員会 委員長 小林 尚登 法政大学 

会誌出版委員会 委員長 尾形 哲也 早稲田大学 

論文集委員会 委員長 山下 智輝 (株)前川製作所 

Annual Conference委員会 委員長 金子 修 電気通信大学 

国際委員会 委員長 安藤 慶昭 産業技術総合研究所 

国際標準化委員会 委員長 小野 晃 産業技術総合研究所 

事業会員サービス委員会 委員長 茂森 弘靖 JFEスチール(株) 

教育・認定委員会 委員長 橋本 芳宏 名古屋工業大学 

部門協議会 議長 田中 仁章 横河電機(株) 

支部協議会 議長 高山 潤也 信州大学 

倫理委員会 委員長 前田 章 （元）(株)日立製作所 

候補者推薦委員会 委員長 前田 章 （元）(株)日立製作所 

選挙管理委員会 委員長 山田 善郎 産業技術総合研究所 

 

 

2019年度の部門運営は、以下の部門長の下、従来通り6部門体制で行われました。 

 

部門 氏名 所属 

計測部門 寺本 顕武 佐賀大学 

制御部門 井村 順一 東京工業大学 

システム・情報部門 半田 久志 近畿大学 

システムインテグレーション部門 新井 史人 名古屋大学 

産業応用部門 藤田 壽憲 東京電機大学 

ライフエンジニアリング部門 中島 一樹 富山大学 

 

 

また、部門ごとに、以下の部会・調査研究会が設置されています。 

 

計測部門 

 センシングフォーラム委員会 委員長 大木 晃 佐賀大学 

 温度計測部会 主査 相沢 宏明 東洋大学 

 力学量計測部会 主査 大串 浩司 産業技術総合研究所 

 リモートセンシング部会 主査 椎名 達雄 千葉大学 

 パターン計測部会 主査 大谷 幸三 広島工業大学 

 センシングフォトニクス部会 主査 藤間 一郎 産業技術総合研究所 

 先端電子計測部会 主査 島田 洋蔵 産業技術総合研究所 

 スマートセンシングシステム部会 主査 齋藤 修 筑波大学 

 計測における逆問題部会 主査 田中 敏幸 慶應義塾大学 
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制御部門 

 制御技術部会 主査 堀川 徳二郎 東芝三菱電機産業システム(株) 

 制御理論部会 主査 若佐 祐治 山口大学 

 プラントモデリング部会 主査 楊 子江 茨城大学 

 
データ科学とリンクした次世代の適

応学習制御調査研究会 
主査 宮里 義彦 統計数理研究所 

 
IoT 時代に向けたイベントベースト

制御調査研究会 
主査 高井 重昌 大阪大学 

 
超スマート社会実現のためのシステ

ム制御調査研究会 
主査 永原 正章 北九州市立大学 

 
真なるダイナミクスの追求による次

世代システム制御調査研究会 
主査 西村 悠樹 鹿児島大学 

 航法誘導制御技術調査研究会 主査 樋口 丈浩 横浜国立大学 

 
機械学習と調和する制御理論調査研

究会 
主査 加嶋 健司 京都大学 

 
Cyber-Physical & Human システ

ム調査研究会 
主査 畑中 健志 大阪大学 

システム・情報部門 

 システム工学部会 主査 間普 真吾 山口大学 

 知能工学部会 主査 植村 渉 龍谷大学 

 自律分散システム部会 主査 稲垣 伸吉 名古屋大学 

 
コンピューテーショナル・インテリ

ジェンス部会 
主査 満倉 靖恵 慶應義塾大学 

 離散事象システム部会 主査 残間 忠直 千葉大学 

 社会システム部会 主査 寺野 隆雄 東京工業大学 

 
スマーターワールド実現のための新

たなシステムアプローチ調査研究会 
主査 貝原 俊也 神戸大学 

 
境界と関係性を視座とするシステム

ズアプローチ調査研究会 
主査 黒江 康明 京都工芸繊維大学 

 先端コンピューテックス調査研究会 主査 西村 治彦 兵庫県立大学 

 知能分子ロボティクス調査研究会 主査 中茎 隆 九州工業大学 

システムインテグレーション部門 

 メカトロニクスシステム部会 主査 関 健太 名古屋工業大学 

 自動化システム部会 主査 菅原 雄介 東京工業大学 

 ロボティクス部会 主査 栗田 雄一 広島大学 

 福祉工学部会 主査 藤井 千枝子 慶應義塾大学 

 VR工学部会 主査 難波江 裕之 東京工業大学 

 レスキュー工学部会 主査 大野 和則 東北大学 

 
ユニバーサルデザイン応用システム

部会 
主査 浅川 貴史 大島商船高等専門学校 

 共創システム部会 主査 三宅 美博 東京工業大学 

 ロボット・セラピー部会 主査 香川 美仁 拓殖大学 

 安全回復システム部会 主査 谷川 民生 産業技術総合研究所 

 バイオシステム部会 主査 高橋 憲子 愛媛大学 

 
RT システムインテグレーション部

会 
主査 植木 美和 (株)富士通研究所 

 ソフトマテリアル応用部会 主査 高木 賢太郎 名古屋大学 

 医工融合システム部会 主査 木口 量夫 九州大学 

 触覚部会 主査 田中 由浩 名古屋大学 

 バイオミメティックマシン部会 主査 渡辺 圭吾 岡山大学 
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 モーションメディア部会 主査 岩城 敏 広島市立大学 

 空間知部会 主査 大原 賢一 名城大学 

 インテリジェントビークル部会 主査 小松 信雄 大阪工業大学 

 フィールドロボティクス部会 主査 永谷 圭司 東北大学 

 スワームシステム部会 主査 山本 雅人 北海道大学 

 天体観測技術部会 主査 栗田 光樹男 京都大学 

 マニピュレーション部会 主査 渡辺 哲陽 金沢大学 

産業応用部門 

 計装技術交流部会 主査 小池 建郎 東芝三菱電機産業システム(株) 

 流体計測制御部会 主査 吉満 俊拓 神奈川工科大学 

 産業ネットワーク・システム部会 主査 熊谷 賢治 村田機械株) 

 計測制御エンジニア会 総代 木村 政仁 日本計測工業(株) 

ライフエンジニアリング部門 

 統合情報生物工学部会 主査 浅井 義之 山口大学 

 電気生理運動学部会 主査 吉田 正樹 大阪電気通信大学 

 ユビキタスヘルスケア部会 主査 植野 彰規 東京電機大学 

 生体・生理工学部会 主査 高島 一郎 産業技術総合研究所 

 

 

 

2019年度の支部運営は、以下の支部長の下、従来通り8支部体制で行われました。 

 

支部 氏名 所属 

北海道支部 近野 敦 北海道大学 

東北支部 吉田 和哉 東北大学 

中部支部 佐々木 実 岐阜大学 

北陸支部 渡辺 哲陽 金沢大学 

関西支部 津坂 優子 パナソニック(株) 

中国支部 平田 健太郎 岡山大学 

四国支部 宮田 剛 高知工業高等専門学校 

九州支部 喜安 千弥 長崎大学 

 

 

 

 

6．2019〜20年度代議員 
定款及び本会の規程の定めにより、SICEの代議員は2年に1度、1月に行われる代議員選挙により選出され

ることになっており、2019年1月が代議員改選の時に当たりました。 

そこで2018年度中に、理事会において次期代議員の定数を94名、補欠を2名と定め、2018年度選挙管理委

員会（委員長：倉林大輔）が代議員選挙の候補者の募集を行い、2018年度候補者推薦委員会（委員長：本多 敏）

により候補者名簿が作成されました。その後、2018年度選挙管理委員会により12月14日に投票の告示が行わ

れ、2019年1月4日に投票を締め切り、即日開票の結果、以下の代議員、および補欠が選出されました。 
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2019〜20年度代議員 
番号 氏名 所属 

 
番号 氏名 所属 

1 青田 直之 アズビル(株) 48 高橋 隆行 福島大学 

2 東  俊一 名古屋大学  49 高山  茂 立命館大学 

3 荒井 翔悟 東北大学  50 高山 潤也 信州大学 

4 安藤 慶昭 産業技術総合研究所  51 橘  完太 工学院大学 

5 池田 卓史 富士電機(株)  52 田中 孝之 北海道大学 

6 石川 将人 大阪大学  53 田中 仁章 横河電機(株) 

7 石黒 章夫 東北大学  54 谷口 忠大 立命館大学 

8 伊藤 章雄 横河電機(株)  55 田村 安孝 山形大学 

9 伊藤 邦春 日本製鉄(株)  56 千田 有一 信州大学 

10 井端 一雅 (株)MTK  57 津坂 優子 パナソニック(株) 

11 井村 順一 東京工業大学  58 寺田 賢治 徳島大学 

12 上木  諭 豊田工業高等専門学校  59 寺本 顕武 佐賀大学 

13 内山  勝 東北大学  60 道木 加絵 愛知工業大学 

14 大重 貴彦 JFEテクノリサーチ(株)  61 中内  靖 筑波大学 

15 太田 快人 京都大学  62 仲田 隆一  

16 大矢 純子 (株)東芝インフラシステムズ  63 長門 達也 カルソニックカンセイ(株) 

17 大山 真司 東京工業大学  64 滑川  徹 慶應義塾大学 

18 尾形 哲也 早稲田大学  65 新妻 実保子 中央大学 

19 金子  修 電気通信大学  66 橋本 芳宏 名古屋工業大学 

20 河合 康典 石川工業高等専門学校  67 長谷川 正美 富士電機(株) 

21 川上 浩司 京都大学  68 馬場  充 茨城大学 

22 神田 真司 (株)富士通研究所  69 早川 朋久 東京工業大学 

23 喜多  一 京都大学  70 早川 義一 愛知工業大学 

24 喜安 千弥 長崎大学  71 原  辰次 中央大学 

25 久間 和生 農業・食品産業技術総合研究機構  72 藤崎 泰正 大阪大学 

26 工藤 俊郎 東芝ITコントロールシステム(株)  73 藤田 壽憲 東京電機大学 

27 黒川  太 東芝インフラシステムズ(株)  74 藤本 健治 京都大学 

28 小池 雅和 東京海洋大学  75 本多  敏 慶應義塾大学 

29 後久 卓哉 東急建設(株)  76 本間 経康 東北大学 

30 小林 尚登 法政大学  77 松村 基史 富士電機(株) 

31 佐々木 尚史 横河電機(株)  78 三浦 眞由美 アズビル(株) 

32 佐々木 毅 芝浦工業大学  79 満倉 靖恵 慶應義塾大学 

33 笹谷 俊幸 富士電機(株)  80 三好 孝典 豊橋技術科学大学 

34 佐藤 和也 佐賀大学  81 森田 良文 名古屋工業大学 

35 佐藤 訓志 大阪大学  82 八木  透 東京工業大学 

36 澤田  満 理化工業(株)  83 安井 裕司 (株)本田技術研究所  

37 椹木 哲夫 京都大学  84 山下 智輝 (株)前川製作所 

38 茂森 弘靖 JFEスチール(株)  85 山下  裕 北海道大学 

39 篠田 裕之 東京大学  86 山田  功 群馬大学 

40 申  鉄龍 上智大学  87 山田  勉 (株)日立製作所 

41 神代  充 富山大学  88 山田 善郎 産業技術総合研究所 

42 菅野 重樹 早稲田大学  89 山中  理 (株)東芝インフラシステムズ 

43 杉本 靖博 大阪大学  90 山本  茂 金沢大学 

44 鈴木 高宏 東北大学  91 山本 大介 (株)東芝 

45 曽  智 広島大学  92 山本 智規 愛媛大学 

46 曽禰 寛純 アズビル(株)  93 山本 秀典 (株)日立製作所 

47 髙木 真人 (公社)日本工学会  94 劉  康志 千葉大学 

（任期は2021年1月実施の代議員選挙終了時まで） 
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補欠代議員（補欠候補順）

 
番号 

1 結城

 

 

７．会員の推移

2019

 

名誉会員

学生会員

永年会員

賛助会員

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補欠代議員（補欠候補順）

氏名 

結城 義敬 

会員の推移 

19年末の会員状況は以下の通りです。

 

正会員 

名誉会員 

学生会員 

永年会員 

賛助会員 

補欠代議員（補欠候補順） 

所属 

(公社)計測自動制御学会

年末の会員状況は以下の通りです。

2019年（平成

計測自動制御学会 

年末の会員状況は以下の通りです。 

年（平成31年）末現在

4,304名 

35名 

368名 

128名 

182社 

（230口） 

 

 

年）末現在 201

 

注：定款で定められている准会員は、現在該当がありません。

2018年（平成30

4,417

36名

383名

118名

183社

（231口）

注：定款で定められている准会員は、現在該当がありません。

30年）末現在 

名 

名 

名 

名 

社 

口） 

注：定款で定められている准会員は、現在該当がありません。

 増減 

▲113名

▲1名

▲15名

10名 

▲1社

（▲1口）

注：定款で定められている准会員は、現在該当がありません。

 

名 

名 

名 

 

社 

口） 

注：定款で定められている准会員は、現在該当がありません。 
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8．Annual ConferenceAnnual ConferenceAnnual Conference、部門大会参加者数の推移、部門大会参加者数の推移

 

、部門大会参加者数の推移 
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Ⅲ．2019年度事業報告付属明細書 
 

 

 

1．単年度事業計画（2019年） 

各委員会、部門、支部が策定した「2019年度計画・実施報告」を以下に示します。 

 

番号 組織名 担当理事、部門長、支部長 

01 総務委員会 業務執行理事 藤本委員長、伊藤副委員長 

02 財務委員会 業務執行理事 後久委員長、山本(秀)副委員長 

03 企画委員会 業務執行理事副会長 小野委員長 

04 学会賞委員会 業務執行理事副会長 小林委員長 

10 会誌出版委員会 業務執行理事 尾形委員長、大重副委員長 

11 論文集委員会 
業務執行理事 山下委員長、 

石川副委員長(英) 、新妻副委員長(和)  

12 Annual Conference（AC）委員会 業務執行理事 金子委員長 

13 国際委員会 業務執行理事 安藤委員長、三浦副委員長 

14 国際標準化委員会 業務執行理事副会長 小野委員長 

15 事業会員サービス委員会 業務執行理事 茂森委員長、長谷川副委員長 

16 教育･認定委員会 業務執行理事 橋本委員長 

30 部門協議会 業務執行理事 田中(仁)議長、山本(大)副議長 

31 計測部門 寺本部門長 

32 制御部門 井村部門長 

33 システム・情報部門 半田部門長 

34 システムインテグレーション部門 新井部門長 

35 産業応用部門 藤田部門長 

36 ライフエンジニアリング部門 中島部門長 

50 支部協議会 業務執行理事 髙山議長、鈴木副議長 

51 北海道支部 近野支部長 

52 東北支部 吉田支部長 

53 中部支部 佐々木支部長 

54 北陸支部 渡辺支部長 

55 関西支部 津坂支部長 

56 中国支部 平田支部長 

57 四国支部 宮田支部長 

58 九州支部 喜安支部長 
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業
務
の
適
正
化
、
強
化
 

・
シ
ニ
ア
正
職
員
制
度
適
用
職
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
 

・
事
務
局
員
の
業
務
の
分
析
、
簡
素
化
 

・
業
務
分
担
お
よ
び
業
務
量
の
適
正
化
 

・
事
務
局
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
 

  5)
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
報
告
の
仕
組
み
検
討
 

  6)
 Y
60
(S
IC
E 
60

周
年
記
念
事
業
)準

備
委
員
会
の
運
営
 

    7)
 S
IC
E
規
程
の
整
備
お
よ
び
改
訂
 

●
1〜

6
月
 

総
務
委
員
会
の
開
催
 

・
 
3/
1 
第

1
回
総
務
委
員
会
  

・
 
4/
12
 第

2
回
総
務
委
員
会
 

・
 
5/
29
 第

3
回
総
務
委
員
会
 

・
 
6/
20
 第

4
回
総
務
委
員
会
 

1)
理
事
会
の
開
催
計
画
作
成
と
実
施
 

・
 
3
回
の
理
事
会
を
計
画
し
開
催
し
た
。
 

・
 
拡
大
理
事
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
検
討
と
名
称
変
更
。
 

 2)
学
会
運
営
の
円
滑
化
 

・
 
20
19

年
度
の
総
会
会
場
の
選
定
を
行
な
っ
た
。
 

・
 
会
長
任
期

2
年
化
と
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
設
置
に

つ
い
て
検
討
し
た
。
 

・
 
国
際
化

5
カ
年
特
別
費
用
準
備
資
金
と
し
て
約

40
0
万

円
を
設
定
し
た
。
 

・
 
 

3)
各
委
員
会
、
部
門
お
よ
び
支
部
の
活
動
フ
ォ
ロ
ー
 

・
 
部
門
・
支
部
活
動
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
の
検
討

を
行
っ
た
。
 

・
 
SD
Gs

に
関
す
る
部
門
活
動
状
況
調
査
を
実
施
。
 

 4)
事
務
局
業
務
の
適
正
化
、
強
化
 

・
 
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
の
シ
フ
ト
勤
務
ル
ー
ル
を
策

定
。
 

・
 
事
務
局

PC
の
更
新
を
行
な
っ
た
。
 

・
 
派
遣
社
員
契
約
に
よ
る
業
務
分
担
見
直
し
を
開
始
し

た
。
 

・
 
長
期
的
な
雇
用
計
画
を
検
討
。
 

 

5)
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
報
告
の
仕
組
み
検
討
 

GD
PR

対
応
を
検
討
、
ま
ず
は
通
報
体
制
を
整
備
。
 

 

6)
Y6
0(
SI
CE
60

周
年
記
念
事
業
)準

備
委
員
会
の
運
営
 

・
 
Y6
0
未
来
創
造

WG
か
ら
、
Y6
0
以
降
の

SI
CE

活
動
に

関
す
る
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
 

・
 
Y6
0
の
日
時
設
定
を
行
い
、
実
行
委
員
選
定
を
依
頼
。
 

 

7)
SI
CE

規
定
の
整
備
お
よ
び
改
定
 

・
 
消
費
税
増
税
へ
の
対
応
 

・
 
使
途
指
定
型
寄
附
金
申
込
書
の
新
設
 

 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

総
務
委
員
会
の
開
催
 

・
委
員
会
開
催
 

   1)
 
理
事
会
、
拡
大
理
事
会
、
社
員
総
会
、
そ
の
他
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
案
作
成
 

・
理
事
会
開
催
回
数
の
低
減
、
間
隔
の
均
等
化
、
審
議
必
要

事
項
の
精
査
 

           2)
学
会
運
営
の
円
滑
化
 

・
理
事
会
運
営
の
効
率
化
 

・
予
決
算
資
料
の
報
告
内
容
の
ま
と
め
 

・
次
年
度
予
算
の
妥
当
性
確
認
 

・
課
題
事
項
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
対
応
、
処
理
 

   3)
各
委
員
会
、
部
門
お
よ
び
支
部
の
活
動
フ
ォ
ロ
ー
 

    4)
シ
ニ
ア
正
職
員
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
 

・
シ
ニ
ア
正
職
員
制
度
適
用
職
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
 

・
事
務
局
員
の
業
務
の
分
析
、
簡
素
化
 

・
業
務
分
担
お
よ
び
業
務
量
の
適
正
化
 

・
事
務
局
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
 

 5)
 Y
60
（
SI
CE
 6
0
周
年
記
念
事
業
）
準
備
委
員
会
の
運
営
 

    6)
 S
IC
E
規
程
の
整
備
お
よ
び
改
訂
 

     

●
7〜

12
月
 

総
務
委
員
会
の
開
催
 

・
 
8/
22
  
第

5
回
総
務
委
員
会
  

・
 
11
/2
8 
第

6
回
総
務
委
員
会
 

・
 
12
/2
4 
第

7
回
総
務
委
員
会
 

 1)
 
理
事
会
、
拡
大
理
事
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
社
員
総
会
、
 

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
案
作
成
 

・
名
称
変
更
し
た
拡
大
理
事
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＋
理
事
会
の

計
画
と
実
施
 

 ・
企
画
委
員
会
と
総
務
委
員
会
の
位
置
付
け
の
再
確
認
を
行

い
、次

年
度
以
降
の
拡
大
理
事
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を

実
行
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
検
討
し
た
 

 ・
事
業
計
画
に
お
い
て
、
実
施
す
べ
き
内
容
が
明
確
に
な
る

よ
う
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
検
討
を
行
っ
た
 

 ・
次
年
度
の

An
nu
al
 C
on
fe
re
nc
e
が
国
外
開
催
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
方
法
を
検
討
 

 2)
学
会
運
営
の
円
滑
化
 

・
会
長
任
期

2
年
化
お
よ
び
会
長
補
佐
組
織
設
置
の
検
討
を

行
っ
た
。
 

・「
前
会
長
」
職
の
新
設
と
権
限
を
議
論
。
 

・
役
員
候
補
者
推
薦
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
化
。
 

・
事
務
局

PC
の
更
新
 

・
緊
急
連
絡
網
の
整
備
 

 3)
各
委
員
会
、
部
門
お
よ
び
支
部
の
フ
ォ
ロ
ー
 

・
部
門
支
部
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
。
結
論
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
引
き
続
き
検
討
が

必
要
 

 4)
シ
ニ
ア
正
職
員
へ
の
円
滑
な
移
行
 

・
契
約
職
員
の
採
用
と
一
部
仕
事
の
引
継
ぎ
。
 

・
シ
ニ
ア
正
職
員
へ
の
移
行
等
に
よ
る
仕
事
量
削
減
に
伴

い
、
業
務
の
一
部
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
検
討
 

  5)
Y6
0
準
備
委
員
会
の
運
営
 

・
SI
CE
20
20
 A
SE
AN
 F
ri
en
ds
hi
p 
Wo
rk
sh
op
 の

企
画
検

討
 

・
会
誌
に
も

Y6
0
特
集
号
を
計
画
 

 6)
SI
CE

規
定
の
整
備
お
よ
び
改
定
 

・
倫
理
綱
領
・
行
動
規
範
の
改
定
を
行
な
っ
た
 

・
会
費
支
払
い
困
難
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

財
務
委
員
会
 

担
当
 

後
久
委
員
長
、
山
本
副
委
員
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
直
轄
、
部
門
、
支
部
お
よ
び
事
務
局
の
業
務
見
直
し
と
効
率
化
の
推
進
 

・
支
部
再
編
に
向
け
た
意
向
調
査
に
基
づ
く
協
議
と
部
門
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
の
見
直
し
 

・
20
20

年
以
降
の
大
型
国
際
事
業
に
備
え
た
財
務
計
画
の
立
案
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

【
定
常
業
務
】
 

１
．
 期

末
決
算
・
事
業
報
告
作
成
（
1
月
～
3
月
）
 

２
．
 期

末
決
算
・
事
業
報
告
内
閣
府
提
出
準
備
（
3
月
）
 

３
．
 期

末
決
算
・
事
業
報
告
 
内
閣
府
提
出
（
3
月
末
）
 

４
．
 新

役
員
変
更
届
内
閣
府
提
出
（
4
月
末
）
 

５
．
 上

期
活
動
計
画
の
見
直
し
（
4
月
～
6
月
）
 

６
．
 中

間
決
算
（
6
月
末
）
 

  【
管
理
会
計
運
用
】
 

７
．
 管

理
会
計
の
運
用
 

        ８
．
 部

門
・
支
部
サ
ー
プ
ラ
ス
に
関
す
る
ル
ー
ル
お
よ
び

適
用
年
の
検
討
 

        【
国
際
化
事
業
計
画
】
 

９
．
 特

別
費
用
準
備
資
金
を
活
用
し
た
国
際
事
業
推
進
策

の
立
案
と
展
開
（
国
際
委
、
部
門
協
と
連
携
）
 

  

●
1〜

6
月
 

【
定
常
業
務
】
 

１
．
期
末
決
算
・
事
業
報
告
作
成
（
1
月
～
3
月
）
 

２
．
期
末
決
算
・
事
業
報
告
内
閣
府
提
出
準
備
（
3
月
）
 

３
．
期
末
決
算
・
事
業
報
告
内
閣
府
提
出
（
3
月

29
日
）
 

４
．
新
役
員
変
更
届
内
閣
府
提
出
（
4
月

26
日
）
 

５
．
上
期
活
動
計
画
の
見
直
し
は
特
に
実
施
し
て
い
な
い
 

６
．
中
間
決
算
に
つ
い
て
 

直
轄
委
員
会
、
部
門
、
支
部
へ
依
頼
 

 【
管
理
会
計
運
用
】
 

７
．
管
理
会
計
の
運
用
 

 20
16

年
9
月
の
理
事
会
で
決
議
さ
れ
た
会
計
一
元
化
よ
り
 

 部
門
・
支
部
の
過
去
の
貢
献
は
ゼ
ロ
リ
セ
ッ
ト
は
せ
ず
、
 

部
門
・
支
部
の
貢
献
に
応
じ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
 

の
策
定
検
討
を
進
め
る
事
を
第
１
回
財
務
委
員
会
（
5/
8 

に
お
い
て
再
確
認
 

 ８
．
部
門
・
支
部
サ
ー
プ
ラ
ス
に
関
す
る
ル
ー
ル
お
よ
び
適

用
年
の
検
討
 

 第
１
回
財
務
委
員
会
（
5/
8）

に
お
い
て
、
次
年
度
予
算
策

定
に
向
け
た
、
部
門
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
適
用
に
関
し

て
部
門
協
議
会
に
調
整
を
依
頼
 

支
部
協
議
会
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
評
価
に
関
し
て
は
継
続

検
討
を
依
頼
 

 【
国
際
化
事
業
計
画
】
 

９
．
特
別
費
用
準
備
資
金
を
活
用
し
た
国
際
事
業
推
進
策
の

立
案
と
展
開
（
国
際
委
、
部
門
協
と
連
携
）
 

 国
際
事
業
推
進
策
を
関
係
者
と
協
議
調
整
し
、
内
閣
府
へ
 

特
定
費
用
準
備
資
金
計
画
を
提
出
（
3/
29
）
 

実
施
に
向
け
た
申
請
書
類
の
整
備
を
実
施
 

      

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

【
定
常
業
務
】
 

１
．
 上

期
活
動
計
画
・
中
間
決
算
結
果
報
告
（
7
月
）
 

   ２
．
 事

業
計
画
策
定
・
予
算
策
定
（
7
月
～
10

月
）
 

    ３
．
 事

業
計
画
・
予
算
レ
ビ
ュ
ー
（
11

月
）
 

   ４
．
 事

業
計
画
・
予
算
内
閣
府
提
出
準
備
(1
1
月
～
12

月
) 

      ５
．
 事

業
計
画
・
予
算
内
閣
府
提
出
（
12

月
末
）
 

  ６
．
 期

末
決
算
（
12

月
）
 

  【
管
理
会
計
運
用
・
予
算
管
理
運
用
】
 

７
．
 管

理
会
計
の
運
用
、予

実
算
管
理
の
見
直
し
と
修
正
を

適
宜
実
施
 

        ８
．
 部

門
・
支
部
サ
ー
プ
ラ
ス
に
関
す
る
ル
ー
ル
お
よ
び
適

用
年
の
検
討
 

           

●
7〜

12
月
 

【
定
常
業
務
】
 

１
．
上
期
活
動
計
画
・
中
間
決
算
結
果
報
告
 

第
2
回
財
務
委
員
会
（
8/
22
）
に
て
中
間
決
算
報
告
、
下
期

追
加
事
業
計
画
に
つ
い
て
検
討
 

 ２
．
事
業
計
画
策
定
・
予
算
策
定
 

第
2
回
財
務
委
員
会
（
8/
22
）
に
て
予
算
策
定
方
針
協
議
第

４
回
理
事
会（

9/
10
）予

算
策
定
方
針
を
決
議
し
直
轄
委
員
、

部
門
、
支
部
に
予
算
策
定
通
知
 

 ３
．
事
業
計
画
・
予
算
レ
ビ
ュ
ー
 

第
5
回
理
事
会
（
11
/2
8）

に
て
予
算
と
り
ま
と
め
状
況
と

今
後
の
取
り
扱
い
を
確
認
 

 ４
．
事
業
計
画
・
予
算
内
閣
府
提
出
準
備
 

予
算
と
り
ま
と
め
を
行
い
八
役
会
議
（
12
/３

）
に
て
予
算

全
体
の
確
認
 

そ
の
後
、
第
６
回
理
事
会
（
12
/2
4）

で
予
算
の
承
認
を
受

け
る
 

 

５
．
事
業
計
画
・
予
算
内
閣
府
提
出
 

予
算
内
閣
府
提
出
(1
2/
26
) 

 ６
．
期
末
決
算
 

 
期
末
決
算
を
実
施
 
第

7
回
理
事
会
(2
/7
)報

告
予
定
 

 【
管
理
会
計
運
用
・
予
算
管
理
運
用
】
 

７
．
管
理
会
計
の
運
用
、
予
実
算
管
理
の
見
直
し
と
修
正
を

適
宜
実
施
 

・
管
理
会
計
運
用
開
始
か
ら
の
各
部
門
及
び
支
部
の
貢
献
度

の
整
理
を
実
施
 

・
事
業
構
造
の
見
直
し
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
お
よ
び
意

見
を
財
務
委
員
会
で
実
施
 

・
使
途
指
定
型
寄
付
申
込
書
 

・
国
際
化
特
定
費
用
準
備
資
金
の
実
施
時
申
請
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
お
よ
び
予
実
管
理
方
法
の
整
備
を
実
施
 

 ８
．
部
門
・
支
部
サ
ー
プ
ラ
ス
に
関
す
る
ル
ー
ル
お
よ
び
適

用
年
の
検
討
 

 運
営
負
担
金
（
サ
ー
プ
ラ
ス
）
10
％
の
運
用
を

3
年
平
均

10
％
＋
単
年
度
下
限
制
約

5％
の
運
用
改
良
適
用
を
予
算

策
定
時
に
部
門
へ
提
示
 

 20
20

年
度
予
算
で
採
用
す
る
部
門
は
な
し
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

企
画
委
員
会
 

担
当
 

小
野
委
員
長
（
副
会
長
）
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

付
加
価
値
を
拡
大
、
提
供
す
る
（
活
動
し
た
い
）
領
域
を
探
す
部
門
横
断
に
よ
る
作
業
部
会
の
発
足
と
推
進
、
並
び
に
計
測
・
制

御
・
シ
ス
テ
ム
の
学
術
分
野
と
し
て
の
参
照
基
準
の
検
討
に
向
け
た
作
業
部
会
の
発
足
と
推
進
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

委
員
会
開
催
 

 
委
員
の
決
定
 

 
委
員
会
開
催
日
の
決
定
 

 
委
員
会
開
催
 
2～

3
回
 

 1)
 学

会
活
動
の
将
来
に
向
け
て
の
課
題
の
洗
い
出
し
と
整
理
 

 
・
20
18

年
度
拡
大
理
事
会
で
提
言
さ
れ
た
 

項
目
の
フ
ォ
ロ
ー
 

 
・
新
た
な
視
点
で
の
課
題
の
洗
い
出
し
 

  2)
 企

業
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
向
上

WG
へ
の
継
続
参
加
 

新
し
い
技
術
分
野
へ

SI
CE

と
し
て
ど
う
貢
献
す
る
か
、
 

部
門
横
断
の

WG
を
発
足
と
運
営
 

  

   3)
 計

測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
の
学
術
分
野
と
し
て
の
参
照
基

準
の
検
討

WG
（
SI
CE

人
材
像
の
見
直
し
を
含
む
）
を
発
足

と
運
営
 

 4)
 V
is
io
n 
Pr
od
uc
e
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
検
討
 

 5)
 拡

大
理
事
会
準
備
 

 
・
日
時
お
よ
び
場
所
の
決
定
（
1
月
）
 

 
・
討
議
テ
ー
マ
の
設
定
（
6
月
）
 

●
1〜

6
月
 

(2
01
8
年
度
)第

4
回
 
1
月

8
日
開
催
 

第
1
回
 
4
月

8
日
開
催
 

第
2
回
 
5
月

28
日
開
催
 

  1)
 
「
学
会
活
動
の
将
来
に
向
け
て
の
課
題
の
洗
い
出
し
と

整
理
」
に
つ
い
て

20
19

年
度
担
当
委
員
を
決
め
て
さ
ら

に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

な
お
関
連
す
る
課
題
と
し
て
拡
大
理
事
会
で
「
SI
CE

の
価

値
領
域
の
明
確
化
と
社
会
が
掲
げ
る
課
題
に
向
け
た
貢

献
」
を
討
議
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

2)
 
引
き
続
き
企
業
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
向
上

WG
へ
の
協
力

を
行
う
こ
と
と
し
た
。
 

新
し
い
技
術
分
野
へ
の

SI
CE

の
貢
献
と
部
門
横
断
の
課

題
に
つ
い
て
は
、
20
19

年
度
担
当
委
員
を
決
め
て
さ
ら
に

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

な
お
関
連
す
る
課
題
と
し
て
拡
大
理
事
会
で
「
部
門
間
協

調
と
新
分
野
へ
の
対
応
」（

仮
題
）
を
討
議
す
る
こ
と
と

し
た
。
 

3)
 
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
の
学
術
分
野
と
し
て
の
参
照
基

準
に
つ
い
て
は
、
関
連
委
員
会
と
連
携
し
つ
つ
、
20
19

年

度
担
当
委
員
を
決
め
て
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

 

4)
 
過
去
の
経
緯
か
ら

20
19

年
度
は
開
催
を
計
画
し
て
い
な

い
。
 

5)
 
拡
大
理
事
会
の
日
時
及
び
会
場
を
決
定
し
た
。
 

討
議
テ
ー
マ
を
下
記
の

3
つ
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

•
 

SI
CE

の
価
値
領
域
の
明
確
化
と
社
会
が
掲
げ
る
課
題
に

向
け
た
貢
献
－
So
ci
et
y 
5.
0,
 国

連
SD
Gs

等
へ
の
対
応

―
（
仮
題
）
 

•
 

部
門
間
協
調
と
新
分
野
へ
の
対
応
（
仮
題
）
 

•
 

会
員
数
減
少
へ
の
対
応
策
（
仮
題
）
 

 拡
大
理
事
会
に
代
わ
る
名
称
を
検
討
し
案
を
提
示
し
た
。
 

 

        

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

委
員
会
開
催
 
2～

3
回
 

    1)
 
学
会
活
動
の
将
来
に
向
け
て
の
課
題
の
洗
い
出
し
と

整
理
 

・
20
18

年
度
拡
大
理
事
会
で
提
言
さ
れ
た
項
目
の
フ
ォ

ロ
ー
 

・
新
た
な
視
点
で
の
課
題
の
洗
い
出
し
 

 2)
 
企
業
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
向
上

WG
へ
の
継
続
参
加
新

し
い
技
術
分
野
へ

SI
CE

と
し
て
ど
う
貢
献
す
る
か
、
部

門
横
断
の

WG
を
発
足
と
運
営
 

 3)
 
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
の
学
術
分
野
と
し
て
の
参
照

基
準
の
検
討

WG
 

(S
IC
E
人
材
像
の
見
直
し
を
含
む
)を

発
足
と
運
営
 

 4)
 
Vi
si
on
 P
ro
du
ce

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
 

 5)
 
拡
大
理
事
会
準
備
お
よ
び
実
施
 

・
討
議
テ
ー
マ
（
全
体
・
グ
ル
ー
プ
別
）
の
設
定
 

・
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
の
選
定
 

・
事
前
準
備
、
フ
ォ
ロ
ー
 

・
実
施
 

 6)
 
20
20

年
度
事
業
計
画
、
予
算
計
画
へ
の
落
と
し
込
み
 

 
・
テ
ー
マ
討
議
の
整
理
 

 
・
各
委
員
会
へ
依
頼
 

 
・
各
委
員
会
の
事
業
計
画
、
予
算
計
画
の
確
認
 

 7)
 
SI
CE

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
事
業
計
画
の
見
直
し
 

拡
大
理
事
会
の
議
論
に
基
づ
き
次
年
度
計
画
の
見
直
し
 

 8)
 
次
年
度
、
拡
大
理
事
会
の
開
催
、
日
程
に
関
す
る
案
の

作
成
 

             

●
7〜

12
月
 

7
月

31
日
 
 第

3
回
企
画
委
員
会
 

9
月

9,
10

日
 
拡
大
理
事
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
広
島
）
 

10
月

9
日
 
第

4
回
企
画
委
員
会
 

  1)
 
担
当
委
員
を
決
め
て
検
討
を
行
い
、結

果
を
ま
と
め
た

上
で
次
期
委
員
会
へ
の
引
き
継
ぎ
報
告
を
作
成
し
た
。
 

    2)
 
 担

当
委
員
を
決
め
て
検
討
を
行
い
、
結
果
を
ま
と
め

た
上
で
次
期
委
員
会
へ
の
引
き
継
ぎ
報
告
を
作
成
し
た
。
 

  3)
 
 担

当
委
員
を
決
め
て
検
討
を
行
い
、
結
果
を
ま
と
め

た
上
で
次
期
委
員
会
へ
の
引
き
継
ぎ
報
告
を
作
成
し
た
。
 

  4)
 
過
去
の
経
緯
か
ら

20
19

年
度
は
開
催
を
計
画
し
て
い

な
い
。
 

5)
 
「
拡
大
理
事
会
」
の
名
称
を
「
拡
大
理
事
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
に
改
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
 

20
19

年
9
月

9
日
と

10
日
に
広
島
で
拡
大
理
事
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
3
つ
の
課
題
を
選
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
課
題
リ
ー
ダ
ー
と
討
議
メ
ン
バ
ー
を
設
定

し
た
。
  

6)
 
拡
大
理
事
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
討
議
内
容
を
ま
と
め

た
う
え
、
20
20

年
度

SI
CE

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
事
業
計
画

に
反
映
さ
せ
る
た
め
中
期
的
課
題
と

SI
CE

事
業
計
画

案
を
委
員
会
で
ま
と
め
た
。
こ
れ
ら
を

SI
CE

内
の
各

組
織
に
通
知
し
、
意
見
招
請
を
行
っ
た
。
 

7)
 
20
20

年
度

SI
CE

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
事
業
計
画
案
に
つ
い

て
理
事
会
で
承
認
を
得
た
。
 

 8)
 
20
20

年
度
拡
大
理
事
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

8
月
頃
国

内
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

学
会
賞
委
員
会
 

担
当
 

小
林
委
員
長
（
副
会
長
）
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
定
常
業
務
：
規
程
に
従
い
、
各
賞
（
学
術
奨
励
賞
、
学
会
賞
、
他
団
体
賞
）
の
選
考
作
業
を
進
め
る
。
 

・
AC
 A
wa
rd

の
選
考
を
、
AC

の
実
行
委
員
会
と
連
携
し
て
確
実
に
行
う
。
 

・
学
会
賞
委
員
会
、
各
部
門
、
各
支
部
が
所
掌
す
る
賞
の
整
理
と
見
直
し
を
進
め
る
。
 

・
選
考
作
業
の
見
直
し
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

1)
20
18

年
度
学
術
奨
励
賞
の
選
考
作
業
 

   2)
（
他
団
体
賞
）
20
19

年
度
油
空
圧
機
器
技
術
振
興
財
団

論
文
顕
彰
へ
の
推
薦
論
文
選
考
作
業
 

  3)
20
19

年
度
学
会
賞
（
論
文
賞
、
技
術
賞
、
著
述
賞
、
新

製
品
開
発
賞
、
教
育
貢
献
賞
、
国
際
標
準
化
賞
）
の
選
考

作
業
 

  4)
（
他
団
体
賞
）
20
19

年
度

FA
財
団
論
文
賞
へ
の
推
薦
論

文
選
考
作
業
 

（
他
団
体
賞
）
島
津
科
学
技
術
振
興
財
団
論
文
賞
へ
の
推

薦
作
業
 

    5)
（
功
績
賞
選
考
委
員
会
）
20
19

年
度
功
績
賞
授
与
候
補

者
選
考
 

  6)
（
フ
ェ
ロ
ー
選
考
委
員
会
）
20
19

年
度
フ
ェ
ロ
ー
称
号

授
与
候
補
者
選
考
 

  7)
SI
CE
 2
01
9 
AC
 A
wa
rd

選
考
作
業
 

 

●
1〜

6
月
 

1)
20
18

年
度
学
術
奨
励
賞
と
し
て
、
研
究
奨
励
賞

10
件
、
技

術
奨
励
賞

4
件
を
選
考
、
2
月

19
日
の
第

9
回
定
時
社
員
総
会

に
お
い
て
賞
状
、
副
賞
を
贈
呈
し
た
。
 

 2)
（
他
団
体
賞
）
20
19

年
度
油
空
圧
機
器
技
術
振
興
財
団

論
文
顕
彰
へ
の
推
薦
の
た
め
、
1
編
の
論
文
を
選
考
、
財
団

へ
の
推
薦
を
行
っ
た
。
 

 3)
20
19

年
度
学
会
賞
と
し
て
、
論
文
賞

9
件
、
技
術
賞

1

件
、
著
述
賞

2
件
、
新
製
品
開
発
賞

3
件
、
国
際
標
準
化
賞

1
件
を
選
考
し
た
（
SI
CE
20
19

会
場
に
て
贈
呈
予
定
）。

 

  4)
（
他
団
体
賞
）
20
19

年
度

FA
財
団
論
文
賞
へ
の
推
薦
の

た
め
、
3
編
の
論
文
を
選
考
、
FA

財
団
へ
の
推
薦
を
行
っ
た
 

  

20
19

年
度
日
本
学
術
振
興
会
 育

志
賞
へ
の
学
会
長
推
薦

を
1
編
行
っ
た
。
 

島
津
科
学
技
術
振
興
財
団
論
文
賞
へ
の
推
薦
は
な
し
。
 

 5)
（
功
績
賞
選
考
委
員
会
）
20
19

年
度
の
功
績
賞
授
与
者

と
し
て
１
名
を
選
考
し
た
（
SI
CE
20
19

会
場
に
て
授
与
予

定
）。

 

 6)
（
フ
ェ
ロ
ー
選
考
委
員
会
）
20
19

年
度
の
フ
ェ
ロ
ー
称

号
授
与
者
と
し
て

4
名
を
選
考
し
た
（
SI
CE
20
19

会
場

に
て
授
与
予
定
）。

 

 7)
 
SI
CE
 2
01
9 
AC
 A
wa
rd

選
考
委
員
会
へ
学
会
賞
委
員

を
派
遣
（
各
分
野
よ
り

1
名
ず
つ
）。

選
考
に
向
け
て

SI
CE
20
19

実
行
委
員
会
と
の
連
携
を
図
っ
た
。
 

 8)
 S
IY
A(
SI
CE
 I
nt
er
na
ti
on
al
 Y
ou
ng
 A
ut
ho
rs
 

Aw
ar
ds
) 
を
新
設
し
各
種
規
程
を
整
備
し
た
。
 

     

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

1)
SI
CE
 2
01
9 
AC
 A
wa
rd

選
考
作
業
 

      2)
学
会
賞
委
員
会
、
各
部
門
、
各
支
部
が
所
掌
す
る
賞
の
整

理
と
見
直
し
 

 3)
各
賞
の
選
考
作
業
の
見
直
し
 

  4)
20
19

年
度
学
術
奨
励
賞
の
選
考
作
業
 

    5)
20
20

年
度
学
会
賞
（
論
文
賞
、
技
術
賞
、
著
述
賞
、
新

製
品
開
発
賞
、
教
育
貢
献
賞
、
国
際
標
準
化
賞
）
の
推
薦

募
集
 

                            

●
7〜

12
月
 

1)
 
倉
林

AC
ア
ワ
ー
ド
委
員
長
の
下
に
、
各
賞
を
選
考
し

贈
賞
を
行
っ
た
。
 

In
te
rn
at
io
na
l 
Aw
ar
d；

Ba
si
c 
Te
ch
no
lo
gy
 1
件
、

Ap
pl
ic
at
io
n 
1
件
 

Yo
un
g 
Au
th
or
’
s 
Aw
ar
d 
1
件
 

Po
st
er
 P
re
se
nt
at
io
n 
Aw
ar
d 
1
件
 

 2,
3)
 A
C
ア
ワ
ー
ド
の
選
考
作
業
を
見
直
し
、
各
種
規
程
の

改
訂
を
行
っ
た
。
 

    4)
20
19

年
度
学
術
奨
励
賞
と
し
て
、
研
究
奨
励
賞

10
件
、
技

術
奨
励
賞

5
件
を
選
考
、
2
月

28
日
の
第

10
回
定
時
社
員
総

会
に
お
い
て
賞
状
、
副
賞
を
贈
呈
す
る
予
定
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

会
誌
出
版
委
員
会
 

担
当
 

尾
形
委
員
長
，
大
重
副
委
員
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

魅
力
が
あ
り
か
つ
理
解
し
や
す
い
会
誌
・
論
文
集
・
刊
行
物
・
we
b
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
行
・
充
実
・
向
上
の
継
続
 

特
に

OS
、
WS

開
催
や
会
誌
発
行
に
よ
る
、
大
学
・
メ
ー
カ
ー
・
ユ
ー
ザ
ー
企
業
さ
ら
に
異
業
種
を
含
む
社
会
へ
の
情
報
発

信
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

1.
学
会
誌
特
集
の
充
実
 

・
 
企
業
会
員
に
も
魅
力
的
な
テ
ー
マ
選
定
，
キ
ー
ワ
ー
ド

解
説
の
充
実
 

特
に
分
野
を
超
え
た
読
者
が
理
解
し
や
す
い
基
礎
編

（
解
説
編
）
の
企
画
 

・
 
企
業
研
究
者
/エ

ン
ジ
ニ
ア
，
産
業
応
用
大
学
研
究
者
 

に
よ
る
産
業
応
用
記
事
の
さ
ら
な
る
拡
充
 

※
 
特
集
の
前
半
を
大
学
教
員
メ
イ
ン
で
解
説
を
含
め
 

執
筆
を
拡
充
し
，
後
半
に
産
業
応
用
記
事
を
積
極
的
 

に
掲
載
．
 

・
 
女
性
研
究
者
，
若
手
研
究
者
(4
0
歳
以
下
)を

紹
介
す

る
連
載
記
事
等
の
新
連
載
記
事
の
継
続
 

   2.
 新

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
 

・
こ
れ
ま
で
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
シ
リ
ー
ズ
に
代
わ
る
新
た
シ

リ
ー
ズ
の
企
画
 

 
AI
（
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
計
測
，
制
御
，
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
応
用
な
ど
 

収
支
改
善
に
向
け
た
学
会
誌
の
あ
り
方
検
討
 

・
学
会
誌
電
子
化
の
検
討
 (
前
年
度
継
続
検
討
項
目
) 

・
適
正
な
会
誌
価
格
の
検
討
 

 3.
 表

紙
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
 

 
よ
り
魅
力
的
な
表
紙
を
可
能
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
 

  4.
 電

子
出
版
化
 

・
過
去
ア
ー
カ
イ
ブ
：
Vo
l.
52
(2
01
3)
 半

期
分
 

・
電
子
出
版
に
お
け
る
著
作
権
・
出
版
権
の
整
理
，
 

雛
形
契
約
書
の
展
開
 

 (
前
年
度
に
終
了
し
な
け
れ
ば
継
続
) 

 5.
 よ

り
魅
力
的
な
会
誌
を
出
版
す
る
た
め
の
運
営
体
制
 

・
出
版
委
員
会
へ
の
若
手
/女

性
研
究
メ
ン
バ
ー
の
積
極
的

採
用
 

・
出
版
委
員
へ
の
企
業
関
係
者
の
更
な
る
採
用
 

・
事
業
会
員
サ
ー
ビ
ス
で
進
め
ら
れ
て
い
る

SN
S
活
性
化
と

の
連
携
 

 

●
1〜

6
月
 

1.
学
会
誌
特
集
の
充
実
 

・
 
幅
広
い
会
員
の
興
味
を
惹
く
テ
ー
マ
設
定
を
実
施
．
特

に
，
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
や
学
会
内
の
組
織
的

な
研
究
活
動
を
，
発
信
す
る
こ
と
で
今
後
の
領
域
の
発

展
に
つ
な
げ
ら
れ
る
「
場
」
と
し
て
の
会
誌
を
意
識
．
 

・
 
産
業
応
用
記
事
を
委
員
の
尽
力
に
よ
り
昨
年
程
度
の

分
量
で
設
定
．
 

・
 
人
工
知
能
（
深
層
学
習
）
の
連
載
記
事
を
開
始
．
基
礎

理
論
か
ら
，
計
測
・
制
御
分
野
で
の
具
体
的
な
応
用
を

重
視
し
た
内
容
．
 

・
 
女
性
研
究
者
，若

手
研
究
者
(4
0
歳
以
下
)を

紹
介
す
る

記
事
 “

FA
CE
 t
he
 f
ut
ur
e”

を
連
載
．
特
に
会
誌
の

頭
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
，
学
会
に
お
け
る
若
手
研
究

者
の
ア
ピ
ー
ル
に
繋
げ
て
い
る
．
 

 

2.
 新

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
 

・
現
時
点
で
２
件
の
提
案
．
検
討
中
．
 

      3.
 表

紙
デ
ザ
イ
ン
 

・
特
に
特
集
号
の
内
容
を
反
映
し
た
図
を
利
用
し
た
デ
ザ
イ

ン
を
検
討
中
．
 

 4.
 電

子
出
版
化
 

・
Vo
l.
52
 N
o.
1～

No
.6
(2
01
3
年

1
月
～
6
月
号
)を

、
20
19

年
5
月
に
公
開
 

   5.
 よ

り
魅
力
度
の
高
い
会
誌
を
出
版
す
る
た
め
の
運
営
体

制
 

 ・
昨
年
度
に
引
き
続
き
，
若
手
を
中
心
と
し
た
委
員
会
を
構

成
．
し
か
し
な
が
ら
，
女
性
委
員
は
確
保
で
き
な
か
っ
た
た

め
，
来
期
に
追
加
で
き
る
よ
う
拡
大
理
事
会
に
て
各
部
門
へ

お
願
い
す
る
．
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

1.
学
会
誌
特
集
の
充
実
 

・
企
業
会
員
に
も
魅
力
的
な
テ
ー
マ
選
定
，
キ
ー
ワ
ー
ド

解
説
の
充
実
 

・
企
業
研
究
者
/エ

ン
ジ
ニ
ア
，
産
業
応
用
大
学
研
究
者

に
よ
る
産
業
応
用
記
事
の
充
実
 

     2.
 S
IC
E
の
企
業
会
員
/若

手
会
員
増
加
施
策
へ
の
貢
献
 

・
SI
CE
 A
C 
20
19

に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
産
業
展

示
と
の
リ
ン
ク
に
よ
る
効
果
の
解
析
と
次
年
度
企
画

の
立
案
 

・
SI
CE

特
集
に
リ
ン
ク
し
た

SI
CE

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 

 3.
 新

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
シ
リ
ー
ズ
企
画
 

      4.
 電

子
出
版
化
 

・
過
去
ア
ー
カ
イ
ブ
：
Vo
l.
52
(2
01
3)
 半

期
分
は
上
半

期
で
実
施
 

 

5.
 よ

り
魅
力
的
な
会
誌
を
出
版
す
る
た
め
の
運
営
体
制
 

・
会
誌
出
版
委
員
会
へ
の
若
手
/女

性
研
究
メ
ン
バ
ー
の

採
用
等
の
検
討
 

・
企
業
か
ら
の
委
員
選
出
を
推
進
 

                   

●
7〜

12
月
 

1.
学
会
誌
特
集
の
拡
充
 

 
・
So
ci
et
y 
5.
0
へ
向
け
た
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
紹
介

す
る
「
FA
CE
 t
he
 f
ut
ur
e」

の
連
載
記
事
の
継
続
（
産
学
，

男
性
／
女
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
キ
ー
プ
）
 

 
・
調
査
委
員
会
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
特
集
「
Io
T
時

代
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
ベ
ー
ス
ト
制
御
」
を
企
画
 

 
・
WR
S
な
ど

20
20

年
イ
ベ
ン
ト
を
ま
と
め
る
特
集

「
In
du
st
ri
al
 R
ob
ot
ic
s 
Co
mp
et
it
io
n（

60
-0
8）
」
を

企
画
．
 

 2.
 S
IC
E
の
企
業
会
員
/若

手
会
員
増
加
施
策
へ
の
貢
献
 

 
・
AI

等
の
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
検
討
 

    3.
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
シ
リ
ー
ズ
企
画
 

テ
ー
マ
決
定
後
，
12

月
に
各
執
筆
者
か
ら

1
章
分
の
原
稿

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
．原

稿
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
執
筆
者

へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施
し
た
．
 

現
在
は
新
シ
リ
ー
ズ
の
正
式
名
称
や
次
年
度
の
募
集
方
法

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
 

 4.
 電

子
出
版
化
 

 
・
前
期
に
て
今
期
分
は
完
了
 

  5.
 よ

り
魅
力
的
な
会
誌
を
出
版
す
る
た
め
の
運
営
体
制
 

 
・
各
部
門
に
依
頼
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

論
文
集
委
員
会
 

担
当
 

山
下
委
員
長
 

石
川
副
委
員
長
(英

)、
新
妻
副
委
員
長
(和

) 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
英
文
論
文
集
の
国
際
的
評
価
基
準
（
ES
CI
、
Ci
ta
ti
on
 I
nd
ex

等
）
獲
得
へ
向
け
た
活
動
の
継
続
 

・
和
文
・
英
文
の
両
論
文
誌
の
位
置
づ
け
 

・
編
集
方
針
の
戦
略
的
見
直
し
に
よ
る
投
稿
数
拡
大
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

1 
論
文
集
委
員
会
の
開
催
 

  1-
1 

Ed
it
or

の
資
格
要
件
を
見
直
し
（
規
定
改
定
）

Ed
it
or
ia
l 
Bo
ar
d
の
国
際
化
を
図
る
。
 

1-
2 

論
文
投
稿
、
査
読
、
採
択
、
編
集
の
一
連
の
流
れ
の

可
視
化
を
進
め
、
今
後
の
論
文
集
事
業
の
戦
略
検
討
を

深
め
る
（
投
稿
・
査
読
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
よ
る
査
読

期
間
の
短
縮
。
投
稿
料
の
適
正
化
に
よ
る
投
稿
数
の
増

加
。
論
文
名
称
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
認
知

力
の
強
化
。採

択
率
の
最
適
化
に
よ
る
投
稿
数
･掲

載
数

の
増
加
。
発
刊
回
数
や
会
誌
と
の
統
合
な
ど
も
視
野
に

入
れ
た
事
業
コ
ス
ト
の
最
適
化
。な

ど
の
提
言
に
対
し
、

具
体
的
な
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
採
否
を
見
極

め
る
。）

 

1-
3 

関
連
す
る
委
員
会
（
AC

等
）
と
連
携
し
な
が
ら
プ
レ

プ
リ
ン
ト
サ
ー
バ
ー
の
扱
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

 2 
和
論
誌
の
発
行
 

2-
1 

特
集
号
の
企
画
促
進
な
ど
を
行
い
、
投
稿
数
、
掲
載

論
文
数
の
増
加
を
は
か
る
（
特
に
産
業
系
論
文
の
投
稿

数
、
掲
載
数
を
増
加
さ
せ
る
施
策
を
進
め
る
）。

 

                  

●
1〜

6
月
 

1 
論
文
集
委
員
会
の
開
催
 

・
2
月

4
日
(月

) 
20
18

年
度
第

3
回
委
員
会
開
催
 

・
3
月

18
日
(月

) 
20
19

年
度
第

1
回
委
員
会
開
催
 

1-
1 

海
外
よ
り
１
名

Ed
it
or

を
招
聘
。
引
き
続
き
招
聘
活

動
を
行
う
。
 

1-
2 

昨
年
開
催
し
た
論
文
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
論
文
誌
の

認
知
度
が
低
い
こ
と
が
改
め
て
判
明
し
た
た
め
、
認
知
度

向
上
策
を
議
論
し
、
各
部
門
大
会
等
と
連
動
し
て
複
数
回

論
文
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
方
向
で
準
備
に
入
っ
た
。
 

     1-
3 

AC
委
員
会
以
外
に
も
様
々
な
委
員
会
と
の
連
携
が
必

要
な
た
め
、
一
旦
総
務
委
員
会
で
調
整
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
 

 2 
和
論
誌
の
発
行
 

2-
1 

以
下
の
通
り
論
文
集
を
発
刊
し
、
次
年
度
に
向
け
て

2
件
特
集
号
の
企
画
に
着
手
し
た
。
 

・
第

1
号
 
特
集
号
：
第

18
回
計
測
自
動
制
御
学
会
シ

ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
講
演
会
、
特
集
号

論
文
：
6
編
、
一
般
論
文
：
4
編
 

・
第

2
号
 
一
般
論
文
：
7
編
、
シ
ョ
ー
ト
・
ペ
ー
パ
ー
：

1
編
 

・
第

3
号
 
特
集
号
：
第

6
回
制
御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
論
文
特
集
号
、
特
集
号
論
文
：
10

編
、
シ
ョ

ー
ト
・
ペ
ー
パ
ー
：
1
編
、
一
般
論
文
：
1
編
 

・
第

4
号
 
一
般
論
文
：
10

編
 

・
第

5
号
 
一
般
論
文
：
7
編
 

・
第

6
号
 
一
般
論
文
：
4
編
、
シ
ョ
ー
ト
・
ペ
ー
パ
ー
：

1
編
 

・
募
集
開
始
し
た
特
集
号
企
画
 

1)
 
第

56
巻
第

1
号
：
第

19
回
計
測
自
動
制
御
学
会
シ

ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
講
演
会
特
集
号
 

2)
 
第

56
巻
第

3
号
：
第
７
回
計
測
自
動
制
御
学
会
マ

ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
特
集
号
 

  

 

3 
JC

M
S

I
誌
の
発
行

 
3-

1 
論
文
誌
の
地
位
向
上
の
た
め
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク

タ
ー
取
得
に
向
け
て
編
集
体
制
、
論
文
誌
の
掲
載
内
容

な
ど
継
続
的
な
検
討
、
改
善
を
進
め
る
。

S
co

pu
s，

E
S

C
I
の

20
19

年
度
中
の
申
請
取
得
を
目
指
す
。

 
          

 3-
2 

特
集
号
の
企
画
促
進
な
ど
を
行
い
、
投
稿
数
、
掲
載

論
文
数
の
増
加
を
は
か
る
。
 

         4 
そ
の
他

 
4-

1 
O

R
C

ID
学
協
会
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
画
し
、

和
論
･英

論
に

O
R

C
ID

を
導
入
す
る
た
め
の
準
備
を

進
め
る
。

 
                      

3 
JC

M
S

I
誌
の
発
行

 
3-

1 
以
下
の
通
り
論
文
集
を
発
行
し
た
。

 
・
第

1
号
 
一
般
論
文
：

4
編

 
・
第

2
号
 
一
般
論
文
：

3
編

 
・
第

3
号
 
特
集
号
：

S
p
ec

ia
l I

ss
u

e 
on

 S
IC

E
 A

n
n

u
al

 
C

on
fe

re
n

ce
 2

01
8 

特
集
号
論
文
：

7
編
、
一
般
論
文
：

1
編

 
 
ま
た
、

S
co

pu
s
の
申
請
準
備
を
進
め
、
さ
ら
に

E
S

C
I

へ
の
再
申
請
を
完
了
さ
せ
た
。

 
 
そ
の
他
、

J-
S

T
A

G
E
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
国
内
外
で

の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
動
向
、ク

リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
コ
モ
ン
ズ
ラ
イ
セ
ン
ス
、

D
O

A
J 

(D
ir

ec
to

ry
 o

f 
O

p
en

 A
cc

es
s 

Jo
u

rn
al

s)
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
っ

た
。

 
 3-

2 
次
年
度
に
向
け
て
特
集
号
が

2
件
企
画
さ
れ
た
。

 
・
第

13
巻
第

3
号
：

S
p
ec

ia
l I

ss
u

e 
on

 S
IC

E
 A

n
n

u
al

 
C

on
fe

re
n

ce
 2

01
9 

・
第

13
巻
第

4
号
：

S
p
ec

ia
l I

ss
u

e 
on

 S
S

I2
01

8 
 
ま
た
、
昨
年
後
半
か
ら

JC
M

S
I
の
投
稿
数
が
急
激
に
減

っ
て
い
る
。

In
de

x
が
付
与
さ
れ
な
い
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
投

稿
を
避
け
る
風
潮
が
見
ら
れ
る
の
に
加
え
て
、

p
re

d
at

or
y 

jo
u

rn
al
対
策
と
し
て

D
O

A
J
に
登
録
さ
れ
て
な
い
ジ
ャ
ー

ナ
ル
へ
の
投
稿
を
禁
ず
る
機
関
が
昨
年
後
半
よ
り
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、

D
O

A
J
登
録
へ
の
準
備
を
始
め
た
。

 
 4 

そ
の
他

 
4-

1 
O

R
C

ID
学
協
会
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
本
年
度
ま
だ

動
き
が
な
い
た
め
、

O
R

C
ID

に
対
す
る
活
動
は
保
留
と
な

っ
て
い
る
。
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20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

1 
論
文
集
委
員
会
の
開
催

 
1-

1 
E

d
it

or
の
資
格
要
件
を
見
直
し
（
規
定
改
定
）、

E
d
it

or
ia

l B
oa

rd
の
国
際
化
を
図
る
。

 
1-

2 
論
文
投
稿
、
査
読
、
採
択
、
編
集
の
一
連
の
流
れ

の
可
視
化
を
進
め
、
今
後
の
論
文
集
事
業
の
戦
略
検
討

を
深
め
る
（
投
稿
・
査
読
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
よ
る
査

読
期
間
の
短
縮
。
投
稿
料
の
適
正
化
に
よ
る
投
稿
数
の

増
加
。
論
文
名
称
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
認

知
力
の
強
化
。
採
択
率
の
最
適
化
に
よ
る
投
稿
数
･掲

載
数
の
増
加
。
発
刊
回
数
や
会
誌
と
の
統
合
な
ど
も
視

野
に
入
れ
た
事
業
コ
ス
ト
の
最
適
化
。
な
ど
の
提
言
に

対
し
、
具
体
的
な
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
採
否

を
見
極
め
る
。）

 
1-

3 
関
連
す
る
委
員
会
（

A
C
等
）
と
連
携
し
な
が
ら
プ

レ
プ
リ
ン
ト
サ
ー
バ
ー
の
扱
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 
   2 

和
論
誌
の
発
行

 
2-

1 
特
集
号
の
企
画
促
進
な
ど
を
行
い
、
投
稿
数
、
掲

載
論
文
数
の
増
加
を
は
か
る
（
特
に
産
業
系
論
文
の
投

稿
数
、
掲
載
数
を
増
加
さ
せ
る
施
策
を
進
め
る
）。

 
                  3 

JC
M

S
I
誌
の
発
行

 
3-

1 
論
文
誌
の
地
位
向
上
の
た
め
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク

タ
ー
取
得
に
向
け
て
編
集
体
制
、
論
文
誌
の
掲
載
内
容

な
ど
継
続
的
な
検
討
、
改
善
を
進
め
る
。

S
co

pu
s，

E
S

C
I
の

20
19

年
度
中
の
申
請
取
得
を
目
指
す
。

 
3-

2 
特
集
号
の
企
画
促
進
な
ど
を
行
い
、
投
稿
数
、
掲

載
論
文
数
の
増
加
を
は
か
る
。

 
     

●
7〜

12
月
 

1 
論
文
集
委
員
会
の
開
催

 
・

7
月

17
日

(水
) 

臨
時
委
員
会
開
催

 
・

9
月

11
日

(水
) 

第
2
回
委
員
会
開
催

 
な
お
、
同
日
第

1
回
和
文
論
文
集
編
集
委
員
会
お
よ
び
第

1
回
英
文
論
文
集
編
集
委
員
会
も
開
催
し
た
。

 
・

20
20

年
2
月

4
日

(水
) 

20
19

年
度
第

3
回
委
員
会
開

催
 

1-
1 

今
後
海
外
エ
デ
ィ
タ
が
増
加
す
る
こ
と
を
見
据
え

て
、
英
文
論
文
集
編
集
委
員
会
の
体
制
の
見
直
し
（
部

門
別
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
別
）
を
開
始
し
た
。

 
1-

2 
事
務
局
内
で
の
論
文
出
版
業
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
出
版
業
務
外
注
化
の
検
討
を
開
始
し
た
。
ま
た
、

査
読
期
間
短
縮
化
を
狙
っ
て

E
d
it

or
ia

l M
an

ag
er

の
機
能
改
善
も
実
施
し
た
。

 
1-

3 
A

C
委
員
会
以
外
に
も
様
々
な
委
員
会
と
の
連
携

が
必
要
な
た
め
、
引
き
続
き
総
務
委
員
会
で
調
整
を
行

っ
た
。

 
 2 

和
論
誌
の
発
行

 
2-

1 
前
半
期
と
合
わ
せ
て
合
計

4
回
特
集
号
を
発
刊
す

る
と
と
も
に
、
次
年
度
に
向
け
て

1
件
特
集
号
の
企
画

を
追
加
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
投
稿
数
は
昨
年
よ
り
若

干
減
少
し
た
。

 
・
第

7
号
 
一
般
論
文
：

6
編

 
・
第

8
号
 
一
般
論
文
：

4
編
、
シ
ョ
ー
ト
・
ペ
ー
パ
ー
：

1
編

 
・
第

9
号
 
特
集
号
：

L
E

20
18

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
特
集
号
 

特
集
号
論
文
：

5
編
、
シ
ョ
ー
ト
・
ペ
ー
パ
ー
：

1
編
、

一
般
論
文
：

2
編
、
シ
ョ
ー
ト
・
ペ
ー
パ
ー
：

1
編

 
・
第

10
号
 
一
般
論
文
：

8
編

 
・
第

11
号
 
特
集
号
：
第

24
回
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
シ
ン
ポ

ジ
ア
特
集
号
 
特
集
号
論
文
：

12
編
、
一
般
論
文
：

2
編

 
・
第

12
号
 
一
般
論
文
：

7
編

 
・
募
集
開
始
し
た
特
集
号
企
画

 
1)
第

56
巻
第

12
号
 
第

25
回
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
シ
ン
ポ

ジ
ア
特
集
号

 
 3 

JC
M

S
I
誌
の
発
行

 
3-

1 
S

co
p
u

s
申
請
に
向
け
て
英
文
誌

w
eb

サ
イ
ト
の

掲
載
内
容
の
見
直
し
を
開
始
し
た
。
一
方
、

E
S

C
I
に

関
し
て
は
前
期
に
申
請
を
完
了
し
た
が
、

C
la

ri
va

te
 

A
n

al
yt

ic
社
で
の
審
議
が
継
続
し
て
お
り
、
年
度
内
で

結
論
が
出
な
か
っ
た
。
ま
た
、
現
在
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス

状
態
の
オ
ン
ラ
イ
ン
論
文
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化

を
行
う
た
め

C
C
ラ
イ
セ
ン
ス
付
与
の
検
討
も
行
っ

た
。
そ
の
他
、

J-
S

T
A

G
E
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
国

内
外
で
の
研
究
倫
理
、
出
版
倫
理
に
関
す
る
情
報
収
集

を
行
っ
た
。

 
 

 

                       
4 

論
文
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

 
4-

1 
論
文
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
企
画
し
、
実
行
す
る
。

 
              5 

そ
の
他

 
5-

1 
O

R
C

ID
学
協
会
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
画
し
、和

論
･英

論
に

O
R

C
ID

を
導
入
す
る
た
め
の
準
備
を
進

め
る
。

 
 

3-
2 

前
半
期
と
合
わ
せ
て
合
計

2
回
特
集
号
の
企
画
号

を
発
刊
し
、
次
年
度
に
向
け
て
特
集
号
企
画
が

2
件
追

加
さ
れ
た
。
前
期
に
激
減
し
て
い
た
論
文
投
稿
数
は
、

後
期
に
企
画
し
た
特
集
号
に
よ
っ
て
回
復
傾
向
に
転

じ
た
も
の
の
、
結
果
的
に
は
昨
年
よ
り
若
干
減
少
し

た
。
い
ま
だ

In
d
ex

が
付
与
さ
れ
な
い
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ

の
投
稿
を
避
け
る
風
潮
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

In
d
ex

付
与
の
早
期
実
現
、
会
員
へ
英
文
誌
投
稿
を
支

援
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
論
文
誌
の
魅
力
度
向
上

策
を
今
後
次
々
企
画
、
実
施
し
て
投
稿
数
増
加
を
目
指

す
。

 
・
第

4
号
 
特
集
号
：

F
u

n
d
am

en
ta

ls
 a

n
d
 

A
p
p
li
ca

ti
on

s 
of

 S
m

ar
t 

S
en

si
n

g、
特
集
号
論
文
：

3
編
、
一
般
論
文
：

2
編

 
・
第

5
号
 
一
般
論
文
：

5
編

 
・
第

6
号
 
一
般
論
文
：

4
編

 
・
募
集
開
始
し
た
特
集
号
企
画

 
1)

 
第

13
巻
第

3
号
 

S
p
ec

ia
l I

ss
u

e 
on

 S
IC

E
 

A
n

n
u

al
 C

on
fe

re
n

ce
 2

01
9 

2)
 
第

13
巻
第

4
号
 

S
p
ec

ia
l I

ss
u

e 
on

 S
S

I2
01

9 
 4 

論
文
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

 
4-

1 
本
年
度
は
な
る
べ
く
多
く
の
方
々
が
参
加
で
き
る

よ
う
、
以
下
の
通
り
部
門
行
事
と
の
併
催
で
本
年
度

3
回
開
催
す
る
と
と
も
に
、
次
年
度

1
回
開
催
準
備
を
開

始
し
た
。

 
･9

月
10

日
(火

) 
論
文
セ
ミ
ナ
ー

20
19

@
制
御
理
論
合

宿
 

･1
0
月

31
日

(木
) 
論
文
セ
ミ
ナ
ー

20
19

@
産
業
応
用
部

門
大
会

 
･1

2
月

14
日

(土
) S

IC
E
論
文
塾
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ

ー
@

S
I2

01
9 

･2
02

0
年

3
月

(日
程
未
定

)論
文
セ
ミ
ナ
ー

@
制
御
部
門

マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
予
定
）

 
 5 

そ
の
他

 
5-

1 
O

R
C

ID
学
協
会
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
本
年
度
ま

だ
動
き
が
な
い
た
め
、

O
R

C
ID

に
対
す
る
活
動
は
保

留
と
な
っ
て
い
る
。
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

An
nu
al
 C
on
fe
re
nc
e 
(A
C)
 委

員
会
 

担
当
 

金
子
委
員
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
実
行
委
員
会
と
と
も
に

SI
CE
20
19
（
広
島
）
を
企
画
・
実
施
、
企
業
向
け
イ
ベ
ン
ト
 

（
日
本
語
併
設

WS
・
展
示
な
ど
）
の
企
画
に
よ
る
参
加
者
数
増
大
、
SI
CE
WE
EK
20
19

を
企
画
・
実
施
 

・
SI
CE
20
20
（
海
外
・
タ
イ
）、

SI
CE
20
21
（
上
智
大
）
の
企
画
・
準
備
を
実
行
委
員
会
と
進
め
る
 

・
日
本
語
併
設

WS
、
プ
レ
ナ
リ
ー
講
演
の
充
実
に
よ
る
会
員
サ
ー
ビ
ス
と

SI
CE
 P
R
の
向
上
 

・
海
外
開
催
の
定
例
化
等
、
AC

の
方
向
性
の
明
確
化
 

・
AC

参
加
者
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

1)
SI
CE
20
19

の
実
施
に
向
け
た
準
備
 

2)
論
文
採
択
戦
略
の
議
論
 

3)
開
催
地
の
文
化
や
観
光
情
報
な
ど
も
発
信
す
る
な
ど
 

PR
方
法
の
改
善
・
強
化
を
実
施
 

4)
日
本
語
イ
ベ
ン
ト
（
WS

や
企
業
展
示
）
を
企
画
し
、
 

賛
助
会
員
へ
宣
伝
、
展
示
は
出
展
勧
誘
も
実
施
 

5)
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
賞
の
実
施
 

 6)
SI
CE
WE
EK
20
19

の
企
画
・
準
備
 

7)
SI
CE
20
20

の
準
備
、
広
報
 

8)
SI
CE
20
21

の
準
備
、
組
織
委
員
会
の
決
定
、
 

※
SI
CE
60

周
年
記
念
事
業
と
の
連
携
 

9)
SI
CE
20
18
（
奈
良
）
の
実
績
解
析
、
問
題
点
の
把
握
と
改

善
 

10
)S
IC
E2
01
8（

奈
良
）
日
本
語
併
設

WS
の
実
績
解
析
に
基

づ
き
、
そ
れ
を
継
続
す
る
か
に
つ
い
て
議
論
 

 11
)プ

レ
ナ
リ
ー
講
演
の
強
化
に
よ
る
集
客
効
果
向
上
 

  12
)海

外
で
の
定
例
開
催
（
3
年
ご
と
）
に
つ
い
て
の
議
論
、  

   13
)A
C
参
加
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
 

 

●
1〜

6
月
 

1)
SI
CE
20
19

の
実
施
の
各
種
準
備
を
行
っ
た
．
 

2)
論
文
採
択
戦
略
は
引
き
続
き
議
論
し
た
．
 

3)
PR

方
法
の
改
善
・
強
化
を
検
討
．
20
20

以
降
も
 

引
き
続
き
検
討
 

4)
「
SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考

え
る
会
 
日
本
語
公
開
サ
ロ
ン
」
を
企
画
 

5)
SI
CE
20
19

で
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
プ
レ
ゼ
ン
賞
は
実
行
委
員

会
で
検
討
し
た
結
果
，
開
催
し
な
い
 

6)
8
月
お
よ
び

AC
会
期
中
に

SI
CE
 W
EE
K 
20
19

を
企
画
 

7)
SI
CE
 2
02
0
の
会
期
・
場
所
を
決
定
し
た
．
 

8)
SI
CE
 2
02
1
の
実
行
委
員
長
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
長
を
決

定
し
た
．
60

周
年
事
業
と
の
連
携
は
引
き
続
き
検
討
 

9)
SI
CE
20
18

の
実
績
を
解
析
し
、
SI
CE
20
19

の
企
画
・
実

施
に
反
映
さ
せ
た
．
 

10
)日

本
語

WS
に
つ
い
て
は

SI
CE
20
18

で
の
結
果
を
踏
ま

え
引
き
続
き
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
．
 

 11
)プ

レ
ナ
リ
―
講
演
に
つ
い
て
も
検
討
し
，
20
20

に
は
よ

り
広
い
分
野
か
ら
集
客
力
を
考
え
た
人
選
と
す
る
 

 12
)海

外
開
催
も
引
き
続
き
検
討
し
た
．
20
21
，
20
22

は
国

内
，
20
23

を
海
外
を
予
定
．
た
だ
し
，
IF
AC
 

  
世
界
会
議
と
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
考
慮
．
 

 13
)A
C
参
加
者

DB
も
引
き
続
き
検
討
。
OS

提
案
者
を
プ
ロ

グ
ラ
ム
委
員
に
充
て
る
な
ど
，
参
加
者
拡
大
に
向
け
た
工
夫

も
検
討
。
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

SI
CE
 2
01
9 
の
実
施
 

1)
 
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
賞
の
選
考
・
表
彰
 

 2)
SI
CE
WE
EK
20
19

の
実
施
 

 3)
SI
CE
20
20

の
準
備
（
継
続
）
 

   4)
SI
CE
20
21

の
準
備
（
継
続
）、

 

SI
CE
60

周
年
記
念
事
業
と
の
連
携
（
継
続
）
 

 

5)
SI
CE
20
19
（
広
島
）
の
実
績
解
析
、
 

問
題
点
の
把
握
と
改
善
 

    6)
SI
CE
20
23

海
外
開
催
地
・
共
催
相
手
の
議
論
 

（
継
続
）
 

   7)
AC

参
加
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
（
継
続
）
 

                          

●
7〜

12
月
 

1)
SI
CE
20
19

セ
ッ
シ
ョ
ン
プ
レ
ゼ
ン
賞
は
現
地
担
当
で
の

運
営
上
の
理
由
か
ら
実
施
し
な
い
．
 

2)
SI
CE
20
10

に
お
い
て

8
月
お
よ
び
会
期
中
に

SI
CE
WE
EK

を
開
催
し
た
．
 

3)
SI
CE
20
20

実
施
準
備
を
実
行
委
員
会
と
と
も
に
継
続
し

て
行
っ
た
．
参
加
者
増
加
，
OS

企
画
の
拡
充
．
と
く
に

SI
CE
20
20

で
は

AS
EA
N
諸
国
か
ら
の
参
加
者
増
加
の
た

め
の
準
備
を
，
実
行
委
員
会
と
と
も
に
継
続
．
 

4)
SI
CE
20
21

の
準
備
を
継
続
．
 

  5)
SI
CE
20
19

の
実
績
結
果
の
解
析
を
行
っ
た
．
と
く
に
盛

況
で
あ
っ
た
た
め
，
実
行
委
員
長
か
ら
企
業
誘
致
の
策
，

運
営
，実

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
工
夫
点
な
ど
を

聞
き
取
り
を
行
い
，
今
後
に
生
か
さ
せ
そ
う
な
点
を
整

理
．
 

 6)
海
外
候
補
地
に
つ
い
て
は
，
20
23

は
IF
AC

な
ど
も
あ
る

こ
と
か
ら
，
日
本
開
催
と
す
る
．
し
か
し
，
現
状
の

5

年
に

1
度
の
海
外
開
催
を

4
年
ま
た
は

3
年
に

1
度
の
開

催
と
す
る
こ
と
も
検
討
の
余
地
あ
り
と
の
こ
と
で
，ひ

き

つ
づ
き
支
部
協
議
会
な
ど
も
含
め
な
が
ら
検
討
．
 

7)
参
加
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
も
継
続
検
討
．
 

 そ
の
ほ
か
，
SI
CE
20
22

の
開
催
地
を
決
定
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

国
際
委
員
会
 

担
当
 

安
藤
委
員
長
、
三
浦
副
委
員
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
海
外
学
会
と
の
交
流
：
共
催
・
協
賛
・
Te
c.
 C
o.
 締

結
や
会
議
へ
の
代
表
者
派
遣
に
よ
る
関
係
強
化
 

・
An
nu
al
 C
on
fe
re
nc
e
を
通
じ
た
国
際
連
携
活
動
の
実
施
 

・
国
際
団
体
・
国
際
会
議
（
IM
EK
O2
02
1,
 I
RO
S2
02
2,
 I
FA
C2
02
3
等
）
へ
の
協
力
活
動
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

1-
1 

海
外
学
会
と
の
交
流
 

1-
1-
1 

海
外
学
会
と
の
共
催
・
協
賛
、
な
ら
び
に

Te
ch
ni
ca
l 
Co
-S
po
ns
or
sh
ip

の
締
結
・
推
進
 

①
MO
U(
自
動
)更

新
方
法
の
検
討
, 
更
新
可
否
の
議
論
お
よ

び
理
事
会
へ
の
報
告
 

   ②
韓
国

IC
RO
S，

中
国

TC
CT
，
タ
イ

EC
TI

と
の

Te
ch
. 
Co
.

を
締
結
 

 
- 
Te
ch
. 
Co
. 
案
内
発
信
→
受
諾
受
領
→
IE
EE

登
録
 

③
IE
EE

登
録
 

 
- 
Te
ch
. 
Co
.締

結
と

SI
CE

側
Te
ch
. 
Co
.登

録
 

  
- 
IE
EE
/C
SS
/R
AS
/I
EC
  

  
- 
韓
国

IC
RO
S,
 中

国
TC
CT
, 
タ
イ

EC
TI
 

 1-
1-
2 

海
外
学
会
・
団
体
へ
の
代
表
者
派
遣
 

①
各
種
国
国
際
会
議
へ
の

SI
CE

派
遣
代
表
者
決
定
, 
主
な

派
遣
先
：
EC
TI
-C
ON
 (
7
月
, 
タ
イ
),
 C
CC
 (
7
月
,中

国
),
 

IC
CA
S 
(9

月
,韓

国
),
 M
IC
ON
EX
 (
9
月
, 
中
国
),
 

IC
RO
S-
AS
CC
(9

月
)、
IE
CO
N 
(1
0
月
,ポ

ル
ト
ガ
ル
),
 I
RO
S 

(1
1
月
,マ

カ
オ
),
 C
DC
(1
2
月
,フ

ラ
ン
ス
),
 C
AC
S 
20
19

等
 

 ②
派
遣
先
と
の
調
整
（
派
遣
連
絡
, 
代
表
者
の
役
割
確
認
, 

重
要
会
議
出
席
調
整
等
）
 

 1-
1-
3 

海
外
学
会
・
団
体
と
の
関
係
強
化
 

①
各
種
国
際
会
議
へ
の

SI
CE
 A
C2
01
9
案
内
早
期
発
信
 

②
新
規
の
関
係
強
化
方
法
, 
代
表
者
派
遣
先
, 
派
遣
再
開
, 

SI
CE
 A
C
活
性
化
(海

外
投
稿
数
増
)方

法
な
ど
の
検
討
 

③
IR
OS

へ
の
貢
献
強
化
, 
国
内
投
稿
数
増
等
活
性
化
方
法

の
検
討
 

 1-
2 

An
nu
al
 C
on
fe
re
nc
e 
を
通
じ
た
国
際
活
動
 

1-
2-
1 

 
SI
CE
 A
C 
20
19

対
応
着
手
 

①
VI
P 
Re
ce
pt
io
n 
計
画
 
…
 
案
内
文
案
，
宛
先
リ
ス
ト

作
成
着
手
（
事
務
局
）
 

②
Fr
ie
nd
sh
ip
 L
un
ch
 M
ee
ti
ng
 計

画
 
…
 
案
内
文
案
，

宛
先
着
手
（
SI
CE

事
務
局
と
協
力
）
 

IC
RO
S,
 E
CT
I，

TC
CT
  

●
1〜

6
月
 

1-
1 

海
外
学
会
と
の
交
流
 

1-
1-
1 

海
外
学
会
と
の
共
催
・
協
賛
、
な
ら
び
に

Te
ch
ni
ca
l 
Co
-S
po
ns
or
sh
ip

の
締
結
・
推
進
 

①
MO
U(
自
動
)更

新
：
MO
U
リ
ー
ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
実
施（

IC
RO
S

了
解
済
、
EC
TI

確
認
中
）
9
月

AC
に
て

Si
gi
ni
ng

予
定
. 

IE
EE
 M
OU

更
新
（
20
19

年
末
終
了
）
内
容
理
事
会
に
て
検

討
・
確
認
中
. 
 

 ②
韓
国

IC
RO
S，

中
国

TC
CT
，
タ
イ

EC
TI

と
の

Te
ch
. 
Co
.

を
締
結
終
了
 

 ③
IE
EE

登
録
 

 
- 
Te
ch
. 
Co
.締

結
と

SI
CE

側
Te
ch
. 
Co
.登

録
終
了
 

   

1-
1-
2 

海
外
学
会
・
団
体
へ
の
代
表
者
派
遣
 

①
各
種
国
際
会
議
へ
の

SI
CE

代
表
者
派
遣
 

AS
CC
20
19
 （

6
月
，
 北

九
州
）
EC
TI
-C
ON
 (
7
月
, 
タ
イ
) 

終
了
 

CC
C 
(7

月
,中

国
),
 I
CC
AS
 (
10

月
,韓

国
),
 I
EC
ON
 (
10

月
,ポ

ル
ト
ガ
ル
),
 I
RO
S 
(1
1
月
,マ

カ
オ
),
 C
AC
S 
(1
1

月
，
台
湾
) 
CD
C 
(1
2
月
,フ

ラ
ン
ス
) 
派
遣
予
定
 

 ②
派
遣
先
と
の
調
整
（
派
遣
連
絡
, 
代
表
者
の
役
割
確
認
, 

重
要
会
議
出
席
調
整
等
）
継
続
中
 

 

1-
1-
3 

海
外
学
会
・
団
体
と
の
関
係
強
化
 

①
各
種
国
際
会
議
へ
の

SI
CE
 A
C2
01
9
案
内
早
期
発
信
実
施
 

②
新
規
の
関
係
強
化
方
法
, 
代
表
者
派
遣
先
, 
派
遣
再
開
, 

SI
CE
 A
C
活
性
化
(海

外
投
稿
数
増
)方

法
な
ど
の
検
討
実
施
 

③
IR
OS

へ
の
貢
献
強
化
・
国
内
投
稿
数
増
の
た
め
の
賞

SI
YA
-I
RO
S
創
設
実
施
（
SI

部
門
）
 

 

1-
2 

An
nu
al
 C
on
fe
re
nc
e 
を
通
じ
た
国
際
活
動
 

1-
2-
1 

 
SI
CE
 A
C 
20
19

対
応
着
手
 

①
VI
P 
Re
ce
pt
io
n 
計
画
 
…
 
案
内
文
案
，
宛
先
リ
ス
ト

作
成
（
事
務
局
）
実
施
中
 

②
Fr
ie
nd
sh
ip
 L
un
ch
 M
ee
ti
ng
 計

画
 
…
 
案
内
文
案
，

宛
先
（
SI
CE

事
務
局
と
協
力
）
実
施
中
 

IC
RO
S,
 E
CT
I，

TC
CT
  

 

③
ST
GA

準
備
 
…
 
HP

文
案
作
成
・
掲
載
依
頼
，
審
査
委

員
選
出
 

 1-
3 

国
際
団
体
へ
の
協
力
活
動
 

1-
3-
1 

 
IM
EK
O
委
員
会
と
日
本
学
術
会
議
と
の
連
携
 

①
日
本
学
術
会
議
総
合
工
学
委
員
会
内

IM
EK
O
委
員
会
と

SI
CE

の
IM
EK
O
委
員
会
連
携
 

- 
IM
EK
O
委
員
会
へ
の
参
加
、
な
ら
び
に
  
 I
ME
KO
20
21

に
向
け
た
活
動
支
援
 

- 
TC

等
IM
EK
O
関
連
行
事
参
加
支
援
 

- 
理
事
会
へ
の
代
表
者
派
遣
 

- 
計
測
部
門
と
の
連
携
 

②
IF
AC

委
員
会
連
携
 

- 
IF
AC
20
23

世
界
大
会
開
催
支
援
（
体
制
助
言
）
 

- 
準
備
金
等
資
金
的
支
援
方
法
の
検
討
 

- 
IF
AC

関
連
会
議
活
動
広
報
 

-制
御
部
門
と
の
連
携
 

③
IR
OS
20
22

に
向
け
た
活
動
支
援
 

- 
IR
OS
20
22

実
行
委
員
会
と
の
連
携
 

- 
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
と
の
連
携
 

 2-
1 

SI
CE

の
国
際
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
活
動
 

2-
1-
1 

海
外
人
材
育
成
 

①
ア
ジ
ア
地
区
他
学
会
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
支
援
 

- 
韓
国

IC
RO
S 
Jo
in
t 
Se
ss
io
n 
検
討
着
手
 

- 
タ
イ

EC
TI
 J
oi
nt
 S
es
si
on
 検

討
着
手
 

②
英
文
論
文
誌
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
獲
得
 

- 
調
査
・
獲
得
手
続
き
継
続
（
SI
CE

事
務
局
）
 

③
海
外
人
事
育
成
へ
の
貢
献
 

- 
ア
ジ
ア
地
区
人
材
育
成
貢
献
策
検
討
 

- 
相
互
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
検
討
 

                     

③
ST
GA

準
備
 
…
 
HP

文
案
変
更
委
員
会
審
議
・
掲
載
，

審
査
委
員
選
出
等
実
施
．
応
募

10
数
件
，
審
査
中
 

 

1-
3 

国
際
団
体
へ
の
協
力
活
動
 

1-
3-
1 

 
IM
EK
O
委
員
会
と
日
本
学
術
会
議
と
の
連
携
 

①
日
本
学
術
会
議
総
合
工
学
委
員
会
内

IM
EK
O
委
員
会
と

SI
CE

の
IM
EK
O
委
員
会
連
携
 

- 
IM
EK
O
委
員
会
へ
の
参
加
、
な
ら
び
に

IM
EK
O2
02
1
に
向

け
た
活
動
支
援
実
施
中
 

- 
TC

等
IM
EK
O
関
連
行
事
参
加
支
援
 

- 
理
事
会
へ
の
代
表
者
派
遣
 

- 
計
測
部
門
と
の
連
携
 等

実
施
中
 

②
IF
AC

委
員
会
連
携
 

- 
IF
AC
20
23

世
界
大
会
開
催
支
援
（
体
制
助
言
）
 

- 
準
備
金
等
資
金
的
支
援
方
法
の
検
討
実
施
 

- 
IF
AC

関
連
会
議
活
動
広
報
実
施
 

-制
御
部
門
と
の
連
携
 等

実
施
中
 

③
IR
OS
20
22

に
向
け
た
活
動
支
援
 

- 
IR
OS
20
22

実
行
委
員
会
と
の
連
携
 

- 
SI

部
門
と
の
連
携
（
SI
YA
-I
RO
S
募
集
実
施
中
）
 

 2-
1 

SI
CE

の
国
際
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
活
動
 

2-
1-
1 

海
外
人
材
育
成
 

①
ア
ジ
ア
地
区
他
学
会
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
支
援
 

- 
韓
国

IC
RO
S 
Jo
in
t 
Se
ss
io
n 
 

- 
タ
イ

EC
TI
 J
oi
nt
 S
es
si
on
  

②
英
文
論
文
誌
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
獲
得
 

- 
調
査
・
獲
得
手
続
き
継
続
実
施
（
SI
CE

事
務
局
）
 

③
海
外
人
事
育
成
へ
の
貢
献
 

- 
ア
ジ
ア
地
区
人
材
育
成
貢
献
策
検
討
 未

着
手
 

- 
相
互
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
検
討
 未

着
手
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20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

1-
1 

海
外
学
会
と
の
交
流
 

1-
1-
1 

海
外
学
会
と
の
共
催
・
協
賛
、
な
ら
び
に

Te
ch
ni
ca
l 
Co
-S
po
ns
or
sh
ip

の
締
結
・
推
進
 

①
MO
U(
自
動
)更

新
方
法
の
検
討
, 
更
新
可
否
の
議
論
お
よ

び
理
事
会
へ
の
報
告
 

  ②
20
19

年
の
韓
国

IC
RO
S，

中
国

TC
CT
，
な
ら
び
に
タ
イ

EC
TI

と
の

Te
ch
. 
Co
.締

結
手
続
き
開
始
 

- 
Te
ch
. 
Co
. 
案
内
発
信
→
受
諾
受
領
→
IE
EE

登
録
 

 ③
IE
EE

登
録
作
業
着
手
（
①
受
諾
受
領
後
）
 

- 
Te
ch
. 
Co
.締

結
と

SI
CE

側
Te
ch
. 
Co
.登

録
 

- 
IE
EE
/C
SS
/R
AS
/I
EC
  

- 
韓
国

IC
RO
S,
 中

国
TC
CT
, 
タ
イ

EC
TI
 

 

1-
1-
2 

海
外
学
会
・
団
体
へ
の
代
表
者
派
遣
 

①
各
種
国
際
会
議
へ
の

SI
CE

代
表
者
派
遣
, 
報
告
書
受

理
・
理
事
会
報
告
, 
主
な
派
遣
先
：
EC
TI
-C
ON
 (
7
月
, 
タ

イ
),
 C
CC
 (
7
月
,中

国
),
 I
CC
AS
 (
9
月
,韓

国
),
 M
IC
ON
EX
 

(9
月
, 
中
国
),
 I
EC
ON
 (
10

月
,ポ

ル
ト
ガ
ル
),
 I
RO
S 
(1
1

月
,マ

カ
オ
),
 C
DC
(1
2
月
,フ

ラ
ン
ス
),
等
 

 ②
派
遣
先
と
の
調
整
（
派
遣
連
絡
, 
代
表
者
の
役
割
確
認
, 

重
要
会
議
出
席
調
整
等
）
 

 1-
1-
3 

海
外
学
会
・
団
体
と
の
関
係
強
化
 

①
各
種
国
際
会
議
へ
の

SI
CE
 A
C 
20
19
/2
02
0
案
内
早
期
発

信
 

 ②
新
規
の
関
係
強
化
方
法
, 
代
表
者
派
遣
先
、
派
遣
再
開
, 

SI
CE
 A
C
活
性
化
(海

外
投
稿
数
増
)方

法
な
ど
の
検
討
 

  ③
IR
OS

へ
の
貢
献
強
化
, 
国
内
投
稿
数
増
等
活
性
化
方
法

の
検
討
 

 1-
2 

An
nu
al
 C
on
fe
re
nc
e 
を
通
じ
た
国
際
活
動
 

1-
2-
1 

 
SI
CE
 A
C 
20
19

対
応
 

①
VI
P 
Re
ce
pt
io
n 
実
施
 
…
 
司
会
進
行
 

②
Fr
ie
nd
sh
ip
 L
un
ch
 M
ee
ti
ng
 実

施
 
…
 
司
会
進
行
，

協
力
関
係
確
認
（
SI
CE

事
務
局
と
協
力
）
 

IC
RO
S,
 E
CT
I
は
必
須
，
TC
CT

実
施
判
断
 

 ③
ST
GA

選
考
・
表
彰
 
…
 
応
募
論
文
整
理
（
SI
CE

事
務

局
協
力
），

選
考
，
Aw
ar
d 
Ce
re
mo
ny

司
会
 

 

1-
3 

国
際
団
体
へ
の
協
力
活
動
 

1-
3-
1 

 
IM
EK
O 

委
員
会
と
日
本
学
術
会
議
と
の
連
携
 

①
日
本
学
術
会
議
総
合
工
学
委
員
会
内

IM
EK
O
委
員
会
と

●
7〜

12
月
 

1-
1 

海
外
学
会
と
の
交
流
 

1-
1-
1 

海
外
学
会
と
の
共
催
・
協
賛
、
な
ら
び
に

Te
ch
ni
ca
l 
Co
-S
po
ns
or
sh
ip

の
締
結
・
推
進
 

①
MO
U(
自
動
)更

新
：
IC
OR
S
更
新
済
み
、
TC
CT

更
新
済
み
、

IE
EE

更
新
作
業
中
、
IE
EE
 I
CS
（
20
20

年
度
更
新
）
更
新

作
業
先
方
と
確
認
済
み
、
AC
20
20

で
更
新
予
定
 

 ②
20
19

年
の
韓
国

IC
RO
S，

中
国

TC
CT
，
な
ら
び
に
タ
イ

EC
TI

と
の

Te
ch
. 
Co
.締

結
手
続
済
み
 

  ③
IE
EE

登
録
作
業
着
手
（
①
受
諾
受
領
後
）
 

- 
Te
ch
. 
Co
.締

結
と

SI
CE

側
Te
ch
. 
Co
.登

録
作
業
中
 

- 
IE
EE
/C
SS
/R
AS
/I
EC
  

- 
韓
国

IC
RO
S,
 中

国
TC
CT
, 
タ
イ

EC
TI
 

 

1-
1-
2 

海
外
学
会
・
団
体
へ
の
代
表
者
派
遣
 

①
各
種
国
際
会
議
へ
の

SI
CE

代
表
者
派
遣
, 
報
告
書
受

理
・
理
事
会
報
告
, 
主
な
派
遣
先
：
CC
C 
(7

月
,中

国
),
 

IC
CA
S 
(9

月
,韓

国
),
 I
EC
ON
 (
10

月
,ポ

ル
ト
ガ
ル
),
 

IR
OS
 (
11

月
,マ

カ
オ
),
 C
DC
(1
2
月
,フ

ラ
ン
ス
),
SI
I(
1

月
, 
ハ
ワ
イ
)派

遣
済
み
 

 ②
派
遣
先
と
の
調
整
（
派
遣
連
絡
, 
代
表
者
の
役
割
確
認
, 

重
要
会
議
出
席
調
整
等
）：

次
年
度
派
遣
先
検
討
中
 

 1-
1-
3 

海
外
学
会
・
団
体
と
の
関
係
強
化
 

①
 
各
種
国
際
会
議
へ
の

SI
CE
 A
C 
20
19
/2
02
0
案
内
発
信

実
施
 

 ②
新
規
の
関
係
強
化
方
法
, 
代
表
者
派
遣
先
、
派
遣
再
開
, 

SI
CE
 A
C
活
性
化
(海

外
投
稿
数
増
)方

法
検
討
中
(A
SE
AN
 

WS
等
) 

 ③
IR
OS

へ
の
貢
献
強
化
, 
国
内
投
稿
数
増
等
活
性
化
：

SI
CE

ラ
ン
チ
ョ
ン
，
SI
YA
-I
RO
S,
SI
YA
-S
II

実
施
済
 

 

1-
2 

An
nu
al
 C
on
fe
re
nc
e 
を
通
じ
た
国
際
活
動
 

1-
2-
1 

 
SI
CE
 A
C 
20
19

対
応
 

①
VI
P 
Re
ce
pt
io
n 
実
施
済
 

②
Fr
ie
nd
sh
ip
 L
un
ch
 M
ee
ti
ng
 実

施
：
IC
RO
S,
 E
CT
I

は
実
施
、
TC
CT

は
ビ
ザ
都
合
に
よ
り
中
止
 

  ③
ST
GA

選
考
・
表
彰
実
施
済
み
 

  1-
3 

国
際
団
体
へ
の
協
力
活
動
 

1-
3-
1 

 
IM
EK
O 

委
員
会
と
日
本
学
術
会
議
と
の
連
携
 

①
日
本
学
術
会
議
総
合
工
学
委
員
会
内

IM
EK
O
委
員
会
と

 

SI
CE

の
IM
EK
O
委
員
会
連
携
 

- 
IM
EK
O
委
員
会
へ
の
参
加
、
な
ら
び
に

IM
EK
O2
02
1
に
向

け
た
活
動
支
援
 

- 
TC

等
IM
EK
O
関
連
行
事
参
加
支
援
 

- 
理
事
会
へ
の
代
表
者
派
遣
 

- 
計
測
部
門
と
の
連
携
 

 ②
IF
AC

委
員
会
連
携
 

- 
IF
AC
20
23

世
界
大
会
開
催
支
援
（
体
制
助
言
）
 

- 
IF
AC

関
連
会
議
活
動
広
報
 

- 
制
御
部
門
と
の
連
携
 

 ③
IR
OS
20
22

に
向
け
た
活
動
支
援
 

- 
IR
OS

実
行
委
員
会
と
の
連
携
 

- 
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
と
の
連
携
 

 2-
1 

SI
CE

の
国
際
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
活
動
 

2-
1-
1 

海
外
人
材
育
成
 

①
ア
ジ
ア
地
区
他
学
会
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
支
援
 

- 
韓
国

IC
RO
S 
Jo
in
t 
Se
ss
io
n 
検
討
継
続
 

- 
タ
イ

EC
TI
 J
oi
nt
 S
es
si
on
 検

討
継
続
 

②
英
文
論
文
誌
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
獲
得
 

- 
調
査
・
獲
得
手
続
き
継
続
（
SI
CE

事
務
局
）
 

③
海
外
人
事
育
成
へ
の
貢
献
 

- 
ア
ジ
ア
地
区
人
材
育
成
貢
献
策
検
討
継
続
 

- 
相
互
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
検
討
 

                          

SI
CE

の
IM
EK
O
委
員
会
連
携
 

- 
IM
EK
O
委
員
会
へ
の
参
加
、
な
ら
び
に

IM
EK
O2
02
1
に
向

け
た
活
動
支
援
中
 

- 
TC

等
IM
EK
O
関
連
行
事
参
加
支
援
中
  

   ②
IF
AC

委
員
会
連
携
中
 

- 
IF
AC
20
23

世
界
大
会
開
催
支
援
中
（
体
制
助
言
）
 

- 
制
御
部
門
と
の
連
携
実
施
中
：
SI
YA
-C
DC

企
画
中
 

  ③
IR
OS
20
22

に
向
け
た
活
動
支
援
中
 

  
- 
IR
OS

実
行
委
員
会
と
の
連
携
中
 

  
- 
SI

部
門
と
の
連
携
（
IR
OS

リ
エ
ゾ
ン
設
置
）
 

 2-
1 

SI
CE

の
国
際
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
活
動
 

2-
1-
1 

海
外
人
材
育
成
 

①
ア
ジ
ア
地
区
他
学
会
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
支
援
 

- 
韓
国

IC
RO
S 
Jo
in
t 
Se
ss
io
n 
検
討
継
続
中
 

- 
タ
イ

EC
TI
 J
oi
nt
 S
es
si
on
 検

討
継
続
中
 

②
英
文
論
文
誌
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
獲
得
 

- 
調
査
・
獲
得
手
続
き
継
続
（
SI
CE

事
務
局
）
 

③
海
外
人
事
育
成
へ
の
貢
献
 

- 
ア
ジ
ア
地
区
人
材
育
成
：
AC
20
20
 A
SE
AN
 W
S
企
画
支
援

中
 

- 
相
互
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
検
討
 未

着
手
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

国
際
標
準
化
委
員
会
 

担
当
 

小
野
委
員
長
（
副
会
長
）
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
So
ci
et
y5
.0

で
の

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
OS
、
WS

開
催
や
 

会
誌
発
行
に
よ
る
、
メ
ー
カ
ー
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
さ
ら
に
異
業
種
を
含
む
社
会
へ
の
情
報
発
信
 

・
SI
CE
 2
01
9（

広
島
）
で
の
国
際
化
推
進
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

委
員
会
開
催
 

 
2
回
以
上
予
定
 

 1)
 
SI
CE
 2
01
9（

9
月
,広

島
）
に
向
け
た

OS
企
画
の
策
定
 

(実
行
、
運
営
は
下
期
) 

 
OS
 1

件
を
企
画
す
る
 

      2)
 
国
際
標
準
化
動
向
の
調
査
 

 
他
団
体
と
の
情
報
共
有
な
ど
 

      3)
 
国
際
標
準
化
関
連
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
検
討
 

         4)
 
国
際
標
準
化
賞
の
推
薦
 

 
功
績
賞
と
奨
励
賞
の
候
補
者
つ
い
て
そ
の
妥
当
性
を
評

価
・
審
議
し
、
適
当
と
認
め
ら
れ
た
者
を
学
会
賞
委
員
会
に

推
薦
す
る
。
 

 5)
 
JI
S
の
定
期
見
直
し
 

●
1〜

6
月
 

a)
 

第
1
回

4
月

8
日
に
開
催
 

b)
 

第
2
回

5
月

27
日
に
開
催
。
 

 1)
  
SI
CE
 2
01
9（

に
向
け
た

OS
企
画
の
策
定
 

a)
 

SI
CE
 2
01
9（

9
月
、
広
島
）
で
の

OS
企
画
案
を
策
定

し
、
4
件
の
発
表
を
行
う
こ
と
を
決
定
。
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
主
題
は
 I
ne
rn
at
io
na
l 
st
an
da
rd
iz
at
io
n 
fo
r 

sy
st
em
. 

b)
 

SI
CE
20
20
（
9
月
、
タ
イ
)で

の
OS

開
催
の
検
討
を
開

始
し
た
。
SI
CE
20
19

の
際
に
タ
イ
の
国
際
標
準
化
関

係
者
に
ア
ク
セ
ス
し
連
携
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

 

2)
 
国
際
標
準
化
動
向
の
調
査
、
他
団
体
と
の
情
報
共
有
 

a)
 

日
本
電
気
計
測
器
工
業
会
（
JE
MI
MA
）
及
び
製
造
科

学
技
術
セ
ン
タ
ー
よ
り
標
準
化
活
動
に
関
し
て
説
明

を
受
け
情
報
交
換
し
た
。
 

b)
 

IE
C 
TC
65

の
活
動
内
容
全
般
に
つ
い
て
同
国
内
委
員

会
よ
り
説
明
を
受
け
情
報
交
換
し
た
。
 

  3)
  

国
際
標
準
化
関
連
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
検
討
 

a)
 

産
業
応
用
部
門
と
共
同
で
、
SI
CE
20
19
(広

島
)お

よ

び
産
業
応
用
部
門
大
会
で
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
計
画

し
た
。
 

b)
 

20
19

年
度

SI
部
門
講
演
会
に
お
い
て
共
同
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
 

c)
 

SI
CE
20
19
(広

島
)お

よ
び
産
業
応
用
部
門
大
会
で

IE
C 
TC
65

国
内
対
策
委
員
会
へ
の
講
演
の
依
頼
を
行

っ
た
。
 

 4)
  

国
際
標
準
化
賞
の
推
薦
 

a)
 

応
募
の
あ
っ
た
功
績
賞

1
件
に
つ
い
て
小
委
員
会
を

設
置
し
て
審
査
し
、
本
委
員
会
で
の
同
意
を
経
て
学

会
賞
委
員
会
に
推
薦
し
た
。
 

 5)
  

JI
S
の
定
期
見
直
し
 

JI
S
の
原
案
作
成
委
員
会
と
し
て
の
立
場
で
関
連

JI
S
の
定

期
見
直
し
を
行
っ
た
。
 

   

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

委
員
会
開
催
 

 
2
回
以
上
予
定
 

  1)
 
SI
CE
 2
01
9（

9
月
,広

島
）
に
向
け
た

OS
の
実
 

行
、
運
営
 
OS
 1

件
を
企
画
す
る
 

  2)
 
国
際
標
準
化
動
向
の
調
査
 

 
  
他
団
体
と
の
情
報
共
有
な
ど
 

   3)
 
国
際
標
準
化
関
連
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
検
討
 

       4)
 
国
際
標
準
化
賞
の
推
薦
 

 
 上

期
に
て
実
施
 

                           

●
7〜

12
月
 

3)
 
第

3
回

7
月

30
日
に
開
催
 

4)
 
第

4
回

10
月

8
日
に
開
催
 

5)
 
第

5
回

1
月

14
日
に
開
催
 

 1)
 
SI
CE
 2
01
9（

9
月
,広

島
）
で
国
際
標
準
化
委
員
会
主

催
の

OS
 1

件
「
In
er
na
ti
on
al
 s
ta
nd
ar
di
za
ti
on
 f
or
 

sy
st
em
」
を
実
施
し
た
。
 

 2)
 
SI
CE
20
20
（
タ
イ
）
に
向
け
て

EC
TI

の
標
準
化
関
係

者
と
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
 

国
際
標
準
化
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
と
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
 

 3)
 
9
月
の

SI
CE
20
19
(広

島
)に

お
い
て
産
業
応
用
部
門

と
共
同
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
 

12
月
の

SI
部
門
講
演
会
に
お
い
て
国
際
標
準
化
セ
ミ
ナ
ー

「
国
際
標
準
化
入
門
 
-シ

ス
テ
ム
制
御
に
関
す
る
標
準
化

動
向
-」

を
開
催
し
た
。
 

SI
CE

の
研
究
開
発
活
動
と
標
準
化
の
接
点
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
 

 4)
 
9
月
の

SI
CE
 2
01
9 
AC

に
お
い
て
、
国
際
標
準
化
賞

功
績
賞
が

1
名
（
大
野
氏
、
横
河
電
機
）
に
授
与
さ
れ
た
。  

 5)
 
So
ci
et
y 
5.
0
に
関
連
す
る
用
語
の
定
義
案
を
提
示
し

て
意
見
交
換
を
行
い
、
20
20

年
度
の
事
業
計
画
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

事
業
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
 

担
当
 

青
田
委
員
長
、
茂
森
副
委
員
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
AI
, 
Io
T,
 ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
の
発
信
力
強
化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
な
ら
び
に

SN
S
の
継
続
見
直
し
と
 

魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
 

・
シ
ニ
ア
世
代
活
用
に
よ
る
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
策
の
展
開
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

 
委
員
会
実
施
 

  
IS
CI
E
連
携
 

- 
ス
テ
ア
リ
ン
グ
会
議
(5

月
) 

- 
SS
H
出
展
準
備
 

  
横
幹
連
合
連
携
 

- 
定
時
総
会
(4

月
) 

  
他
学
会
連
携
 

- 
他
学
会
行
事
協
賛
(随

時
) 

   
JE
MI
MA

等
工
業
会
と
の
連
携
 

- 
JE
MI
MA
-S
IC
E
連
携
会
議
(3

月
) 

  
日
本
学
術
会
議
と
連
携
（
多
分
野
応
用
小
委
員
会
）
 

- 
自
動
制
御
連
合
講
演
会
開
催
地
決
定
準
備
 

  

 
安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
の

活
動
 

- 
定
期
的
な
会
合
 

  
体
験
セ
ミ
ナ
ー
・
企
業
見
学
会
 

- 
年
間
計
画
策
定
(3

月
) 

- 
準
備
，
実
施
，
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

  
産
業
応
用
セ
ミ
ナ
ー
(教

育
・
認
定
委
員
会
と
連
携
) 

- 
実
施
 

- 
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

  
そ
の
他
友
好
団
体
と
の
連
携
 

- 
男
女
共
同
参
画
学
協
会
連
絡
会
へ
の
参
加
 

- 
夏
の
学
校
出
展
準
備
 

  
会
員
増
強
施
策
の
検
討
 

- 
新
会
員
制
度
の
施
行
 

- 
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
設
立
 

 SN
S
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
フ
ォ
ロ
ー
 

●
1〜

6
月
 

 
委
員
会
を

2/
12
, 
4/
9,
 6
/1
4
に
実
施
．
 

  
IS
CI
E
連
携
ス
テ
ア
リ
ン
グ
会
議
を

5/
23
 大

阪
で
実
施
．

ま
た
，
SS
H（

8/
7-
8 
神
戸
）
へ
の
出
展
を
準
備
中
．
 

  
横
幹
連
合
定
時
総
会
（
4/
19
 東

京
）
に
参
加
．
 

  
他
学
協
会
か
ら
の
国
内
行
事
協
賛
依
頼
は
，
随
時
，
審

査
・
承
認
し
た
．
理
事
会
（
1/
24
, 
2/
19
, 
4/
22
, 
6/
28
）

で
報
告
．
 

  
JE
MI
MA

等
工
業
会
主
催
の

II
FE
S 
20
19
（
11
/2
7-
29
 東

京
）
へ
の
出
展
を
準
備
中
．
 

  
20
20

年
の
自
動
制
御
連
合
講
演
会
（
幹
事
学
会
:S
IC
E）

は
，
11

月
に
富
山
で
実
施
す
る
こ
と
が
内
定
．
 

  
安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
の

活
動
は
，
定
期
的
な
会
合
（
サ
ロ
ン
）
を

1/
28
, 
2/
18
, 

3/
15
, 
4/
17
, 
5/
28
, 
6/
4
に
実
施
．
 

  
体
験
セ
ミ
ナ
ー
・
企
業
見
学
会
は
，
今
年
度
，
横
河
電
機
，

村
田
機
械
，
ア
ズ
ビ
ル
，
チ
ノ
ー
で
開
催
予
定
．
6/
24

に

横
河
電
機
で
体
験
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
．
 

  
エ
ン
ジ
ニ
ア
試
験
合
格
者
対
象
「
産
業
応
用
セ
ミ
ナ
ー
」

の
実
施
検
討
中
．
下
半
期
（
7～

12
月
）
に
実
施
予
定
．
  

  
男
女
共
同
参
画
学
協
会
連
絡
会
へ
随
時
参
加
中
．
女
子
中

高
生
夏
の
学
校

20
19
（
8/
9-
11
 埼

玉
）
へ
の
出
展
準
備

中
．
  

  
定
時
社
員
総
会
（
2/
19
）
に
て
，
新
会
員
制
度
（
シ
ニ
ア

会
員
向
け
会
費
一
括
納
入
制
度
，
学
生
会
員
向
け
准
会
員

制
度
）
が
承
認
．
 

  
【
主
な
重
点
施
策
】
SN
S
運
用
方
針
を

4/
22

に
制
定
し
，

SI
CE
 H
P
に
掲
載
．
SI
CE
 F
ac
eb
oo
k
の
投
稿
手
順
を
支

部
協
議
会
（
4/
19
），

部
門
協
議
会
（
6/
13
）
に
て
説
明

し
投
稿
依
頼
．
SI
CE
 H
P
の
行
事
参
加
申
込

We
b
ア
プ
リ

改
善
実
施
中
．
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

 
委
員
会
実
施
 

  
IS
CI
E
連
携
 

- 
講
習
会
等
の
企
画
段
階
か
ら
の
情
報
交
換
 

- 
SS
H
出
展
(8

月
) 

- 
ス
テ
ア
リ
ン
グ
会
議
(1
1
月
) 

  
横
幹
連
合
連
携
 

- 
 

  
他
学
会
連
携
 

- 
他
学
会
行
事
協
賛
(随

時
) 

  
JE
MI
MA

等
工
業
会
と
の
連
携
 

- 
計
測
展

20
19

東
京
(1
1
月
) 

  
日
本
学
術
会
議
と
連
携
（
多
分
野
応
用
小
委
員
会
）
 

- 
自
動
制
御
連
合
講
演
会
開
催
地
決
定
 

- 
20
20

年
開
催
の
準
備
 

  

 
安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
の

活
動
 

- 
定
期
的
な
会
合
開
催
・
講
演
会
開
催
 

    
体
験
セ
ミ
ナ
ー
・
企
業
見
学
会
 

- 
準
備
，
実
施
，
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

  
産
業
応
用
セ
ミ
ナ
ー
(教

育
・
認
定
委
員
会
と
連
携
) 

- 
実
施
 

- 
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

  
そ
の
他
友
好
団
体
と
の
連
携
 

- 
男
女
共
同
参
画
学
協
会
連
絡
会
へ
の
参
加
 

- 
夏
の
学
校
出
展
(8

月
) 

  
会
員
増
強
施
策
の
検
討
 

- 
新
会
員
制
度
の
施
行
 

- 
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
検
討
 

 ・
SN
S
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
フ
ォ
ロ
ー
 

       

●
7〜

12
月
 

 
委
員
会
を

8/
20
, 
12
/1
7
に
実
施
．
 

  
IS
CI
E
連
携
ス
テ
ア
リ
ン
グ
会
議
を

11
/9
 札

幌
で
実
施
．

ま
た
，
SS
H（

8/
7-
8 
神
戸
）
お
よ
び
女
子
中
高
生
夏
の

学
校
（
8/
10
 埼

玉
）
へ
出
展
．
II
FE
S2
01
9
で
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
（
11
/2
7 
東
京
）．

 

  
第

10
回
横
幹
連
合
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
11
/3
0-
12
/1
 長

岡
）
に
参
加
．
 

  
他
学
協
会
か
ら
の
国
内
行
事
協
賛
依
頼
は
，
随
時
，
審

査
・
承
認
し
た
．
理
事
会
（
9/
10
, 
11
/2
8,
 1
2/
24
）
で

報
告
．
 

  
JE
MI
MA

等
工
業
会
主
催
の

II
FE
S 
20
19
（
11
/2
7-
29
 東

京
）
へ
出
展
し
，
大
学
・
高
専
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

研
究
発
表
コ
ン
テ
ス
ト
で

SI
CE

奨
励
賞
を
授
与
．
 

  
20
20

年
の
自
動
制
御
連
合
講
演
会
（
幹
事
学
会
: 
SI
CE
）

の
準
備
中
．
 

  
安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
の

活
動
は
，
定
期
的
な
会
合
（
サ
ロ
ン
）
を

7/
3,
 8
/2
, 
9/
3,
 

9/
10
, 
10
/8
, 
11
/5
, 
12
/1
2
に
実
施
．
見
学
会

2
件

（
7/
18
-1
9 
太
陽
石
油
等
，
10
/1
-2
 福

島
原
発
等
），

お

よ
び
有
料
講
習
会
（
12
/1
3 
横
国
大
）
を
開
催
．
 

  
体
験
セ
ミ
ナ
ー
・
企
業
見
学
会
を
，
ア
ズ
ビ
ル
（
10
/2
5）
，

チ
ノ
ー
（
11
/1
5）

で
開
催
．
 

  
エ
ン
ジ
ニ
ア
試
験
合
格
者
対
象
「
産
業
応
用
セ
ミ
ナ
ー
」

を
11
/3
0 
北
大
で
開
催
．
1/
11
 九

大
で
開
催
予
定
．
 

   
男
女
共
同
参
画
学
協
会
連
絡
会
へ
随
時
参
加
中
．
女
子
中

高
生
夏
の
学
校

20
19
（
8/
9-
11
 埼

玉
）
へ
出
展
．
  

  
女
子
中
高
生
夏
の
学
校
（
8/
10
 埼

玉
）
に
て
，
女
子
中

高
校
生
を
対
象
に
よ
ろ
ず
相
談
を
実
施
．
 

 

  
SI
CE
 H
P
の
行
事
参
加
申
込

We
b
ア
プ
リ
改
善
実
施
中
．
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

教
育
・
認
定
委
員
会
 

担
当
 

橋
本
委
員
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
部
門
及
び
支
部
が
持
つ
知
識
・
技
術
の
活
用
に
よ
る
、
基
礎
的
・
実
務
的
な
講
座
や
講
演
会
の
開
催
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

１
. 
計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
資
格
 

・
WG

会
合
（
3,
 5
 月

）
 

・
試
験
問
題
の
改
訂
 

・
関
東
（
本
部
），

北
海
道
，
九
州
各
支
部
で
の
実
施
の
日

程
場
所
の
確
定
・
準
備
 

・
実
施
支
部
の
検
討
 

・
受
験
者
増
対
策
の
検
討
，
受
験
者
勧
誘
 

学
生
受
講
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
事
業
会
員
サ

委
員
会
と
連
携
し
て
「
産
業
応
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施

す
る
 

 ２
. 
プ
ロ
セ
ス
塾
 

・
プ
ロ
セ
ス
新
塾

20
18

ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
3
月
・
第

5
回

目
）
 

・
プ
ロ
セ
ス
新
塾

20
19

ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
6
月
・
第

1
回

目
）
 

  ・
WG

会
合
 

・
教
育
内
容
を
検
討
（
通
年
）
 

・
次
の

3
カ
年
計
画
の
検
討
 

    ３
. 
CP
D
ポ
イ
ン
ト
 

・
ポ
イ
ン
ト
集
計
と
表
彰
者
決
定
 

  ４
. 
JA
BE
E 

・
情
報
収
集
（
通
年
）
 

・
審
査
支
援
（
通
年
）
 

  5．
新
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
計
画
検
討
 

・
企
業
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
学
び
直
し
の
場
の
提
供
 

・
AI
/I
oT
/ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
塾
（
仮
称
）
を
企
画
 

・
高
等
教
育
機
関
へ
の
学
び
直
し
の
新
た
な
場
 

   

●
1〜

6
月
 

・
WG

会
合
・
試
験
制
度
改
正
の
議
論
（
4/
24
）
 

・
プ
ロ
セ
ス
新
塾

20
18

年
度
修
了
生
に
対
し
て
計
測
制
御

エ
ン
ジ
ニ
ア
補
の
資
格
を
認
定
（
4/
22
，
第

2
回
理
事
会
）
 

認
定
者

39
名
 

  ・
九
州
 (
1/
12
) 

 
九
州
、
北
海
道
に
て
実
施
予
定
あ
り
 

   ・
プ
ロ
セ
ス
新
塾

20
18

年
度
第

5
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
実

施
，
新
日
鐵
住
金
八
幡
製
鉄
所
を
見
学
（
3/
1-
2，

KM
M
ビ

ル
4F
 
第

3・
第

4
会
議
室
）
参
加
者

54
名
 

・
プ
ロ
セ
ス
新
塾

20
19

年
度
第
１
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
実

施
（
6/
7-
8，

慶
應
大
学
）
参
加
者

46
名
 

未
実
施
（
7〜

12
月
に
実
施
予
定
）
 

 ・
WG

会
合
（
2/
13
,4
/2
4）

 

      ・
ポ
イ
ン
ト
集
計
を
行
い
表
彰
者
を
決
定
す
る
（
6/
28
，
第

3
回
理
事
会
へ
は
集
計
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
選
出
は

委
員
長
一
任
と
決
議
さ
れ
た
）
 

      ・「
AI

塾
」の

尾
形
先
生
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
(5
/2
9)
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

1.
 計

測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
資
格
 

・
WG

会
合
(7
, 
9
月
）
 

・
関
東
（
本
部
），

北
海
道
，
九
州
各
支
部
で
試
験
実
施
（
10

月
～
12

月
）
 

・
北
海
道
講
師
選
定
 

・
遠
隔
面
接
準
備
 

・
受
験
者
増
施
策
を
実
施
(産

業
応
用
セ
ミ
ナ
ー
) 

   2.
 プ

ロ
セ
ス
塾
 

・
プ
ロ
セ
ス
新
塾
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
第

2,
3,
4
回
）
実
施
 

・
WG

会
合
 

・
教
育
内
容
を
検
討
（
通
年
）
 

         3.
 C
PD

ポ
イ
ン
ト
 

 
表
彰
式
・
賞
状
授
与
 

  4.
 J
AB
EE
 

・
情
報
収
集
（
通
年
）
 

・
審
査
支
援
（
通
年
）
 

  5．
新
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
計
画
検
討
 

・
企
業
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
学
び
直
し
の
場
の
提
供
 

・
AI
/I
oT
/ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
塾
（
仮
称
）
を
企
画
 

・
高
等
教
育
機
関
へ
の
学
び
直
し
の
新
た
な
場
 

              

●
7〜

12
月
 

・
計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
認
定
試
験
を
実
施
（
10
/1
9,
 

10
/2
6,
 1
1/
17
）
 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

13
名
合
格
 

 ・
北
海
道
(1
1/
30
, 
22

名
) 

・
福
岡
(2
02
0/
1/
11

実
施
予
定
) 
 

    ・
プ
ロ
セ
ス
新
塾

20
19

年
度
第

2
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
実

施
，
太
陽
石
油
四
国
事
業
所
を
見
学
（
7/
19
,2
0）

参
加
者

45
名
 

 ・
第

3
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
実
施（

10
/1
1,
12
 
京
都
大
学
）  

参
加
者

33
名
 

・
第

4
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
実
施
（
12
/1
3,
14
 
慶
應
義
塾

大
学
）
参
加
者

43
名
 

・
WG

会
合
（
8/
2
拡
大
,1
0/
23
）
 

    ・
20
18

年
度
の

CP
D
ポ
イ
ン
ト
を
集
計
し
，
高
得
点
者
の

表
彰
(9
/1
2，

表
彰
状
の
授
与

3
名
)を

実
施
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

部
門
協
議
会
 

担
当
 

田
中
(仁

)議
長
、
山
本
副
議
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

部
門
・
支
部
の
連
携
強
化
・
活
性
化
を
継
続
し
、
So
ci
et
y5
.0

等
の
中
長
期
的
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
網
羅
的
部
門
活
動

を
展
開
す
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
広
報
活
動
な
ど
発
信
力
強
化
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

合
わ
せ
て
、
会
員
数
増
大
に
向
け
た
準
備
と
し
て
、
会
員
情
報

DB
の
整
備
に
関
す
る
協
議
を
行
う
。
支
部
と
の
連
携
強
化

に
関
し
て
は
、
部
門
大
会
に
お
い
て
連
携
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
合
同
講
演
会
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
ま
た
部
門
活
動

校
の
見
直
し
を
含
む
部
門
活
性
化
方
策
、
お
よ
び
部
門
運
営
負
荷
の
把
握
と
そ
の
効
率
化
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

１
．
部
門
活
動
の
促
進
サ
ポ
ー
ト
 

・
3
回
の
部
門
協
議
会
を
開
催
 

   ２
．
支
部
協
議
会
と
の
連
携
 

・
支
部
協
議
会
へ
の
参
加
と
情
報
共
有
 

・
合
同
の
協
議
会
を
開
催
し
合
同
講
演
会
開
催
の
検
討
 

・
イ
ベ
ン
ト

DB
構
築
と
試
用
 

 
 
 
 

    ３
．
企
画
委
員
会
な
ど
と
の
連
携
強
化
 

・
財
務
委
員
会
、
企
画
委
員
会
に
参
加
し
、
内
容
を
部
門
へ

報
告
 

 ４
．
部
門
活
性
化
方
策
の
検
討
と
活
動
の
広
報
の
見
直
し
 

・
会
員
情
報

DB
整
備
に
向
け
た
、
部
門
ご
と
の
名
簿
の
整

理
 

・
各

WG
と
専
門
委
員
会
の
活
動
状
況
把
握
 

・
企
業
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス

WG
の
立
ち
位
置
検
討
 

      ５
．
部
門
運
営
の
負
荷
の
把
握
お
よ
び
効
率
化
の
検
討
 

・
各
部
門
に
お
け
る
活
動
の
把
握
 

   

●
1〜

6
月
 

１
．
部
門
活
動
の
促
進
サ
ポ
ー
ト
 

・
第
１
回
部
門
協
議
会
 (
2/
4~
8、

メ
ー
ル
審
議
) 

・
第
２
回
部
門
協
議
会
 (
4/
1、

SI
CE

事
務
所
) 

・
第
３
回
部
門
協
議
会
 (
6/
13
、
SI
CE

事
務
所
) 

 ２
．
支
部
協
議
会
と
の
連
携
 

・
支
部
協
議
会
へ
の
参
加
 

 
・
第
１
回
支
部
協
議
会
 (
4/
19
、
SI
CE

事
務
所
) 

 
・
第

2
回
支
部
協
議
会
 (
7/
5、

SI
CE

事
務
所
) 

・
合
同
協
議
会
の
開
催
（
3/
6-
7、

定
山
渓
）
 

・
産
業
応
用
部
門
計
測
･制

御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
が
、
制

御
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
中
国
支
部
と
の
連
携
を
企
画
（
8
月
開
催
）
 

 ３
．
企
画
委
員
会
な
ど
と
の
連
携
強
化
 

・
5/
8
財
務
委
員
会
に
参
加
 

  ４
．
部
門
活
性
化
方
策
の
検
討
と
活
動
の
広
報
の
見
直
し
 

・
会
員
情
報

DB
整
備
に
向
け
て
、
事
務
局
主
導
で
部
門
ご

と
の
名
簿
の
整
理
を
実
施
 

・
各

WG
と
専
門
委
員
会
の
活
動
状
況
を
適
切
に
把
握
す
る

た
め
に
、「

活
動
報
告
書
・
申
請
書
」
の
雛
形
を
更
新
し
、

「
不
便
益
シ
ス
テ
ム

WG
」、
「
応
用
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
代
数

WG
」、
「
企
業
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
強
化

WG
」
、
「
オ
ー

プ
ン
ラ
イ
フ
デ
ー
タ
活
用
技
術
専
門
委
員
会
」
か
ら
提

出
 

・
企
業
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス

WG
に
て
、
企
業
会
員
向
け
チ

ュ
ー
ト
リ
ア
ル
講
演
会
の
企
画
を
検
討
 

 ５
．
部
門
運
営
の
負
荷
の
把
握
お
よ
び
効
率
化
の
検
討
 

・
拡
大
理
事
会
で
テ
ー
マ
「
部
門
間
協
調
と
新
分
野
へ
の
対

応
」
を
提
案
 

・
部
門
協
議
会
に
て
、
各
部
門
の
活
動
状
況
を
把
握
し
、
特

に
人
数
が
少
な
い
部
門
に
関
し
て
、
負
担
軽
減
策
を
協
議
 

    

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

１
．
部
門
活
動
の
促
進
サ
ポ
ー
ト
 

・
4
回
の
部
門
協
議
会
を
開
催
 

    ２
．
支
部
協
議
会
と
の
連
携
 

・
合
同
の
協
議
会
を
開
催
し
合
同
講
演
会
開
催
の
検
討
 

       ３
．
企
画
委
員
会
な
ど
と
の
連
携
強
化
 

・
財
務
員
会
、
企
画
委
員
会
に
参
加
し
、
内
容
を
部
門
へ
報

告
 

 ４
．
部
門
活
性
化
方
策
の
検
討
と
活
動
の
広
報
の
見
直
し
 

・
発
信
力
強
化
に
関
し
て
、
部
門
協
議
会
で
議
論
 

・
会
員
情
報

DB
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
 

        ５
．
AC

活
性
化
、
OS

企
画
・
貢
献
 

・
各
部
門
で
個
別
実
施
 

  ６
．
部
門
運
営
の
負
荷
の
把
握
お
よ
び
効
率
化
の
検
討
 

・
上
期
の
協
議
結
果
を
踏
ま
え
て
、
20
19

年
度
の
計
画
を

立
案
 

             

●
7〜

12
月
 

１
．
部
門
活
動
の
促
進
サ
ポ
ー
ト
 

・
第
４
回
部
門
協
議
会
 (
8/
21
~2
8、

メ
ー
ル
審
議
) 

・
第
５
回
部
門
協
議
会
 (
11
/5
、
SI
CE

事
務
所
) 

・
第
６
回
部
門
協
議
会
 (
12
/4
~1
1、

メ
ー
ル
審
議
) 

・
第
７
回
部
門
協
議
会
 (
1/
10
、
SI
CE

事
務
所
) 

 ２
．
支
部
協
議
会
と
の
連
携
 

・
支
部
協
議
会
へ
の
参
加
 

 
 
・
第

2
回
支
部
協
議
会
 (
7/
5、

SI
CE

事
務
所
) 

 
 
・
第

3
回
支
部
協
議
会
 (
9/
10
、
AC

広
島
会
場
) 

・
合
同
協
議
会
の
開
催
（
9/
10
、
AC

広
島
会
場
）
 

 
 
部
門
・
支
部
連
携
に
向
け
た
行
事
情
報
共
有
、
企
業
 

 
 
会
員
向
け
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
講
演
な
ど
 

・
次
回
合
同
協
議
会
を
企
画
（
3/
11

予
定
）
 

 ３
．
企
画
委
員
会
な
ど
と
の
連
携
強
化
 

・
財
務
員
会
に
参
加
（
8/
22
）
 

・
企
画
委
員
会
に
参
加
（
7/
30
、
10
/9
）
 

 ４
．
部
門
活
性
化
方
策
の
検
討
と
活
動
の
広
報
の
見
直
し
 

・
発
信
力
強
化
に
関
し
て
、
企
業
会
員
へ
の
認
知
度
を
高

め
る
た
め
に
、
企
業
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス

WG
に
て
、
企

業
会
員
向
け
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
講
演
会
を
企
画
し
た

（
3/
9
実
施
予
定
）。

な
お
、
企
業
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス

WG
は
、
次
年
度
よ
り
事
業
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
の
中

で
活
動
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

・
会
員
情
報

DB
整
備
に
関
し
て
、
部
門
活
性
化
の
一
環
と

し
て
、
部
門
登
録
制
の
可
能
性
に
関
す
る
議
論
を
行
な
っ

た
。
 

 ５
．
AC

活
性
化
、
OS

企
画
・
貢
献
 

・
部
門
ご
と
に

OS
の
企
画
を
実
施
、
AC

の
活
性
化
に
貢
献

し
た
。
 

 ６
．
部
門
運
営
の
負
荷
の
把
握
お
よ
び
効
率
化
の
検
討
 

・
部
門
の
負
荷
軽
減
の
方
策
に
向
け
た
、
現
状
の
部
門
の
負

荷
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行
っ
た
。
 

・
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

計
測
部
門
 

担
当
 

寺
本
部
門
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
支
部
再
編
に
向
け
た
意
向
調
査
に
基
づ
く
協
議
と
部
門
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
の
見
直
し
 

・
So
ci
et
y5
.0

に
お
け
る

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
講
習
会
開
催
や
会
誌
発
行
 

に
よ
る
、
メ
ー
カ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
・
ユ
ー
ザ
ー
企
業
さ
ら
に
異
業
種
を
含
む
社
会
へ
の
情
報
発
信
 

・
部
門
と
支
部
を
中
心
と
し
た
会
員
情
報

DB
の
整
備
に
よ
る
会
員
管
理
及
び
 会

員
数
拡
大
 

・
IM
EK
O2
02
1
開
催
に
向
け
た
国
際
委
員
会
と
の
連
携
推
進
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

2
月
 

先
端
電
子
計
測
部
会
 
講
演
会
 

第
10
9
回
力
学
量
計
測
部
会
行
事
: 
力
学
量
計
測
部
会
講
演

会
・
見
学
会
 

第
1
回
セ
ン
シ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
 

    3
月
 

パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
共
同
企
画
・
動
的
画
像
処
理
実
利
用
化
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
(D
IA
20
19
) 

第
44

回
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

     5
月
 

第
14
8
回
温
度
計
測
部
会
温
度
計
測
部
会
見
学
会
 

    6
月
 

第
10
3
回
パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
研
究
会
 

第
10
7
回
力
学
量
計
測
部
会
運
営
委
員
会
 

第
11
0
回
部
会
行
事
: 
有
機
微
量
分
析
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
力
学
量
計
測
部
会
）
 

 
 

 
 

●
1〜

6
月
 

2
月

19
日
(火

) 
第

10
9
回
部
会
行
事
 力

学
量
計
測
部
会
講
演
会
・
見
学
会
 

(オ
リ
ン
パ
ス
技
術
歴
史
館
「
瑞
古
洞
」：

講
演

1
件
、
参
加
者

14
名
) 

2
月

21
日
(木

) 
第

1
回
セ
ン
シ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員

会
  

2
月

22
日
(金

) 

IM
EK
O
委
員
会
(S
IC
E
会
議
室
) 

 3
月

5
日
(金

) 

第
1
回
温
度
計
測
部
会
運
営
委
員
会
(S
IC
E
会
議
室
) 

3
月

7,
8
日
 

動
的
画
像
処
理
実
利
用
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
(D
IA
20
19
) 

北
九
州
国
際
会
議
場
, 
協
賛
 

3
月

8
日
(金

) 

第
44

回
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

千
葉
工
業
大
学
 津

田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
 

 5
月

17
日
(金

) 

第
14
8
回
温
度
計
測
部
会
温
度
計
測
部
会
見
学
会
(I
HI

エ
ア
ロ

ス
ペ
ー
ス
富
岡
事
業
所
:参

加
者

11
名
) 

5
月

24
日
(金

) 

第
2
回
計
測
部
門
運
営
委
員
会
(S
IC
E
会
議
室
) 

 6
月

8
日
(金

) 

第
10
3
回
パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
研
究
会
 

東
京
大
学
工
学
部

6
号
館

3
階
セ
ミ
ナ
ー
室
 

講
演

7
件
、
参
加
者

12
名
 

6
月

10
日
(月

) 
 

IM
EK
O
委
員
会
 (
SI
CE

会
議
室
) 

6
月

13
日
(木

)，
14

日
(金

) 

第
11
0
回
部
会
行
事
 
有
機
微
量
分
析
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
有
機
微
量
分
析
研
究
懇
談
会
と
の
共
催
）
 

（
京
都
大
学
: 
発
表
件
数

10
0、

参
加
者

10
0
名
）
 

6
月

18
日
(火

) 

第
10
7
回
力
学
量
計
測
部
会
運
営
 
SI
CE

事
務
局

8
名
 

    

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

      8
月
 

パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
協
賛
 

画
像
の
認
識
・
理
解
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(M
IR
U2
01
9)
 

 第
36

回
セ
ン
シ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

 9
月
 

セ
ン
サ
エ
キ
ス
ポ
ジ
ャ
パ
ン

20
19
 S
IC
E
計
測
部
門
セ
ミ
ナ

ー
「
イ
ン
フ
ラ
セ
ン
シ
ン
グ
の
新
た
な
展
開
」
 

  10
月
 

第
11
1
回
部
会
行
事
: 
計
量
史
を
さ
ぐ
る
会

20
19
（
共
催
）  

  11
月
 

第
24

回
パ
タ
ー
ン
計
測
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

 第
14
9
回
温
度
計
測
部
会
講
演
会
 

 Se
ns
or
Ex
po

展
示
 

 ス
マ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

（
電
子
情
報
通
信
学
会
と
併
催
）
 

  AP
MF
20
19
 

ア
ジ
ア
太
平
洋
力
学
量
計
測
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

（
力
学
量
計
測
部
会
）
 

 12
月
 

パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
共
同
企
画
・
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
の
実
利
 

用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 V
iE
W 
20
19
 

第
10
8
回
力
学
量
計
測
部
会
運
営
委
員
会
 

-         

●
7〜

12
月
 

7
月
 

20
19

年
7
月

29
日
(月

)～
8
月

1
日
(木

) 

第
22

回
 画

像
の
認
識
・
理
解
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

(M
IR
U2
01
9)
 グ

ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
（
大
阪
府
立
国
際
会

議
場
）
参
加
者

10
53

名
パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
協
賛
 

 8
月
 

8
月

29
日
(木

)，
8
月

30
日
(金

) 
第

36
回
セ
ン
シ
ン
グ

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
(慶

應
義
塾
大
学
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
)。
参

加
者

13
4
名
、
発
表

73
件
 

  9
月
 

9
月

13
日
 
セ
ン
サ
エ
キ
ス
ポ
ジ
ャ
パ
ン

20
19
 S
IC
E
計

測
部
門
セ
ミ
ナ
ー
「
イ
ン
フ
ラ
セ
ン
シ
ン
グ
の
新
た
な
展

開
」
 

 10
月
 

第
11
1
回
部
会
行
事
: 
計
量
史
を
さ
ぐ
る
会

20
19
（
共
催
）  

近
江
度
量
衡
（
株
）
参
加
者

40
名
発
表

4
件
 

 11
月
 

11
月

8,
9
日
 
24

回
パ
タ
ー
ン
計
測
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

(第
10
4
回
パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
研
究
会
)高

知
県
国
民
宿

舎
 桂

浜
荘
 
参
加
者
 
発
表

8
件
 

11
月

15
日
第

14
9
回
温
度
計
測
部
会
講
演
会
, 
東
洋
大

学
, 
参
加
者

80
名
, 
発
表

4
件
 

11
月

17
日
 
AP
MF
20
19
 ア

ジ
ア
太
平
洋
力
学
量
計
測
フ

ォ
ー
ラ
ム
 
新
潟
市
朱
鷺
メ
ッ
セ
 発

表
73

件
, 
参
加
者

14
0
名
 

      12
月
 

12
月

5,
6
日
パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
共
同
企
画
・
ビ
ジ
ョ
ン

技
術
の
実
利
用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 V
iE
W 
20
19
 

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

2F
 ア

ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
 
 

発
表

10
0
件
, 
参
加
者

50
0
名
 

 12
月

17
日
 
第

10
8
回
力
学
量
計
測
部
会
運
営
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 2
0
名
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

制
御
部
門
 

担
当
 

井
村
部
門
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
So
ci
et
y5
.0

で
の

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
OS
、
WS

開
催
や
会
誌
発
行
 

に
よ
る
、
メ
ー
カ
ー
・
ユ
ー
ザ
ー
企
業
さ
ら
に
異
業
種
を
含
む
社
会
へ
の
情
報
発
信
 

・
会
員
、
イ
ベ
ン
ト
(内

容
、
参
加
者
)の

情
報
を
広
く
活
用
で
き
る

DB
の
検
討
と
整
備
 

・
IF
AC
20
23

開
催
に
向
け
た
国
際
委
員
会
と
の
連
携
推
進
．
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

第
6
回
制
御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
MS
CS
20
19
）
開

催
 ・
SI
CE
 I
nt
er
na
ti
on
al
 S
ym
po
si
um
 o
n 
Co
nt
ro
l 

Sy
st
em
s 
20
19
 

・
第

47
回
 制

御
理
論
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

・
第

10
回
 プ

ラ
ン
ト
モ
デ
リ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

・
第

19
回
 適

応
学
習
制
御
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

・
第

36
回
 誘

導
制
御
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

・
第

5
回
 シ

ス
テ
ム
構
築
と
制
御
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

 MS
CS

に
お
け
る
産
業
応
用
部
門
と
の

Jo
in
t 
OS

の
開
催
 

  －
部
門
賞
贈
呈
式
 

 －
第

1
回
制
御
部
門
運
営
委
員
会
開
催
 

  －
各
委
員
会
・
部
会
・
調
査
研
究
会
の
運
営
委
員
会
・
研
究

会
・
講
演
会
・
見
学
会
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
実
施
 

  

●
1〜

6
月
 

第
6
回
制
御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
MS
CS
20
19
）
開

催
（
3
月

6-
9
日
、
熊
本
大
学
）
 

・
SI
CE
 I
nt
er
na
ti
on
al
 S
ym
po
si
um
 o
n 
Co
nt
ro
l 

Sy
st
em
s 
20
19
 

・
第

47
回
 制

御
理
論
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

・
第

10
回
 プ

ラ
ン
ト
モ
デ
リ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

・
第

19
回
 適

応
学
習
制
御
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

・
第

36
回
 誘

導
制
御
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

・
第

5
回
 シ

ス
テ
ム
構
築
と
制
御
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

 MS
CS

に
お
け
る
産
業
応
用
部
門
と
の

Jo
in
t 
OS

を
実
施
 

 
・
OS

産
業
制
御
シ
ス
テ
ム
の
ス
マ
ー
ト
＆
セ
キ
ュ
ア
化

へ
の
取
り
組
み
 

部
門
賞
贈
呈
式
を

MS
CS
20
19

に
て
実
施
 

 第
1
回
制
御
部
門
運
営
委
員
会
を

3
月

9
日
に
熊
本
大
学
で

開
催
 

 各
委
員
会
・
部
会
・
調
査
研
究
会
の
運
営
委
員
会
・
研
究
会
・

講
演
会
・
見
学
会
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
計
画
に
し
た
が
っ
て

実
施
（
別
添
の
個
別
事
業
実
施
報
告
参
照
）
 

 ■
主
な
重
点
施
策
の
経
過
報
告
 

制
御
部
門

We
b
サ
イ
ト
に
て
、
部
門
活
動
情
報
を
提
供
し

た
。
 

制
御
部
門
の

DB
の
調
査
を
行
っ
た
。
 

IF
AC
20
23

開
催
に
向
け
て
、
国
際
委
員
会
と
の
連
携
基
盤

を
構
築
し
た
。
 

            

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

第
2
回
制
御
部
門
運
営
委
員
会
開
催
 

  第
7
回
制
御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(M
SC
S2
02
0)
の

企
画
・
検
討
・
準
備
 

  －
部
門
賞
の
選
考
 

－
産
業
応
用
部
門
大
会
に
お
け
る

Jo
in
t 
OS

の
開
催
 

     第
3
回
制
御
部
門
運
営
委
員
会
開
催
 

   各
委
員
会
・
部
会
・
調
査
研
究
会
の
運
営
委
員
会
・
研
究
会
・

講
演
会
・
見
学
会
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
実
施
 

                              

●
7〜

12
月
 

第
2
回
制
御
部
門
運
営
委
員
会
を

9
月

12
日
に
広
島
大
学

で
開
催
 

 第
7
回
制
御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(M
SC
S2
02
0)
を

徳
島
大
学
に
て
開
催
す
る
計
画
と
し
て
企
画
準
備
を
行
っ

た
。
 

 制
御
部
門
賞
の
選
考
を
行
っ
た
。
 

 SI
CE

産
業
応
用
部
門
大
会
（
10

月
31

日
）
に
て
産
業
応
用

部
門
，国

際
標
準
化
委
員
会
と
の
合
同
企
画

OS
を
企
画
し
、

「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
実
現
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
制
御
技
術
」

な
ど
の
テ
ー
マ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。
 

 第
3
回
制
御
部
門
運
営
員
会
を

11
月

9
日
に
札
幌
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
自
動
制
御
連
合
講
演
会
会
場
）
に
て

開
催
し
た
。
 

 各
委
員
会
・
部
会
・
調
査
研
究
会
に
よ
る
研
究
会
・
講
演
会
・

見
学
会
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
計
画
に
し
た
が
っ
て
実
施
（
別

添
の
個
別
事
業
実
施
報
告
参
照
）。

 

  ■
主
な
重
点
施
策
の
報
告
 

制
御
部
門

We
b
サ
イ
ト
に
て
、
部
門
活
動
情
報
を
提
供
し

た
。
 

制
御
部
門
の

DB
の
調
査
を
行
っ
た
。
 

IF
AC
20
23

開
催
に
向
け
て
、
国
際
委
員
会
と
の
連
携
基
盤

を
構
築
し
た
。
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

シ
ス
テ
ム
・
情
報
部
門
 

担
当
 

半
田
部
門
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
支
部
再
編
に
向
け
た
意
向
調
査
に
基
づ
く
協
議
と
部
門
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
の
見
直
し
 

・
So
ci
et
y5
.0

に
お
け
る

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
講
習
会
開
催
や
会
誌
発
行
 

に
よ
る
、
メ
ー
カ
、
サ
ー
ビ
ス
、
ユ
ー
ザ
企
業
さ
ら
に
異
業
種
を
含
む
社
会
へ
の
情
報
発
信
 

・
部
門
と
支
部
を
中
心
と
し
た
会
員
情
報

DB
の
整
備
に
よ
る
会
員
管
理
及
び
会
員
数
拡
大
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

・
 部

門
大
会
に
お
け
る
部
会
・
研
究
会
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
共
催
の
検
討
 

・
 部

門
大
会
の
実
行
委
員
会
な
ど
の
組
織
化
・
開
催
準
備
 

・
 部

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
開
催
（
適
宜
，
部
門
間
な

ら
び
に
部
門
内
で
の
連
携
・
協
調
の
可
能
性
・
有
効
性

を
模
索
）
 

・
 部

門
賞
選
考
プ
ロ
セ
ス
（
表
彰
委
員
会
の
構
成
・
発
表

賞
の
選
考
）
の
点
検
・
見
直
し
 

・
 部

門
大
会
特
集
号
の
論
文
募
集
・
査
読
プ
ロ
セ
ス
管

理
・
採
録
論
文
決
定
 

・
 活

動
計
画
実
施
状
況
の
レ
ビ
ュ
ー
と

PD
CA

に
よ
る
評

価
・
見
直
し
の
ね
ら
い
・
ポ
イ
ン
ト
の
再
確
認
・
明
確

化
 

・
 部

会
・
研
究
会
の
決
算
報
告
や
部
門
予
算
管
理
に
お
け

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
運
用
方
策
・
方
式
に
つ
い
て
検

討
 

 1
月
 

－
第

31
回
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

 2
月
 

 3
月
 

－
第

61
回
シ
ス
テ
ム
工
学
部
会
研
究
会
 

 －
第

46
回
知
能
シ
ス
テ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

 －
第

65
回
離
散
事
象
シ
ス
テ
ム
研
究
会
 

 －
第

18
回
社
会
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

 －
第

11
回

SW
調
査
研
究
会
 

 －
分
子
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
年
次
大
会
 

      

●
1〜

6
月
 

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
，
部
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究

会
を
部
門
大
会
前
日
行
う
こ
と
と
し
た
 

・
部
門
大
会
の
準
備
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
 

・
予
定
通
り
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
い
る
．

今
期
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
は
な
か
っ
た
．
 

 ・
部
門
運
営
委
員
会
に
て
部
門
賞
選
考
プ
ロ
セ
ス
を
点
検

し
た
．
 

・
部
門
大
会
特
集
号
の
論
文
募
集
を
行
っ
て
い
る
．
 

 ・
活
動
計
画
実
施
状
況
を
確
認
し
て
い
る
 

 ・
国
際
化
５
カ
年
計
画
に
つ
い
て
運
用
方
策
・
方
式
を
検

討
し
た
．
 

   1
月

28
・
29

日
 
第

31
回
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
国
立
民
族
博
物
館
，
発
表

51
件
，
参
加

94
人
）

を
開
催
し
た
．
 

  3
月

9
日
 
第

61
回
シ
ス
テ
ム
工
学
部
会
研
究
会
（
防
衛

大
学
校
，
発
表

18
件
，
参
加

34
人
）
を
開
催
し
た
．
 

3
月

6・
7
日
 
第

46
回
知
能
シ
ス
テ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（

龍

谷
大
学
，
発
表

39
件
，
参
加

79
人
）
を
開
催
し
た
．
 

3
月

14
・
15

日
 
第

65
回
離
散
事
象
シ
ス
テ
ム
研
究
会（

福

井
大
学
，
発
表

3
件
，
参
加

61
人
）
を
開
催
し
た
．
 

3
月

17
-1
9
日
 
第

18
回
社
会
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会（

サ

ザ
ン
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
沖
縄
，
発
表

45
件
，
参

加
69

人
）
を
開
催
し
た
．
 

3
月

16
日
 
ス
マ
ー
タ
ー
ワ
ー
ル
ド
調
査
研
究
会
第

11
回

研
究
会
（
沖
縄
県
青
年
会
館
，
発
表

3
件
，
参
加

14
人
）

を
開
催
し
た
．
 

3
月

14
・
15

日
 
第

2
回
分
子
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
年
次
大
会

（
東
京
工
業
大
学
，
発
表

66
件
，
参
加

10
0
人
）
を
開
催

し
た
．
 

   

 

4
月
 

 5
月
 

－
第

23
回

SW
調
査
研
究
会
 

   6
月
 

－
第

65
回
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

 －
第

15
回

CI
研
究
会
 

 －
第

19
回
社
会
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

    

  5
月

25
・
26

日
 
ス
マ
ー
タ
ー
ワ
ー
ル
ド
調
査
研
究
会
第

12
回
研
究
会
（
同
志
社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
，

発
表

14
件
，
参
加

16
人
）
を
開
催
し
た
．
 

  6
月

5
日
 
第

65
回
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会（

サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
ひ
ろ
し
ま
，
発
表

2
件
，
参
加

20

人
）
を
開
催
し
た
．
 

 6
月

29
・
30

日
 
第

15
回
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
研
究
会
（
慶
應
義
塾
大
学
，
発
表

14

件
，
参
加

46
人
）
を
開
催
し
た
．
 

 6
月

1・
2
日
 
ビ
ジ
ネ
ス
課
題
に
お
け
る
社
会
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
モ
デ
リ
ン
グ
講
座
（
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
ナ

レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
，
発
表

2
件
，
参
加

30
人
）
を
開
催

し
た
．
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20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

・
 部

門
大
会
の
実
行
委
員
会
な
ど
の
組
織
化
・
開
催
準
備
 

・
 部

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
開
催
（
適
宜
，
部
門
間
な

ら
び
に
部
門
内
で
の
連
携
・
協
調
の
可
能
性
・
有
効
性

を
模
索
）
 

・
 部

門
賞
選
考
・
贈
呈
 

・
 部

門
大
会
特
集
号
の
論
文
募
集
・
査
読
プ
ロ
セ
ス
管

理
・
採
録
論
文
決
定
 

・
 活

動
計
画
実
施
状
況
の
レ
ビ
ュ
ー
と

PD
CA

に
よ
る
評

価
・
見
直
し
の
ね
ら
い
・
ポ
イ
ン
ト
の
再
確
認
・
明
確

化
 

・
 部

会
・
研
究
会
の
決
算
報
告
や
部
門
予
算
管
理
に
お
け

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
運
用
方
策
・
方
式
に
つ
い
て
検

討
 

 7
月
 

－
分
子
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
月
例
研
究
会
 

－
第

24
回

SW
調
査
研
究
会
 

 8
月
 

－
第

25
回
創
発
シ
ス
テ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

－
第

20
回
社
会
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
（
合
同
研
究
会
）
 

－
BI
OM
OD

国
内
大
会
 

 9
月
 

－
CI

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
合
同
研
究
会
）
 

－
第

66
回
離
散
事
象
シ
ス
テ
ム
研
究
会
（
合
同
研
究
会
）
 

－
関
係
論
的
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
調
査
研
究
会
例
会
 

－
創
発
シ
ス
テ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

 10
月
 

－
第

25
回

SW
調
査
研
究
会
 

－
先
端
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ス
研
究
会
 

－
第

2
回
分
子
ロ
ボ
ッ
ト
倫
理
国
際
会
議
 

 11
月
 

－
賢
さ
の
先
端
研
究
会
 

－
第

65
回
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

－
CI

フ
ォ
ー
ラ
ム
 

－
部
門
学
術
講
演
会
（
SS
I2
01
9）

 

－
人
工
知
能
学
会
合
同
研
究
会
（
人
工
知
能
学
会
分
子
生
物

情
報
研
究
会
共
催
）
 

－
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

   12
月
 

－
第

16
回

CI
研
究
会
 

－
第

26
回

SW
調
査
研
究
会
 

－
分
子
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
月
例
研
究
会
 

－
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

●
7〜

12
月
 

・
実
行
委
員
会
を
毎
月

we
b
に
て
開
催
し
，準

備
に
務
め
た
．  

・
CI

部
会
な
ら
び
に
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
部
会
の
研
究
会
 

を
部
門
大
会
前
日
に
行
い
，
連
携
を
行
な
っ
た
．
 

・
部
門
賞
を
選
考
し
，
論
文
賞
以
外
は
部
門
大
会
で
贈
呈
 

し
，
後
日
，
論
文
賞
の
贈
呈
も
行
な
っ
た
．
 

・
特
集
号
の

CF
P
等
の
作
成
を
行
な
っ
た
．
 

・
部
門
運
営
委
員
会
に
お
い
て
活
動
計
画
の
実
施
状
況
の
 

レ
ビ
ュ
ー
を
行
な
っ
た
．
 

・
部
会
・
研
究
会
の
予
算
策
定
を
行
い
部
門
の
予
算
と
し
 

て
積
み
上
げ
を
行
い
，
本
部
に
提
出
し
た
．
  

        ・
8
月

3
日
に
第

13
回
ス
マ
ー
タ
ー
ワ
ー
ル
ド
調
査
研
究
 

会
を
電
力
中
央
研
究
所
に
て
開
催
し
た
．
 

・
8
月

18
, 
19

日
に
第

20
回
社
会
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
 

会
を
マ
ホ
ロ
バ
ツ
イ
ン
ズ
三
浦
に
て
開
催
し
た
．
 

・
8
月

30
日
に
第

66
回
離
散
事
象
シ
ス
テ
ム
研
究
会
 

を
斜
里
町
公
民
館
に
て
開
催
し
た
．
 

・
8
月

31
日
に

BI
OM
OD

国
内
大
会
を
東
京
大
学
生
産
 

技
術
研
究
所
に
て
開
催
し
た
．
 

・
8
月

31
日
か
ら

9
月

2
日
ま
で
，
第

25
回
創
発
シ
ス
 

テ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
公
立
諏
訪
東
京
理
科
大
学
に
 

て
開
催
し
た
．
 

     ・
11

月
2
日
に
第

14
回
ス
マ
ー
タ
ー
ワ
ー
ル
ド
調
査
研
 

究
会
を
同
志
社
大
学
に
て
開
催
し
た
．
 

・
11

月
22

日
に
第

65
回
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
部
会
研
 

究
会
を

TK
P
千
葉
駅
東
口
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
 

開
催
し
た
．
 

・
11

月
22

日
に

CI
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
千
葉
大
学
に
て
 

開
催
し
た
．
 

・
11

月
23

日
か
ら

25
日
ま
で
，
シ
ス
テ
ム
・
情
報
部
 

門
学
術
講
演
会
 S
SI
20
19

を
千
葉
大
学
に
て
開
催
し
 

た
．
 

 

・
12

月
20

日
に

CI
研
究
会
を
近
畿
大
学
に
て
開
催
し
 

た
．
 

 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
 

担
当
 

新
井
部
門
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
So
ci
et
y5
.0

で
の

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
OS
、
WS

開
催
や
会
誌
発
行
 

に
よ
る
、
メ
ー
カ
ー
・
ユ
ー
ザ
ー
企
業
さ
ら
に
異
業
種
を
含
む
社
会
へ
の
情
報
発
信
 

・
会
員
、
イ
ベ
ン
ト
(内

容
、
参
加
者
)の

情
報
を
広
く
活
用
で
き
る

DB
の
検
討
と
整
備
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

・
部
門
運
営
委
員
会
（
幹
事
団
）
に
よ
る
前
年
度
計
画
し
た

部
会
活
動
の
実
施
と
状
況
把
握
、
お
よ
び
予
算
書
・
企
画

書
等
の
事
務
手
続
き
の
着
実
な
実
施
の
フ
ォ
ロ
ー
 

 ・
部
門
運
営
委
員
会
(幹

事
団
)で

の
部
会
行
事
や
部
門
講
演

会
の
支
部
連
携
の
検
討
と
推
奨
の
実
施
 

 ・
新
年
度
体
制
・
各
種
情
報
等
の
着
実
な

HP
更
新
 

・
広
報
情
報
委
員
（
HP

担
当
）
に
よ
る
行
事
の
情
報
発
信

の
継
続
 

・
部
会
の
各
種
情
報
等
の

HP
更
新
 

・
SI
CE

の
HP

で
の
部
門
・
部
会
活
動
の
積
極
的
な
広
報
 

・
防
災
学
術
連
携
体
へ
の
情
報
提
供
 

 ・
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
新
し
い
技
術

分
野
の
開
拓
（
新
調
査
研
究
委
員
会
の
立
ち
上
げ
）
 

 ・
SI
20
18

会
計
処
理
/優

秀
講
演
選
考
の
フ
ォ
ロ
ー
 

・
SI
I2
01
8
会
計
処
理
/優

秀
講
演
選
考
の
フ
ォ
ロ
ー
 

・
SI
20
19

運
営
企
画
の
フ
ォ
ロ
ー
 

・
SI
20
20

に
向
け
た
実
行
委
員
長
の
運
営
組
織
立
上
げ
 

フ
ォ
ロ
ー
 

・
SI
20
21

に
向
け
た
実
行
委
員
長
の
運
営
組
織
立
上
げ
 

フ
ォ
ロ
ー
 

・
SI
I2
02
0
開
催
に
向
け
た

SI
I 
St
ee
ri
ng
 C
om
mi
tt
ee

の
運
営
フ
ォ
ロ
ー
と

SI
I2
02
1
以
降
の
開
催
地
、実

行
委

員
長
選
定
、
企
画
運
営
の
フ
ォ
ロ
ー
 

 ・
特
定
費
用
準
備
資
金
に
よ
る

IR
OS

事
業
支
援
 

 ・
表
彰
委
員
会
組
織
化
 

・
部
門
賞
募
集
と
選
定
 

・
FA

財
団
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
 

 ・
運
営
委
員
会
の
部
門
協
議
会
に
合
わ
せ
た
開
催
 

      

●
1〜

6
月
 

・
部
門
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
各
部
会
の
活
動
の
実
施
に

関
す
る
状
況
把
握
、
お
よ
び
予
算
書
・
企
画
書
等
の
チ
ェ

ッ
ク
を
確
実
に
実
施
し
た
。
 

 ・
各
部
会
に
対
す
る
支
部
連
携
の
推
奨
、
部
門
講
演
会
に
お

け
る
支
部
連
携
の
要
請
等
を
行
っ
た
。
 

 ・
新
年
度
の
体
制
に
合
わ
せ
た

HP
更
新
を
行
っ
た
。
 

・
広
報
情
報
委
員
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化
を
実
施
し
た
。
 

  ・
SI
20
18

の
終
了
報
告
を
受
け
、
会
計
処
理
に
つ
い
て
は

遅
滞
な
く
完
了
し
た
。
SI
I2
01
9
に
関
し
て
は
担
当
者
に

状
況
確
認
を
行
い
、
処
理
の
完
了
を
依
頼
し
た
。
 

・
SI
20
19

で
の
登
録
シ
ス
テ
ム
構
築
、
講
演
会
開
催
の
た

め
の
進
捗
報
告
を
審
議
、
フ
ォ
ロ
ー
を
継
続
的
に
実
施
し

た
。
 

・
SI
20
19
（
高
松
）
の
進
捗
報
告
を
審
議
し
フ
ォ
ロ
ー
 

・
SI
20
20
（
福
岡
）
の
進
捗
報
告
を
審
議
し
フ
ォ
ロ
ー
 

・
SI
20
21
（
鹿
児
島
）
の
進
捗
報
告
を
審
議
し
フ
ォ
ロ
ー
 

・
SI
I 
St
ee
ri
ng
 C
om
mi
tt
ee

と
連
携
し
て

20
20
.1

の

SI
I2
02
0
の
進
捗
確
認
を
継
続
し
て
行
っ
た
。
 

・
SI
I 
St
ee
ri
ng
 C
om
mi
tt
ee

と
連
携
し
て

SI
I2
02
1
の

進
捗
確
認
を
行
っ
た
。
 

      ・
表
彰
委
員
会
を
組
織
し
た
。
 

・
SI

部
門
の
各
表
彰
候
補
の
推
薦
依
頼
し
選
考
を
開
始
。
 

・
SI

部
門
が
主
導
し
て
、
FA

財
団
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
委
員
会

を
組
織
し
、
厳
正
な
審
査
を
実
施
し
て
推
薦
し
た
。
 

・
SI
CE
 国

際
化

5 
カ
年
特
別
費
用
準
備
資
金
予
算
が
設
立

さ
れ
、
関
連
事
業
の
実
施
に
向
け
た
計
画
を
立
て
た
。
 

・
SI
CE

学
会
賞
委
員
長
の
依
頼
に
基
づ
い
て
、
SI

部
門
が

主
導
し
て
、
SI
CE
 I
nt
er
na
ti
on
al
 Y
ou
ng
 A
ut
ho
rs
 

Aw
ar
d 
fo
r 
IR
OS
20
 1
9 
 

(S
IY
A 
IR
OS
20
19
)の

選
考
委
員
会
を
組
織
し
募
集
を
行

っ
た
。
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    ・
第

1
回
運
営
委
員
会
（
1
月

7
日
予
定
）
 

 ・
第

2
回
運
営
委
員
会
（
1
月

28
日
～
2
月

1
日
：
メ
ー
ル

審
議
）
 

・
第

3
回
運
営
委
員
会
（
3
月
：
メ
ー
ル
審
議
）
 

 ・
第

4
回
運
営
委
員
会
（
6
月
）
 

 

・
部
門
協
議
会
に
あ
わ
せ
た
運
営
委
員
会
の
開
催
に
加
え

て
、
定
期
的
な
部
門
運
営
委
員
会
の
開
催
に
よ
る
事
前
の

予
算
書
・
企
画
書
チ
ェ
ッ
ク
の
着
実
な
実
施
を
行
っ
た
。
 

・
論
文
投
稿
シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
張
を
検
討
し
準
備
し
た
。
 

・
第

1
回
運
営
委
員
会
を
開
催
（
首
都
大
東
京
秋
葉
原
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
：
1/
7）

 

・
第

2
回
運
営
委
員
会
を
メ
ー
ル
審
議
で
実
施
(2
/1
) 

 ・
第

3a
回
運
営
委
員
会
を
メ
ー
ル
審
議
で
実
施
(3
/8
) 

・
第

3
回
運
営
委
員
会
を
メ
ー
ル
審
議
で
実
施
(3
/2
2)
 

・
第

4a
回
運
営
委
員
会
を
メ
ー
ル
審
議
で
実
施
(4
/2
3)
 

・
第

4
回
運
営
委
員
会
を
開
催
（
広
島
、
広
島
工
業
大
学
広

島
校
舎

20
1：

6/
6）

 

                                       

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

・
部
門
運
営
委
員
会
（
幹
事
団
）
に
よ
る
前
年
度
計
画
し
た

部
会
活
動
の
実
施
と
状
況
把
握
と
予
算
書
・
企
画
書
等
の

事
務
手
続
き
の
着
実
な
実
施
の
フ
ォ
ロ
ー
 

 ・
部
門
運
営
委
員
会
(幹

事
団
)で

の
部
会
行
事
・
部
門
講
演

会
で
の
支
部
と
の
連
携
検
討
と
推
奨
の
実
施
 

 ・
広
報
委
員
(H
P
担
当
)に

よ
る
行
事
の
継
続
的
な
情
報
発

信
 

 ・
部
会
の
各
種
情
報
等
の

HP
継
続
的
な
更
新
 

 ・
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
新
し
い
技
術

分
野
の
継
続
的
な
開
拓
（
新
調
査
研
究
委
員
会
の
立
ち
上

げ
）
 

 ・
表
彰
委
員
会
に
よ
る
部
門
賞
選
定
と
部
門
学
術
講
演
会
に

お
け
る
贈
賞
 

 ・
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

 ・
RT

ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
 

 ・
SI
20
19

企
画
と
実
施
の
フ
ォ
ロ
ー
 

 ・
SI
20
20

運
営
企
画
の
フ
ォ
ロ
ー
 

 ・
SI
20
21

の
実
行
委
員
長
の
運
営
組
織
立
上
げ
フ
ォ
ロ
ー
 

 ・
SI
20
22

の
開
催
地
と
実
行
委
員
長
の
決
定
  

 ・
SI
20
20

開
催
に
向
け
た

SI
I 
St
ee
ri
ng
 C
om
mi
tt
ee

の

運
営
フ
ォ
ロ
ー
 

 ・
SI
I2
02
1
開
催
に
向
け
た

SI
I 
St
ee
ri
ng
 C
om
mi
tt
ee

の
運
営
フ
ォ
ロ
ー
と
実
行
委
員
長
の
運
営
組
織
立
ち
上

げ
フ
ォ
ロ
ー
 

 ・
SI
I2
02
2
開
催
に
向
け
た

SI
I 
St
ee
ri
ng
 C
om
mi
tt
ee

の
運
営
フ
ォ
ロ
ー
 

 ・
20
20

年
度
体
制
の
決
定
と
予
算
策
定
の
実
施
 

 ・
特
定
費
用
準
備
資
金
に
よ
る

IR
OS

事
業
支
援
 

 ・
第

5
回
運
営
委
員
会
（
8
月
：
メ
ー
ル
審
議
）
 

・
第

6
回
運
営
委
員
会
（
9
月
）
 

・
第

7
回
運
営
委
員
会
（
10

月
：
メ
ー
ル
審
議
）
 

・
第

8
回
運
営
委
員
会
（
11

月
：
メ
ー
ル
審
議
）
 

・
第

9
回
運
営
委
員
会
（
12

月
）
 

●
7〜

12
月
 

・
部
門
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
各
部
会
の
活
動
実
施
に
関

す
る
状
況
把
握
、
予
算
・
企
画
書
・
実
施
報
告
を
確
認
し
、

部
会
活
動
の
円
滑
な
実
施
を
推
進
し
た
 

・
各
部
会
に
対
し
て
、
支
部
連
携
の
推
奨
、
部
門
講
演
会
で

の
支
部
連
携
を
推
進
し
た
 

・
本
年
度
立
ち
上
げ
た
部
門

We
b
ペ
ー
ジ
の
運
営
の
円
滑
な

実
施
、
情
報
発
信
強
化
を
継
続
し
て
実
施
し
た
 

・
表
彰
委
員
会
に
よ
り
、
各
部
門
賞
の
選
定
を
行
い
、
部
門

講
演
会
に
お
い
て
贈
賞
を
実
施
し
た
 

・
SI
CE

学
会
賞
委
員
長
の
依
頼
に
基
づ
い
て
、
SI

部
門
が

主
導
し
て
、
SI
CE
 I
nt
er
na
ti
on
al
 Y
ou
ng
 A
ut
ho
rs
 

Aw
ar
d 
fo
r 
IR
OS
20
19
 (
SI
YA
-I
RO
S2
01
9)
の
審
査
を
行

い
、
候
補
を
３
件
選
出
し
た
。
SI
CE

学
会
賞
委
員
長
お

よ
び

SI
CE

理
事
会
の
承
認
を
受
け
、
IR
OS
 2
01
9
で
贈

賞
し
た
。
 

・
SI
CE

学
会
賞
委
員
長
の
依
頼
に
基
づ
い
て
、
SI

部
門
が

主
導
し
、S
IC
E 
In
te
rn
at
io
na
l 
Yo
un
g 
Au
th
or
s 
Aw
ar
d 

fo
r 
SI
I2
02
0 
(S
IY
A-
SI
I2
02
0)
の
選
考
委
員
会
を
組
織

し
募
集
・
審
査
を
行
い
、
候
補
を
４
件
選
出
し
た
。
SI
CE

学
会
賞
委
員
長
お
よ
び

SI
CE

理
事
会
の
承
認
を
受
け

た
。
 

・
RT

ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
の
贈
賞
に
協
力
し
た
(授

賞
式

12
/1
3)
。
 

・
レ
ス
キ
ュ
ー
工
学
奨
励
賞
（
国
際
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム

研
究
機
構
（
IR
S）
）
の
贈
賞
に
協
力
し
た
(授

賞
式

12
/1
3)
。  

・
SI
CE

論
文
編
集
委
員
会
が
開
催
し
た

SI
CE

論
文
塾
ラ
ン

チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
協
力
し
た
(1
2/
14
)。

 

・
SI
20
18
/S
II
20
19

の
決
算
と
最
終
報
告
を
行
っ
た
。
 

・
SI
20
19
（
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
）
は
、
発
表
件
数
(8
47

件
)、

参
加
者
(1
,3
27

名
)を

集
め
、
無
事
に
実
施
し
た
。
 

・
SI
20
19

で
、
SI

部
門
２
０
周
年
記
念
事
業
を
行
っ
た
（
サ

ン
ポ
ー
ト
高
松
：
12
/1
2）
。
 

・
SI
I2
02
0(
ハ
ワ
イ
)は

、
発
表
件
数
が

24
3
件
（
採
択
率

72
.3
%）
、
進
捗
を
確
認
し
、
フ
ォ
ロ
ー
し
た
。
 

・
SI
20
20
(福

岡
) 
の
運
営
組
織
立
上
げ
フ
ォ
ロ
ー
と
進
捗

を
確
認
し
、
フ
ォ
ロ
ー
し
た
。
 

・
SI
20
21
（
鹿
児
島
）
の
運
営
組
織
立
上
げ
フ
ォ
ロ
ー
と
進

捗
報
告
の
確
認
を
行
っ
た
。
 

・
SI
I 
St
ee
ri
ng
 C
om
mi
tt
ee

と
連
携
し
、
SI
I2
02
1（

福

島
）
の
進
捗
報
告
を
審
議
、
フ
ォ
ロ
ー
し
た
。
 

・
SI
I2
02
2
の
開
催
場
所
等
の
議
論
を
開
始
し
た
。
 

・
20
19

年
予
算
を
計
画
的
に
執
行
し
た
。
 

・
SI

講
演
会
の
論
文
投
稿
シ
ス
テ
ム
を
改
良
し
た
。
 

  ・
第

5
回
運
営
委
員
会
を
メ
ー
ル
審
議
で
実
施
(8
/1
6)
 

・
第

6
回
運
営
委
員
会
を
開
催
（
早
稲
田
大
学
：
9/
5）

 

・
第

7
回
運
営
委
員
会
を
メ
ー
ル
審
議
で
実
施
(1
0/
25
) 

・
第

8
回
運
営
委
員
会
を
メ
ー
ル
審
議
で
実
施
(1
1/
29
) 

・
第

9
回
運
営
委
員
会
を
開
催
（
ｻﾝ
ﾎﾟ
ｰﾄ
高
松
：
12
/1
3）
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

産
業
応
用
部
門
 

担
当
 

藤
田
部
門
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
支
部
再
編
に
向
け
た
意
向
調
査
に
基
づ
く
協
議
と
部
門
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
の
見
直
し
 

・
新
た
な
付
加
価
値
領
域
を
探
す
た
め
の
部
門
横
断
に
よ
る
作
業
部
会
の
推
進
 

・
So
ci
et
y5
.0

に
お
け
る

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
講
習
会
開
催
や
会
誌
発
行
 

に
よ
る
、
メ
ー
カ
、
サ
ー
ビ
ス
、
ユ
ー
ザ
企
業
さ
ら
に
異
業
種
を
含
む
社
会
へ
の
情
報
発
信
 

・
部
門
と
支
部
を
中
心
と
し
た
会
員
情
報

DB
の
整
備
に
よ
る
会
員
管
理
及
び
 会

員
数
拡
大
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

・
部
門
運
営
委
員
会
 

新
年
度
運
営
体
制
構
築
 

部
門
大
会
企
画
準
備
 

部
門
の
在
り
方
の
議
論
を
実
施
 

      ・
制
御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
の
連
携
の
企
画
・
実

施
 

 ・
産
業
応
用
分
野
に
関
す
る
他
部
門
と
の
連
携
行
事
の
検
討
 

 ・
産
業
応
用
部
門
大
会
に
お
け
る
制
御
部
門

OS
お
よ
び
そ

の
他
合
同
企
画
の
調
整
と
依
頼
 

 ・
部
門
賞
候
補
者
推
薦
募
集
会
告
発
信
 

 ・
各
部
会
主
催
行
事
の
準
備
・
実
施
 

         ・
各
委
員
会
の
実
施
 

  

●
1〜

6
月
 

・
部
門
運
営
委
員
会
（
開
催
日
と
主
な
議
題
）
 

19
..
2.
6 
第

1
回
部
門
運
営
委
員
会
 

・
20
19

年
度
運
営
体
制
 

19
..
4.
8 
第

2
回
部
門
運
営
委
員
会
 

・
部
門
大
会
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
役
割
分
担
 

・
部
門
の
在
り
方
の
議
論
の
た
め
に
「
企
業
会
員
向

け
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
た
め
施
策
を
検
討
す
る

WG
」
委
員
を
選
出
 

  ・
19
.3
.7
 第

６
回
 制

御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
MS
CS
 2
01
9）

で
OS

を
実
施
 

 ・
産
業
応
用
分
野
に
関
す
る
他
部
門
と
の
連
携
行
事
の
検
討
 

 ・
産
業
応
用
部
門
大
会
に
お
け
る
制
御
部
門
と
の
合
同
企
画

OS
実
施
を
決
定
 

 ・
部
門
賞
候
補
者
推
薦
募
集
を
６
月
号
会
誌
に
掲
載
 

 各
部
会
主
催
行
事
の
準
備
・
実
施
 

  
-計

装
技
術
交
流
部
会
 「

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い

AI
」
等

３
回
の
勉
強
会
を
実
施
 

  
-計

測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
 A
C：

SI
CE
20
19

企

画
（
OS
、
プ
レ
ナ
リ
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
と
部
門

大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
 

 
-流

体
計
測
制
御
部
会
 
部
門
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
 

-エ
ン
ジ
ニ
ア
会
 
エ
ン
ジ
ニ
ア
会
講
座
の
開
催
内
容
 

・
日
時
等
方
向
性
の
決
定
 

 ・
学
生
向
人
材
育
成
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
検
討
 

  
 

       

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月

 
・
部
門
運
営
委
員
会

 
部
門
大
会
の
企
画
確
認
、
各
種
広
報

 
部
門
大
会
の
実
施

 
次
年
度
部
門
大
会
で
の

O
S
連
携
に
向
け
た
企
画
調

整
 

      ・
S

IC
E

 A
C
に
お
け
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
関
連

O
S
の
運
営
・
実
施

 
         ・
産
業
応
用
部
門
大
会
の
実
施

 
流
体
計
測
制
御
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
流
体
計
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
会
総
会

 
    ・
部
門
賞
候
補
者
推
薦
締
切
、
審
査
・
決
定
、
表
彰
の
実
施

 
  ・
各
部
会
主
催
行
事
の
準
備
・
実
施

 
  ・
各
委
員
会
の
実
施

 
               

●
7〜

12
月

 
・
部
門
運
営
委
員
会
（
開
催
日
と
主
な
議
題
）

 
19

.8
.1

 第
3
回
部
門
運
営
委
員
会

 
・
企
業
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
強
化

W
G
委
員
会
の
報

告
お
よ
び
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
講
演
会
へ
の
対
応
向

け
サ
ー
ビ
ス
強
化

W
G

 
19

.1
0.

1 
第

4
回
部
門
運
営
委
員
会

 
・

20
19

年
度
部
門
大
会
運
営
方
法

 
・
部
門
賞

 
19

.1
2.

8 
第

5
回
部
門
運
営
委
員
会

 
・

20
20

年
度
運
営
体
制

 
 ・

S
IC

E
 A

C
に
お
け
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
関
連

O
S
、

W
S
を
以
下
の
通
り
実
施

 
・
安
全

T
F
公
開
サ
ロ
ン

 
・
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会

O
S

 
・

JE
M

IM
A
ス
ポ
ン
サ
ー
プ
レ
ナ
リ
講
演

 
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
ス
マ
ー
ト
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
と
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

20
19

」
 

  ・
産
業
応
用
部
門
大
会
を
東
京
工
業
大
学
で

10
月

31
日

に
開
催

 以
下
行
事
を
実
施

 
・
部
門
大
会
基
調
講
演
、
ﾁｭ
ｰﾄ
ﾘｱ
ﾙ講

演
、
一
般
講
演

 
・
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
・
流
体
計
測
制
御
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
・
制
御
部
門
／
国
際
標
準
化
委
員
会
と
の
連
携
Ｏ
Ｓ

 
・
技
術
交
流
会

 
 ・
部
門
賞
功
績
賞

1
件
を
決
定
し
部
門
大
会
に
お
い
て
表
彰

を
実
施

 
 ・
各
部
会
主
催
行
事
の
準
備
・
実
施

 
  
・
計
装
技
術
交
流
部
会

 よ
く
知
る
会
を
実
施

 
・
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会

 A
C

 S
IC

E
20

19
企
画
（

O
S
、
プ
レ
ナ
リ
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
と

部
門
大
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
施

 
・
流
体
計
測
制
御
部
会
 
部
門
大
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実

施
、
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
決
定
し
表

彰
を
実
施
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
 

担
当
 

中
島
部
門
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
支
部
再
編
に
向
け
た
意
向
調
査
に
基
づ
く
協
議
と
部
門
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
の
見
直
し
 

・
So
ci
et
y5
.0

に
お
け
る

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
講
習
会
開
催
や
会
誌
発
行
 

に
よ
る
、
メ
ー
カ
、
サ
ー
ビ
ス
、
ユ
ー
ザ
企
業
さ
ら
に
異
業
種
を
含
む
社
会
へ
の
情
報
発
信
 

・
部
門
と
支
部
を
中
心
と
し
た
会
員
情
報

DB
の
整
備
に
よ
る
会
員
管
理
及
び
 会

員
数
拡
大
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

1.
 

電
気
生
理
運
動
学
部
会
に
お
い
て
，
研
究
会
を
実
施

す
る
．
 

 

2.
 

日
本
生
体
医
工
学
会
，
電
子
情
報
通
信
学
会

ME
と
バ

イ
オ
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
研
究
会
等
と
合
同
で
生
体

医
工
学
に
関
す
る
講
演
会
を
実
施
す
る
．
 

    3.
 

統
合
情
報
生
物
工
学
部
会
に
お
い
て
，
研
究
会
を
実

施
す
る
．
 

  4.
 

前
，
現
，
次
期
，
次
次
期
部
門
長
会
議
に
よ
り
，
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
が
達
成
で
き
る
組
織
運
営
を
築
く
．
 

  5.
 

部
門
・
部
会
合
同
運
営
委
員
会
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
，
効
率
的
な
管
理
体
制
を
構
築
し
，
財
務
体
質

の
健
全
化
を
図
る
．
 

  6.
 

部
門
・
部
会
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
諸
事
業
の
収
益
構

造
の
改
善
を
通
じ
て
部
門
の
財
務
体
質
の
健
全
化
を

図
る
．
 

 

●
1〜

6
月
 

1.
 

日
本
電
気
生
理
運
動
学
会
を
開
催
し
た
（
6
月

29
日
，

中
京
大
学
，
電
気
生
理
運
動
学
部
会
共
催
）．

 

 

2.
 

電
子
情
報
通
信
学
会
 M
BE

研
究
会
・
NC

研
究
会
を
開

催
し
た
（
3
月

4〜
6
日
，
電
気
通
信
大
学
，
生
体
/

生
理
工
学
部
会
共
催
）．

そ
の
中
に
お
い
て
，
第

67

回
講
演
会
（
講
師
：
北
澤
 茂

 先
生
（
大
阪
大
学
），

題
目
：
「
今
・
こ
こ
」
と
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
も
併
せ
て
実
施
し
た
．
 

 

3.
 

電
気
学
会
 光

・
量
子
デ
バ
イ
ス
研
究
会
 
医
療
工
学

応
用
一
般
を
開
催
し
た
（
4
月

13
日
，
電
気
通
信
大

学
，
統
合
情
報
生
物
工
学
部
会
共
催
）．

 

 

4.
 

部
門
運
営
委
員
会
に
お
い
て
，
前
部
門
長
，
現
部
門

長
，
次
期
部
門
長
の
間
で
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
関

し
て
具
体
的
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
．
 

 

5.
 

第
1 
回
部
門
・
4
部
会
合
同
運
営
委
員
会
を
開
催
し

た
（
3
月

5
日
，
電
気
通
信
大
学
）
.今

後
の
部
門
の

あ
り
方
や
学
会
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
沿
革
も
踏

ま
え
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
．
 

 

6.
 

LE
 部

門
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催（

8
月

23
-2
5 
日
，A
si
a 

Ho
te
l 
Ba
ng
ko
k,
 T
ha
i）

に
向
け
て
の
準
備
を
進
め

て
い
る
．
 

 

             

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月

 
1.

 
ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

/生
体
・
生
理
工
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
部
門
主
導
の
も
と
，

全
部
会
の
協
力
で
実
施
す
る
．

 
   2.

 
ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
分
野
の
若
手
研
究
者
の

研
究
を
奨
励
す
る
た
め
，
ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
部
門
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
者
の
中
か
ら
，
優
秀
な

研
究
者
を
選
抜
し
，
研
究
奨
励
賞
を
授
与
す
る
．

 
 3.

 
日
本
生
体
医
工
学
会
，
電
子
情
報
通
信
学
会

M
E

と

バ
イ
オ
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
研
究
会
等
と
合
同
で
大

学
院
生
，
若
手
研
究
者
を
対
象
に
，
生
体
医
工
学
に

関
す
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
．

 
  4.

 
ユ
ビ
キ
タ
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
会
に
お
い
て
，
研
究
会

を
実
施
す
る
．

 
  5.

 
共
同
研
究
を
促
進
す
る
た
め
，
広
く
シ
ー
ズ
説
明
会

な
ど
の
連
携
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
．

 
  6.

 
上
期
に
引
き
続
き
、
前
，
現
，
次
期
，
次
次
期
部
門

長
会
議
に
よ
り
，
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
が
達
成
で
き
る
組

織
運
営
を
築
く
．

 
  7.

 
上
期
に
引
き
続
き
、
部
門
・
部
会
合
同
運
営
委
員
会

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
，
効
率
的
な
管
理
体
制
を

構
築
し
，
財
務
体
質
の
健
全
化
を
図
る
．

 
 8.

 
上
期
に
引
き
続
き
、
部
門
・
部
会
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

や
諸
事
業
の
収
益
構
造
の
改
善
を
通
じ
て
部
門
の
財

務
体
質
の
健
全
化
を
図
る
．

 
              

 

●
7〜

12
月

 
1.

 
8
月

23
〜

25
 日

に
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
市
の

A
si

a 
H

ot
el

 B
an

gk
ok

に
て
ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

部
門
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
19
（
タ
イ
の
関
連
学
会
と
ジ

ョ
イ
ン
ト
）
を
開
催
し
た
．（

発
表
件
数

11
1
件
，
参

加
者

13
2
名
）

 
 

2.
 

8
月

23
〜

25
日
に
開
催
し
た
ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
部
門
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
19

に
て
研
究
奨
励
賞

1
名
，
学
生
奨
励
賞

1
名
に
賞
を
授
与
し
た
．

 
  

3.
 

8
月

27
～

28
日
に
立
命
館
大
学
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ

ャ
ン
パ
ス
に
て
，
部
門
共
催
事
業
と
し
て
第

16
回
生

体
医

工
学

サ
マ

ー
ス

ク
ー

ル
（

B
io

en
gi

n
ee

ri
n

g 
H

ac
k
at

h
on

 in
 生

体
医
工
学
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル「

生

体
医
工
学
で
健
や
か
な
生
活
を
」）

を
開
催
し
た
．

 
 

4.
 

u
-h

ea
lt

h
ca

re
 2

01
9
を
開
催
し
た
（
韓
国
ソ
ウ
ル

市
，
ユ
ビ
キ
タ
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
会
共
催
，

12
月

5
日
〜

6
日
）．

  
 

5.
 

第
2
回
部
門
運
営
委
員
会
に
お
い
て
，
前
部
門
長
，

現
部
門
長
，
次
期
部
門
長
の
間
で
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
達

成
に
関
し
て
具
体
的
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
．

 
 

6.
 

第
2
回
部
門
・
4
部
会
合
同
運
営
委
員
会
を
開
催
し
た

（
8
月

24
日
，

A
si

a 
H

ot
el

 B
an

gk
ok

）．
今
後
の

部
門
の
あ
り
方
や
学
会
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
沿

革
も
踏
ま
え
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
．

 
 

ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
19

を

開
催
し
た
．発

表
件
数
や
参
加
者
数
は
前
年
度
を
同
様
で
あ

る
が
，国

際
会
議
と
し
て
実
施
し
た
学
会
開
催
の
収
支
と
し

て
は
昨
年
度
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
．
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

支
部
協
議
会
 

担
当
 

髙
山
議
長
，
鈴
木
副
議
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
支
部
再
編
に
向
け
た
意
向
調
査
に
基
づ
く
協
議
 

・
So
ci
et
y5
.0

に
お
け
る

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
講
習
会
開
催
や
会
誌
発
行
に
よ
る
、

メ
ー
カ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
・
ユ
ー
ザ
ー
企
業
さ
ら
に
異
業
種
を
含
む
社
会
へ
の
情
報
発
信
 

・
部
門
と
支
部
を
中
心
と
し
た
会
員
情
報

DB
の
整
備
に
よ
る
会
員
管
理
及
び
会
員
数
拡
大
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

2
月
 支

部
協
議
会
準
備
会
 (
We
b
会
議
) 

・
 
各
支
部
の
新
体
制
の
確
認
 

・
 
支
部
現
況
に
関
す
る
情
報
共
有
 

・
 
支
部
再
編
に
お
け
る
支
部
構
成
や
地
区
委
員
会
の
在

り
方
に
関
す
る
検
討
 

・
 
各
支
部
事
業
計
画
の
確
認
と
特
徴
的
イ
ベ
ン
ト
・
セ
ミ

ナ
ー
等
の
内
容
確
認
，
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
・
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
情
報
共
有
と
他

支
部
へ
の
展
開
可
能
性
に
関
す
る
情
報
共
有
 

・
 
行
事

DB
に
基
づ
く
，
部
門
行
事
と
の
連
携
可
能
性
に

関
す
る
情
報
共
有
 

・
 
地
域
企
業
等
と
の
連
携
方
法
(講

演
会
や
講
習
会
)に

関
す
る
情
報
共
有
 

・
 
SI
CE
- 
AC
20
19

へ
の
企
画
，
投
稿
の
呼
び
掛
け
 

 3
月
 部

門
・
支
部
合
同
会
議
 (
北
海
道
大
学
) 

・
 
近
未
来
に
お
け
る

SI
CE

ト
レ
ン
ド
予
測
 

・
 
部
門
，
支
部
，
産
業
，
地
域
の
連
携
に
関
す
る
議
論
 

・
 
部
門
体
制
，
支
部
体
制
の
再
編
に
関
す
る
議
論
 

・
 
部
門
・
支
部
を
横
断
す
る
産
学
リ
エ
ゾ
ン
組
織
の
設
置
 

・
 
会
員
情
報

DB
整
備
と
活
用
方
法
に
関
す
る
議
論
 

   4
月
 第

1
回
支
部
協
議
会
 (
SI
CE

事
務
局
) 

・
 
支
部
再
編
に
お
け
る
支
部
構
成
や
地
区
委
員
会
の
在

り
方
，
運
営
組
織
体
制
に
関
す
る
情
報
共
有
 

・
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
講
習
会
・
セ

ミ
ナ
ー
等
行
事
の
他
支
部
へ
の
展
開
依
頼
 

・
 
計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
試
験
の
継
続
・
新
規
実
施
の
働

き
掛
け
 

・
 
行
事

DB
に
基
づ
く
，
部
門
と
の
連
携
行
事
に
関
す
る

実
施
検
討
依
頼
 

・
 
支
部
-学

生
-地

元
企
業
を
結
び
付
け
ら
れ
る
行
事
に

関
す
る
情
報
共
有
 

       

●
1〜

6
月
 

2
月

1
日
 支

部
協
議
会
準
備
会
 (
We
b
会
議
) 

・
 
支
部
協
議
会
お
よ
び
支
部
の
事
業
計
画
を
確
認
し
た
 

・
 
支
部
活
動
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た
 

・
 
支
部
再
編
の
経
緯
説
明
と
再
編
案
に
対
す
る
意
見
交

換
を
実
施
し
，
今
後
の
進
め
方
を
議
論
し
た
 

・
 
支
部
活
動
貢
献
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
経
緯
説
明
と
，
最

優
秀
支
部
表
彰
の
た
め
の
評
価
方
法
を
検
討
し
た
 

・
 
部
門
・
支
部
合
同
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
確
認
し
た
 

       3
月

6
日
 部

門
・
支
部
合
同
会
議
 

・
 
SI
CE

全
体
の
現
況
と
今
後
の
展
開
や
，
各
部
門
・
支
部

の
現
況
・
取
組
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
発
表
し
，
議
論

を
行
っ
た
 

・
 
部
門
体
制
・
支
部
体
制
の
再
編
，
さ
ら
に
部
門
・
支
部
・

産
業
・
地
域
の
連
携
に
つ
い
て
議
論
し
た
 

・
 
部
門
・
支
部
横
断
型
の
産
学
リ
エ
ゾ
ン
組
織
の
設
置
に

つ
い
て
議
論
し
た
 

 4
月

19
日
 第

1
回
支
部
協
議
会
 

・
 
支
部
再
編
に
お
け
る
支
部
構
成
や
地
区
委
員
会
の
在

り
方
，
運
営
組
織
体
制
に
つ
い
て
議
論
し
た
 

・
 
支
部
活
動
に
関
す
る
評
価
項
目
を
確
認
し
，
最
優
秀
支

部
表
彰
の
た
め
の
評
価
式
を
検
討
し
た
 

・
 
支
部
活
動
状
況
の
報
告
，
お
よ
び
下
期
事
業
計
画
の
確

認
を
行
っ
た
 

 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

7
月
 第

2
回
支
部
協
議
会
 (
We
b
会
議
) 

・
 
支
部
再
編
に
お
け
る
支
部
構
成
や
地
区
委
員
会
，
そ
れ

ら
運
営
組
織
体
制
の
具
体
的
検
討
 

・
 
部
門
-支

部
連
携
行
事
に
関
す
る
検
討
 

・
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
講
習
会
・
セ

ミ
ナ
ー
等
行
事
の
他
支
部
で
の
実
施
検
討
依
頼
 

・
 
支
部
-学

生
-地

元
企
業
を
結
び
付
け
る
行
事
に
関
す

る
実
施
検
討
依
頼
 

・
 
拡
大
理
事
会
へ
の
提
言
の
取
り
ま
と
め
 

・
 
SI
CE
  
AC
20
19

へ
の
参
加
促
進
 

   9
月
 部

門
・
支
部
合
同
会
議
 (
SI
CE
 A
C
会
場
) 

・
部
門
と
の
連
携
・
協
力
体
制
に
関
す
る
確
認
 

     9
月
 第

3
回
支
部
協
議
会
 (
SI
CE
 A
C
会
場
) 

・
 
拡
大
理
事
会
を
受
け
て
の
議
論
 

・
 
支
部
再
編
に
お
け
る
支
部
構
成
や
地
区
委
員
会
，
そ
れ

ら
運
営
組
織
体
制
の
具
体
的
検
討
 

・
 
次
年
度
事
業
計
画
の
立
案
に
関
す
る
議
論
 

                        

●
7〜

12
月
 

7
月

5
日
 第

2
回
支
部
協
議
会
 

・
 
支
部
再
編
に
お
け
る
支
部
構
成
に
つ
い
て
調
査
結
果

を
報
告
し
，
そ
れ
に
基
づ
き
検
討
を
行
っ
た
 

・
 
支
部
活
動
貢
献
評
価
に
つ
い
て
検
討
し
，
最
優
秀
支
部

表
彰
の
実
施
延
期
を
決
め
た
 

・
 
部
門
・
支
部
合
同
会
議
を
今
年
度
も
開
催
し
，
各
支
部

の
状
況
と
好
事
例
を
共
有
す
る
こ
と
と
し
た
 

・
 
部
門
・
支
部
連
携
行
事
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
 

・
 
各
支
部
周
年
行
事
の
準
備
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
 

・
 
拡
大
理
事
会
改
め
拡
大
理
事
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お

け
る
討
議
課
題
を
共
有
し
た
 

・
 
SI
CE

行
事

We
b
ア
プ
リ
の
試
用
を
行
う
こ
と
と
し
た
 

 9
月

10
日
 部

門
・
支
部
合
同
会
議
（
SI
CE
 A
C
会
場
）
 

・
 
各
部
門
・
支
部
に
お
け
る
好
事
例
・
参
考
例
の
共
有
の

た
め
の
合
同
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
 

・
 
部
門
・
支
部
連
携
に
向
け
て
行
事
情
報
共
有
を
試
行

し
，
相
乗
り
等
に
よ
る
合
同
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
 

 9
月

10
日
 第

3
回
支
部
協
議
会
（
SI
CE
 A
C
会
場
）
 

・
 
拡
大
理
事
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
討

議
・
提
言
案
を
受
け
て
の
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
 

・
 
支
部
再
編
・
活
性
化
に
つ
い
て
、
具
体
案
を
検
討
し
た
 

・
 
支
部
評
価
項
目
に
つ
い
て
検
討
を
継
続
す
る
こ
と
と

し
た
 

・
 
部
門
・
支
部
合
同
会
議
（
AC

期
間
以
外
）
を
今
後
定

例
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

北
海
道
支
部
 

担
当
 

近
野
支
部
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
支
部
会
議
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
し
、
支
部
再
編
に
向
け
た
意
向
調
査
を
随
時
実
施
す
る
と
と
も
に
支
部
へ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
収
集
す
る
。
 

・
So
ci
et
y5
.0

に
お
け
る

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
会
員
お
よ
び
市
民
向
け
の
主
催
/共

催
講
演
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携
行
事
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
社
会
へ
情
報
発
信
す
る
。
 

・
支
部
協
議
会
と
連
絡
を
密
に
し
、
整
備
さ
れ
た

DB
に
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。
 

ま
た
、
優
れ
た
若
手
会
員
に
対
し
表
彰
を
実
施
し
会
員
数
の
増
加
に
取
り
組
む
。
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 


 
支
部
会
議
 

 


 
支
部
再
編
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
に
関
す
る
意

見
聴
取
 


 
第

51
回
計
測
自
動
制
御
学
会
北
海
道
支
部
学
術
講

演
会（

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
北
海
道
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

研
究
専
門
委
員
会
と
の
共
催
）
 


 
計
測
自
動
制
御
学
会
北
海
道
支
部
主
催
特
別
講
演

会
 

   


 
共
催
行
事
：
複
雑
系
マ
イ
ク
ロ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

 


 
支
部
運
営
委
員
会
 

 
 
そ
の
他
 

 

●
1〜

6
月
 


 
1
月

22
日
（
火
），

北
海
道
大
学
で
支
部
総
会
を
開

催
．
 


 
支
部
再
編
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
に
関
し
，
2

月
1～

9
日
に
メ
ー
ル
審
議
．
 


 
第

51
回
計
測
自
動
制
御
学
会
北
海
道
支
部
学
術
講

演
会
を

3
月

7
日
（
木
），

8
日
（
金
）
に
北
海
道

大
学
で
開
催
．
講
演
件
数

31
件
，
参
加
人
数

65
名
．  


 
計
測
自
動
制
御
学
会
北
海
道
支
部
主
催
特
別
講
演

会
を

3
月

7
日
（
木
）
に
北
海
道
大
学
で
開
催
．
講

師
：
An
ir
ba
n 
Gu
ha

氏
（
イ
ン
ド
工
科
大
学
ボ
ン

ベ
イ
校
）
 

 
 
複
雑
系
マ
イ
ク
ロ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
３
月
２
日
に

実
施
．
講
演
件
数

26
件
，
参
加
人
数

44
名
 


 
支
部
運
営
委
員
会
を

1
月

22
日
（
火
），

3
月

7
日

（
木
）
に
実
施
 


 
北
海
道
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
専
門
委
員
会
主
催
特

別
講
演
会
（
3
月

7
日
，
北
海
道
大
学
）
を
共
催
．

講
師
：
笹
尾
 和

宏
 氏

（
新
日
鉄
住
金
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
株
式
会
社
）
 

                 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 


 
協
賛
事
業
：
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
 

  


 
協
賛
事
業
：
大
規
模
環
境

3
次
元
計
測
と
認
識
・
モ

デ
ル
化
技
術
集
中
講
演
会
 

  


 
計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
 

   


 
計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
試
験
 

  

  


 
SI
CE

産
業
応
用
セ
ミ
ナ
ー
 

  


 
支
部
運
営
委
員
会
 

   


 
支
部
選
挙
 

                       

●
7〜

12
月
 


 
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
協
賛
を
行
っ
た
．
34

チ
ー
ム
，
98

名
が
参
加
．
 

 


 
大
規
模
環
境

3
次
元
計
測
と
認
識
・
モ
デ
ル
化
技
術

集
中
講
演
会
．
講
演
数

8
件
，
13
5
名
参
加
 

  


 
計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を

20
19

年
10

月
19

日
（
土
）
室
蘭
工
業
大
学
で
実
施
し
た
．
講

演
数

2
件
，
参
加
者
：
15

名
 

 


 
計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
試
験

20
19

年
10

月
19

日

（
土
）
室
蘭
工
業
大
学
で
実
施
．
受
験
者
：
6
名
 

   


 
SI
CE

産
業
応
用
セ
ミ
ナ
ー
を

20
19

年
11

月
30

日

（
土
）
北
海
道
大
学
で
実
施
し
た
．
参
加
企
業
：
6

社
，
参
加
学
生
：
8
名
 

  


 
支
部
運
営
委
員
会
：
協
賛
行
事
・
共
催
行
事
の
各
種

依
頼
等
に
対
し
，
主
に
メ
ー
ル
審
議
に
て
対
応
を
行

っ
た
（
4
件
）
 

 


 
支
部
選
挙
を
以
下
の
日
程
で
実
施
し
た
．
20
19

年

12
月

25
日
投
票
用
紙
発
送
，
20
20

年
1
月

20
日

締
め
切
り
．
選
挙
の
結
果
は

20
20

年
1
月

27
日
の

支
部
会
議
に
て
審
議
予
定
．
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

東
北
支
部
 

担
当
 

吉
田
支
部
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
支
部
活
動
に
関
す
る
情
報
共
有
と
円
滑
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
総
会

1 
回
・
専
門
委
員
会

7 
回
を
開
催
す

る
。
支
部
内
に
お
け
る
研
究
者
間
の
学
術
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
各
県
の
大
学
・
高
専
が
持
ち
回
り
で
計

7 
回

の
研
究
集
会
を
開
催
す
る
。
 

・
学
会
へ
の
学
生
勧
誘
策
の
一
環
と
し
て
、
研
究
発
表
奨
励
賞
の
授
与
を
行
う
。
 

・
ま
た
、
適
宜
共
催
事
業
・
協
賛
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
学
会
員
の
枠
を
超
え
て
広
く
社
会
に
向
け
た
支
部
活
動
の

発
信
お
よ
び
貢
献
を
行
う
。
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

東
北
支
部
会
議
（
1
月
）
 

    東
北
支
部
研
究
集
会
（
第

32
1
回
～
32
3
回
）
 

      特
別
講
演
会
（
2
月
）
 

    東
北
支
部
優
秀
発
表
奨
励
賞
（
各
研
究
集
会
ご
と
）
 

      東
北
支
部
専
門
委
員
会
（
第

1
回
～
第

3
回
）
 

       【
後
援
事
業
】
学
都
仙
台
・
宮
城
サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ

20
19
 

 

●
1〜

6
月
 

新
体
制
の
確
認
，
前
年
の
活
動
報
告
，
及
び
年
間
の
活
動
予

定
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
．
 

  ・
第

32
1
回
（
2
月

22
日
，
東
北
大
学
）
 

 
演
題

6
件
，
参
加
者

9
名
 

・
第

32
2
回
（
5
月

31
日
，
岩
手
大
学
）
 

 
演
題

6
件
，
参
加
者

22
名
 

・
第

32
3
回
（
6
月

28
日
，
八
戸
工
業
大
学
）
 

 
演
題

8
件
，
参
加
者

21
名
 

  第
32
1
回
研
究
集
会
と
同
時
開
催
で
特
別
講
演
会
を
実
施
 

し
た
 

   各
研
究
集
会
で
発
表
し
た

30
歳
以
下
の
登
壇
者
の
中
か
ら

審
査
に
よ
っ
て
対
象
者
を
選
定
し
，
学
会
へ
の
入
会
を
条
件

と
し
て
奨
励
賞
を
授
与
し
た
．
1
月
～
6
月
の
受
賞
者
は

3

名
．
 

  ・
第

1
回
（
1
月

23
日
～
1
月

26
日
）
議
題

1
件
 

・
第

2
回
（
4
月

23
日
～
4
月

26
日
）
議
題

3
件
 

・
第

3
回
（
6
月

10
日
～
6
月

17
日
）
議
題

3
件
 

     昨
年
に
引
き
続
き
，
学
都
仙
台
・
宮
城
サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ

20
19

の
後
援
事
業
を
実
施
し
た
．
 

    

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

東
北
支
部
研
究
集
会
（
第

32
4
回
～
第

32
7
回
）
 

・
第

32
4
回
 7

月
，
秋
田
大
学
 

 ・
第

32
5
回
 9

月
，
山
形
大
学
 

 ・
第

32
6
回
 1
1
月
，
会
津
大
学
 

 ・
第

32
7
回
 1
2
月
，
東
北
大
学
 

東
北
支
部
優
秀
発
表
奨
励
賞
（
各
研
究
集
会
ご
と
）
 

  東
北
支
部

55
周
年
記
念
学
術
講
演
会
（
12

月
開
催
の
研
究

集
会
を
拡
大
し
て
開
催
）
 

  【
共
催
事
業
】
電
気
自
動
車
エ
コ
ラ
ン
競
技
大
会
（
8
月
）
 

 計
測
自
動
制
御
学
会
東
北
支
部
特
別
賞
（
エ
コ
ラ
ン
競
技
大

会
）
 

  【
協
賛
事
業
】
中
学
生
の
た
め
の

CG
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講

座
（
12
 月

）
 

   東
北
支
部
専
門
委
員
会
（
第

5
回
～
第

7
回
）
 

   東
北
支
部
運
営
委
委
員
・
顧
問
・
専
門
委
員
合
同
委
員
会
（
12

月
）
 

                  

●
7〜

12
月
 

 ・
第

32
4
回
研
究
集
会
（
7
月

17
日
，
秋
田
大
学
）
 

演
題

8
件
，
参
加
者

20
名
 

・
第

32
5
回
研
究
集
会
（
10

月
18

日
，
山
形
大
学
）
 

演
題

5
件
，
参
加
者

9
名
 

・
第

32
6
回
研
究
集
会
（
11

月
5
日
，
会
津
大
学
）
 

演
題

14
件
，
参
加
者

30
名
 

・
第

32
7
回
研
究
集
会
（
12

月
16

日
，
東
北
大
学
）
 

（
東
北
支
部

55
周
年
記
念
学
術
講
演
会
）
 

演
題

31
件
，
参
加
者

85
名
 

 各
研
究
集
会
で
発
表
し
た

30
歳
以
下
の
登
壇
者
の
中
か
ら

審
査
に
よ
っ
て
対
象
者
を
選
定
し
，学

会
へ
の
入
会
を
条
件

と
し
て
奨
励
賞
を
授
与
し
た
．
7
月
～
12

月
の
受
賞
者
は

8

名
．
 

  昨
年
に
引
き
続
き
，電

気
自
動
車
エ
コ
ラ
ン
競
技
大
会
の
共

催
事
業
を
実
施
し
，一

チ
ー
ム
に
計
測
自
動
制
御
学
会
東
北

支
部
特
別
賞
を
授
与
し
た
．
 

 昨
年
に
引
き
続
き
，
中
学
生
の
た
め
の

CG
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
講
座
の
協
賛
事
業
を
実
施
し
た
．
 

  ・
第

4
回
（
7
月

8
日
～
7
月

12
日
）
議
題

2
件
 

・
第

5
回
（
9
月

20
日
～
9
月

27
日
）
議
題

3
件
 

・
第

6
回
（
11

月
5
日
～
11

月
11

日
）
議
題

3
件
 

  東
北
支
部
運
営
委
委
員
・
顧
問
・
専
門
委
員
合
同
委
員
会（

12

月
16

日
，
東
北
大
学
）
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

中
部
支
部
 

担
当
 

佐
々
木
支
部
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
支
部
主
催
講
習
会
の
継
続
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
の
推
進
に
よ
る
収
益
へ
の
貢
献
 

・
支
部
主
催
行
事
を
通
し
た
産
官
学
の
交
流
強
化
 

・
中
部
支
部

50
周
年
記
念
事
業
の
実
施
 

・
支
部
再
編
に
向
け
た
協
議
、
お
よ
び
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
検
討
の
継
続
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

 (
1
月
) 

・
支
部
会
議
 
 

・
特
別
講
演
会
 

・
支
部
賞
表
彰
 

・
第

1
回
運
営
委
員
会
・
事
業
委
員
会
 
 

               (2
月
) 

・
第

50
期
学
業
優
秀
賞
審
査
 
 

(3
月
) 

・
第

50
期
学
業
優
秀
賞
表
彰
 
 

(4
月
) 

・
第

2
回
運
営
委
員
会
・
事
業
委
員
会
 

 (5
月
) 

・
有
料
講
習
会

1 

 (1
−6

月
) 

・
支
部
研
究
委
員
会
事
業
 

 

●
1〜

6
月
 

 (
1
月
) 

・
支
部
会
議
 
1
月

26
日
（
土
）
名
古
屋
大
学

2
号
館
 

・
特
別
講
演
会
 
1
月

26
日
（
土
）
名
古
屋
大
学

2
号
館
 

 
演
題
：「

工
学
系
教
育
の
変
遷
と
将
来
 〜

工
学
系
単
科
大

学
の
歴
史
と
制
御
屋
人
生
を
辿
っ
て
〜
」
 

 
講
師
：
名
古
屋
工
業
大
学
 
学
長
 
鵜
飼
裕
之
 氏

 

・
支
部
賞
表
彰
 
1
月

26
日
（
土
）
名
古
屋
大
学

2
号
館
 

 
第

49
期
支
部
賞
奨
励
賞
表
彰
（
4
件
）
 

 
○
 名

古
屋
大
学
 
有
泉
亮
 氏
「
応
答
曲
面
法
を
応
用
し

た
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
に
お
け
る
デ
ー
タ
駆
動
最
適
化
」
 

 
○
 愛

知
県
立
大
学
 
鈴
木
拓
央
 氏
「
生
活
状
態
推
定
技

術
を
応
用
し
た
服
薬
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
」 

 
○
 名

古
屋
工
業
大
学
 
福
田
智
弘
 氏
「
腹
腔
鏡
下
触
診

シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
感
覚
情
報
提
示
技
術
の
構
築
」
 

 
○
 名

古
屋
大
学
 
宮
田
喜
久
子
 氏
「
実
宇
宙
機
の
高
度

な
要
求
仕
様
を
満
た
す
新
し
い
熱
制
御
デ
バ
イ
ス
に
関
す

る
研
究
」
 

（
以
上
，
23

名
出
席
）
 

・
第

1
回
運
営
委
員
会
・
事
業
委
員
会
（
25

名
出
席
）
 

 
1
月

26
日
（
土
）
名
古
屋
大
学

2
号
館
 

(2
月
) 

・
第

50
期
学
業
優
秀
賞
審
査
 
 

(3
月
) 

・
第

50
期
学
業
優
秀
賞
表
彰
 
18

名
表
彰
 

(4
月
) 

・
第

2
回
運
営
委
員
会
・
事
業
委
員
会
（
21

名
出
席
）
 

 
4
月

13
日
（
土
）
名
古
屋
工
業
大
学

3
号
館
 

(5
月
) 

・
有
料
講
習
会

1「
RO
S
入
門
」（

15
名
参
加
）
 

 
5
月

29
日
（
水
）
信
州
大
学
 
上
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

(1
−6

月
) 

・
支
部
研
究
委
員
会
事
業
 

 
○
 第

16
5
回
教
育
工
学
研
究
会
（
21

名
参
加
）
 

 
3
月

18
日
（
月
）
大
同
大
学
滝
春
校
舎

S
棟
 

 
○
 第

1
回
統
合
知
能
メ
カ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員
会
 

 
講
演
会
（
42

名
参
加
）
 

 
4
月

9
日
（
火
）
岐
阜
大
学
工
学
部
棟
 

   

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月

 
(7

月
)  

・
第

3
回
運
営
委
員
会
・
事
業
委
員
会

 
  (9

月
) 

・
中
部
支
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
   (

10
月

) 
・
中
部
支
部

50
周
年
記
念
事
業

 
・
見
学
会

 
・
第

50
期
支
部
賞
審
査

 
           (

11
月

) 
・
有
料
講
習
会

2 
・
若
手
研
究
発
表
会

 
・
第

4
回
運
営
委
員
会
・
事
業
委
員
会

 
・
顧
問
会
議

 
     (

7－
12

月
) 

・支
部
研
究
委
員
会
事
業

 
                   

●
7〜

12
月

 
(7

月
) 

・
第

3
回
運
営
委
員
会
・
事
業
委
員
会
（

16
名
出
席
）

 
 

7
月

13
日
（
土
）
名
古
屋
工
業
大
学

3
号
館

 
 (9

月
) 

・
中
部
支
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（

90
名
参
加
）

 
 

9
月

24
日
（
火
）
信
州
大
学
工
学
部

 
 (1

0
月

) 
・
中
部
支
部

50
周
年
記
念
事
業

 
 
記
念
式
典
，
功
労
賞
表
彰
（

9
名
），

研
究
室
紹
介
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

 
 
記
念
講
演
「
学
際
研
究
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
講
師
：
福
田
敏
男

 氏
）

 
（
以
上
，

11
3
名
参
加
）

 
 

10
月

18
日
（
金
）
名
古
屋
工
業
大
学

 N
IT

ec
h

 H
al

l  
・
中
部
支
部

50
周
年
記
念
事
業
（
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
）（

55
名
参
加
）

 
 

10
月

19
日
（
土
）
名
古
屋
工
業
大
学

 N
IT

ec
h

 H
al

l 
・
第

50
期
支
部
賞
審
査

 
 (1

1
月

) 
・
第

4
回
運
営
委
員
会
・
事
業
委
員
会
，
顧
問
会
議
（

18
名
出
席
）

 
 

11
月

16
日
（
土
）
名
古
屋
工
業
大
学

3
号
館

 
・
有
料
講
習
会

2「
機
械
学
習
」（

21
名
参
加
）

 
 

11
月

26
日
（
火
）
豊
橋
技
術
科
学
大
学
情
報
メ
デ
ィ

 
 
ア
基
盤
セ
ン
タ
ー

 
  (7
－

12
月

) 
・支

部
研
究
委
員
会
事
業

 
 
○

 第
2
回
統
合
知
能
メ
カ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員
会

 
 
講
演
会
（

30
名
参
加
）

 
 

8
月

9
日
（
金
）
岐
阜
大
学
工
学
部
棟

 
 
○

 第
11

9
回
「
電
機
計
測
制
御
技
術
」
ワ
ー
キ
ン
グ
セ

 
 
ミ
ナ
ー
（

77
名
参
加
）

 
 

9
月

12
日
（
水
）
名
古
屋
工
業
大
学

2
号
館

 
 
○

 第
16

6
回
教
育
工
学
研
究
会
（

12
名
参
加
）

 
 

9
月

13
日
（
金
）
大
同
大
学
滝
春
校
舎

S
棟

 
 
○

 第
12

0
回
「
電
機
計
測
制
御
技
術
」
ワ
ー
キ
ン
グ
セ

 
 
ミ
ナ
ー
（

61
名
参
加
）

 
 

10
月

11
日
（
金
）
名
古
屋
工
業
大
学

6
号
館

 
 
○

 第
12

1
回
「
電
機
計
測
制
御
技
術
」
ワ
ー
キ
ン
グ
セ

 
 
ミ
ナ
ー
（

96
名
参
加
）

 
 

11
月

30
日
（
土
）
中
部
大
学
恵
那
研
修
セ
ン
タ
ー

 
 
○

 信
州
地
区
計
測
制
御
研
究
委
員
会
（

53
名
参
加
）

 
 

12
月

6
日
（
金
）
信
州
大
学
工
学
部
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

北
陸
支
部
 

担
当
 

渡
辺
支
部
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
支
部
会
議
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
し
、
支
部
再
編
に
向
け
た
意
向
調
査
を
随
時
実
施
す
る
と
と
も
に
支
部
へ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
収
集
す
る
。
 

・
So
ci
et
y5
.0

に
お
け
る

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
会
員
お
よ
び
市
民
向
け
の
主
催
/共

催
講
演
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携
行
事
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
社
会
へ
情
報
発
信
す
る
。
 

・
支
部
協
議
会
と
連
絡
を
密
に
し
，
整
備
さ
れ
た

DB
に
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。
 

ま
た
、
優
れ
た
若
手
会
員
に
対
し
表
彰
を
実
施
し
、
会
員
数
の
増
加
に
取
り
組
む
。
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
 1
〜
6
月
 

1
月
 新

旧
合
同
運
営
委
員
会
，
支
部
会
議
，
特
別
講
演
会
 

       3/
1 
優
秀
学
生
賞
の
募
集
・
表
彰
 

 3/
2 
日
本
機
械
学
会
北
陸
信
越
支
部
 第

56
期
総
会
・
講
演

会
（
共
催
）
 

3/
2 
平
成

30
年
度
 北

陸
地
区
学
生
に
よ
る
研
究
発
表
会

（
共
催
）
 

3/
8 
第

1
回
北
陸
支
部
講
演
会
の
開
催
 

    4
月
～
5
月
 第

１
回
運
営
委
員
会
 

 6/
1～

 計
測
自
動
制
御
学
会
北
陸
支
部
 S
IC
E 
An
nu
al
 

Co
nf
er
en
ce
 若

手
奨
励
賞
の
募
集
 

6/
6～

 計
測
自
動
制
御
学
会
北
陸
支
部
 優

秀
論
文
発
表
賞

の
募
集
 

             

●
 1
〜
6
月
 

1/
18
 I
T
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
武
蔵
に
て
開
催
さ
れ
た
新
旧
合

同
運
営
委
員
会
に
は
運
営
委
員
が

9
名
参
加
し
，
6 
議
題
に

つ
い
て
審
議
し
可
決
し
た
。
支
部
会
議
に
は
運
営
委
員
を
含

む
会
員
が

15
名
参
加
し
，
6
議
題
に
つ
い
て
審
議
し
可
決

し
た
．
特
別
講
演
会
は
参
加
者

15
名
が
あ
り
，
鈴
木
亮
一

氏
に
よ
る
講
演
「
医
療
福
祉
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
お
け
る
計
測

制
御
技
術
の
役
割
」
の
発
表

1
件
で
実
施
さ
れ
た
．
 

 3/
1 
北
陸
地
区
の
高
等
専
門
学
校
，
大
学
，
大
学
院

10
校

よ
り
合
計

14
名
の
学
生
を
表
彰
し
た
．
 

3/
2 
富
山
大
学
五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
参
加
者

35
3
名
，
発

表
21
0
件
で
実
施
さ
れ
た
．
 

3/
2 
富
山
高
等
専
門
学
校
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
参
加
者

12
8
名
，
発
表

90
件
で
実
施
さ
れ
た
．
 

3/
8 
金
沢
工
業
大
学
に
て
開
催
さ
れ
，
参
加
者

34
名
が
あ

り
，
Ol
iv
er
 S
aw
od
ny

氏
に
よ
る
講
演
「
Pn
eu
ma
ti
c 

Co
nt
in
uu
m 
Ma
ni
pu
la
to
rs
 -
 M
od
el
in
g 
an
d 

Mo
de
l-
ba
se
d 
Co
nt
ro
l」

の
発
表
件
数

1
件
で
実
施
さ
れ

た
．
  

5/
24
 I
T
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
武
蔵
に
て
開
催
さ
れ
，
6
名
の

運
営
委
員
が
参
加
し
，
10

議
題
に
つ
い
て
審
議
し
可
決
し

た
．
 

 7/
7 
募
集
終
了
 

7/
22
 募

集
終
了
 

             

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
 7
〜
12

月
 

7/
19
 第

2
回
北
陸
支
部
講
演
会
の
開
催
 

    7
月
～
8
月
 第

2
回
運
営
委
員
会
（
メ
ー
ル
審
議
）
 

 7/
28
 福

井
大
学
公
開
講
座
「
親
子
で
学
ぶ
電
波
の
不
思
議

な
世
界
と
ラ
ジ
オ
製
作
」（

共
催
）
 

 8/
21
～
22
 K
IT

サ
マ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル
「
ロ

ボ
ッ
ト
カ
ー
を
制
御
し
よ
う
！
」（

共
催
）
 

 8/
31
～
9/
1 
電
気
・
情
報
関
係
学
会
北
陸
支
部
連
合
大
会
の

主
催
 

  8/
31
～
9/
1 
北
陸
支
部
講
演
会
 (
兼
電
気
・
情
報
関
係
学
会

北
陸
支
部
招
待
講
演
) 
の
開
催
 

   8/
31
 第

3
回
運
営
委
員
会
の
開
催
 

   9
月
 優

秀
論
文
発
表
賞
の
表
彰
 

9
月
 S
IC
E 
AC

若
手
奨
励
賞
の
表
彰
 

 11
月
 第

3
回
北
陸
支
部
講
演
会
の
開
催
 

   11
/1
2 
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
主
催
の
産
学
官

連
携
行
事
（
Ma
tc
hi
ng
 H
UB
）
に
参
加
 

 11
/2
2 
第

4
回
北
陸
支
部
講
演
会
の
開
催
 

    11
月
 第

4
回
運
営
委
員
会
の
開
催
（
メ
ー
ル
審
議
）
 

  12
/6
 第

5
回
北
陸
支
部
講
演
会
の
開
催
 

   12
/7
 日

本
生
体
医
工
学
会
北
陸
支
部
講
演
会
（
共
催
）
 

 

●
 7
〜
12

月
 

7/
19
 金

沢
大
学
に
て
開
催
さ
れ
，
参
加
者

31
名
が
あ
り
，

西
田
健
氏
に
よ
る
講
演「

労
働
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
た

め
の
次
世
代
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
」
の
発
表
件
数

1

件
で
実
施
さ
れ
た
．
 

 7/
25
～
7/
31
 1

件
の
議
題
に
つ
い
て
審
議
し
可
決
さ
れ
た
 

 7/
28
 福

井
大
学
に
て
参
加
者

28
名
で
実
施
さ
れ
た
．
 

  8/
21
～
22
 金

沢
工
業
大
学
に
て
参
加
者

26
名
で
実
施
さ

れ
た
．
 

 8/
31
～
9/
1 
石
川
高
等
工
業
専
門
学
校
に
て
参
加
者

35
2

名
，
発
表
件
数

19
5
件
（
特
別
講
演

1
件
，
招
待
講
演

7

件
，
一
般
講
演

18
7
件
）
で
実
施
さ
れ
た
．
 

 8/
31
 石

川
高
等
工
業
専
門
学
校
に
て
参
加
者

20
名
が
あ

り
，
内
藤
尚
氏
に
よ
る
講
演
「
神
経
・
筋
骨
格
系
を
も
つ

2

足
歩
行
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
と
そ
の
応
用
」の

発
表

件
数

1
件
で
実
施
さ
れ
た
．
 

 8/
31
 石

川
高
等
工
業
専
門
学
校
に
て
開
催
さ
れ
，
6
名
の

運
営
委
員
が
参
加
し
，
3
議
題
に
つ
い
て
審
議
し
可
決
さ
れ

た
．
 

 9/
25
 規

程
に
基
づ
き
，
1
名
の
学
生
を
表
彰
し
た
．
 

9
月
 応

募
件
数
が

0
件
の
た
め
，
表
彰
は
な
か
っ
た
．
 

 11
/1
 富

山
県
立
大
学
に
て
開
催
さ
れ
，参

加
者

40
名
が
あ

り
，
藤
川
智
彦
氏
に
よ
る
講
演
「
医
療
と
福
祉
に
お
け
る
工

学
」
の
発
表
件
数

1
件
で
実
施
さ
れ
た
．
 

 11
/1
2 
AN
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
に
て
参
加
者

14
31

名
，
発
表
件
数

26
3
件
で
実
施
さ
れ
た
．
 

 11
/2
2 
福
井
大
学
に
て
開
催
さ
れ
，参

加
者

39
名
が
あ
り
，

中
川
毅
氏
に
よ
る
講
演
「
7
万
本
の
縞
を
数
え
る
-水

月
湖

の
年
縞
か
ら
見
た
、
気
候
変
動
の
過
去
・
現
在
・
未
来
-」

の
発
表
件
数

1
件
で
実
施
さ
れ
た
．
 

 11
/2
2～

11
/2
8 
3
件
の
議
題
に
つ
い
て
審
議
し
可
決
さ
れ

た
．
 

 12
/6
 富

山
県
立
大
学
に
て
開
催
さ
れ
，参

加
者

51
名
が
あ

り
，
金
田
豊
氏
に
よ
る
講
演
「
音
の
信
号
処
理
」
の
発
表
件

数
1
件
で
実
施
さ
れ
た
．
 

 12
/7
 金

沢
工
業
大
学
に
て
参
加
者

43
名
，
発
表
件
数

13

件
で
実
施
さ
れ
た
．
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

関
西
支
部
 

担
当
 

津
坂
支
部
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
支
部
会
議
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
し
、
支
部
再
編
に
向
け
た
意
向
調
査
を
随
時
実
施
す
る
と
と
も
に
、
支
部
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
収
集
す
る
。
 

・
So
ci
et
y5
.0

に
お
け
る

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
会
員
お
よ
び
市
民
向
け
の
主
催
/共

催
講
演
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携
行
事
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
社
会
へ
情
報
発
信
す
る
。
 

・
支
部
協
議
会
と
連
絡
を
密
に
し
、
整
備
さ
れ
た

DB
に
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
優

れ
た
若
手
会
員
に
対
し
表
彰
を
実
施
し
、
会
員
数
の
増
加
に
取
り
組
む
。
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

(1
) 

若
手
研
究
発
表
会
（
1
月
）
 

 

(2
) 

支
部
会
議
、
特
別
講
演
会
（
1
月
）
 

  

(3
) 

支
部
長
賞
表
彰
（
1
月
）
 

  (4
) 

平
成

31
年
度
第
一
回
運
営
委
員
会
（
4
月
）
 

 (5
) 

平
成

31
年
度
第
二
回
運
営
委
員
会
（
6
月
）
 

                           

●
1〜

6
月
 

(1
) 

若
手
研
究
発
表
会
実
施
(1
/2
1)
 

 (2
) 

支
部
会
議
お
よ
び
 

特
別
講
演
会
(大

阪
大
学
大
須
賀
先
生
)実

施
(1
/2
1)
 

 

(3
) 

 支
部
長
賞
表
彰
(1
/2
1)
  

 
 
技
術
賞
１
件
、
奨
励
賞

2
件
 

 (4
) 

平
成

31
年
度
第
一
回
運
営
委
員
会
実
施
(4
/5
) 

 (5
) 

平
成

31
年
度
第
二
回
運
営
委
員
会
実
施
(6
/1
9）

 

 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

(6
) 

平
成

31
年
度
第
三
回
運
営
委
員
会
（
8
月
）
 

 

(7
) 

シ
ス
テ
ム
制
御
情
報
学
会
・
計
測
自
動
制
御
学
会
  

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
講
座
（
8
月
）
 

  

(8
) 

会
員
交
流
企
画
（
9
月
）
 

    

(9
) 

平
成

31
年
度
第
四
回
運
営
委
員
会
（
10

月
）
 

   

(1
0)

 支
部
長
賞
の
募
集
と
選
考
（
11
～
12

月
）
 

  (1
1)

 平
成

30
年
度
第
五
回
運
営
委
員
会
（
12

月
）
 

 

                              

●
7〜

12
月
 

(6
) 

平
成

31
年
度
第
三
回
運
営
委
員
会
実
施
（
9/
3）

 

 

(7
) 

講
習
会
「
MA
TL
AB
/S
im
uL
in
k 
と

Ar
du
in
o 
で
学
ぶ

制
御
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
ベ
ー
ス
開
発
」
実
施

(8
/8
-9
) 

 

(8
) 

大
阪
大
学
 
大
須
賀
・
杉
本
研
究
室
/石

川
・
南
研
究

室
/コ

マ
ツ
み
ら
い
建
機
協
働
研
究
所
 
見
学
会
実

施
「
関
西
の
大
学
か
ら
発
信
す
る
計
測
自
動
制
御
の

お
も
ろ
い
研
究
」
(9
/1
7)
 

 

(9
) 

平
成

31
年
度
第
四
回
運
営
委
員
会
実
施
（
10
/2
2）

 

 

 

(1
0)

 支
部
長
賞
の
募
集
と
選
考
（
奨
励
賞
２
件
、
特
別
賞

１
件
選
定
）
(1
2/
16
) 

 

(1
1)

 平
成

31
年
度
第
四
回
運
営
委
員
会
実
施
（
12
/1
6）
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

中
国
支
部
 

担
当
 

平
田
支
部
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
支
部
再
編
を
見
越
し
た
、
活
性
化
と
効
率
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
諸
活
動
の
推
進
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

1．
第

1
回
運
営
委
員
会
 

1
月
中
旬
，
岡
山
大
学
に
て
開
催
 

 2．
支
部
会
議
（
総
会
）
 

1
月
中
旬
，
岡
山
大
学
に
て
開
催
 

 3．
拡
大
運
営
委
員
会
 

5
月
中
旬
，
岡
山
大
学
に
て
開
催
 

 

 

●
1〜

6
月
 

1．
第

1
回
運
営
委
員
会
 

1
月

25
日
，
岡
山
大
学
に
て
開
催
 

 2．
支
部
会
議
（
総
会
）
 

1
月

25
，
岡
山
大
学
に
て
開
催
 

 3．
拡
大
運
営
委
員
会
 

5
月

31
日
，
岡
山
大
学
に
て
開
催
 

 

4.
 そ

の
他
 

1
月

25
日
，
講
演
会
を
岡
山
大
学
に
て
開
催
 

2
月

27
日
，
共
催
講
演
会
を
岡
山
理
科
大
学
に
て
開
催
 

4
月

2
日
，
共
催
講
演
会
を
広
島
大
学
に
て
開
催
 

5
月

30
日
，
共
催
講
演
会
を
広
島
交
流
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
 

6
月

7
日
，
共
催
講
演
会
を
岡
山
大
学
に
て
開
催
 

6
月

13
日
，
共
催
講
演
会
を
中
国
電
力
(株

)に
て
開
催
 

                        

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

1．
第

2
回
運
営
委
員
会
（
臨
時
）
 

9
月
中
旬
，
必
要
に
応
じ
て
メ
ー
ル
会
議
 

 2．
第

3
回
運
営
委
員
会
 

11
月
下
旬
，
岡
山
大
学
に
て
開
催
 

 3．
学
術
講
演
会
 

11
月
下
旬
，
岡
山
大
学
に
て
開
催
 

→
 1
1
月

23
日
に
岡
山
大
学
に
て
開
催
予
定
 

 4．
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
講
演
会
 

 
12

月
，
開
催
地
未
定
 

 
→
 9

月
20

日
に
近
畿
大
学
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催

予
定
 

                                    

●
7〜

12
月
 

1．
第

2
回
運
営
委
員
会
（
臨
時
）
 

審
議
が
必
要
な
議
題
が
無
い
た
め
開
催
せ
ず
 

 2．
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
講
演
会
 

9
月

20
日
，
近
畿
大
学
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
．

講
演

2
件
，
参
加
者

20
名
．
 

 3．
第

2
回
運
営
委
員
会
 

11
月

5
日
，
メ
ー
ル
会
議
と
し
て
開
催
 

 4．
学
術
講
演
会
 

11
月

23
日
，
岡
山
大
学
に
て
開
催
．
一
般
講
演

59
件
，

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
1
件
，
参
加
人
数
約

12
0
名
．
 

 

5．
そ
の
他
 

•
 
8
月

8
日
，共

催
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
岡
山
大
学
に
て

開
催
 

•
 
11

月
28

日
，
共
催
講
演
会
を
岡
山
大
学
に
て
開
催
 

•
 
12

月
6
日
，
共
催
講
演
会
を
島
根
大
学
に
て
開
催
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

四
国
支
部
 

担
当
 

宮
田
支
部
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
支
部
会
議
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
し
，
支
部
再
編
に
向
け
た
意
向
調
査
を
随
時
実
施
す
る
と
と
も
に
，
支
部
へ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
収
集
す
る
．
 

・
So
ci
et
y5
.0

に
お
け
る

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
，
会
員
お
よ
び
市
民
向
け
の
主
催
／
共
催

講
演
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
，
産
学
官
連
携
行
事
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
，
社
会
へ
情
報
発
信
す
る
．
 

・
支
部
協
議
会
と
連
絡
を
密
に
し
，
整
備
さ
れ
た

DB
に
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
．
ま
た
，
優
れ

た
若
手
会
員
に
対
し
表
彰
を
実
施
し
，
会
員
数
の
増
加
に
取
り
組
む
．
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

1.
 

支
部
会
議
 

1
月
中
、
愛
媛
大
学
に
て
開
催
 

 
議
題
：
支
部
再
編
に
関
し
て
 

 

2.
 

第
1
回
支
部
運
営
委
員
会
 

1
月
中
、
愛
媛
大
学
に
て
開
催
 

    

3.
 

第
1
回
支
部
学
術
講
演
会
実
行
委
員
会
 

5
月
中
、
メ
ー
ル
会
議
 

     

4.
 

第
1
回
電
気
関
係
学
会
四
国
支
部
連
合
大
会
実
行
委
員
会
 

5
月
中
に
開
催
 

 

●
1〜

6
月
 

1．
支
部
会
議
お
よ
び
２
．
第

1
回
支
部
運
営
委
員
会
 

3
月

30
日
（
土
）
に
愛
媛
大
学
工
学
部
に
て
第

1
回
四
国
支

部
運
営
委
員
会
を
実
施
し
た
．
20
18

年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び

会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
．
ま
た
，
20
19

年
度
の
事
業
計
画
，
支

部
役
員
選
出
お
よ
び
予
算
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
，
承
認

さ
れ
た
．
支
部
再
編
に
つ
い
て
は
，
20
18

年
12

月
1
日
（
土
）

に
愛
媛
大
学
で
行
わ
れ
た
拡
大
実
行
委
員
会
で
の
議
論
に
も
あ

っ
た
よ
う
に
，
再
編
後
も
四
国
地
区
内
で
別
途
の
学
術
講
演
会

を
開
催
し
た
い
と
い
う
考
え
が
確
認
さ
れ
た
．
 

 3．
第

1
回
支
部
学
術
講
演
会
実
行
委
員
会
 

 
5
月
に
高
知
高
専
内
に
て
，
日
程
，
CF
P
原
案
，
会
場
設
営
案

に
つ
い
て
議
論
し
た
．
ま
た
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
修
正
も
行
っ
た
．

日
程
に
つ
い
て
は
，
12

月
7
日
（
土
）
を
予
定
し
て
い
る
．
支

部
内
で
の
承
認
を
得
ら
れ
れ
ば
，
8
月
中
に
案
内
を
開
始
す
る
．
 

  

4．
第

1
回
電
気
関
係
学
会
四
国
支
部
連
合
大
会
実
行
委
員
会
 

第
１
回
実
行
委
員
会
が

5
月

25
日
（
土
）
に
新
居
浜
高
専
に

て
開
催
さ
れ
，
中
山
庶
務
幹
事
が
出
席
し
た
．
事
務
局
は
弓
削

商
船
，
今
年
度
大
会
の
会
場
は
新
居
浜
高
専
で
あ
る
．
SI
CE

四

国
支
部
は
広
告
依
頼
係
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
．
ま
た
，

分
担
金
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
，
昨
年
度
と
同
様
で

SI
CE

と
し
て

11
万
円
の
分
担
を
依
頼
さ
れ
た
．
 

               

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

5.
 

第
2
回
電
気
関
係
学
会
四
国
支
部
連
合
大
会
実
行
委
員
会
 

8
月
中
、
メ
ー
ル
会
議
 

    6.
 

第
2
回
支
部
学
術
講
演
会
実
行
委
員
会
 

9
月
中
、
メ
ー
ル
会
議
 

  

              7.
 

電
気
関
係
学
会
四
国
支
部
連
合
大
会
（
SI
CE

四
国
支
部
共

催
）
 

9
月
中
に
開
催
 

 8.
 

支
部
学
術
講
演
会
 

12
月
中
、
高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
に
て
開
催
 

 
※
優
秀
な
若
手
発
表
者
に
対
し
表
彰
を
行
う
．
 

 

9.
 

第
2
回
支
部
運
営
委
員
会
 

12
月
中
、
高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
に
て
開
催
 

  

10
. 

第
3
回
電
気
関
係
学
会
四
国
支
部
連
合
大
会
実
行
委
員
会
 

11
月
中
に
開
催
 

 11
. 

SM
AR
T2
01
9
大
会
(1
2
月

1
日
) 

協
賛
金
を
支
給
 

       12
．
そ
の
他
 

 

●
7〜

12
月
 

5．
第

2
回
電
気
関
係
学
会
四
国
支
部
連
合
大
会
実
行
委
員
会

が
メ
ー
ル
会
議
に
て
行
わ
れ
た
，
審
議
期
間
は
令
和
元
年

8

月
7
日
（
水
）
～
 8

月
15

日
（
木
）
で
、
電
気
関
係
学
会

四
国
支
部
連
合
大
会
実
施
要
領
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
た
．
 

 6．
SI
CE

四
国
支
部
学
術
講
演
会
の
日
程
，
CF
P
案
に
つ
い
て

メ
ー
ル
会
議
（
8
月

27
日
）．

 

SI
CE

四
国
支
部
学
術
講
演
会
の

CF
P
を
ア
ッ
プ
（
10

月
2

日
）．

 

 SI
CE

四
国
支
部
メ
ー
ル
会
議
（
11

月
5
日
）
に
て
締
切
延
長

審
議
し
，
承
認
さ
れ
た
．
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
メ
ー
ル
会
議
（
11

月
14

日
）．

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
メ
ー
ル
連
絡
（
11

月
15

日
）．

 

画
像
 
16

件
，
計
測
 
18

件
，
制
御
 
24

件
 

高
知
工
科
大
：
５
，
高
知
高
専
：
４
 

阿
南
高
専
：
２
８
，
徳
島
大
：
１
１
 

愛
媛
大
：
２
 

芸
術
情
報
研
：
２
，
香
川
高
専
：
１
，
香
川
大
：
５
 

計
測
自
動
制
御
学
会
四
国
支
部
学
術
講
演
会

20
19

の
お
知

ら
せ
（
11

月
20

日
）．

 

 7．
令
和
元
年
度
電
気
関
係
学
会
四
国
支
部
連
合
大
会
が

9
月

21
日
に
新
居
浜
高
専
で
開
催
さ
れ
た
．
 

  8．
計
測
自
動
制
御
学
会
四
国
支
部
学
術
講
演
会
を

12
月

7

日
に
高
知
高
専
で
開
催
．
 

 9．
12

月
7
日
に
拡
大
実
行
委
員
会
お
よ
び
第

2
回
支
部
運

営
委
員
会
を
開
催
し
た
．
 

  10
．
第

3
回
電
気
関
係
学
会
四
国
支
部
連
合
大
会
実
行
委
員

会
が

12
月

7
日
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
で
実
施
．
 

 11
．
SI
CE

四
国
支
部
メ
ー
ル
会
議
に
て
四
国
移
動
型
＆
自
律

型
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
SM
AR
T）

20
19

へ
の
運
営
費

支
援
を
審
議
（
10

月
9
日
）
し
，
承
認
さ
れ
た
．
ま
た
，
同

メ
ー
ル
会
議
に
て
，
20
20

年
度

SI
CE

セ
ン
シ
ン
グ
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
高
知
工
科
大
）
へ
の
協
力
に
つ
い
て
も
審
議
し
，
承

認
さ
れ
た
．
 

12
月

1
日
に
津
山
高
専
で
開
催
さ
れ
た
．
SI
CE

四
国
支
部
は

後
援
と
し
て
協
力
．
 

 12
．
SI
CE

四
国
支
部
メ
ー
ル
会
議
に
て

LE
D
総
合
フ
ォ
ー
ラ

ム
20
20
 i
n 
徳
島
（
2
月

29
日
）
共
催
を
審
議
（
11

月
8

日
）
し
，
承
認
さ
れ
た
．
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20
19

年
度
事
業
計
画
・
実
施
報
告
 

組
織
名
 

九
州
支
部
 

担
当
 

喜
安
支
部
長
 

 
20
19

年
度
事
業
計
画
（
主
な
重
点
施
策
）
本
組
織
担
当
分
 

・
部
会
議
を
活
用
し
、
支
部
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ル
ー
ル
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
収
集
す
る
。
 

・
Si
et
y5
.0

に
お
け
る

SI
CE

の
役
割
明
示
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
会
員
お
よ
び
市
民
向
け
の
主
催
/ 

共
催
講
演
会
を
開
催
す
る
。
 

・
部
協
議
会
と
連
絡
を
密
に
し
、
整
備
さ
れ
た

DB
に
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。
 

ま
た
、
優
れ
た
若
手
会
員
に
対
す
る
表
彰
方
法
を
検
討
し
、
会
員
数
の
増
加
に
取
り
組
む
。
 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
1〜

6
月
 

・
平
成

31
年
度
九
州
支
部
第
１
回
運
営
委
員
会
（
新
旧
合

同
）
 

・
九
州
支
部
第

49
期
支
部
顧
問
会
議
（
新
旧
合
同
）
 

・
九
州
支
部
第

49
期
支
部
会
議
 

・
支
部
奨
励
賞
表
彰
 

 ・
平
成

31
年
度
九
州
支
部
第

2
回
運
営
委
員
会
 

 ・
研
究
会
 

・
講
演
会
 

・
連
携
団
体
，
組
織
，
学
会
と
の
協
賛
事
業
 

 

●
1〜

6
月
 

1
月

26
日
 
平
成

31
年
度
九
州
支
部
第
１
回
拡
大
運
営
委

員
会
（
新
旧
合
同
）
を
実
施
し
，
今
年
度
の
活
動
計
画
を
立

案
し
た
．
 

a)
SI
CE

九
州
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

b)
九
州
支
部
学
術
講
演
会
 

 
 
 
特
別
講
演
会
 

 
 
 
学
生
発
表
交
流
会
 

 1
月

26
日
 
九
州
支
部
第

49
期
支
部
会
議
を
開
催
し
た
．
 

な
お
、
支
部
奨
励
賞
表
彰
は
実
施
せ
ず
賞
を
郵
送
し
た
． 

 

6
月

8
日
に
制
御
理
論
と
応
用
に
関
す
る
研
究
会
を
実
施
し

た
．（

講
師
：
Go
do
y
先
生
(B
os
to
n 
Un
iv
.)
, 
Ce
li
ko
vs
ky

先
生
(C
ze
ch
 A
ca
de
my
 o
f 
Sc
ie
nc
es
)）

 

 

6
月

29
日
に
平
成

31
年
度
（
令
和
元
年
度
）
九
州
支
部
第

2
回
運
営
委
員
会
を
実
施
し
た
．
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
．
 

a)
会
計
報
告
、
事
業
報
告
、
第
１
回
支
部
協
議
会
報
告
、

支
部

50
周
年
記
念
事
業
，
 

b)
 I
CT
-R
OB
OT
20
19

開
催
に
つ
い
て
 

支
部
学
術
講
演
会
に
つ
い
て
 

                 

 

20
19

年
度
事
業
計
画
 

20
19

年
度
実
施
結
果
 

●
7〜

12
月
 

・
SI
CE

九
州
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

 ・
平
成

31
年
度
九
州
支
部
第
１
回
事
業
委
員
会
 

 ・
平
成

31
年
度
九
州
支
部
第

3
回
運
営
委
員
会
 

 ・
第

38
回
九
州
支
部
学
術
講
演
会
 

（
特
別
講
演
会
と
学
生
発
表
交
流
会
を
併
設
）
 

 ・
国
際
会
議

IC
T-
RO
BO
T2
01
9
の
韓
国

IC
RO
S
と
の
共
催
．

（
釜
山
）
 

 ・
平
成

31
年
度
九
州
支
部
第

2
回
事
業
委
員
会
 

 ・
計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
資
格
試
験
 

 ・
研
究
会
 

・
講
演
会
 

・
連
携
団
体
，
組
織
，
学
会
と
の
協
賛
事
業
 

                              

●
7〜

12
月
 

10
月

5
日
～
6
日
，「

真
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
追
及
に
よ

る
制
御
理
論
の
躍
進
を
目
指
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
19
」
を

開
催
し
た
．
 

（
SI
CE

制
御
部
門
と
，
SI
CE

九
州
支
部
鹿
児
島
地
区
の
共

催
）
 

 10
月

20
日
，九

州
支
部
第

3
回
運
営
委
員
会
を
実
施
し
た
．  

主
な
議
題
：
 活

動
報
告
，
会
計
報
告
，
事
業
報
告
，
支
部

後
援
会
に
つ
い
て
，
来
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
 

 10
月

31
日
，
SI
CE

九
州
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
モ
デ
リ
ン
グ
と
制

御
に
お
け
る
学
習
と
最
適
化
理
論
と
実
践
」
を
開
催
し
た
．  

講
師
：
申
 鉄

龍
 氏

（
上
智
大
学
），

矢
入
 健

久
 氏

（
東

京
大
学
），

河
原
 吉

伸
 氏

（
九
州
大
学
）
 

 11
月

17
日
，
計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
資
格
試
験
に
協
力
・

実
施
し
た
．
 

 11
月

30
日
，
第

38
回
計
測
自
動
制
御
学
会
九
州
支
部
学

術
講
演
会
（
宮
崎
大
学
）
を
開
催
し
た
．
 

発
表
：
56

件
，
参
加
者
：
90

名
 

 11
月

30
日
，
第

1
回
事
業
委
員
会
を
開
催
し
た
．
 

主
な
議
題
：
来
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
，
表
彰
に
つ
い

て
 

 12
月

2
日
～
12

月
12

日
，
事
業
委
員
会
（
メ
ー
ル
審
議
）

を
開
催
し
た
 

議
題
：
学
生
交
流
発
表
会
発
表
賞
お
よ
び
支
部
奨
励
賞
の
受

賞
者
，
本
部
奨
励
賞
へ
の
推
薦
者
に
つ
い
て
 

 12
月

21
日
，
制
御
理
論
と
応
用
に
関
す
る
研
究
会
を
開
催

し
た
．
 

講
師
：
井
上
正
樹
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
），

蛯
原
義
雄
氏
（
九

州
大
学
）
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2．2019年度に実施した個別事業実施報告（1～12月） 

2019年度に実施した個別事業の詳細を、定款第 4条に定められた本会の目的を達成す

るための事業ごとに分けて、以下に示します。（敬称略。開催場所・組織名などは一部省

略。発表件数・参加者などは一部省略。） 
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1．
研
究
集
会
，
講
演
会
及
び
教
育
・
育
成
の
た
め
の
講
習
会
等
 

 

実
施
 

月
日
 

行
事
・
事
業
・
会
議
（
・
委
員
会
）
な
ど
の
名
称
 

開
催
場
所
 

発
表
 

件
数
 

参
加
 

者
数
 

論
文
集
委
員
会
 

9/
10
 

論
文
セ
ミ
ナ
ー
20
19
 ＠

制
御
理
論
合
宿
 

広
島
市
国
際
青
年
会
館
 

1 
20
 

10
/3
1 

論
文
セ
ミ
ナ
ー
20
19
 ＠

産
業
応
用
部
門
大
会
 

東
京
工
業
大
学
 

西
九
号
館
 デ

ジ
タ
ル

多
目
的
ル
ー
ム
 

1 
50
 

12
/1
4 

SI
CE

論
文
塾
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
＠
SI
20
19
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
 

2 
12
3 

An
nu
al
 C
on
fe
re
nc
e（

AC
）
委
員
会
 

9/
10
 

～
13
 

SI
CE
 A
nn
ua
l 
Co
nf
er
en
ce
 2
01
9 
(S
IC
E 
20
19
) 

広
島
大
学
東
千
田
未

来
創
生
セ
ン
タ
ー
 

43
8  

66
6 

事
業
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
 

1/
28
 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
 

計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 
第

51
回
サ
ロ
ン
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

2 
28
 

2/
18
 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
 

計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 
第

52
回
サ
ロ
ン
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

1 
20
 

3/
15
 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
 

計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 
第

53
回
サ
ロ
ン
 

SI
CE

事
務
局
 

1 
29
 

4/
17
 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
 

計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 
第

54
回
サ
ロ
ン
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

1 
19
 

5/
28
 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
 

計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 
第

55
回
サ
ロ
ン
 

鉄
道
総
合
 

技
術
研
究
所
 

1 
18
 

6/
4 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
 

計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 
第

56
回
サ
ロ
ン
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

1 
17
 

7/
3 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 

第
57

回
サ
ロ
ン
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

1 
24
 

7/
18
 

～
19
 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 

見
学
会
 

太
陽
石
油
 

住
友
化
学
 

－
 

8 

8/
2 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 

第
58

回
サ
ロ
ン
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

1 
17
 

9/
3 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 

第
59

回
サ
ロ
ン
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

1 
23
 

9/
10
 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 

公
開
サ
ロ
ン
(第

60
回
) 

広
島
大
学
 

東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

3 
22
 

10
/1
～
2 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 

見
学
会
 

福
島
第
一
 

原
子
力
発
電
所
等
 

－
 

12
 

10
/8
 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 

第
61

回
サ
ロ
ン
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

1 
17
 

11
/5
 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 

第
62

回
サ
ロ
ン
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

1 
16
 

12
/1
2 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 

第
63

回
サ
ロ
ン
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

1 
16
 

12
/1
3 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
 

有
料
講
習
会
(第

64
回
) 

横
浜
国
立
大
学
 

6 
89
 

教
育
・
認
定
委
員
会
 

3/
1～

2 
プ
ロ
セ
ス
新
塾

20
18

年
度
 第

5
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
 

新
日
鐵
住
金
 

八
幡
製
鉄
所

 
－
 

54
 

6/
7～

8 
プ
ロ
セ
ス
新
塾

20
19

年
度
 第

１
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
 

慶
應
義
塾
大
学
 

－
 

46
 

7/
20
 

〜
21
 

プ
ロ
セ
ス
新
塾

20
19

年
度
 第

2
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
 

太
陽
石
油
四
国
事
業
所
 

－
 

45
 

 

10
/5
〜
6  

プ
ロ
セ
ス
新
塾

20
19

年
度
 第

3
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
 

京
都
大
学
 

－
 

33
 

12
/7
〜
8 

プ
ロ
セ
ス
新
塾

20
19

年
度
 第

4
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
 

慶
應
大
学
 

－
 

43
 

計
測
部
門
 

2/
19
 

力
学
量
計
測
部
会
行
事
 

第
10
9
回
 部

会
行
事
:力

学
量
計
測
部
会
講
演
会
・
見
学
会
 

オ
リ
ン
パ
ス
技
術
歴

史
館
「
瑞
古
洞
」
 

1 
14
 

5/
17
 

温
度
計
測
部
会
行
事
 

第
14
8
回
 温

度
計
測
部
会
見
学
会
 

IH
I
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス

富
岡
事
業
所
 

－
 

１
1  

6/
7 

パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
行
事
 

第
10
3
回
パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
研
 

東
京
大
学
 

工
学
部

6
号
館
 

3
階
セ
ミ
ナ
ー
室

AD
 

7 
12
 

8/
29
 

～
30
 

第
36

回
 セ

ン
シ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

慶
應
義
塾
大
学
 

矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
 

73
 

13
4  

11
/8
,9
 

第
24

回
 パ

タ
ー
ン
計
測
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

高
知
県
国
民
宿
舎
 

桂
浜
荘
 

8 
20
 

11
/1
5 

第
14
9
回
 温

度
計
測
部
会
講
演
会
 

東
洋
大
学
 

4 
80
 

11
/1
7 

AP
MF
20
19
 ア

ジ
ア
太
平
洋
力
学
量
計
測
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

 
新
潟
市
 

朱
鷺
メ
ッ
セ
 

73
 

14
0  

制
御
部
門
 

3/
6〜

9 
第

6
回
制
御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

熊
本
大
学
 

29
2 

47
6  

3/
7〜

9 
SI
CE
 I
nt
er
na
ti
on
al
 S
ym
po
si
um
  

on
 C
on
tr
ol
 S
ys
te
ms
 2
01
9 

熊
本
大
学
 

34
 

－
 

3/
6 

第
6
回
 制

御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

「
機
械
学
習
・
AI

と
制
御
の
融
合
」
 

熊
本
大
学
 

3 
83
 

3/
6〜

9 

第
6
回
 制

御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

第
10

回
 プ

ラ
ン
ト
モ
デ
リ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

（
プ
ラ
ン
ト
モ
デ
リ
ン
グ
部
会
）
 

熊
本
大
学
 

33
 

－
 

3/
6〜

9 
第

6
回
 制

御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 第

36
回
誘
導
制
御
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
航
法
誘
導
制
御
技
術
調
査
研
究
会
）
 

熊
本
大
学
 

18
 

－
 

3/
6〜

9 

第
6
回
 制

御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

第
19

回
 適

応
学
習
制
御
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
デ
ー
タ
科
学
と
リ
ン

ク
し
た
次
世
代
の
適
応
学
習
制
御
調
査
研
究
会
）
 

熊
本
大
学
 

16
 

－
 

3/
6〜

9 
第

6
回
 制

御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

第
47

回
 制

御
理
論
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
制
御
理
論
部
会
）
 

熊
本
大
学
 

12
0 

－
 

3/
6〜

9 

第
6
回
 制

御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
  

OS
：
機
械
学
習
と
調
和
す
る
制
御
理
論
(1
)-
(2
) 

 (
機
械
学
習
と
調
和
す
る
制
御
理
論
調
査
研
究
会
) 

熊
本
大
学
 

11
 

－
 

3/
8〜

9 

第
6
回
 制

御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
  

OS
：
真
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
追
究
に
よ
る
次
世
代
シ
ス
テ
ム
制

御
理
論
の
構
築
を
目
指
し
て
(1
)-
(4
) 

（
真
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
追
究
に
よ
る
次
世
代
シ
ス
テ
ム
制
御

理
論
調
査
研
究
会
）
 

熊
本
大
学
 

20
 

- 

3/
8 

第
6
回
 制

御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
：
機
械
学
習
を
活
用
し
た
制
御
シ
ス
テ
ム
開
発

の
最
新
動
向
（
プ
ラ
ン
ト
モ
デ
リ
ン
グ
部
会
）
 

熊
本
大
学
 

4 
－
 

3/
9 

第
6
回
 制

御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

OS
：
超
ス
マ
ー
ト
社
会
実
現
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
制
御
技
術
（
超

ス
マ
ー
ト
社
会
実
現
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
制
御
調
査
研
究
会
）
 

熊
本
大
学
 

9 
－
 

4/
20
  

講
演
会
：
次
世
代
シ
ス
テ
ム
制
御
理
論
へ
の
挑
戦
 

（
真
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
追
究
に
よ
る
次
世
代
シ
ス
テ
ム
制
御

理
論
調
査
研
究
会
）
 

東
京
理
科
大
学
 

7 
10
6 

5/
16
 

第
1
回
 D
ML
 L
ec
tu
re
：
ベ
イ
ズ
統
計
 

京
都
大
学
 

1 
22
 

- 50 -



 

(機
械
学
習
と
調
和
す
る
制
御
理
論
調
査
研
究
会
) 

5/
31
 

第
1
回
 D
ML
 M
ee
ti
ng
  

(機
械
学
習
と
調
和
す
る
制
御
理
論
調
査
研
究
会
) 

東
京
都
立
産
業
技
術

高
等
専
門
学
校
 

3 
26
 

6/
7 

RA
CO
T
研
究
会
 

北
九
州
市
立
大
学
 

小
倉
サ
テ
ラ
イ
ト
 

キ
ャ
ン
パ
ス
 

－
 

－
 

6/
9〜

12
 

Th
e 
12
th
 A
si
an
 C
on
tr
ol
 C
on
fe
re
nc
e 
OS
：
Re
ce
nt
 A
dv
an
ce
s 

on
 C
on
tr
ol
 T
ec
hn
ol
og
ie
s 
to
wa
rd
s 
Re
al
iz
in
g 
So
ci
et
y 
5.
0

（
Io
T
時
代
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
ベ
ー
ス
ト
制
御
調
査
研
究
会
，

超
ス
マ
ー
ト
社
会
実
現
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
制
御
技
術
調
査
研
究

会
）
 

北
九
州
国
際
会
議
場
 

6 
－
 

6/
17
  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Io
T
時
代
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
ベ
ー
ス
ト
制

御
調
査
研
究
会
）
 

北
海
道
大
学
 

3 
－
 

6/
20
 

第
２
回
 D
ML
 L
ec
tu
re
：
ベ
イ
ズ
統
計
・
補
習
 

（
機
械
学
習
と
調
和
す
る
制
御
理
論
調
査
研
究
会
）
 

京
都
大
学
 

1 
11
 

7/
5 

第
３
回
 D
ML
 L
ec
tu
re
：
強
化
学
習
勉
強
会
 

（
機
械
学
習
と
調
和
す
る
制
御
理
論
調
査
研
究
会
）
 

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ

京
都
 

2 
25
 

7/
17
 

学
生
向
け
講
演
会
（
制
御
技
術
部
会
）
 

東
京
電
機
大
学
 

1 
－
 

7/
22
 

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
第
１
回
講
演
会

（
Cy
be
r-
Ph
ys
ic
al
 &
 H
um
an
 S
ys
te
ms
 調

査
研
究
会
）
 

慶
應
義
塾
大
学
 

2 
50
 

9/
6 

第
1
回
研
究
会
：
機
械
学
習
に
よ
る
プ
ラ
ン
ト
モ
デ
リ
ン
グ
と
 

最
適
制
御
の
新
展
開
（
プ
ラ
ン
ト
モ
デ
リ
ン
グ
部
会
）
 

東
京
都
市
大
学
 

3 
12
0 

9/
9～

10
 

制
御
理
論
合
宿

20
19
（
制
御
理
論
部
会
）
 

広
島
市
 

国
際
青
年
会
館
 

13
 

25
 

9/
11
 

SI
CE
 A
nn
ua
l 
Co
nf
er
en
ce
 2
01
9 
OS
：
Ne
w 
De
ve
lo
pm
en
ts
 o
f 

Ad
ap
ta
ti
on
 a
nd
 L
ea
rn
in
g 
Co
nt
ro
l（

デ
ー
タ
科
学
と
リ
ン
ク

し
た
次
世
代
の
適
応
学
習
制
御
調
査
研
究
会
）
 

広
島
大
学
東
千
田
未

来
創
生
セ
ン
タ
ー
 

7 
－
 

9/
11
 

SI
CE
 A
nn
ua
l 
Co
nf
er
en
ce
 2
01
9 
OS
：
Gu
id
an
ce
, 
Na
vi
ga
ti
on
, 

an
d 
Co
nt
ro
l 
of
 V
eh
ic
le
s 
an
d 
Ae
ro
sp
ac
e 
-T
he
or
y 
an
d 

Ap
pl
ic
at
io
ns
-（

航
法
誘
導
制
御
技
術
調
査
研
究
会
）
 

広
島
大
学
東
千
田
未

来
創
生
セ
ン
タ
ー
 

4 
－
 

9/
11
 

SI
CE
 A
nn
ua
l 
Co
nf
er
en
ce
 2
01
9 
OS
：
Re
ce
nt
 A
dv
an
ce
s 
on
 

Ev
en
t-
Ba
se
d 
Co
nt
ro
l 
fo
r 
Io
T 
Te
ch
no
lo
gi
es
（
Io
T 
時
代

に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
ベ
ー
ス
ト
制
御
調
査
研
究
委
員
会
）
 

広
島
大
学
東
千
田
未

来
創
生
セ
ン
タ
ー
 

6 
－
 

9/
12
 

SI
CE
 A
nn
ua
l 
Co
nf
er
en
ce
 2
01
9 
OS
：
Di
sc
us
si
on
 o
f 
Tr
ue
 

Dy
na
mi
cs
 f
or
 N
ex
t 
Co
nt
ro
l 
Th
eo
ry
 a
nd
 A
pp
li
ca
ti
on
: 

Si
de
 A
pp
li
ca
ti
on
 (
Si
de
 A
),
 S
id
e 
Ba
si
c 
Th
eo
ry
 (
Si
de
 B
)

（
真
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
追
求
に
よ
る
次
世
代
シ
ス
テ
ム
制
御

理
論
調
査
研
究
会
）
 

広
島
大
学
東
千
田
未

来
創
生
セ
ン
タ
ー
 

12
 

－
 

9/
18
 

〜
19
 

SI
CE

セ
ミ
ナ
ー
：
モ
デ
ル
ベ
ー
ス
ト
制
御
系
設
計

20
19
 

（
事
業
委
員
会
）
 

東
京
理
科
大
学
 

2 
37
 

9/
19
 

第
4
回
 D
ML
 L
ec
tu
re
：
機
械
学
習
と
シ
ス
テ
ム
同
定
 

（
機
械
学
習
と
調
和
す
る
制
御
理
論
調
査
研
究
会
）
 

京
都
大
学
 

東
京
オ
フ
ィ
ス
 

1 
17
 

9/
21
 

第
 2
 回

 D
ML
 O
ut
re
ac
h：

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
算
数
の
世
界
に

ふ
れ
よ
う
（
機
械
学
習
と
調
和
す
る
制
御
理
論
調
査
研
究
会
）
 

京
都
市
立
 

葵
小
学
校
 理

科
室
 

－
 

－
 

 

10
/5
〜
6  

真
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
追
求
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
制
御
理
論
の
躍

進
を
目
指
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 2
01
9（
真
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
追

求
に
よ
る
次
世
代
シ
ス
テ
ム
制
御
理
論
調
査
研
究
会
）
 

霧
島
国
際
ホ
テ
ル
 

9 
34
 

10
/2
8 

講
演
会
（
Pr
of
. 
Al
es
sa
nd
ro
 G
iu
a）
：
St
at
e 
Es
ti
ma
ti
on
 o
f 

Pa
rt
ia
ll
y 
Ob
se
rv
ed
 D
is
cr
et
e 
Ev
en
t 
Sy
st
em
s 

大
阪
大
学
 

1 
- 

10
/2
9 

制
御
技
術
部
会
研
究
会
：
制
御
技
術
の
発
展
と
伸
張
を
目
指
し
て

（
制
御
技
術
部
会
）
 

東
京
電
機
大
学
 

2 
71
 

10
/3
1 

SI
CE
 産

業
応
用
部
門
大
会
 O
S：
制
御
部
門
/国

際
標
準
化
委
員
会

/産
業
応
用
部
門
合
同
 O
S 
企
画
 

東
京
工
業
大
学
 

7 
－
 

11
/9
 

第
62

回
自
動
制
御
連
合
講
演
会

OS
：
Io
T 
時
代
に
向
け
た
離
散

事
象
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
制
御
(1
)-
(4
)（

Io
T 
時
代
に

向
け
た
イ
ベ
ン
ト
ベ
ー
ス
ト
制
御
調
査
研
究
委
員
会
）
 

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
 

17
 

－
 

11
/9
 

第
62

回
自
動
制
御
連
合
講
演
会

OS
：
ロ
ジ
ッ
ク
や
モ
デ
ル
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
を
陽
に
含
む
制
御
系
の
解
析
・
設
計
 

（
制
御
理
論
部
会
，
真
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
追
求
に
よ
る
次
世

代
シ
ス
テ
ム
制
御
理
論
調
査
研
究
会
）
 

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
 

9 
－
 

11
/9
 

第
62

回
自
動
制
御
連
合
講
演
会

OS
：
未
来
社
会
に
向
け
た
制
御

技
術
・
制
御
理
論
（
制
御
理
論
部
会
，
Cy
be
r-
Ph
ys
ic
al
 &
 H
um
an
 

Sy
st
em
s 
調
査
研
究
会
，
超
ス
マ
ー
ト
社
会
実
現
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
制
御
調
査
研
究
会
）
 

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
 

8 
－
 

11
/8
 

～
10
 

第
62

回
自
動
制
御
連
合
講
演
会

OS
：
ス
マ
ー
ト
・
適
応
制
御
技

術
の
理
論
と
応
用
（
デ
ー
タ
科
学
と
リ
ン
ク
し
た
次
世
代
の
適
応

学
習
制
御
調
査
研
究
会
）
 

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
 

8 
－
 

11
/1
0 

第
62

回
自
動
制
御
連
合
講
演
会

OS
：
宇
宙
機
・
航
空
機
の
制
御
 ―

理
論
か
ら
応
用
―
（
航
法
誘
導
制
御
技
術
調
査
研
究
会
）
 

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
 

9 
－
 

11
/1
0 

第
62

回
自
動
制
御
連
合
講
演
会

OS
：
機
械
学
習
と
調
和
す
る
制

御
理
論
（
機
械
学
習
と
調
和
す
る
制
御
理
論
調
査
研
究
会
）
 

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
 

9 
－
-  

11
/1
0 

第
62

回
自
動
制
御
連
合
講
演
会
 ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
制
御
理
論

の
最
前
線
と
そ
の
応
用
（
真
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
追
求
に
よ
る

次
世
代
シ
ス
テ
ム
制
御
理
論
調
査
研
究
会
）
 

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
 

5 
－
 

11
/1
0 

第
62

回
自
動
制
御
連
合
講
演
会

OS
：
 確

率
シ
ス
テ
ム
制
御
理
論

の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
目
指
し
て
（
真
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
追

求
に
よ
る
次
世
代
シ
ス
テ
ム
制
御
理
論
調
査
研
究
会
）
 

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
 

12
 

－
 

11
/2
1 

SI
CE

セ
ミ
ナ
ー
：
モ
デ
ル
予
測
制
御
～
最
適
制
御
の
基
礎
か
ら
応

用
事
例
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ツ
ー
ル
ま
で
～
（
事
業
委
員
会
）
 

新
大
阪
丸
ビ
ル
別
館
 

1 
58
 

11
/2
8 

〜
29
 

見
学
会
（
制
御
技
術
部
会
）
 

日
本
製
鋼
所
 室

蘭
製

作
所
 

－
 

10
 

12
/2
6 

講
義
会
（
デ
ー
タ
科
学
と
リ
ン
ク
し
た
次
世
代
の
適
応
学
習
制
御

調
査
研
究
会
）
 

統
計
数
理
研
究
所
 

2 
10
1 

12
/5
 

NO
LT
A 
20
19
 O
S：
Re
ce
nt
 D
ev
el
op
me
nt
 o
f 
No
nl
in
ea
r 
Co
nt
ro
l 

Th
eo
ry
 a
nd
 I
ts
 A
pp
li
ca
ti
on
（
真
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
追

求
に
よ
る
次
世
代
シ
ス
テ
ム
制
御
理
論
調
査
研
究
会
）
 

Be
rj
ay
a 
Ti
me
s 

Sq
ua
re
 H
ot
el
 ク

ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
 

6 
－
 

12
/1
0 

IE
EE
 C
DC
 2
01
9 
OS
：
Sy
st
em
s 
an
d 
Co
nt
ro
l 
fo
r 
Sm
ar
t 
So
ci
et
y 

an
d 
Cy
be
r-
Ph
ys
ic
al
 a
nd
 H
um
an
 S
ys
te
ms
（
Cy
be
r-
Ph
ys
ic
al
 

& 
Hu
ma
n 
シ
ス
テ
ム
調
査
研
究
会
，
超
ス
マ
ー
ト
社
会
実
現
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
制
御
調
査
研
究
会
）
 

Ac
ro
po
li
s 

Co
nv
en
ti
on
 a
nd
 

Ex
hi
bi
ti
on
 C
en
te
r 
 

ニ
ー
ス
 

8 
－
 

12
/1
0 

〜
11
 

SI
CE

セ
ミ
ナ
ー
：
モ
デ
ル
ベ
ー
ス
ト
制
御
系
設
計
〜
モ
デ
リ
ン
グ

か
ら
制
御
系
設
計
ま
で
を
系
統
的
に
学
ぶ
〜
（
事
業
委
員
会
）
 

慶
應
義
塾
大
学
 

2 
56
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12
/2
6 

第
5
回
 D
ML
 L
ec
tu
re
：
 非

線
形
制
御
（
機
械
学
習
と
調
和
す
る

制
御
理
論
調
査
研
究
会
）
 

NT
T
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
 田

町
グ
ラ
ン

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
 

1 
24
 

シ
ス
テ
ム
･情

報
部
門
 

1/
28
 

～
29
 

第
31

回
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

国
立
民
族
博
物
館
 

51
 

94
 

3/
6～

7 
第

46
回
知
能
シ
ス
テ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

龍
谷
大
学
 

39
 

79
 

3/
9 

第
61

回
シ
ス
テ
ム
工
学
部
会
研
究
会
 

防
衛
大
学
校
 

18
 

34
 

3/
14
 

～
15
 

第
65

回
離
散
事
象
シ
ス
テ
ム
研
究
会
 

福
井
大
学
 

3 
61
 

3/
14
 

～
15
 

第
2
回
分
子
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
年
次
大
会
 

東
京
工
業
大
学
 

66
 

10
0  

3/
16
 

ス
マ
ー
タ
ー
ワ
ー
ル
ド
調
査
研
究
会
第

11
回
研
究
会
 

沖
縄
県
青
年
会
館
 

3 
14
 

3/
17
 

～
19
 

第
18

回
社
会
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
ホ
テ

ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
沖
縄
 

45
 

69
 

5/
25
 

～
26
 

ス
マ
ー
タ
ー
ワ
ー
ル
ド
調
査
研
究
会
第

12
回
研
究
会
 

同
志
社
び
わ
こ
リ
ト

リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

13
 

15
 

6/
5 

第
65

回
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
ひ
ろ
し
ま
 

2 
20
 

6/
8～

9 
境
界
と
関
係
性
を
視
座
と
す
る
シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
 

調
査
研
究
会
第

1
回
例
会
 

同
志
社
び
わ
こ
リ
ト

リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

14
 

16
 

6/
29
 

～
30
 

第
15

回
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
 

研
究
会
 

慶
應
義
塾
大
学
 

14
 

46
 

8/
3 

第
13

回
ス
マ
ー
タ
ー
ワ
ー
ル
ド
調
査
研
究
会
 

電
中
研
大
手
町
地
区
 

2 
18
 

8/
18
 

～
19
 

第
20

回
社
会
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

マ
ホ
ロ
バ
マ
イ
ン
ズ

三
浦
 

48
 

57
 

8/
30
 

第
66

回
離
散
事
象
シ
ス
テ
ム
研
究
会
 

斜
里
町
公
民
館
 

ゆ
め
ホ
ー
ル
知
床
 

7 
9 

8/
31
 

BI
OM
OD

日
本
大
会
 

東
京
大
学
生
産
技
術

研
究
所
 

5 
46
 

8/
31
 

～
9/
2 

第
25

回
 創

発
シ
ス
テ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

(創
発
夏
の
学
校

20
19
) 
 

公
立
諏
訪
 

東
京
理
科
大
学
 

5 
31
 

11
/2
 

第
14

回
 ス

マ
ー
タ
ー
ワ
ー
ル
ド
調
査
研
究
会
 

同
志
社
大
学
 

10
 

12
 

11
/2
2 

第
65

回
 自

律
分
散
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

TK
P 
千
葉
駅
東
口
 

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
 

1 
33
 

11
/2
2 

CI
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

千
葉
大
学
 

1 
12
 

11
/2
3 

～
25
 

シ
ス
テ
ム
・
情
報
部
門
学
術
講
演
会
 S
SI
20
19
 

千
葉
大
学
 

27
7 

38
6 

12
/2
0 

第
16

回
 C
I
研
究
会
 

近
畿
大
学
 

11
 

31
 

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
 

(2
01
8)
 

12
/1
3 

～
15
 

第
19

回
 計

測
自
動
制
御
学
会
 

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
講
演
会
(S
I2
01
8)
 

大
阪
工
業
大
学
 

梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

84
7  

13
65
 

1/
14
 

～
16
 

20
19
 
IE
EE
/S
IC
E 

In
te
rn
at
io
na
l 

mp
os
iu
m 

on
 
Sy
st
em
 

In
te
gr
at
io
n(
SI
I2
01
9)
 

So
rb
on
ne
 

Un
iv
er
si
ty
 

(P
ar
is
, 
Fr
an
ce
) 

14
0 

24
6 

2/
23
 

第
14
 回

ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ラ
ピ
ー
部
会
 

研
究
成
果
学
生
発
表
会
(ロ

ボ
ッ
ト
・
セ
ラ
ピ
ー
部
会
) 

拓
殖
大
学
文
教
 

キ
ャ
ン
パ
ス
 

4 
14
 

2/
23
 

福
祉
工
学
部
会
主
催
運
営
委
員
会
(福

祉
工
学
部
会
) 

鉄
道
弘
済
会
義
肢
装
具
 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

0 
5 

 

3/
14
 

～
15
 

第
13

回
内
部
観
測
研
究
会
 

第
32

回
計
測
自
動
制
御
学
会

SI
部
門
共
創
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究

会
(共

創
シ
ス
テ
ム
部
会
) 

早
稲
田
大
学
 

西
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

17
 

29
 

3/
14
 

～
15
 

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
シ
ン
ポ
ジ
ア
(部

門
共
同
主
催
) 

宇
奈
月
温
泉
 

や
ま
の
は
 

94
 

－
 

3/
29
 

～
30
 

20
19

年
第

1
回
医
工
融
合
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

(医
工
融
合
シ
ス
テ
ム
部
会
) 

九
州
大
学
西
新
プ
ラ

ザ
九
州
大
学
伊
都
 

キ
ャ
ン
パ
ス
 

2 
4 

4/
6 

第
49

回
望
遠
鏡
お
よ
び
観
測
装
置
会
議
 

(天
体
観
測
技
術
部
会
) 

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
京
都
 

9 
41
 

4/
25
 

福
祉
工
学
部
会
 

情
報
交
換
会
・
第

2
回
(福

祉
工
学
部
会
) 

産
業
技
術
研
究
所
 

柏
セ
ン
タ
ー
 

4 
7 

6/
6 

20
19

年
度
 ス

ワ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
部
会
 

第
1
回
運
営
委
員
会
(ス

ワ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
部
会
) 

広
島
国
際
会
議
場
 

－
 

－
 

6/
22
 

ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ラ
ピ
ー
部
会
第

1
回
研
究
会
 

(ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ラ
ピ
ー
部
会
) 

拓
殖
大
学
文
教
 

キ
ャ
ン
パ
ス
 

－
 

－
 

6/
28
 

ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
応
用
部
会
研
究
会
 

(ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
応
用
部
会
) 

山
梨
大
学
 

－
 

－
 

7/
27
 

第
50

回
 望

遠
鏡
お
よ
び
観
測
装
置
会
議

（
天
体
観
測
技
術
部
会
）
 

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
京
都
 

12
 

41
 

7/
29
 

～
8/
2 

RT
 ミ

ド
ル
ウ
エ
ア
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
 

(R
T
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
会
) 

産
業
技
術
総
合
研
究
所

つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
 

中
央
第
一
 

7 
19
 

9/
3 

講
習
会
「
高
分
子
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
入
門
 

第
3
回
：
誘
電
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
編

20
19
 

（
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
応
用
部
会
）
 

電
気
通
信
大
学
 

3 
44
 

9/
4 

RS
J 
OS
 人

工
筋
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
・
セ
ン
サ
シ
ス
テ
ム
 

（
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
応
用
部
会
）
 

早
稲
田
大
学
 

早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

5 
30
 

9/
4 

RS
J 
OS
 ロ

ボ
ッ
ト
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
 内

特
別
講
演
 

(マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
会
) 

早
稲
田
大
学
 

早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

1 
15
0 

9/
14
 

福
祉
工
学
部
会
運
営
委
員
会
（
福
祉
工
学
部
会
）
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

－
 

3 

10
/2
5 

特
別
講
演
会
「
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
身
体
」
 

（
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
部
会
）
 

お
り
づ
る
タ
ワ
ー
 

3 
29
 

11
/6
 

SI
CE
 L
un
ch
 S
em
in
ar
（
マ
カ
オ
）
 

Ve
ne
ti
an
 M
ac
ao
 

1 
40
 

11
/2
1 

特
別
講
演
会
「
生
物
の
構
造
と
生
態
」（

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
部
会
）
 

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

カ
フ
ェ
福
岡
 

2 
16
 

11
/2
9 

第
33

回
共
創
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
（
共
創
シ
ス
テ
ム
部
会
）
 

関
西
学
院
大
学
大
阪

梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

2 
12
 

12
/4
 

第
34

回
共
創
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
（
共
創
シ
ス
テ
ム
部
会
）
 

東
京
工
業
大
学
 

2 
19
 

12
/7
 

レ
ス
キ
ュ
ー
工
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
レ
ス
キ
ュ
ー
工
学
部
会
）
 

都
立
産
業
技
術
高
専
 

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
 

2 
81
 

12
/8
 

マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
冬
の
学
校
(マ

ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
会
) 

明
治
大
学
 

駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
 

5 
88
 

12
/1
1 

触
覚
部
会
触
覚
若
手
の
会
第

9
回
集
会
招
待
講
演
（
触
覚
部
会
）
 

高
松
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
 

3 
13
 

12
/1
2 

ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
応
用
部
会
 研

究
会
/講

演
会
 

（
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
応
用
部
会
）
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
 

1 
41
 

12
/1
2 

SI
20
19
 O
S「

触
覚
・
力
覚
」
 キ

ー
ノ
ー
ト
講
演
（
触
覚
部
会
）
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
 

1 
10
0 

12
/1
4 

ス
ワ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
部
会
第

2
回
運
営
委
員
会
 

（
ス
ワ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
部
会
）
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
 

－
 

9 

12
/2
3 

20
19

年
度
自
動
化
シ
ス
テ
ム
見
学
会
 

デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

本
社
 

2 
12
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12
/2
3 

第
2
回
 医

工
学
融
合
シ
ス
テ
ム
部
会
研
究
会
 

（
医
工
学
融
合
シ
ス
テ
ム
部
会
）
 

千
葉
大
学
 

2 
4 

産
業
応
用
部
門
 

2/
13
 

勉
強
会
  
洋
上
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ﾌﾟ
ﾗﾝ
ﾄの

紹
介
（
計
装
技
術
交
流
部
会
）
 

SI
CE

会
議
室
 

1 
9 

3/
7 

制
御
部
門

MS
CS
20
19

で
の
産
業
応
用
部
門
招
待

OS
 

（
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
）
 

熊
本
大
学
 

5 
20
 

3/
25
 

勉
強
会
 
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い

AI
 （

計
装
技
術
交
流
部
会
）
 

SI
CE

会
議
室
 

1 
11
 

5/
15
 

勉
強
会
 
OP
A 
の
最
近
動
向
（
計
装
技
術
交
流
部
会
）
 

SI
CE

会
議
室
 

1 
24
 

7/
12
 

新
た
な
価
値
創
造

WG
 

（
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
）
 

村
田
機
械
東
京
支
社
 

1 
17
 

8/
8 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

岡
山
大
学
 

8 
18
 

8/
28
 

新
た
な
価
値
創
造

WG
 

（
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
）
 

SI
CE

会
議
室
 

1 
15
 

9/
4 

よ
く
知
る
会
 
医
療
機
器
開
発
に
お
け
る
計
測
と
制
御
 

（
計
装
技
術
交
流
部
会
）
 

東
京
医
科
歯
科
大
学
 

1 
14
 

9/
4 

新
た
な
価
値
創
造

WG
 

（
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
）
 

SI
CE

会
議
室
 

1 
15
 

9/
10
 

安
全

TF
公
開
サ
ロ
ン
「
プ
ロ
セ
ス
産
業
の
次
世
代
計
装
に
相
応
し

い
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
考
え
る
」 （

計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
） 

広
島
大
学
 

4 
30
 

9/
11
 

SI
CE
20
19
 J
EM
IM
A
ス
ポ
ン
サ
ー
プ
レ
ナ
リ
ー
講
演
「
Di
gi
ta
l 

In
du
st
ri
al
 A
ut
om
at
io
n 
Co
nt
ro
l 
Sy
st
em
s 
To
wa
rd
s 
Sm
ar
t 

So
ci
et
y」

 

（
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
）
 

広
島
大
学
 

1 
10
0  

9/
12
 

SI
CE
 
20
19
 
ス

ペ
シ

ャ
ル

セ
ッ

シ
ョ

ン
「

In
te
rn
at
io
na
l 

Sy
mp
os
iu
m 

on
 
Sm
ar
t 

Ma
nu
fa
ct
ur
in
g 

an
d 

In
du
st
ri
al
 

Ne
tw
or
k 
20
19
」
 

（
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
）
 

広
島
大
学
 

2 
30
 

9/
12
 

～
13
 

SI
CE
 2
01
9 
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会

OS
「
Su
st
ai
na
bl
e 

an
d 
Co
op
er
at
iv
e 
Da
ta
 E
xc
ha
ng
e 
in
 I
nd
us
tr
ia
l 
Co
nt
ro
l 

Sy
st
em
s 
an
d 
Ne
tw
or
ks
」（

計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
）
 

広
島
大
学
 

11
 

30
 

10
/2
 

新
た
な
価
値
創
造

WG
 

（
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
）
 

SI
CE

会
議
室
 

1 
14
 

10
/3
1 

産
業
応
用
部
門
大
会
 

計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

流
体
計
測
制
御
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

東
京
工
業
大
学
 

20
 

53
 

11
/2
0 

新
た
な
価
値
創
造

WG
 

（
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
）
 

SI
CE

会
議
室
 

1 
9 

12
/1
8 

新
た
な
価
値
創
造

WG
 

（
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
）
 

SI
CE

会
議
室
 

1 
20
 

ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
 

8/
23
 

～
25
 

ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
19
 

Ke
yn
ot
e 
Le
ct
ur
e 
4
件
，
一
般
演
題

10
7
件
  

As
ia
 H
ot
el
 

バ
ン
コ
ク
, 
タ
イ
 

10
7 

13
2 

北
海
道
支
部
 

3/
7～

8 
第

51
回
計
測
自
動
制
御
学
会
北
海
道
支
部
学
術
講
演
会
 

北
海
道
大
学
 

31
 

65
 

3/
7 

計
測
自
動
制
御
学
会
北
海
道
支
部
主
催
特
別
講
演
会
 

講
師
：
An
ir
ba
n 
Gu
ha

氏
(イ

ン
ド
工
科
大
学
ボ
ン
ベ
イ
校
) 

北
海
道
大
学
 

1 
30
 

東
北
支
部
 

2/
22
 

第
32
1
回
 S
IC
E
東
北
支
部
研
究
集
会
 

東
北
大
学
 

6 
9 

2/
22
 

SI
CE

東
北
支
部
特
別
講
演
会
 

東
北
大
学
 

6 
18
 

5/
31
 

第
32
2
回
 S
IC
E
東
北
支
部
研
究
集
会
 

岩
手
大
学
 

6 
22
 

6/
28
 

第
32
3
回
 S
IC
E
東
北
支
部
研
究
集
会
 

八
戸
工
業
大
学

 
8 

21
 

7/
17
 

第
32
4
回
 S
IC
E
東
北
支
部
研
究
集
会
 

秋
田
大
学
 

8 
20
 

 

10
/1
8 

第
32
5
回
 S
IC
E
東
北
支
部
研
究
集
会
 

山
形
大
学
 

5 
9 

11
/5
 

第
32
6
回
 S
IC
E
東
北
支
部
研
究
集
会
 

会
津
大
学
 

14
 

30
 

12
/1
6 

第
32
7
回
 S
IC
E
東
北
支
部
研
究
集
会
 

東
北
大
学
 

31
 

85
 

中
部
支
部
 

1/
26
 

中
部
支
部
第

50
期
支
部
会
議
・
特
別
講
演
会
 

名
古
屋
大
学
 

1  
23
 

3/
18
 

第
16
5
回
教
育
工
学
研
究
会
 

大
同
大
学
 

13
 

21
 

4/
9  

第
1
回
講
演
会
 統

合
知
能
メ
カ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員
会
 

岐
阜
大
学
 

1  
42
 

5/
29
 

有
料
講
習
会
「
RO
S
入
門
」
 

信
州
大
学
 

上
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

－
 

15
 

8/
9 

第
2
回
 統

合
知
能
メ
カ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員
会
講
演
会
 

岐
阜
大
学
 

1 
30
 

9/
12
 

第
11
9
回
「
電
機
計
測
制
御
技
術
」
ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
 

名
古
屋
工
業
大
学
 

1 
77
 

9/
13
 

第
16
6
回
 教

育
工
学
研
究
会
 

大
同
大
学
 

4 
12
 

9/
24
 

中
部
支
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

信
州
大
学
 

39
 

90
 

10
/1
1 

第
12
0
回
「
電
機
計
測
制
御
技
術
」
ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
 

名
古
屋
工
業
大
学
 

1 
61
 

10
/1
8 

中
部
支
部

50
周
年
記
念
講
演
会
 

名
古
屋
工
業
大
学
 

1 
11
3 

10
/1
9 

中
部
支
部

50
周
年
記
念
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
 

名
古
屋
工
業
大
学
 

3 
55
 

11
/2
6 

講
習
会
「
機
械
学
習
」
 

豊
橋
技
術
科
学
大
学
 

 
21
 

11
/3
0 

第
12
1
回
「
電
機
計
測
制
御
技
術
」
ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
 

中
部
大
学
 

恵
那
研
修
セ
ン
タ
ー
 

7 
96
 

12
/1
6 

信
州
地
区
計
測
制
御
研
究
委
員
会
 

信
州
大
学
 

2 
53
 

北
陸
支
部
 

1/
18
 

北
陸
支
部
講
演
会
 

「
医
療
福
祉
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
お
け
る
計
測
制
御
技
術
の
役
割
」

講
師
：
鈴
木
 亮

一
 氏

(金
沢
工
業
大
学
) 

IT
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
 

武
蔵
 

1 
15
 

3/
2 

平
成

30
年
度
 北

陸
地
区
学
生
に
よ
る
研
究
発
表
会
(共

催
) 

富
山
高
等
専
門
学
校
 

90
 

12
8 

3/
2 

日
本
機
械
学
会
北
陸
信
越
支
部
 

第
56

期
 総

会
・
講
演
会
(共

催
) 

富
山
大
学
 

21
0  

35
3 

3/
8 

第
1
回
 北

陸
支
部
講
演
会
 

「
Pn
eu
ma
ti
c 

Co
nt
in
uu
m 

Ma
ni
pu
la
to
rs
- 

Mo
de
li
ng
 
an
d 

Mo
de
l-
ba
se
d 
Co
nt
ro
l」

 

講
師
：
Ol
iv
er
 S
aw
od
ny
 氏

(S
tu
tt
ga
rt

大
学
) 

金
沢
工
業
大
学
 

1 
34
 

7/
19
 

第
2
回
 北

陸
支
部
講
演
会
 

「
労
働
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
次
世
代
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
」
講
師
：
西
田
 健

 氏
（
九
州
工
業
大
学
）
 

金
沢
大
学
 

1 
31
 

8/
31
 

～
9/
1 

20
19

年
度
電
気
・
情
報
関
係
学
会
北
陸
支
部
連
合
大
会
（
主
催
）
 

石
川
工
業
 

高
等
専
門
学
校
 

19
5 

35
2 

8/
31
 

20
19

年
度
電
気
・
情
報
関
係
学
会
北
陸
支
部
連
合
大
会
招
待
講

演
・
北
陸
支
部
講
演
会
「
神
経
・
筋
骨
格
系
を
も
つ

2
足
歩
行
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
と
そ
の
応
用
」
 

講
師
：
 内

藤
 尚

 氏
（
金
沢
大
学
）
 

石
川
工
業
 

高
等
専
門
学
校
 

1 
20
 

11
/1
 

第
3
回
 北

陸
支
部
講
演
会
 

「
医
療
と
福
祉
に
お
け
る
工
学
」
 

講
師
：
藤
川
 智

彦
 氏

（
大
阪
電
気
通
信
大
学
）
 

富
山
県
立
大
学
 

1 
40
 

11
/2
2 

第
4
回
 北

陸
支
部
講
演
会
 

「
7
万
本
の
縞
を
数
え
る
-水

月
湖
の
年
縞
か
ら
見
た
、
気
候
変
動

の
過
去
・
現
在
・
未
来
-」

 

講
師
：
中
川
 毅

 氏
（
立
命
館
大
学
）
 

福
井
大
学
 

1 
39
 

11
/1
2 

Ma
tc
hi
ng
 H
UB
 K
an
az
aw
a 
20
19
 A
ut
um
n（

後
援
）
 

主
催
：
北
陸
科
学
技
術
先
端
大
学
院
大
学
（
JA
IS
T）

 

産
学
官
連
携
総
合
推
進
セ
ン
タ
ー
 

AN
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
 

ホ
テ
ル
金
沢
 

26
3  

14
31
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12
/6
 

第
5
回
 北

陸
支
部
講
演
会
「
音
の
信
号
処
理
」
 

講
師
：
金
田
 豊

 氏
（
東
京
電
機
大
学
）
 

富
山
県
立
大
学
 

1 
51
 

12
/7
 

日
本
生
体
医
工
学
会
北
陸
支
部
講
演
会
（
共
催
）
 

金
沢
工
業
大
学
 

13
 

43
 

関
西
支
部
 

1/
21
 

シ
ス
テ
ム
制
御
情
報
学
会
若
手
研
究
発
表
会
 

大
阪
工
業
大
学
 

59
 

11
2 

中
国
支
部
 

1/
25
 

特
別
講
演
会
 

岡
山
大
学
 

1 
43
 

8/
8 

SI
CE

産
業
応
用
部
門
計
測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
主
催
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
共
催
）
 

岡
山
大
学
 

1 
18
 

11
/2
3 

中
国
支
部
学
術
講
演
会
 

岡
山
大
学
 

60
 

12
0 

11
/2
8 

情
報
処
理
学
会
中
国
支
部
主
催
講
演
会
（
共
催
）
 

岡
山
大
学
 

1 
61
 

12
/6
 

情
報
処
理
学
会
中
国
支
部
主
催
講
習
会
（
共
催
）
 

島
根
大
学
 

1 
35
 

四
国
支
部
 

12
/7
 

SI
CE

四
国
支
部
学
術
講
演
会

20
19
 

高
知
工
業
高
等
 

専
門
学
校
 

58
 

93
 

九
州
支
部
 

6/
8 

制
御
理
論
と
応
用
に
関
す
る
研
究
会
 

北
九
州
市
立
大
学
 

小
倉
サ
テ
ラ
イ
ト
 

キ
ャ
ン
パ
ス
 

2 
13
 

10
/3
1 

SI
CE

九
州
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

福
岡
天
神

NK
ビ
ル
 

3 
21
 

11
/3
0 

第
38

回
 計

測
自
動
制
御
学
会
九
州
支
部
学
術
講
演
会
 

宮
崎
大
学
 

56
 

90
 

12
/2
1 

制
御
理
論
と
応
用
に
関
す
る
研
究
会
 

ア
ク
ロ
ス
福
岡
 

2 
15
 

  2．
調
査
・
研
究
及
び
資
料
収
集
 

 

実
施
時
期
 

書
名
、
特
集
な
ど
の
名
称
 

記
事
･論

文
件
数
な
ど
 

総
 

ペ
ー
ジ
 

発
行
 

部
数
 

会
誌
出
版
委
員
会
 

1
月
 

計
測
と
制
御
 
第

58
巻
第

1
号
 

ミ
ニ
特
集
：
魚
釣
り
に
見
る
動
態
と
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
 

特
別
企
画
：
新
た
な
自
動
車
技
術
を
創
造
す
る
産
学
連
携

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
 

1 8
 

78
 

5,
92
0  

2
月
 

計
測
と
制
御
 
第

58
巻
第

2
号
 

ミ
ニ
特
集
：
ヘ
ル
ス
ケ
ア

Io
T
セ
ン
シ
ン
グ
と
健
康
リ
ス

ク
の
予
測
と
制
御
 

15
 

72
 

6,
00
0  

3
月
 

計
測
と
制
御
 
第

58
巻
第

3
号
 

特
集
：
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
と
機
械
学
習
の
融
合
に
挑
む
 

15
 

80
 

5,
92
0  

4
月
 

計
測
と
制
御
 
第

58
巻
第

4
号
 

特
集
：
分
子
シ
ス
テ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
と
制
御
～
分
子
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
に
お
け
る
制
御
工
学
の
役
割
～
 

16
 

92
 

5,
90
0  

5
月
 

計
測
と
制
御
 
第

58
巻
第

5
号
 

特
集
：
新
た
な
時
代
を
迎
え
た
国
際
単
位
系
（
SI
）
－
基

礎
物
理
定
数
に
よ
る
基
本
単
位
の
定
義
改
定
，
さ

ら
ば
キ
ロ
グ
ラ
ム
原
器
－
 

17
 

82
 

5,
90
0  

6
月
 

計
測
と
制
御
 
第

58
巻
第

6
号
 

特
集
：
行
動
変
容
－
工
学
へ
の
期
待
・
工
学
か
ら
の
期
待
 

16
 

80
 

5,
88
0  

7
月
 

計
測
と
制
御
 
第

58
巻
第

7
号
 

特
集
：
医
用
画
像
の
基
礎
と
新
展
開
 

20
 

94
 

5,
88
0 

 

8
月
 

計
測
と
制
御
 
第

58
巻
第

8
号
 

特
集
：
So
ci
et
y 
5.
0
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
制
御
技
術
 

17
 

96
 

5,
90
0 

9
月
 

計
測
と
制
御
 
第

58
巻
第

9
号
 

特
集
：
So
ci
et
y 
5.
0
の
た
め
の
デ
ー
タ
解
析
と
最
適
化
 

15
 

68
 

5,
91
0 

10
月
 

計
測
と
制
御
 
第

58
巻
第

10
号
 

特
集
：
ソ
フ
ト
ロ
ボ
ッ
ト
機
構
の
発
祥
と
展
開
 

24
 

88
 

5,
91
0  

11
月
 

計
測
と
制
御
 
第

58
巻
第

11
号
 

特
集
：
文
化
財
の
内
部
を
探
る
計
測
技
術
 

15
 

74
 

6,
00
0  

12
月
 

計
測
と
制
御
 
第

58
巻
第

12
号
 

特
集
：
制
御
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
現
状
と
対
策
に

関
す
る
課
題
 

13
 

88
 

6,
00
0 

論
文
集
委
員
会
 

和
文
論
文
集
（
計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
）
 

－
 

発
行
回
数
：
12

回
 

総
ペ
ー
ジ
数
：
84
6
ペ
ー
ジ
 

総
投
稿
論
文
数
：
11
9 

購
読
数
：
85
9 

－
 

－
 

－
 

1
月
 

計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
 
Vo
l.
55
(2
01
9)
，
No
.1
 

特
集
：
第

18
回
計
測
自
動
制
御
学
会
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
講
演
会
 

特
集
号
論
文
：
6
編
 

一
般
論
文
：
4
編
 

84
 

1,
12
0 

2
月
 

計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
 
Vo
l.
55
(2
01
9)
，
No
.2
 

一
般
論
文
：
7
編
 

ｼｮ
ｰﾄ
・
ﾍﾟ
ｰﾊ
ﾟｰ
：
1
編
 

62
 

1,
12
0 

3
月
 

計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
 
Vo
l.
55
(2
01
9)
，
No
.3
 

特
集
：
第

5
回
制
御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

論
文
特
集
号
 

特
集
号
論
文
：
10

編
 

ｼｮ
ｰﾄ
・
ﾍﾟ
ｰﾊ
ﾟｰ
：
1
編
 

一
般
論
文
：
1
編
 

98
 

1,
12
0 

4
月
 

計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
 
Vo
l.
55
(2
01
9)
，
No
.4
 

一
般
論
文
：
10

編
 

86
 

1,
12
0 

5
月
 

計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
 
Vo
l.
55
(2
01
9)
，
No
.5
 

一
般
論
文
：
7
編
 

62
 

1,
12
0 

6
月
 

計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
 
Vo
l.
55
(2
01
9)
，
No
.6
 

一
般
論
文
：
4
編
 

ｼｮ
ｰﾄ
・
ﾍﾟ
ｰﾊ
ﾟｰ
：
1
編
 

36
 

1,
12
0 

7
月
 

計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
 
Vo
l.
55
(2
01
9)
，
No
.7
 

一
般
論
文
：
6
編
 

56
 

1,
12
0 

8
月
 

計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
 
Vo
l.
55
(2
01
9)
，
No
.8
 

一
般
論
文
：
4
編
 

ｼｮ
ｰﾄ
･ﾍ
ﾟｰ
ﾊﾟ
ｰ：

1
編
 

34
 

1,
11
0 

9
月
 

計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
 
Vo
l.
55
(2
01
9)
，
No
.9
 

特
集
：
LE
20
18

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
特
集
号
 

特
集
号
論
文
：
5
編
 

ｼｮ
ｰﾄ
･ﾍ
ﾟｰ
ﾊﾟ
ｰ：

1
編
 

一
般
論
文
：
2
編
 

ｼｮ
ｰﾄ
･ﾍ
ﾟｰ
ﾊﾟ
ｰ：

1
編
 

66
 

1,
11
0 

10
月
 

計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
 
Vo
l.
55
(2
01
9)
，
No
.1
0 

一
般
論
文
：
8
編
 

78
 

1,
11
0 

11
月
 

計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
 
Vo
l.
55
(2
01
9)
，
No
.1
1 

特
集
：
第

24
回
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
シ
ン
ポ
ジ
ア
特
集
号
 

特
集
号
論
文
：
12

編
 

一
般
論
文
：
2
編
 

12
0 

1,
11
0 

12
月
 

計
測
自
動
制
御
学
会
論
文
集
 
Vo
l.
55
(2
01
9)
，
No
.1
2 

一
般
論
文
：
7
編
 

64
 

1,
11
0 

英
文
論
文
集
（
JC
MS
I）

 

－
 

発
行
回
数
：
6
回
 

総
ペ
ー
ジ
数
：
24
8
ペ
ー
ジ
 

総
論
文
投
稿
数
：
44
 

購
読
数
：
32
7 

－
 

－
 

－
 

1
月
 

SI
CE
 J
ou
rn
al
 o
f 
Co
nt
ro
l,
 M
ea
su
re
me
nt
, 
an
d 

Sy
st
em
 I
nt
eg
ra
ti
on
 
Vo
l.
12
(2
01
9)
，
No
.1
 

一
般
論
文
：
4
編
 

38
 

42
0 

3
月
 

SI
CE
 J
ou
rn
al
 o
f 
Co
nt
ro
l,
 M
ea
su
re
me
nt
, 
an
d 

一
般
論
文
：
3
編
 

28
 

42
0 

- 54 -



 

Sy
st
em
 I
nt
eg
ra
ti
on
 
Vo
l.
12
(2
01
9)
，
No
.2
 

5
月
 

SI
CE
 J
ou
rn
al
 o
f 
Co
nt
ro
l,
 M
ea
su
re
me
nt
, 
an
d 

Sy
st
em
 I
nt
eg
ra
ti
on
 
Vo
l.
12
(2
01
9)
，
No
.3
 

Sp
ec
ia
l 
Is
su
e 
on
 S
IC
E 
An
nu
al
 C
on
fe
re
nc
e 
20
18
 

特
集
号
論
文
：
7
編
 

一
般
論
文
：
1
編
 

66
 

42
0 

７
月
 

SI
CE
 J
ou
rn
al
 o
f 
Co
nt
ro
l,
 M
ea
su
re
me
nt
, 
an
d 

Sy
st
em
 I
nt
eg
ra
ti
on
 
Vo
l.
12
(2
01
9)
，
No
.4
 

Sp
ec
ia
l 
Is
su
e 
on
 F
un
da
me
nt
al
s 
an
d 
Ap
pl
ic
at
io
ns
 

of
 S
ma
rt
 S
en
si
ng
 

特
集
号
論
文
：
3
編
 

一
般
論
文
：
2
編
 

40
 

42
0 

9
月
 

SI
CE
 J
ou
rn
al
 o
f 
Co
nt
ro
l,
 M
ea
su
re
me
nt
, 
an
d 

Sy
st
em
 I
nt
eg
ra
ti
on
 
Vo
l.
12
(2
01
9)
，
No
.5
 

一
般
論
文
：
5
編
 

42
 

42
0 

11
月
 

SI
CE
 J
ou
rn
al
 o
f 
Co
nt
ro
l,
 M
ea
su
re
me
nt
, 
an
d 

Sy
st
em
 I
nt
eg
ra
ti
on
 
Vo
l.
12
(2
01
9)
，
No
.6
 

一
般
論
文
：
4
編
 

34
 

42
0 

制
御
部
門
 

3
月
 

計
測
と
制
御
 V
ol
.5
8.
 N
o.
3 
特
集
「
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
と

機
械
学
習
の
融
合
に
挑
む
」
(機

械
学
習
と
調
和
す
る
制
御

理
論
 調

査
研
究
会
)  

10
件
 

56
 

－
 

8
月
 

SI
CE
「
計
測
と
制
御
」
特
集
号
「
So
ci
et
y5
.0

の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
制
御
技
術
」）

 
解
説
記
事
：
9
件
 

－
 

－
 

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
 

1
月
 

SI
CE

論
文
集
特
集
号
「
第

18
回
 計

測
自
動
制
御
学
会
 シ

ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
講
演
会
 特

集
号
」
 

6
件
 

84
 

－
 

産
業
応
用
部
門
 

12
/1
0 

第
58

巻
第

12
号
（
20
19

年
12

月
発
行
）
特
集
号
 

「
制
御
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
現
状
と
対
策
に
関
す

る
課
題
」
 

9 
45
 

70
00
 

  3．
技
術
者
の
資
格
認
定
・
付
与
 

 

実
施
月
日
 

認
定
資
格
な
ど
の
名
称
 

合
格
者
名
な
ど
 

開
催
場
所
 

受
験
者

数
 

合
格
者

数
 

教
育
・
認
定
委
員
会
 

4/
22
 

計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
補
認
定
 

（
プ
ロ
セ
ス
新
塾

20
17

年
度
修
了
生
の
資
格
認
定
）
 

理
事
会

 
39
 

39
 

10
/1
9 

計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
）
試
験
 

北
海
道
大
学
 

7 
7 

10
/2
6 

計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
）
試
験
 

SI
CE

事
務
局
 

1 
1 

11
/1
0 

計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
）
試
験
 

九
州
大
学
 

5 
5 

11
/2
8 

計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
認
定
 

理
事
会
 

13
 

13
 

  4．
啓
発
・
普
及
の
た
め
の
体
験
活
動
等
 

 

実
施
時
期
 

行
事
・
事
業
・
会
議
（
・
委
員
会
）
な
ど
名
称
 

開
催
場
所
 

発
表
件

数
 

参
加
者

数
 

事
業
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
 

6/
24
 

横
河
電
機
株
式
会
社
 体

験
セ
ミ
ナ
ー
 

横
河
電
機
(株

) 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 

－
 

－
 

10
/2
5 

ア
ズ
ビ
ル
株
式
会
社
 体

験
セ
ミ
ナ
ー
 

ア
ズ
ビ
ル
株
式
会
社
 

 
7 

11
/1
5 

株
式
会
社
チ
ノ
ー
 体

験
セ
ミ
ナ
ー
 

株
式
会
社
チ
ノ
ー
 

 
17
 

11
/3
0 

産
業
応
用
セ
ミ
ナ
ー
 

北
海
道
大
学
 

6 
20
 

 

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
 

5/
18
 

パ
ス
ト
ー
ン
浅
間
台
ロ
ボ
ッ
ト
介
在
活
動
 

（
ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ラ
ピ
ー
部
会
）
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

パ
ス
ト
ー
ン
浅
間
台
 

－
 
 

5 
 

6/
22
 

パ
ス
ト
ー
ン
浅
間
台
ロ
ボ
ッ
ト
介
在
活
動
 

（
ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ラ
ピ
ー
部
会
）
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

パ
ス
ト
ー
ン
浅
間
台
 

－
 

6 

6/
29
 

つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ

20
19

実
験
走
行
 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

研
究
学
園
駅
周
辺
 

－
 

－
 

7/
27
 

パ
ス
ト
ー
ン
浅
間
台
ロ
ボ
ッ
ト
介
在
活
動
 

（
ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ラ
ピ
ー
部
会
）
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

パ
ス
ト
ー
ン
浅
間
台
 

－
 

6 

8/
16
～
18
 

ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
 

（
レ
ス
キ
ュ
ー
工
学
部
会
）
 

ア
オ
ー
レ
長
岡
 

－
 

－
 

9/
1 

パ
ス
ト
ー
ン
浅
間
台
ロ
ボ
ッ
ト
介
在
活
動
 

（
ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ラ
ピ
ー
部
会
）
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

パ
ス
ト
ー
ン
浅
間
台
 

－
 

4 

9/
6 

RS
NP

を
活
用
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
 

（
RT

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
会
）
 

早
稲
田
大
学
早
稲
田
キ

ャ
ン
パ
ス
 

7 
40
 

9/
14
 

つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ

20
19

実
験
走
行
 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

研
究
学
園
駅
周
辺
 

48
 

チ
ー
ム
 

27
5 

9/
29
 

ロ
ボ
ッ
ト
介
在
活
動
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

パ
ス
ト
ー
ン
浅
間
台
 

－
 

18
 

10
/2
1 

つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ

20
19

実
験
走
行
 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

研
究
学
園
駅
周
辺
 

46
 

チ
ー
ム
 

21
8 

10
/2
2 

つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ

20
19

実
験
走
行
 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

研
究
学
園
駅
周
辺
 

33
 

チ
ー
ム
 

16
5 

10
/1
9 

ロ
ボ
ッ
ト
介
在
活
動
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

パ
ス
ト
ー
ン
浅
間
台
 

－
 

5 

11
/2
 

つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ

20
19

実
験
走
行
 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

研
究
学
園
駅
周
辺
 

42
 

23
0 

11
/8
 

つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ

20
19

実
験
走
行
 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

研
究
学
園
駅
周
辺
 

47
 

25
5 

11
/9
 

つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ

20
19

実
験
走
行
 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

研
究
学
園
駅
周
辺
 

55
 

28
5  

11
/1
0 

つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ

20
19

本
走
行
 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

研
究
学
園
駅
周
辺
 

60
 

35
0 

11
/9
 

ロ
ボ
ッ
ト
介
在
活
動
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

パ
ス
ト
ー
ン
浅
間
台
 

－
 

4 

12
/1
4 

RT
 ミ

ド
ル
ウ
エ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
 

(R
T
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
会
) 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
 

11
 

70
 

ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
 

8/
7～

8 

部
門
共
催
：
 

第
16

回
生
体
医
工
学
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
 

テ
ー
マ
：
Bi
oe
ng
in
ee
ri
ng
 H
ac
ka
th
on
 

In
 生

体
医
工
学
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
 

立
命
館
大
学
 

び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
 

－
 

38
 

北
陸
支
部
 

7/
28
 

福
井
大
学
公
開
講
座
「
親
子
で
学
ぶ
電
波
の
不
思
議
な
世

界
と
ラ
ジ
オ
工
作
」（

協
賛
）
 

福
井
大
学
 

－
 

28
 

8/
21
～
22
 

KI
T
サ
マ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル
 

「
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
を
制
御
し
よ
う
！
」
 

金
沢
工
業
大
学
 

－
 

26
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5．
表
彰
及
び
コ
ン
ク
ー
ル
 

 

実
施
時
期
 

顕
彰
な
ど
の
名
称
 

受
賞
者
名
・
受
賞
論
文
/授

賞
理
由
な
ど
 

開
催
場
所
 

賞
品
 

副
賞
 

学
会
賞
委
員
会
 

2/
19
 

【
20
18

年
度
学
術
奨
励
賞
】
 

研
究
奨
励
賞
・
10

名
：
 

「
冗
長
計
測
特
性
に
基
づ
く
回
転
測
域
シ
ス
テ
ム
の
キ
ャ

リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
(株

)富
士
通
研
究
所
・
山
尾
創
輔
君
 

「
前
腕
装
着
型
導
電
性
繊
維
を
用
い
た
脈
波
取
得
に
よ
る

心
拍
推
定
手
法
の
提
案
」
慶
應
義
塾
大
学
・
増
山
義
輝
君
 

「
電
力
取
引
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
間
の
最
適
動
的
契
約
設
計
」
 

早
稲
田
大
学
／
JS
T 
CR
ES
T・

和
佐
 泰

明
 

「
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
制
御
器
の
状
態
空
間
に
お
け
る
補
償

構
造
と
双
対
性
」
東
京
工
業
大
学
・
笹
原
帆
平
君
 

「
脚
の
切
断
状
況
に
応
じ
た
歩
行
運
動
を
生
成
可
能
な

6

脚
ロ
ボ
ッ
ト
の
自
律
分
散
制
御
則
」
 

東
北
大
学
・
宮
澤
 咲

紀
子
 

 「
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
掘
削
作
業
に
お
け
る
感
性
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
制
御
を
目
的
と
し
た
ス
ト
レ
ス
変
動
の
む
だ
時
間
抽

出
」
 

慶
應
義
塾
大
学
・
奈
良
 莉

紗
 

 「
自
励
振
動
を
誘
発
す
る
柔
軟
小
型
バ
ル
ブ
：
電
気
不
要

の
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
を
目
指
し
て
」
 

東
京
工
業
大
学
・
宮
木
 悠

二
 

 「
2
軸
能
動
空
気
噴
射
ノ
ズ
ル
を
持
つ
索
状
体
の
浮
上
制

御
方
法
の
提
案
」
 

東
北
大
学
・
安
部
 祐

一
 

 「
小
物
体
把
持
の
た
め
の
改
質

MR
流
体
を
用
い
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
グ
リ
ッ
パ
の
開
発
」
 

九
州
工
業
大
学
・
福
崎
 琢

也
 

 「
DN
A
反
応
拡
散
系
に
よ
る
ゲ
ル
媒
質
中
で
の
パ
タ
ー
ン

形
成
」
 

東
北
大
学
・
安
部
 桂

太
 

 技
術
奨
励
賞
・
4
名
：
 

「
磁
気
復
元
力
生
成
に
よ
り
内
部
補
償
を
実
現
す
る
マ
グ

ネ
ッ
ト
機
構
」
 

東
北
大
学
・
清
水
 杜

織
 

 「
ヘ
キ
サ
ロ
ー
タ
型
全
駆
動

UA
V
の
構
造
の
性
質
を
利
用

し
た
最
適
制
御
」
 

東
京
工
業
大
学
・
田
所
 祐

一
 

 「
高
周
波
振
動
と
非
対
称
振
動
の
複
合
出
力
に
よ
る
滑
り

方
向
・
滑
り
速
度
の
提
示
 第

2
報
：
非
同
期
な
振
動
の
複

合
出
力
」
 

東
北
大
学
・
堀
江
 新

 

東
京

工
業

大
学

キ
ャ

ン

パ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
 国

際
会
議
室
 

賞
状 楯
 

な
し
 

 

「
中
間
周
波
磁
界
に
対
す
る
神
経
刺
激
応
答
評
価
手
法
の

開
発
」
 

電
力
中
央
研
究
所
・
齋
藤
 淳

史
 

9/
12
 

【
20
19

年
度
学
会
賞
】
 

功
績
賞
・
1
名
：
 

(社
)シ

ス
テ
ム
ズ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
 

木
村
 英

紀
 

論
文
賞
・
9
件

26
名
：
 

（
蓮
沼
賞
）
 

「
Le
ve
l 

Se
t 

Me
th
od
-B
as
ed
 
Id
en
ti
fi
ca
ti
on
 
of
 

Lo
ca
ti
on
s 
an
d 
Sh
ap
es
 o
f 
Fu
el
 C
el
l 
De
fe
ct
s」

Th
e 

Un
iv
. 
of
 T
ok
yo
・
Hi
ro
yu
ki
 M
IY
OS
HI
 

Th
e 
Un
iv
. 
of
 T
ok
yo
/J
ST
 P
RE
ST
O・

Ta
ka
ak
i 
NA
RA
 

Oi
ta
 U
ni
v.
・
Yu
ji
 G
OT
OH
 

Th
e 
Un
iv
. 
of
 K
it
ak
yu
sh
u・

Ma
sa
ak
i 
IZ
UM
I 

 （
武
田
賞
）
 

「
ビ
ル
内
ア
ト
リ
ウ
ム
の
熱
移
動
モ
デ
リ
ン
グ
へ
の
ク
ー

プ
マ
ン
モ
ー
ド
分
解
の
適
用
-I
I 

―
大
ス
ケ
ー
ル
流
速
場
に
よ
る
移
流
―
」
 

京
都
大
学
・
河
野
 洋

平
 

薄
 良

彦
君
、
引
原
 隆

士
 

 「
ル
ベ
ー
グ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
も
と
で
の
シ
ス
テ
ム
同

定
」
 

慶
應
義
塾
大
学
・
川
口
 貴

弘
君
,彦

野
 壮

三
朗
君
 

京
都
大
学
・
丸
田
 一

郎
 

慶
應
義
塾
大
学
・
足
立
 修

一
 

 「
テ
ン
ソ
ル
ベ
ー
ス
ブ
ラ
イ
ン
ド
信
号
源
分
離
に
よ
る
車

両
加
速
挙
動
の
低
次
元
物
理
モ
デ
リ
ン
グ
」
 

(株
)豊

田
中
央
研
究
所
・
神
保
 智

彦
,日

比
野
 良

一
 

 （
友
田
賞
）
 

「
Ca
n 
Gr
ap
hi
ca
l 
In
te
ra
ct
io
n 
In
cr
ea
se
 F
ee
li
ng
s 

of
 C
on
ve
yi
ng
 a
nd
 U
nd
er
st
an
di
ng
 i
n 
On
-l
in
e 
Gr
ou
p 

Di
sc
us
si
on
？
」
Do
sh
is
ha
 

Un
iv
./
AT
R・

Mi
ts
uh
ik
o 
KI
MO
TO
 

AT
R・

Ma
sa
hi
ro
 S
HI
OM
I 

AT
R/
Os
ak
a 
Un
iv
.・

Ta
ka
ma
sa
 I
IO
 

Do
sh
is
ha
 U
ni
v.
・
 K
at
su
no
ri
 S
HI
MO
HA
RA
 

 「
Pr
oj
ec
ti
ng
 

Ho
us
eh
ol
ds
 

of
 

Sy
nt
he
ti
c 

Po
pu
la
ti
on
 o
n 
Bu
il
di
ng
s 
Us
in
g 
Fu
nd
am
en
ta
l 

 G
eo
sp
at
ia
l 
Da
ta
」
 

Ka
ns
ai
 U
ni
v.
 ・

Ta
ku
ya
 H
AR
AD
A,
Ta
da
hi
ko
 M
UR
AT
A 

 「
準
ミ
リ
波
を
利
用
し
た
路
面
上
の
水
と
氷
の
判
別
方

法
」
 

大
同
大
学
・
上
田
  

浩
次
君
名
古
屋
市
工
業
研
究
所
・
宮
田
 康

史
 

 「
高
効
率
・
高
出
力
な
静
電
駆
動
型
空
中
超
音
波
振
動
子

の
開
発
」
 

東
京
大
学
・
神
垣
 貴

晶
 

広
島
大
学
東
千
田
 

未
来
創
生
セ
ン
タ
ー
 

(S
IC
E 
AC

会
場
) 

賞
状
 

楯
 

な
し
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二
宮
 悠

基
 

篠
田
 裕

之
君
 

 「
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
均
し
作
業
精
度
向
上
の
た
め
の
ス
ミ

ス
補
償
器
の
活
用
 

」
 

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
(同

)・
安
藤
 博

昭
 

ネ
オ
リ
ウ
ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
(株

)・
青
柳
 多

慶
夫
君
 

 

技
術
賞
・
1
件

5
名
：
 

「
最
適
運
転
支
援
制
御
シ
ス
テ
ム
（
ク
ラ
ウ
ド

OP
）
に
お

け
る
最
適
化
モ
デ
リ
ン
グ
技
術
の
開
発
」
 

ア
ズ
ビ
ル
(株

) 

小
柳
 隆

、
鹿
島
亨
君
、
村
田
 裕

志
君
 

古
賀
 圭

君
、
鈴
山
 晃

弘
 

 著
述
賞
・
2
件

18
名
：
 

「
バ
ッ
テ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
工
学
 電

池
の
仕
組
み
か
ら

状
態
推
定
ま
で
」
 

足
立
 修

一
、
廣
田
 幸

嗣
(編

著
)、

押
上
 勝

憲
 

馬
場
 厚

志
、
丸
田
 一

郎
、
三
原
 輝

儀
(著

) 

 「
温
度
計
測
 基

礎
と
応
用
」
 

計
測
自
動
制
御
学
会
 温

度
計
測
部
会
(編

) 

新
井
 優

、
井
内
 徹

、
池
上
 宏

一
、
 

榎
原
 研

正
、
大
重
 貴

彦
、
角
谷
 聡

、
 

佐
藤
 弘

康
、
清
水
 孝

雄
、
杉
浦
 雅

人
、
 

浜
田
 登

喜
夫
、
安
田
 嘉

秀
、
山
田
 善

郎
(共

著
) 

 新
製
品
開
発
賞
・
3
社
：
 

「
YD
C 
SO
NA
R 
Ve
rs
io
n 
7」

 

株
式
会
社
ワ
イ
・
デ
ィ
・
シ
ー
殿
 

 「
sa
vi
c-
ne
tT
MG
5 
ア
ド
バ
ン
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
」
 

ア
ズ
ビ
ル
株
式
会
社
殿
 

 「
微
小
液
体
流
量
計
 
形

F7
M」

 

ア
ズ
ビ
ル
株
式
会
社
殿
 

 国
際
標
準
化
賞
・
1
件

1
名
：
 

功
績
賞
：
横
河
電
機
(株

)・
大
野
 敏

生
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

9/
12
 

【
20
19

年
度
フ
ェ
ロ
ー
称
号
授
与
】
 

フ
ェ
ロ
ー
称
号
・
4
名
：
 

石
澤
 広

明
、
倉
爪
 亮

、
阪
口
 健

、
谷
川
 民

生
 

広
島
大
学
東
千
田
未
来

創
生
セ
ン
タ
ー
 

(S
IC
E 
AC

会
場
) 

賞
状

ﾊﾞ
ｯ

ｼﾞ
 

な
し
 

9/
13
 

【
20
19
 S
IC
E 
An
nu
al
 C
On
fe
re
ce
 A
wa
rd
】
 

In
te
rn
at
io
na
l 
Aw
ar
d・

2
名
：
 

「
To
po
lo
gi
ca
l 

Co
nt
ro
ll
ab
il
it
y 

of
 
Un
di
re
ct
ed
 

Ne
tw
or
ks
 o
f 
Di
ff
us
iv
el
y-
Co
up
le
d 
Ag
en
ts
」
 

Se
on
g-
Ho
 K
WO
N 

「
A 
Me
as
ur
em
en
t 
Sy
st
em
 f
or
 S
ki
ll
 E
va
lu
at
io
n 
of
 

La
pa
ro
sc
op
ic
 S
ur
gi
ca
l 
Pr
oc
ed
ur
es
」
 

Ko
ki
 E
BI
NA
 

  

広
島
大
学
東
千
田
未
来

創
生
セ
ン
タ
ー
 

(S
IC
E 
AC

会
場
) 

賞
状 盾
 

な
し
 

 

9/
13
 

Yo
un
g 
Au
th
or
's
 A
wa
rd
・
1
名
：
 

「
Un
co
ns
tr
ai
ne
d 
Mo
ni
to
ri
ng
 o
f 
Pu
ls
e 
Pr
es
su
re
 

Wa
ve
s 
fr
om
 t
he
 S
ur
fa
ce
 o
f 
th
e 
Su
bj
ec
t'
s 
Ba
ck
」

Ak
ih
is
a 
MI
TO
 

 Po
st
er
 P
re
se
nt
at
io
n 
Aw
ar
d・

1
名
：
 

「
Sa
li
en
cy
 M
ap
 E
xt
ra
ct
io
n 
in
 H
um
an
 C
ro
wd
 R
GB
 

Da
ta
」
Mi
nh
 T
ri
 N
GU
YE
N 

広
島
大
学
東
千
田
未
来

創
生
セ
ン
タ
ー
 

(S
IC
E 
AC

会
場
) 

賞
状 盾
 

な
し
 

11
/7
 

【
SI
CE
 I
nt
er
na
ti
on
al
 Y
ou
ng
 A
ut
ho
rs
 A
wa
rd
 f
or
 

IR
OS
 2
01
9】

3
名
：
 

「
An
 A
pp
ro
ac
h 
of
 F
ac
il
it
at
ed
 I
nv
es
ti
ga
ti
on
 o
f 

Ac
ti
ve
 

Se
lf
-h
ea
li
ng
 

Te
ns
io
n 

Tr
an
sm
is
si
on
 

Sy
st
em
 O
ri
en
te
d 
fo
r 
Le
gg
ed
 R
ob
ot
s」

 

Sh
in
su
ke
 N
AK
AS
HI
MA
 

「
So
ft
 
Po
ly
me
r-
El
ec
tr
ol
yt
e-
Fu
el
-C
el
l 

Tu
be
 

Re
al
iz
in
g 
Ai
r-
Ho
se
-F
re
e 
Th
in
 M
cK
ib
be
n 
Mu
sc
le
s」

Hi
ro
yu
ki
 N
AB
AE
 

「
Re
in
fo
rc
em
en
t 

Le
ar
ni
ng
 
Bo
at
 
Au
to
pi
lo
t:
 
A 

Sa
mp
le
-e
ff
ic
ie
nt
 a
nd
 M
od
el
 P
re
di
ct
iv
e 
Co
nt
ro
l 

ba
se
d 
Ap
pr
oa
ch
」
Yu
nd
ua
n 
CU
I 

Th
e 

Ve
ne
ti
an
 
Ma
ca
o,
 

Ma
ca
u,
 C
hi
na
 

賞
状
 

賞
金
 

 

【
他
団
体
賞
へ
の
推
薦
ほ
か
】
 

1)
 
20
18

年
度
 油

空
圧
機
器
技
術
振
興
財
団
顕
彰
論

文
推
薦
 

 

以
下
の
論
文
を
推
薦
し
た
 

 1.
 油

圧
シ
ョ
ベ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
駆
動
型
ト
ル
ク
制
御
 

(論
文
集
 V
ol
.5
4 
No
.2
 (
20
18

年
) 
掲
載
) 

2)
 
20
19

年
度

FA
財
団
論
文
賞
推
薦
 

 以
下
の
論
文

3
件
を
推
薦
し
た
 

1.
 物

流
管
制
問
題
の
解
決
に
適
し
た
カ
ラ
ー
ペ
ト
リ
ネ

ッ
ト
ツ
ー
ル
 

(論
文
集
 V
ol
.5
3 
No
.8
 (
20
17
) 
掲
載
) 

2.
 粉

体
の
高
速
搬
送
の
た
め
の
管
式
蠕
動
運
動
型
コ
ン

ベ
ア
―
印
刷
機
用
ト
ナ
ー
の
搬
送
―
 

(論
文
集
 V
ol
.5
4 
No
.1
 (
20
18
) 
掲
載
) 

3.
 薄

型
AE

セ
ン
サ
と
オ
ー
ト
エ
ン
コ
ー
ダ
の
再
構
成
誤

差
を
用
い
た
回
転
式
真
空
ポ
ン
プ
の
異
常
検
知
 

(論
文
集
 V
ol
.5
4 
No
.7
 (
20
18
) 
掲
載
) 

 
 

 

計
測
部
門
 

8/
30
 

計
測
部
門
論
文
賞
 
2
名
 

Mo
to
fu
mi
 F
US
HI
MI
，
Ta
ka
ak
i 
NA
RA
 

"A
 B
ou
nd
ar
y-
Va
lu
e-
Fr
ee
 R
ec
on
st
ru
ct
io
n 
Me
th
od
 

fo
r 
Ma
gn
et
ic
 R
es
on
an
ce
 E
le
ct
ri
ca
l 
Pr
op
er
ti
es
 

To
mo
gr
ap
hy
 B
as
ed
 o
n 
th
e 
Ne
um
an
n-
Ty
pe
 I
nt
eg
ra
l 

Fo
rm
ul
a 
ov
er
 a
 C
ir
cu
la
r 
Re
gi
on
" 

SI
CE
 J
ou
rn
al
 o
f 
Co
nt
ro
l,
 M
ea
su
re
me
nt
, 
an
d 

Sy
st
em
 I
nt
eg
ra
ti
on
 2
01
7 
Vo
lu
me
 1
0 
Is
su
e 
6 
Pa
ge
s 

57
1-
57
8 

 Ta
ke
fu
mi
 H
IR
AK
I，

Sh
og
o 
FU
KU
SH
IM
A，

 Y
os
hi
hi
ro
 

KA
WA
HA
RA
，
Ta
ke
sh
i 
NA
EM
UR
A 

慶
応
義
塾
大
学
 

矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
 

賞
状
 

－
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8/
30
 

"P
hy
gi
ta
l 

Fi
el
d:
 
An
 
In
te
gr
at
ed
 
Fi
el
d 

wi
th
 

Ph
ys
ic
al
 
Ro
bo
ts
 
an
d 

Di
gi
ta
l 

Im
ag
es
 
Us
in
g 

Pr
oj
ec
ti
on
-B
as
ed
 
Lo
ca
li
za
ti
on
 
an
d 

Co
nt
ro
l 

Me
th
od
" 

SI
CE
 
Jo
ur
na
l 

of
 
Co
nt
ro
l,
 
Me
as
ur
em
en
t,
 
an
d 

Sy
st
em
 I
nt
eg
ra
ti
on
 2
01
8 
Vo
lu
me
 1
1 
Is
su
e 
4 
Pa
ge
s 

30
2-
31
1 

慶
応
義
塾
大
学
 

矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
 

賞
状
 

－
 

制
御
部
門
 

3/
8 

【
制
御
部
門
・
木
村
賞
・
1
件
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蛯
原
義
雄
(京

都
大
学
) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
“
An
al
ys
is
 a
nd
 s
yn
th
es
is
 o
f 
in
te
rc
on
ne
ct
ed
 

po
si
ti
ve
 

sy
st
em
s,
”
, 

IE
EE
 

Tr
an
sa
c  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ti
on
s 
on
 A
ut
om
at
ic
 C
on
tr
ol
, 
62
(2
),
 2
01
7.
」
 

熊
本
大
学
 

賞
状 盾
 

賞
金

(1
0

万 円
)  

3/
8 

【
制
御
部
門
・
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
・
1件

】
 

石
崎
孝
幸
(東

京
工
業
大
学
) 

「
大
規
模
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
に
対
す
る
モ
ジ
ュ
ラ
設
計
理

論
構
築
」
 

熊
本
大
学
 

賞
状 盾
 

無
 

3/
8 

【
制
御
部
門
・
パ
イ
オ
ニ
ア
技
術
賞
・
1件

】
 

澤
田
賢
治
(電

気
通
信
大
学
) 

「
縮
退
運
転
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
協
調
型
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト

に
よ
る
制
御
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
開
発
」
 

熊
本
大
学
 

賞
状 盾
 

無
 

3/
8 

【
制
御
部
門
・
制
御
部
門
大
会
賞
・
2件

】
 

鈴
木
惇
之
,石

井
秀
明
(東

京
工
業
大
学
) 

「
新
た
な
Pa
ge
Ra
nk
分
散
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
：
指
数
収
束
性

と
性
能
検
証
」
 

※
第
5回

制
御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
 

 伊
吹
 竜

也
,畑

中
 健

志
(東

京
工
業
大
学
) 

「
離
散
時
間
系
に
お
け
る
Pa
ss
iv
it
y 
Sh
or
ta
ge
に
基
づ

く
3次

元
姿
勢
協
調
制
御
」
 

※
第
5回

制
御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
 

熊
本
大
学
 

賞
状 盾
 

無
 

3/
8 

【
制
御
部
門
大
会
技
術
賞
・
2
件
】
 

松
井
健
,井

上
正
樹
,足

立
修
一
(慶

應
義
塾
大
学
) 

上
野
将
樹
,豊

嶋
弘
和
,堤

優
二
郎
(本

田
技
術
研
究
所
) 

「
機
械
学
習
モ
デ
ル
に
対
す
る
近
似
予
測
制
御
と
そ
の
自

動
車
エ
ン
ジ
ン
制
御
へ
の
応
用
」
 

※
第
5回

制
御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
 

 森
安
竜
大
,上

田
松
栄
,池

田
太
郎
,永

岡
真
,神

保
智
彦
 

(豊
田
中
央
研
究
所
）
 

松
永
彰
生
,中

村
俊
洋
(ト

ヨ
タ
自
動
車
) 

「
機
械
学
習
に
よ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
吸
排
気
系
の

実
時
間
MP
C設

計
」
 

※
第
5回

制
御
部
門
マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
 

熊
本
大
学
 

賞
状 盾
 

無
 

3/
8 

【
制
御
部
門
研
究
奨
励
賞
・
5
件
】
 

山
本
一
輝
(京

都
大
学
) 

笹
原
帆
平
(東

京
工
業
大
学
) 

新
井
久
旺
(東

京
大
学
) 

山
口
雅
弘
(名

古
屋
大
学
) 

田
所
祐
一
(東

京
工
業
大
学
) 

熊
本
大
学
 

賞
状 盾
 

無
 

 

3/
8 

【
制
御
部
門
研
究
奨
励
賞
学
生
 ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

優
秀
発
表
賞
・
3
件
】
 

横
田
修
太
(明

治
大
学
) 

池
田
啓
明
(広

島
大
学
) 

岸
田
貴
光
(電

気
通
信
大
学
) 

熊
本
大
学
 

賞
状
 

無
 

3/
8 

【
制
御
部
門
研
究
奨
励
賞
 企

業
技
術
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ

ョ
ン
優
秀
発
表
賞
・
1
件
】
 

中
本
剛
(I
HI
) 

熊
本
大
学
 

賞
状
 

無
 

3/
8 

【
制
御
部
門
特
別
表
彰
・
10

件
】
 

マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
長
 

マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
副
委
員
長
 

マ
ル
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
 

水
本
郁
朗
(熊

本
大
学
),
松
永
信
智
(熊

本
大
学
) 

大
屋
勝
敬
(九

州
工
業
大
学
),
伊
藤
博
(九

州
工
業
大
学
) 

桜
間
一
徳
(京

都
大
学
),
國
松
 禎

明
(熊

本
大
学
) 

岡
島
 寛

(熊
本
大
学
),
金
子
 修

(電
気
通
信
大
学
) 

高
橋
 将

徳
(東

海
大
学
) 

道
野
 隆

二
(熊

本
産
技
セ
ン
タ
ー
) 

熊
本
大
学
 

盾
 

無
 

シ
ス
テ
ム
情
報
部
門
 

11
/2
5 

【
部
門
論
文
賞
・
1
件
】
 

Ta
is
ei
 M
UK
AI
 a
nd
 T
ak
ao
 T
ER
AN
O 

“
In
te
r-
Bu
si
ne
ss
 T
ra
di
ng
 S
tr
uc
tu
re
 M
od
el
 w
it
h 

Ag
en
t-
Ba
se
d 
Si
mu
la
ti
on
 a
nd
 I
ts
 A
pp
li
ca
ti
on
 t
o 

Re
al
 D
at
a”

 

千
葉
大
学
 

賞
状
 

－
 

11
/2
5 

【
部
門
貢
献
賞
・
3
件
】
 

本
間
 経

康
(東

北
大
学
) 

榊
原
 一

紀
(富

山
県
立
大
学
) 

残
間
 忠

直
(千

葉
大
学
) 

千
葉
大
学
 

賞
状
 

－
 

11
/2
5 

【
SS
I
最
優
秀
論
文
賞
・
1
件
】
 

鎌
田
 真

，
市
村
 匠

(県
立
広
島
大
学
) 

「
SD
NE
T2
01
8
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
画
像
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
用

い
た
ひ
び
割
れ
検
出
構
造
適
応
型
深
層
学
習
シ
ス
テ
ム
」
 

千
葉
大
学
 

賞
状
 

－
 

11
/2
5 

【
SS
I
優
秀
論
文
賞
・
5
件
】
 

小
中
 英

嗣
（
名
城
大
学
）
 

「
Wo
rl
d 
Ru
gb
y 
Ra
nk
in
gs
と
試
合
間
隔
に
基
づ
く
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
20
19
展
望
」
 

村
田
 勇

樹
，
藤
井
 海

斗
，
稲
垣
 伸

吉
（
名
古
屋
大
学
）
 

「
接

地
点

追
従

型
6
脚

移
動

ロ
ボ

ッ
ト

に
お

け
る

Ti
me
ke
ep
er
制
御
の
改
善
」
 

小
林
 彦

槻
，
小
野
 功

（
東
京
工
業
大
学
）
 

「
粒
子
フ
ィ
ル
タ
と
自
然
進
化
戦
略
に
よ
る
非
線
形
状
態

空
間
モ
デ
ル
の
状
態
と
パ
ラ
メ
ー
タ
の
逐
次
推
定
」
 

北
島
 瑛

貴
，
村
田
 暁

紀
，
上
野
 史

，
髙
玉
 圭

樹
（
電

気
通
信
大
学
 大

学
院
）
 

「
多
次
元
意
見
共
有
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ

ル
に
お
け
る
複
数
の
環
境
情
報
発
信
源
を
考
慮
し
た
誤
報

伝
搬
防
止
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
」
 

弓
木
 翔

太
1，

薄
 良

彦
1，

柵
木
 諒

2，
川
島
 明

彦
2，

太
田
 豊

3，
石
亀
 篤

司
1，

稲
垣
 伸

吉
2，

鈴
木
 達

也
2

（
1大

阪
府
立
大
学
，
2名

古
屋
大
学
，
3東

京
都
市
大
学
）
 

「
車
載
蓄
電
池
群
に
よ
る
配
電
電
圧
を
考
慮
し
た
自
律
分

散
型
周
波
数
制
御
の
提
案
と
そ
の
数
値
的
検
証
」
 

千
葉
大
学
 

賞
状
 

－
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11
/2
5 

【
SS
I
最
優
秀
発
表
賞
・
1
件
】
 

我
妻
 伸

彦
（
東
邦
大
学
）
 

「
Bo
rd
er
-O
wn
er
sh
ip

を
統
合
す
る
神
経
細
胞
の
集
団
応

答
に
基
づ
く

Sa
li
en
cy
 M
ap

モ
デ
ル
」
 

千
葉
大
学
 

賞
状
 

－
 

11
/2
5 

【
SS
I
優
秀
発
表
賞
・
6
件
】
 

岸
川
 大

航
，
荒
井
 幸

代
（
千
葉
大
学
）
 

「
搭
乗
者
の
快
適
性
を
考
慮
し
た
自
動
走
行
の
実
現
 ～

 

深
層
逆
強
化
学
習
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
 ～

」
 

阪
田
 恒

晟
1，

藤
田
 真

太
郎

1，
澤
田
 賢

治
1，

新
 誠

一
1，

前
田
 一

平
2，

細
川
 嵩

2（
1
電
気
通
信
大
学
，
2

制
御
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
）
 

「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
可
用
性
を
考
慮
し
た
第
三
者

監
視
シ
ス
テ
ム
」
 

赤
井
 直

紀
，
平
山
 高

嗣
，
村
瀬
 洋

（
名
古
屋
大
学
）
 

「
完
全
自
動
運
転
実
現
の
た
め
の
信
頼
度
付
き
自
己
位
置

推
定
の
提
案
」
 

原
田
 拓

弥
1，

村
田
 忠

彦
2（

1 
青
山
学
院
大
学
，
2
関

西
大
学
）
 

「
出
生
コ
ー
ホ
ー
ト
に
よ
る
出
生
数
を
考
慮
し
た
人
口
個

票
の
合
成
」
 

三
浦
 偉

志
，
畠
山
 省

四
朗
，
岩
瀬
 将

美
（
東
京
電
機
大

学
）
 

「
ホ
イ
ー
ル
ス
パ
イ
ダ
ー
か
ら
着
想
を
得
た
可
変
構
造

6

脚
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
」
 

千
邑
 峻

明
，
荒
井
 幸

代
 （

千
葉
大
学
）
 

「
準
最
適
な
軌
跡
群
を
用
い
た
逆
強
化
学
習
に
お
け
る
軌

跡
の
定
量
的
評
価
 ～

軌
跡
比
較
法
の
提
案
と
実
験
的
考

察
～
」
 

千
葉
大
学
 

賞
状
 

－
 

11
/2
5 

【
SS
I
研
究
奨
励
賞
・
6
件
】
 

網
敷
 和

樹
，
 阿

部
 誠

（
信
州
大
学
）
 

「
サ
ポ
ー
ト
ベ
ク
タ
ー
マ
シ
ン
を
用
い
た
期
外
収
縮
検
出

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
改
良
」
 

國
松
 俊

嗣
1，

川
上
 威

宗
1，

雑
賀
 菜

々
子

1，
白
川
 智

弘
2 
（
1
神
奈
川
県
立
横
須
賀
高
等
学
校
，
2
防
衛
大
学

校
）
 

「
対
話
の
形
式
が
印
象
形
成
と
信
頼
度
評
価
に
与
え
る
影

響
の
分
析
」
 

柴
山
 拓

郎
, 
園
田
 耕

平
, 
和
田
 隆

広
（
立
命
館
大
学
）
 

「
自
動
運
転
に
お
け
る
触
覚
支
援
の
情
報
呈
示
手
法
に
関

す
る
検
討
」
 

浮
田
 凌

佑
, 
岡
藤
 勇

希
, 
和
田
 隆

広
（
立
命
館
大
学
）
 

「
車
両
の
追
従
軌
道
を
考
慮
し
た
動
揺
病
軽
減
の
た
め
の

レ
ー
ン
チ
ェ
ン
ジ
軌
道
生
成
手
法
」
 

河
野
 拓

也
, 
佐
藤
 勇

起
, 
和
田
 隆

広
（
立
命
館
大
学
）
 

「
運
転
中
の
精
神
負
荷
が
前
庭
動
眼
反
射
に
及
ぼ
す
影
響

の
モ
デ
ル
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
解
析
」
 

後
藤
 有

貴
1，

藤
原
 幸

一
2，

角
 幸

頼
3，

松
尾
 雅

博

3，
加
納
 学

1，
角
谷
 寛

3 
（
京
都
大
学

1，
名
古
屋
大

学
2，

滋
賀
医
科
大
学

3）
 

「
手
首
ア
ク
チ
グ
ラ
フ
に
よ
る
週
末
の
寝
だ
め
有
無
の
推

定
お
よ
び
変
数
重
要
度
に
基
づ
い
た
要
因
検
討
」
 

千
葉
大
学
 

賞
状
 

－
 

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
 

6/
4 

FA
財
団
論
文
賞
へ
の
推
薦
論
文
決
定
 

近
畿
大
学
 

東
京
セ
ン
タ
ー
 

－
 

－
 

 

8/
16
～
18
 

ロ
ボ
カ
ッ
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
実
機
リ
ー
グ
計
測
自
動
制
御
学

会
賞
 

ア
オ
ー
レ
長
岡
 

賞
状 楯
 

無
 

8/
16
～
18
 

ロ
ボ
カ
ッ
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
グ
計

測
自
動
制
御
学
会
賞
 

ア
オ
ー
レ
長
岡
 

賞
状
 

無
 

8/
10
～
11
 

第
19

回
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

神
戸
サ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
 

賞
状 盾
 

無
 

9/
6 

RS
NP

を
活
用
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
計
測

自
動
制
御
学
会

RT
 シ

ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
賞

（
RT

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
会
）
 

早
稲
田
大
学
 

早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

賞
状
 

3
万 円
 

11
/7
 

SI
YA
20
19
-I
RO
S（

3
件
）
 

・
Sh
in
su
ke
 N
ak
as
hi
ma
 

"A
n 
Ap
pr
oa
ch
 o
f 
Fa
ci
li
ta
te
d 
In
ve
st
ig
at
io
n 
of
 

Ac
ti
ve
 S
el
f-
he
al
in
g 
Te
ns
io
n 
Tr
an
sm
is
si
on
 

Sy
st
em
 O
ri
en
te
d 
fo
r 
Le
gg
ed
 R
ob
ot
s"
 

・
Hi
ro
yu
ki
 N
ab
ae
 

"S
of
t 

Po
ly
me
r-
El
ec
tr
ol
yt
e-
Fu
el
-C
el
l 

Tu
be
 

Re
al
iz
in
g 
Ai
r-
Ho
se
-F
re
e 
Th
in
 M
cK
ib
be
n 

Mu
sc
le
s"
 

・
Yu
nd
ua
n 
Cu
i 

"R
ei
nf
or
ce
me
nt
 
Le
ar
ni
ng
 
Bo
at
 
Au
to
pi
lo
t:
 
A 

Sa
mp
le
-e
ff
ic
ie
nt
 a
nd
 M
od
el
 P
re
di
ct
iv
e 

Co
nt
ro
l 
ba
se
d 
Ap
pr
oa
ch
" 

マ
カ
オ
、
 

Th
e 
Ve
ne
ti
an
 M
ac
ao
 

(I
RO
S2
01
9
会
場
) 

賞
状
 

10 万
円
 

12
/1
2 

RT
ミ
ド
ル
ウ
エ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

20
19

計
測
自
動
制
御
学

会
RT

ミ
ド
ル
ウ
エ
ア
賞
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

（
SI
20
19

会
場
）
 

賞
状
 

10 万
円
 

12
/1
3 

SI
部
門
学
術
業
績
賞
（
1
件
）
 

・
菅
野
 重

樹
（
早
稲
田
大
学
）
 

「
先
進
的
な
人
間
共
存
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
」
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

（
SI
20
19

会
場
）
 

賞
状 楯
 

無
 

12
/1
3 

SI
部
門
技
術
業
績
賞
（
1
件
）
 

・
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
 
未
来
創
世
セ
ン
タ
ー
 
R-

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
部
 

池
田
 幸

一
，
岩
本
 国

大
，
山
本
 貴

史
，
横
地
 泰

容
 

「
生
活
支
援
向
け
移
動
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
の
開
発
と
研
究

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
展
開
」
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

（
SI
20
19

会
場
）
 

賞
状 楯
 

無
 

12
/1
3 

SI
部
門
功
績
賞
（
1
件
）
 

・
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
 

「
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
た
技
術
開

発
，
次
世
代
人
材
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
貢
献
」
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

（
SI
20
19

会
場
）
 

賞
状 楯
 

無
 

12
/1
3 

SI
部
門
研
究
奨
励
賞
（
2
件
）
 

・
門
脇
 拓

也
（
東
京
大
学
），

早
川
 智

彦
（
東
京
大
学
），

石
川
 正

俊
（
東
京
大
学
）
 

「
回
転
ア
ク
リ
ル
キ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
光
軸
制
御
を
用
い
た

モ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ー
補
償
シ
ス
テ
ム
」（

SI
20
18

に
て
発

表
）
 

・
遠
藤
 玄

（
東
京
工
業
大
学
），

堀
米
 篤

史
（
東
京
工
業

大
学
），

髙
田
 敦

（
東
京
工
業
大
学
）
 

「
化
学
繊
維
ワ
イ
ヤ
に
よ
る
干
渉
駆
動
を
用
い
た
超
長
尺

多
関
節
ア
ー
ム
」（

第
24

回
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
シ
ン
ポ
ジ
ア

に
て
発
表
）
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

（
SI
20
19

会
場
）
 

賞
状
 

図
書

カ
ー

ド
2

万
円 分
 

    

SI
部
門
若
手
奨
励
賞
（
5
件
）
 

・
石
橋
 侑

也
（
広
島
大
学
）
 

「
筋
骨
格
モ
デ
ル
と
信
号
強
度
依
存
ノ
イ
ズ
に
よ
る
ジ
ェ

ス
チ
ャ
動
作
に
お
け
る
手
先
加
速
度
の
解
析
」
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12
/1
3 

・
早
川
 智

洋
（
京
都
大
学
）
 

「
1
脚
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
の
多
様
な
結
合
形
態
に
対

す
る
自
律
分
散
的
な
歩
容
生
成
シ
ス
テ
ム
構
築
と
実
験
的

検
証
」
 

・
中
川
 健

人
（
関
西
大
学
）
 

「
ボ
ロ
ノ
イ
分
割
を
用
い
た
複
数
の
ク
ワ
ッ
ド
ロ
ー
タ
の

相
互
衝
突
回
避
に
関
す
る
数
値
的
検
証
」
 

・
劉
 震

（
山
梨
大
学
）
 

「
視
線
解
析
装
置
を
用
い
た
歩
行
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

理
学
療
法
士
の
視
線
特
徴
の
抽
出
」
 

（
SI
20
18

に
て
発
表
）
 

・
呉
 家

旭
（
東
京
大
学
）
 

「
Bi
RN
N
を
用
い
た
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に
よ
る
歩
行

者
軌
道
予
測
」
 

（
第

24
回
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
シ
ン
ポ
ジ
ア
に
て
発
表
）
 

     

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

（
SI
20
19

会
場
）
 

     

賞
状
 

   

図
書

カ
ー

ド
5

千
円 分
 

12
/1
3 

SI
部
門
貢
献
賞
 

・
野
田
 哲

男
（
大
阪
工
業
大
学
）
 

「
SI
20
18

実
行
委
員
長
と
し
て
貢
献
」
 

・
原
田
 研

介
（
大
阪
大
学
）
 

「
SI
20
18

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
長
と
し
て
貢
献
」
 

・
Ra
ja
 

Ch
at
il
a

（
In
st
it
ut
 

de
s 

Sy
st
èm
es
 

In
te
ll
ig
en
ts
 e
t 
de
 R
ob
ot
iq
ue
, 
Fr
an
ce
）
 

「
SI
I2
01
9
実
行
委
員
長
と
し
て
貢
献
」
 

・
Ei
ic
hi
 Y
os
hi
da
（
Na
ti
on
al
 I
ns
ti
tu
te
 o
f 
Ad
va
nc
ed
 

In
du
st
ri
al
 S
ci
en
ce
 a
nd
 T
ec
hn
ol
og
y,
 J
ap
an
）
 

「
SI
I2
01
9
副
実
行
委
員
長
と
し
て
貢
献
」
 

・
No
ri
ak
i 
An
do
（
Na
ti
on
al
 I
ns
ti
tu
te
 o
f 
Ad
va
nc
ed
 

In
du
st
ri
al
 S
ci
en
ce
 a
nd
 T
ec
hn
ol
og
y,
 J
ap
an
）
 

「
SI
I2
01
9
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
長
と
し
て
貢
献
」
 

・
小
柳
 健

一
（
富
山
県
立
大
学
）
 

「
第

24
回
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
シ
ン
ポ
ジ
ア
実
行
委
員
長
と

し
て
貢
献
」
 

・
渡
辺
 哲

陽
（
金
沢
大
学
）
 

「
第

24
回
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
シ
ン
ポ
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
委

員
長
と
し
て
貢
献
」
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

（
SI
20
19

会
場
）
 

賞
状
 

無
 

産
業
応
用
部
門
 

10
/3
1 

産
業
応
用
部
門
 功

績
賞
 
新
誠
一
（
電
気
通
信
大
学
）
 

東
京
工
業
大
学
 

表
彰 状
 

賞
金

2
万 円
 

10
/3
1 

流
体
計
測
制
御
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
賞
 
横
田
 航

也
（
東
京
電
機
大
学
）
 

東
京
工
業
大
学
 

表
彰 状
 

賞
金

1
万 円
 

ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
 

8/
24
 

ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
学
生
奨
励
賞
：
LE
20
19

で
の
優
れ
た
研
究
発
表
に
よ
り
 
2
名
 

As
ia
 H
ot
el
, 

バ
ン
コ
ク
, 
タ
イ
 

表
彰 状
 

図
書

カ
ー

ド
5

千
円

×
2 

中
部
支
部
 

1/
26
 

【
第

49
期
 支

部
賞
 奨

励
賞
・
4
件
】
 

有
泉
亮
(名

古
屋
大
学
) 

「
応
答
曲
面
法
を
応
用
し
た
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
に
お
け
る
デ

ー
タ
駆
動
最
適
化
」
 

名
古
屋
大
学
 

賞
状
 

商
品

券
2

万
円
 

 

 鈴
木
拓
央
(愛

知
県
立
大
学
) 

「
生
活
状
態
推
定
技
術
を
応
用
し
た
服
薬
管
理
支
援
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
研
究
」
 

 福
田
智
弘
(名

古
屋
工
業
大
学
) 

「
腹
腔
鏡
下
触
診
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
感
覚
情
報
提
示
技

術
の
構
築
」
 

 宮
田
喜
久
子
(名

古
屋
大
学
) 

「
実
宇
宙
機
の
高
度
な
要
求
仕
様
を
満
た
す
新
し
い
熱
制

御
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
研
究
」
 

3
月
 

(各
機
関
の
 

卒
業
式
) 

【
第

50
期
 支

部
賞
 学

業
優
秀
賞
・
18

件
】
 

五
十
嵐
響
(愛

知
県
立
大
学
 情

報
科
学
部
情
報
科
学
科
）
 

有
坂
承
(岐

阜
工
業
高
等
専
門
学
校
 電

子
制
御
工
学
科
) 

野
田
直
樹
(岐

阜
大
学
 工

学
部
機
械
工
学
科
知
能
機
械
コ

ー
ス
）
 

鈴
木
雄
太
(静

岡
理
工
科
大
学
 理

工
学
部
電
気
電
子
工
学

科
) 

 三
橋
朋
也
(信

州
大
学
 工

学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
) 

清
水
皓
太
郎
(信

州
大
学
 繊

維
学
部
機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学

系
 機

能
機
械
学
課
程
) 

田
村
和
樹
(信

州
大
学
 繊

維
学
部
 機

械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
系
 

バ
イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
課
程
) 

藤
谷
雄
紀
(鈴

鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
 電

子
情
報
工
学

科
) 

 加
子
瑞
騎
(豊

田
工
業
高
等
専
門
学
校
 機

械
工
学
科
) 

水
越
祐
希
(豊

田
工
業
大
学
 工

学
部
先
端
工
学
基
礎
学

科
) 

各
大
学
・
高
専
 

賞
状
 

図
書

券
5

千
円
 

3
月
 

(各
機
関
の
 

卒
業
式
) 

杉
野
達
哉
(豊

橋
技
術
科
学
大
学
 工

学
部
機
械
工
学
系
) 

呉
時
駿
(名

古
屋
大
学
 工

学
部
機
械
・
航
空
工
学
科
機
械

シ
ス
テ
ム
エ
学
コ
ー
ス
) 

角
谷
廣
一
朗
(名

古
屋
大
学
 工

学
部
機
械
・
航
空
工
学
科
 

電
子
機
械
工
学
コ
ー
ス
) 

柴
田
倖
汰
(名

古
屋
大
学
 工

学
部
機
械
・
航
空
工
学
科
航

空
宇
宙
工
学
コ
ー
ス
) 

戸
谷
美
風
(名

古
屋
工
業
大
学
 電

気
電
子
工
学
科
) 

森
數
大
生
(三

重
大
学
 工

学
部
機
械
工
学
科
) 

西
井
勇
輝
(三

重
大
学
 工

学
部
電
気
電
子
工
学
科
) 

秋
吉
奈

(々名
城
大
学
 理

工
学
部
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学

科
) 

各
大
学
・
高
専
 

賞
状
 

図
書

券
5

千
円
 

3/
18
 

【
第

16
5
回
教
育
工
学
研
究
会
 学

生
優
秀
発
表
賞
・
1
件
】 

小
田
中
秋
人
(豊

田
工
業
高
等
専
門
学
校
) 

「
Io
T
技
術
を
用
い
た
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
 

大
同
大
学
 

賞
状
 

図
書

券
6

千
円
 

9/
13
 

【
第

16
6
回
教
育
工
学
研
究
会
学
生
優
秀
発
表
賞
・
1
件
】  

近
藤
稜
真
（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
）
 

「
ST
EM

教
育
の
た
め
の
柔
軟
な
電
子
工
作
ツ
ー
ル
の
開

発
」
 

大
同
大
学
 

賞
状
 

図
書

カ
ー

ド
6

千
円
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9/
24
 

【
中
部
支
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
研
究
奨
励
賞
・
6
件
】
 

信
州
大
学
 

賞
状
 

図
書

カ
ー

ド
5

千
円
 

10
/1
8 

【
第

50
期
 支

部
賞
 功

労
賞
・
9
件
】
 

浅
野
勝
宏
（
名
古
屋
工
業
大
学
）
 

井
口
敦
雄
（
MH
I
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
）
 

鵜
飼
裕
之
（
名
古
屋
工
業
大
学
）
 

川
﨑
晴
久
（
岐
阜
大
学
）
 

斉
藤
文
則
（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
）
 

寺
嶋
一
彦
（
豊
橋
技
術
科
学
大
学
）
 

早
川
義
一
（
愛
知
工
業
大
学
）
 

古
橋
武
（
名
古
屋
大
学
）
 

水
野
直
樹
（
名
古
屋
工
業
大
学
）
 

名
古
屋
工
業
大
学
 

賞
状
 

盾
・

図
書

カ
ー

ド
1

万
円
 

北
陸
支
部
 

3/
1 

【
北
陸
支
部
優
秀
学
生
賞
・
14

件
】
 

黒
田
衛
(金

沢
工
業
大
学
) 

小
原
秀
介
(福

井
大
学
）
 

小
林
聖
弥
(北

陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
）
 

近
藤
真
吾
(金

沢
大
学
）
 

杉
本
涼
輔
（
富
山
大
学
）
 

津
田
真
理
子
（
富
山
県
立
大
学
）
 

天
呑
将
成
(金

沢
大
学
）
 

林
拓
輝
(福

井
工
業
大
学
）
 

林
真
美
(富

山
県
立
大
学
）
 

平
井
虎
太
朗
（
富
山
高
等
専
門
学
校
 

古
田
智
信
(金

沢
工
業
大
学
）
 

本
多
亮
也
（
石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
）
 

宮
本
崇
（
福
井
大
学
）
 

山
口
剛
典
(福

井
工
業
高
等
専
門
学
校
) 

各
所
属
機
関
に
て
 

表
彰
 

賞
状
 

図
書

カ
ー

ド
5

千
円
 

9/
25
 

20
19

年
計
測
自
動
制
御
学
会
北
陸
支
部
優
秀
論
文
発
表
賞

（
1
件
）
 

天
呑
将
成
（
金
沢
大
学
）
 

「
早
戻
り
機
構
に
基
づ
く
高
速
位
置
決
め
ロ
ボ
ッ
ト
グ
リ

ッ
パ
の
開
発
」
 

石
川
工
業
 

高
等
専
門
学
校
 

賞
状
 

図
書

カ
ー

ド
5

千
円
 

9
月
 

20
19

年
計
測
自
動
制
御
学
会
北
陸
支
部
 

SI
CE
 A
nn
ua
l 
Co
nf
er
en
ce
 若

手
奨
励
賞
 

受
賞
者
な
し
 

広
島
大
学
 

東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

賞
状
 

現
金

2
万 円
 

関
西
支
部
 

 

1/
21
 

【
関
西
支
部
長
賞
技
術
賞
・
1
件
】
 

山
上
路
生
(京

都
大
学
) 

「
自
律
制
御
ボ
ー
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
と
河
川
流
速
計

測
の
試
み
」
 

 【
関
西
支
部
長
賞
奨
励
賞
・
2
件
】
 

平
松
尚
人
(大

阪
府
立
大
学
) 
 

「
ク
ー
プ
マ
ン
モ
ー
ド
分
解
を
用
い
た
デ
ー
タ
に
基
づ
く

部
屋
内
温
度
勾
配
の
推
定
」
 

 泉
祐
介
(㈱

デ
ン
ソ
ー
) 

「
基
地
間
の
移
動
時
間
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
造
を
も
つ
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性

に
関
す
る
検
討
」
 

 

大
阪
工
業
大
学
 

賞
状
 

7
万 円
 

中
国
支
部
 

11
/2
3 

【
中
国
支
部
優
秀
賞
・
3
件
】
 

福
田
有
輝
也
(宇

部
高
専
)，

森
山
大
樹
(山

口
大
学
)，

小

岩
井
一
茂
(コ

ベ
ル
コ
建
機
) 

【
中
国
支
部
奨
励
賞
・
7
件
】
 

白
井
 雄

一
郎
(島

根
大
学
)，

佐
倉
 康

(山
口
大
学
) 

松
本
 洸

太
(近

畿
大
学
)，

松
崎
 久

志
(岡

山
大
学
) 

高
橋
 瑛

介
(宇

部
高
専
)，

石
橋
 佳

奈
(山

口
大
学
) 

櫻
井
 麻

稀
(岡

山
県
立
大
学
) 

郵
送
 

賞
状
 

図
書

カ
ー ド （
優

秀
賞

1
万

円
，

奨
励

賞
5

千 円
）
 

九
州
支
部
 

1/
26
 

【
九
州
支
部
長
賞
奨
励
賞
・
2
名
】
 

日
高
 賢

太
, 
福
井
 善

朗
 

郵
送
 

表
彰

状
・ 盾
 

有
(1

名
に

つ
き

ギ
フ

ト
カ

ー
ド

3
万

円
) 

11
/3
0 

【
学
生
発
表
交
流
会
優
秀
発
表
賞
・
4
名
】
 

山
本
 弘

朗
（
宮
崎
大
学
），

吉
弘
 季

幸
（
佐
賀
大
学
）
 

金
澤
 波

音
（
宮
崎
大
学
），

水
口
 健

史
（
宮
崎
大
学
）
 

宮
崎
大
学
 

賞
状
 

図
書

カ
ー

ド
5

千
円
 

 6．
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
 

 

実
施
月
日
 

行
事
・
事
業
・
会
議
（
・
委
員
会
）
な
ど
の
名
称
 

開
催
場
所
 

発
表
 

件
数
 

参
加
 

者
数
 

企
画
委
員
会
 

9/
9～

9/
10
 

拡
大
理
事
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

JM
S
ｱｽ
ﾃｰ
ﾙﾌ
ﾟﾗ
ｻ
（゙
9
日
） 

広
島
大
学
 東

千
田
キ
ャ

ン
パ
ス

S
棟
（
10

日
）
 

3 
39
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学
会
賞
委
員
会
 

6/
28
 

【
油
空
圧
機
器
技
術
振
興
財
団
 論

文
顕
彰
】
 

※
会
長
よ
り
代
行
表
彰
 

小
岩
井
一
茂
,濱

永
慎
也
,山

本
透
(広

島
大
学
) 

南
條
孝
夫
,山

﨑
洋
一
郎
(コ

ベ
ル
コ
建
機
) 

「
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
駆
動
型
ト
ル
ク
制
御
」
 

SI
CE

事
務
局
 

－
 

－
 

事
業
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
 

8/
7～

8 
令
和
元
年
度
 
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
生

徒
研
究
発
表
会
 S
IC
E-
IS
CI
E
ブ
ー
ス
 

神
戸
国
際
展
示
場
 

－
 

30
0  

8/
10
 

女
子
中
高
生
夏
の
学
校
（
夏
学
）
20
19
 S
IC
E-
IS
CI
E
ブ
ー

ス
 

国
立
女
性
教
育
会
館
 

－
 

10
1 

11
/2
7～

29
 

II
FE
S 
20
19
 S
IC
E
セ
ミ
ナ
ー
 

Io
T・

AI
が
拓
く
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
の
未
来
 

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
 

3 
83
 

11
/9
 

IS
CI
E-
SI
CE

連
携
 

ス
テ
ア
リ
ン
グ
会
議
、
会
長
副
会
長
懇
談
会
 

北
海
道
 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
 

－
 

11
 

11
/9
 

日
本
学
術
会
議
 多

分
野
応
用
小
委
員
会
 

北
海
道
 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
 

 
23
 

8/
30
 

男
女
共
同
参
画
学
協
会
連
絡
会
 

(第
17

期
)第

3
回
 運

営
委
員
会
 

東
京
大
学
 

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
 

 
 

12
/9
 

男
女
共
同
参
画
学
協
会
連
絡
会
 

(第
18

期
)第

１
回
 運

営
委
員
会
 

明
治
大
学
 

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
 

 
 

計
測
部
門
 

6/
13
～
14
 

第
36

回
 有

機
微
量
分
析
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

（
有
機
微
量
分
析
研
究
懇
談
会
と
の
共
催
）
 

京
都
大
学
 

42
 

12
0  

7/
29
～
8/
1 

第
22

回
 画

像
の
認
識
・
理
解
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

(M
IR
U2
01
9)
パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
協
賛
 

グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪

大
阪
府
立
国
際
会
議
場
 

－
 

10
53
 

9/
13
 

セ
ン
サ
エ
キ
ス
ポ
ジ
ャ
パ
ン

20
19
 S
IC
E
計
測
部
門
セ
ミ

ナ
ー
「
イ
ン
フ
ラ
セ
ン
シ
ン
グ
の
新
た
な
展
開
」
 

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
 

－
 

－
 

10
/1
8 

第
11
1
回
部
会
行
事
: 
計
量
史
を
さ
ぐ
る
会

20
19
（
共
催
） 

近
江
度
量
衡
（
株
）
 

4 
40
 

12
/5
～
6 

パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
共
同
企
画
・
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
の
実
利

用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 V
iE
W 
20
19
 

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

2F
 

ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
 

約 10
0 

約 50
0 

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
 

3/
19
～
20
 

日
本
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
学
会
 

ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
研
究
会
 第

22
回
研
究
会
(触

覚
部
会
) 

電
気
通
信
大
学
 

－
 

－
 

6/
5 

RO
BO
ME
CH
 2
01
9 

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
 Ｒ

Ｔ
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
講
習
会
 

(R
T
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
会
) 

広
島
国
際
会
議
場
 

5 
12
 

7/
5 

日
本
生
物
環
境
工
学
会
西
日
本
支
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
バ

イ
オ
シ
ス
テ
ム
部
会
）
 

大
阪
府
立
大
学
 

4 
46
 

7/
18
～
20
 

ロ
ボ
カ
ッ
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
実
機
リ
ー
グ
キ
ャ
ン
プ
（
レ
ス

キ
ュ
ー
工
学
部
会
）
 

な
が
お
か
新
産
業
創
造

セ
ン
タ
ー
お
よ
び

Na
De
CB
AS
E 

－
 

－
 

8/
10
～
11
 

第
19

回
 レ

ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

神
戸
サ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
 

14
 

65
42
 

8/
25
～
28
 

In
te
rn
at
io
na
l 

Co
nf
er
en
ce
 
on
 
Ac
ti
ve
 
Po
ly
me
r 

Ma
te
ri
al
s 
an
d 
So
ft
 R
ob
ot
ic
s 

西
安
交
通
大
学
 

－
 

－
 

9/
25
～
27
 

第
27

回
 イ

ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
長
野
 

－
 

－
 

 

ア
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
WI
SS
 2
01
9）

 

10
/3
0 

触
覚
講
習
会
「
触
覚
技
術
の
基
礎
と
応
用
」
 

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
 

京
都
 

－
 

－
 

11
/2
3 

第
51

回
 望

遠
鏡
お
よ
び
観
測
装
置
会
議
 

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

京
都
 

11
 

39
 

11
/2
5～

26
 

日
本
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
学
会
 

ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
研
究
会
 第

23
回
研
究
会
 

神
戸
大
学
 

－
 

－
 

11
/2
7～

29
 

Wo
rk
sh
op
 

on
 

To
uc
h 

Pa
ne
ls
 

an
d 

In
pu
t 

Te
ch
no
lo
gi
es
, 
Th
e 
26
th
 
In
te
rn
at
io
na
l 
Di
sp
la
y 

Wo
rk
sh
op
 

札
幌
 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
 

－
 

－
 

12
/1
4 

SI
CE

論
文
塾
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
 

（
SI
CE

論
文
集
委
員
会
）
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
 

－
 

－
 

12
/1
4～

15
 

第
3
回
 触

覚
サ
ミ
ッ
ト
 

こ
と
ひ
ら
温
泉
琴
参
閣
 

－
 

－
 

12
/1
4 

20
19

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
 R
T
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
講
習
会
 

高
松
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
 

2 
11
 

産
業
応
用
部
門
 

2/
15
 

制
御
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

20
19

（
後
援
）
 

浅
草
橋
 

ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
 

7 
35
0 

2/
15
 

制
御
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

20
19

（
後
援
）
 

浅
草
橋
 

ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
 

7 
35
0 

ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
 

3/
4～

6 
電
子
情
報
通
信
学
会
 M
BE

研
究
会
・
NC

研
究
会
 

電
気
通
信
大
学
 

77
 

－
 

4/
13
 

電
気
学
会
 光

・
量
子
デ
バ
イ
ス
研
究
会
 

医
療
工
学
応
用
一
般
 

電
気
通
信
大
学
 

11
 

－
 

6/
29
 

日
本
電
気
生
理
運
動
学
会
 

中
京
大
学
 

7 
－
 

12
/5
～
6 

u-
he
al
th
ca
re
20
19
（
ユ
ビ
キ
タ
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
会
）
 

Ko
ok
mi
n 
Un
iv
er
si
ty
 

19
 

 

北
海
道
支
部
 

3/
2 

複
雑
系
マ
イ
ク
ロ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(共

催
) 

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
 

26
 

44
 

3/
7 

北
海
道
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
専
門
委
員
会
主
催
 

特
別
講
演
会
(共

催
) 
講
師
：
笹
尾
 和

宏
 氏

 

（
新
日
鉄
住
金
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
) 

北
海
道
大
学
 

1 
30
 

8/
8～

9 
大
規
模
環
境
の

3
次
元
計
測
と
認
識
・
モ
デ
ル
化
技
術
講

演
会
 

北
海
道
大
学
 

8 
13
5 

8/
9 

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
北
海
道
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
専
門
委

員
会
 講

演
会
 

北
海
道
大
学
 

2 
25
 

9/
28
 

第
3
回
 北

海
道
ド
ロ
ー
ン
選
手
権
（
共
催
）
 

旭
川
市
農
業
セ
ン
タ
ー
 

4 
37
 

9/
29
 

第
19

回
 ロ

ボ
ッ
ト
・
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
（
協
賛
）
 

北
海
道
科
学
大
学
 

34
 

98
 

10
/1
9 

計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
 

室
蘭
工
業
大
学
 

2 
15
 

10
/1
9 

計
測
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
試
験
 

室
蘭
工
業
大
学
 

－
 

6 

11
/3
0 

SI
CE

産
業
応
用
セ
ミ
ナ
ー
 

北
海
道
大
学
 

－
 

8 

中
部
支
部
 

2/
15
 

日
本
設
計
工
学
会
東
海
支
部
 第

87
回
見
学
会
 

大
同
プ
レ
ー
ン
ベ
ア
リ

ン
グ
株
式
会
社
 

－
 

13
 

5/
17
 

名
古
屋
大
学
協
力
会
 
工
学
系
講
演
会
 

名
古
屋
大
学
 

1 
58
 

5/
24
 

精
密
工
学
会
東
海
支
部
 見

学
会
・
特
別
講
演
会
 

株
式
会
社
酒
井
製
作
所
 

1 
19
 

5/
17
 

名
古
屋
大
学
協
力
会
 工

学
系
講
演
会
（
協
賛
）
 

名
古
屋
大
学
 

1 
58
 

5/
24
 

精
密
工
学
会
東
海
支
部
 見

学
会
・
特
別
講
演
会
（
協
賛
）
 

株
式
会
社
酒
井
製
作
所
 

1 
19
 

7/
16
 

日
本
機
械
学
会
東
海
支
部
 第

14
0
回
講
習
会
（
協
賛
）
 

名
古
屋
大
学
 

3 
65
 

8/
22
,8
/2
9 

日
本
設
計
工
学
会
東
海
支
部
 幾

何
公
差
講
習
会
（
協
賛
）
 

名
城
大
学
 

 
15
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8/
30
,9
/2
, 

9/
12
～
13
, 

9/
17
,9
/2
4,
 

9/
26
～
27
 

精
密
工
学
会
東
海
支
部
 

「
も
の
づ
く
り
実
践
講
座
シ
リ
ー
ズ
」
全

8
講
座
（
協
賛
） 

株
式
会
社
青
山
製
作
所

豊
田
工
業
大
学
 

名
古
屋
大
学
 

愛
知
工
業
大
学
 

名
古
屋
工
業
大
学
 

－
 

65
 

10
/8
 

日
本
機
械
学
会
東
海
支
部
 第

14
1
回
講
習
会
（
協
賛
）
 

名
城
大
学
 

3 
53
 

10
/2
9～

30
 

日
本
機
械
学
会
東
海
支
部
 第

8
回
機
械
工
学
基
礎
講
座

（
協
賛
）
 

名
古
屋
市
中
小
企
業
振

興
会
館
 

 
35
 

10
/3
1 

精
密
工
学
会
東
海
支
部
 見

学
会
・
特
別
講
演
会
（
協
賛
）
 

村
田
機
械
株
式
会
社
 

1 
17
 

11
/2
2 

日
本
設
計
工
学
会
東
海
支
部
／
第

88
回
 見

学
会
（
協
賛
） 

株
式
会
社
フ
ジ
キ
カ
イ
 

1 
21
 

12
/3
～
4 

化
学
工
学
会
東
海
支
部
 

第
53

回
 化

学
工
学
の
進
歩
講
習
会
（
協
賛
）
 

名
古
屋
市
工
業
研
究
所
 

12
 

95
 

12
/5
 

日
本
機
械
学
会
東
海
支
部
 第

14
2
回
講
習
会
（
協
賛
）
 

名
古
屋
大
学
 

4 
42
 

関
西
支
部
 

1/
21
 

第
54

回
 支

部
会
議
お
よ
び
特
別
講
演
会
 

(大
阪
大
学
大
須
賀
教
授
) 

大
阪
工
業
大
学
 

－
 

－
 

中
国
支
部
 

2/
27
 

電
子
情
報
通
信
学
会
中
国
支
部
主
催
講
演
会
(共

催
) 

岡
山
理
科
大
学
 

1 
13
 

4/
2 

電
気
学
会
中
国
支
部
主
催
講
演
会
(共

催
) 

広
島
大
学
 

1 
33
 

5/
30
 

情
報
処
理
学
会
中
国
支
部
主
催
講
演
会
(共

催
) 

広
島
交
流
プ
ラ
ザ
 

1 
26
 

6/
7 

電
子
情
報
通
信
学
会
中
国
支
部
主
催
講
演
会
(共

催
) 

岡
山
大
学
 

1 
32
 

6/
13
 

電
気
学
会
中
国
支
部
主
催
講
習
会
(共

催
) 

中
国
電
力
 

9 
32
 

四
国
支
部
 

9/
21
 

令
和
元
年
度
電
気
関
係
学
会
四
国
支
部
連
合
大
会
（
共
催
） 

新
居
浜
高
専
 

23
4 

－
 

  7．
そ
の
他
、
運
営
委
員
会
な
ど
 

 

実
施
 

時
期
 

行
事
・
事
業
・
会
議
（
・
委
員
会
）
な
ど
名
称
 

開
催
場
所
 

議
題
数
 
参
加

人
数
 

総
務
委
員
会
 

3/
1 

第
1
回
 総

務
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

13
 

7 

4/
22
 

第
2
回
 総

務
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

18
 

7 

5/
28
 

第
3
回
 総

務
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

13
 

7 

6/
28
 

第
4
回
 総

務
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

12
 

7 

8/
22
 

第
5
回
 総

務
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

11
 

9 

11
/2
8 

第
6
回
 総

務
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

20
 

9 

12
/2
4 

第
7
回
 総

務
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

16
 

9 

財
務
委
員
会
 

5/
8 

第
1
回
 財

務
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

9 
9 

8/
22
 

第
2
回
 財

務
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

8 
8 

12
/3
 

20
20

年
度
予
算
策
定
会
議
 

SI
CE

事
務
局
 

1 
7 

企
画
委
員
会
 

1/
8 

第
4
回
 企

画
委
員
会
（
20
18

年
度
）
 

SI
CE

事
務
局
 

4 
9 

4/
8 

第
1
回
 企

画
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

5 
9 

5/
28
 

第
2
回
 企

画
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

11
 

7 

7/
31
 

第
3
回
企
画
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

13
 

9 

10
/9
 

第
4
回
企
画
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

6 
8 

学
会
賞
委
員
会
 

1/
11
 

第
4
回
 学

会
賞
委
員
会
(2
01
8
年
度
) 

SI
CE

事
務
局
 

7 
11
 

 

4/
2 

第
1
回
 学

会
賞
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

7 
14
 

5/
30
 

第
2
回
 学

会
賞
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

7 
18
 

6/
3 

20
19

年
度
 フ

ェ
ロ
ー
選
考
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局

 
6 

7 

6/
3 

20
19

年
度
 功

績
賞
選
考
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

5 
9 

6/
4 

20
19

年
度
 F
A
財
団
論
文
賞
選
考
委
員
会
 

近
畿
大
学
 

東
京
セ
ン
タ
ー
 

－
 

－
 

9/
13
 

SI
CE
 2
01
9 
An
nu
al
 C
on
fe
re
nc
e 
Aw
ar
d
選
考
委
員
会
 

広
島
大
学
東
千
田
 

未
来
創
生
セ
ン
タ
ー
 

(S
IC
E 
AC

会
場
) 

－
 

11
 

11
/1
1 

第
3
回
 学

会
賞
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

8 
14
 

12
/2
 

20
19

年
度
 名

誉
会
員
選
考
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

5 
7 

12
/1
8 

第
4
回
 学

会
賞
委
員
会
 

エ
ッ
サ
ム
神
田
ホ
ー
ル
 

2
号
館
 

7 
9 

会
誌
出
版
委
員
会
 

1/
16
 

第
6
回
 会

誌
出
版
委
員
会
(2
01
8
年
度
) 

SI
CE

会
議
室
 

10
 

16
 

3/
15
 

第
1
回
 会

誌
出
版
委
員
会
 

SI
CE

会
議
室
 

10
 

17
 

5/
29
 

第
2
回
 会

誌
出
版
委
員
会
 

SI
CE

会
議
室
 

8 
22
 

6/
19
 

特
別
会
誌
出
版
委
員
会
 

早
稲
田
大
学
 

4 
18
 

7/
29
 

第
3
回
会
誌
出
版
委
員
会
 

SI
CE

会
議
室
 

7 
14
 

9/
30
 

第
4
回
会
誌
出
版
委
員
会
 

SI
CE

会
議
室
 

7 
15
 

11
/1
4 

第
5
回
会
誌
出
版
委
員
会
 

SI
CE

会
議
室
 

7 
16
 

論
文
集
委
員
会
 

2/
4 

20
18

年
度
 第

3
回
 論

文
集
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

18
 

13
 

3/
18
 

20
19

年
度
 第

1
回
 論

文
集
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

13
 

16
 

7/
17
 

20
19

年
 臨

時
論
文
集
委
員
会
 

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
 

大
阪
大
学
大
学
院
 

工
学
研
究
科

オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
 

5 
14
 

9/
11
 

20
19

年
度
 第

2
回
 論

文
集
委
員
会
 

広
島
大
学
東
 

千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

13
 

17
 

9/
11
 

20
19

年
度
 第

1
回
（
和
）
論
文
集
編
集
委
員
会
 

広
島
大
学
 

東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

6 
16
 

9/
11
 

20
19

年
度
 第

1
回
（
英
）
論
文
集
編
集
委
員
会
 

広
島
大
学
 

東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

4 
16
 

An
nu
al
 C
on
fe
re
nc
e（

AC
）
委
員
会
 

3/
28
 

第
1
回
 A
nn
ua
l 
Co
nf
er
en
ce

委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

8 
9 

6/
6 

第
2
回
 A
nn
ua
l 
Co
nf
er
en
ce

委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

6 
9 

7/
25
 

第
3 
回
 A
nn
ua
l 
Co
nf
er
en
ce

委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

7 
9 

9/
11
 

第
4 
回
 A
nn
ua
l 
Co
nf
er
en
ce

委
員
会
 

(2
01
9
年
度
拡
大

An
nu
al
 C
on
fe
re
nc
e
委
員
会
) 

広
島
大
学
 

6 
21
 

11
/1
9 

第
5 
回
 A
nn
ua
l 
Co
nf
er
en
ce

委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

7 
12
 

国
際
委
員
会
 

3/
28
 

第
1
回
 国

際
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

12
 

10
 

5/
30
 

第
2
回
 国

際
委
員
会
 

エ
ッ
サ
ム
神
田
ホ
ー
ル
 

8 
10
 

8/
1 

第
3
回
 国

際
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

10
 

8 

11
/1
9 

第
4
回
 国

際
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

8 
12
 

1/
22
 

第
5
回
 国

際
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

10
 

7 

国
際
標
準
化
委
員
会
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1/
8 

第
5
回
 国

際
標
準
化
委
員
会
(2
01
8
年
度
) 

SI
CE

事
務
局
 

7 
7 

4/
8 

第
１
回
 国

際
標
準
化
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

5 
10
 

5/
27
 

第
2
回
 国

際
標
準
化
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

8 
11
 

7/
30
 

第
3
回
 国

際
標
準
化
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

9 
8 

10
/8
 

第
4
回
 国

際
標
準
化
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

9 
8 

事
業
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
 

4/
9 

第
1
回
 事

業
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
 

SI
CE

事
務
所
 

12
 

16
 

6/
14
 

第
2
回
 事

業
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
 

SI
CE

事
務
所
 

12
 

11
 

7/
3 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

会
 
第

60
回
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
会
合
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

－
 

12
 

8/
2 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

会
 
第

61
回
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
会
合
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

－
 

14
 

8/
20
 

第
3
回
 事

業
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
 

SI
CE

事
務
所
 

12
 

8 

9/
3 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

会
 
第

62
回
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
会
合
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

－
 

13
 

10
/8
 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

会
 
第

63
回
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
会
合
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

－
 

11
 

11
/5
 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

会
 
第

64
回
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
会
合
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

－
 

9 

12
/1
2 

SI
CE

安
全
の
た
め
の
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

会
 
第

65
回
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
会
合
 

慶
應
義
塾
大
学
 

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
 

－
 

9 

12
/1
7 

第
4
回
 事

業
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
 

SI
CE

事
務
所
 

12
 

12
 

教
育
・
認
定
委
員
会
 

2/
13
 

第
6
回
 人

材
育
成
塾
・
プ
ロ
セ
ス
新
塾

WG
 

SI
CE

会
議
室
 

－
 

6 

4/
24
 

第
1
回
 人

材
育
成
塾
・
プ
ロ
セ
ス
新
塾

WG
 

SI
CE

会
議
室
 

－
 

6 

4/
24
 

第
1
回
 S
IC
E
試
験
認
定

WG
 

SI
CE

会
議
室
 

－
 

6 

8/
2 

第
2
回
 人

材
育
成
塾
・
プ
ロ
セ
ス
新
塾

WG
 

SI
CE

会
議
室
 

－
 

9 

10
/2
3 

第
3
回
 人

材
育
成
塾
・
プ
ロ
セ
ス
新
塾

WG
 

SI
CE

会
議
室
 

－
 

8 

部
門
協
議
会
 

2/
4～

8 
第

1
回
 部

門
協
議
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

5 
22
 

4/
1 

第
2
回
 部

門
協
議
会
 

SI
CE

事
務
所
 

5 
12
 

6/
13
 

第
3
回
 部

門
協
議
会
 

SI
CE

事
務
所
 

5 
15
 

8/
21
～
28
 

第
4
回
 部

門
協
議
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

5 
17
 

11
/5
 

第
5
回
 部

門
協
議
会
 

SI
CE

事
務
所
 

5 
13
 

12
/4
～
11
 

第
6
回
 部

門
協
議
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

5 
17
 

1/
10
 

第
7
回
 部

門
協
議
会
 

SI
CE

事
務
所
 

5 
10
 

計
測
部
門
 

2/
21
 

20
19

年
度
 
第

1
回
 
計
測
部
門
運
営
委
員
会
 

SI
CE

会
議
室
 

－
 

－
 

5/
24
 

20
19

年
度
 
第

2
回
 
計
測
部
門
運
営
委
員
会
 

SI
CE

会
議
室
 

6 
8 

8/
29
 

第
3
回
 セ

ン
シ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
 

慶
応
義
塾
大
学
矢
上
キ

ャ
ン
パ
ス
 

－
 

17
 

12
/1
7 

第
10
8
回
力
学
量
計
測
部
会
運
営
委
員
会
 

事
務
局
会
議
室
 

8 
20
 

11
/8
 

第
10
4
回
パ
タ
ー
ン
計
測
部
会
運
営
委
員
会
 

国
民
宿
舎
 桂

浜
荘
 

－
 

4 

制
御
部
門
 

3/
7 

第
1
回
 制

御
理
論
部
会
運
営
委
員
会
 

熊
本
大
学
 

－
 

14
 

3/
8 

第
1
回
 制

御
部
門
事
業
委
員
会
 

熊
本
大
学
 

－
 

10
 

3/
9 

第
1
回
 制

御
部
門
運
営
委
員
会
 

熊
本
大
学
 

－
 

29
 

3/
20
 

制
御
部
門

we
b
サ
イ
ト
(運

営
委
員
名
簿
の
更
新
) 

－
 

－
 

－
 

 

3/
20
 

制
御
部
門

we
b
サ
イ
ト
(各

賞
受
賞
者
の
更
新
) 

－
 

－
 

－
 

3/
21
 

制
御
部
門

we
b
サ
イ
ト
(過

去
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
更
新
) 

－
 

－
 

－
 

4/
23
 

制
御
部
門

we
b
サ
イ
ト
(調

査
研
究
会
リ
ス
ト
の
更
新
) 

－
 

－
 

－
 

6/
14
 

IS
CS
 2
02
0 
we
b
サ
イ
ト
 

－
 

－
 

－
 

7/
17
 

制
御
技
術
部
会
 
幹
事
会
 

東
京
電
機
大
学
 

－
 

5 

8/
1 

MS
CS
 2
02
0 
we
b
サ
イ
ト
 

－
 

－
 

－
 

8/
21
 

御
技
術
部
会
 
幹
事
会
 

TM
EI
C 

－
 

5 

9/
12
 

第
2
回
制
御
部
門
事
業
委
員
会
 

広
島
大
学
 

－
 

7  

9/
12
 

第
2
回
制
御
部
門
運
営
委
員
会
 

広
島
大
学
 

－
 

26
 

11
/9
 

第
3
回
制
御
部
門
運
営
委
員
会
 

札
幌
 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
 

－
 

26
 

シ
ス
テ
ム
情
報
部
門
 

1/
24
 

第
1
回
 自

律
分
散
シ
ス
テ
ム
部
会
運
営
委
員
会
 

国
立
民
族
博
物
館
 

4 
15
 

3/
6 

第
1
回
 知

能
工
学
部
会
運
営
委
員
会
 

龍
谷
大
学
 

4 
13
 

3/
9 

第
1
回
 シ

ス
テ
ム
工
学
部
会
運
営
委
員
会
 

防
衛
大
学
校
 

2 
9 

3/
14
 

第
1
回
 離

散
事
象
シ
ス
テ
ム
部
会
運
営
委
員
会
 

福
井
大
学
 

2 
5 

3/
18
 

第
1
回
 社

会
シ
ス
テ
ム
部
会
運
営
委
員
会
 

サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル

＆
リ
ゾ
ー
ト
沖
縄
 

3 
16
 

4/
25
 

第
1
回
 部

門
運
営
委
員
会
 

早
稲
田
大
学
 

11
 

13
 

5/
26
 

第
12

回
 ス

マ
ー
タ
ー
ワ
ー
ル
ド
調
査
研
究
会
 

運
営
委
員
会
 

同
志
社
び
わ
こ
 

リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

1 
13
 

6/
1～

2 
第

2
回
 社

会
シ
ス
テ
ム
部
会
運
営
委
員
会
 

グ
ラ
フ
ロ
ン
ト
大
阪
 

ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
 

4 
8 

6/
25
 

第
2
回
 部

門
運
営
委
員
会
 

SI
CE

事
務
局
 

7 
11
 

6/
29
 

第
1
回
 コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
部
会
運
営
委
員
会
 

慶
應
義
塾
大
学
 

3 
16
 

8/
30
 

第
1
回
 離

散
事
象
シ
ス
テ
ム
部
会
運
営
委
員
会
 

北
海
道
斜
里
町
 

3 
7 

9/
10
 

第
3
回
 シ

ス
テ
ム
・
情
報
部
門
運
営
委
員
会
 

広
島
大
学
 

6 
11
 

11
/2
3 

第
4
回
 シ

ス
テ
ム
・
情
報
部
門
運
営
委
員
会
 

千
葉
大
学
 

10
 

12
 

11
/2
4 

第
2
回
 知

能
工
学
部
会
運
営
委
員
会
 

千
葉
大
学
 

6 
12
 

11
/2
4 

第
3
回
 社

会
シ
ス
テ
ム
部
会
運
営
委
員
会
 

千
葉
大
学
 

3 
8 

11
/2
5 

第
2
回
 シ

ス
テ
ム
工
学
部
会
運
営
委
員
会
 

千
葉
大
学
 

9 
8 

12
/2
0 

第
2
回
 C
I
部
会
運
営
委
員
会
 

近
畿
大
学
 

5 
10
 

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
 

1/
7 

20
19

年
度
 第

1
回
 運

営
委
員
会
 

首
都
大
東
京
秋
葉
原
 

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
 

10
 

25
 

1/
28
～
21
 

20
19

年
度
 第

2
回
 運

営
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

5 
61
 

3/
4～

8 
20
19

年
度
 第

3a
回
 運

営
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

1 
61
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3/
18
～
22
 

20
19

年
度
 第

3
回
 運

営
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

7 
61
 

4/
20
～
23
 

20
19

年
度
 第

4a
回
 運

営
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

2 
61
 

6/
6 

20
19

年
度
 第

4
回
 運

営
委
員
会
 

広
島
工
業
大
学
 

広
島
校
舎
 

26
 

40
 

8/
7～

16
 

20
19

年
度
 第

5
回
 運

営
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

5 
61
 

9/
5 

20
19

年
度
 第

6
回
 運

営
委
員
会
 

早
稲
田
大
学
 

早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

18
 

38
 

10
/2
6～

31
 

20
19

年
度
 第

7
回
 運

営
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

8 
61
 

11
/2
5～

29
 

20
19

年
度
 第

8
回
 運

営
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

11
 

61
 

12
/1
3 

20
19

年
度
 第

9
回
 運

営
委
員
会
 

サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
 

高
松
 

9 
43
 

産
業
応
用
部
門
 

1/
30
 

第
1
回
 計

測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
 

SI
CE

会
議
室
 

8 
16
 

2/
6 

第
6
回
 産

業
応
用
部
門
運
営
委
員
会
 

SI
CE

会
議
室
 

6 
6 

2/
13
 

第
1
回
 計

装
技
術
交
流
部
会
 

SI
CE

会
議
室
 

5 
9 

2/
27
 

第
2
回
 計

測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
 

SI
CE

会
議
室
 

10
 

14
 

3/
20
 

第
3
回
 計

測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
 

SI
CE

会
議
室
 

11
 

11
 

3/
25
 

第
2
回
 計

装
技
術
交
流
部
会
 

SI
CE

会
議
室
 

3 
8 

4/
8 

第
1
回
 産

業
応
用
部
門
運
営
委
員
会
 

SI
CE

会
議
室
 

5 
8 

4/
9 

第
4
回
 計

測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
 

村
田
機
械
東
京
支
社
 

9 
18
 

5/
15
 

第
5
回
 計

測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
 

村
田
機
械
東
京
支
社
 

9 
13
 

5/
15
 

第
3
回
 計

装
技
術
交
流
部
会
 

SI
CE

会
議
室
 

4 
7 

6/
5 

第
6
回
 計

測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
 

村
田
機
械
東
京
支
社
 

9 
12
 

7/
10
 

第
4
回
 計

装
技
術
交
流
部
会
 

SI
CE

会
議
室
 

5 
6 

7/
12
 

第
7
回
 計

測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
 

村
田
機
械
東
京
支
社
 

9 
17
 

8/
1 

第
3
回
 産

業
応
用
部
門
運
営
委
員
会
 

SI
CE

会
議
室
 

3 

8/
28
 

第
8
回
 計

測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
 

SI
CE

会
議
室
 

10
 

15
 

9/
4 

第
5
回
 計

装
技
術
交
流
部
会
 

TM
EI
C
本
社
会
議
室
 

3 
10
 

10
/1
 

第
4
回
 産

業
応
用
部
門
運
営
委
員
会
 

SI
CE

会
議
室
 

5 
5 

10
/2
 

第
9
回
 計

測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
 

SI
CE

会
議
室
 

9 
14
 

11
/2
0 

第
10

回
 計

測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
 

SI
CE

会
議
室
 

9 
9 

11
/2
5 

第
6
回
 計

装
技
術
交
流
部
会
 

SI
CE

会
議
室
 

6 
7 

12
/1
0 

第
5
回
 産

業
応
用
部
門
運
営
委
員
会
 

SI
CE

会
議
室
 

6 
4 

12
/1
8 

第
11

回
 計

測
・
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
 

SI
CE

会
議
室
 

10
 

19
 

ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
 

3/
5 

第
1
回
 部

門
・
4
部
会
合
同
運
営
委
員
会
 

電
気
通
信
大
学
 

7 
15
 

8/
24
 

第
2
回
 部

門
・
4
部
会
合
同
運
営
委
員
会
 

As
ia
 H
ot
el
,バ

ン
コ
ク
 

7 
9 

支
部
協
議
会
 

2/
1 

支
部
協
議
会
準
備
会
(W
eb

会
議
) 

SI
CE

事
務
局
 

6 
13
 

3/
6 

部
門
・
支
部
合
同
会
議
 

定
山
渓
万
世
閣
 

ホ
テ
ル
ミ
リ
オ
ー
ネ
 

6 
10
 

4/
19
 

第
1
回
 支

部
協
議
会
 

SI
CE

事
務
局
 

6 
22
 

7/
5 

第
2
回
 支

部
協
議
会
 

SI
CE

事
務
局
 

7 
15
 

9/
10
 

部
門
・
支
部
合
同
会
議
 

広
島
大
学
 

東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

4 
31
 

9/
10
 

第
3
回
 支

部
協
議
会
 

広
島
大
学
 

東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

4 
23
 

北
海
道
支
部
 

1/
22
 

支
部
総
会
 

北
海
道
大
学
 

4 
10
 

1/
22
 

第
1
回
 北

海
道
支
部
運
営
委
員
会
 

北
海
道
大
学
 

1 
10
 

3/
7 

第
2
回
 北

海
道
支
部
運
営
委
員
会
 

北
海
道
大
学
 

1 
10
 

東
北
支
部
 

1/
24
 

SI
CE

東
北
支
部
会
議
 

東
北
大
学
 

9 
6 

1/
23
～
25
 

第
1
回
 S
IC
E
東
北
支
部
専
門
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

1 
25
 

4/
23
～
26
 

第
2
回
 S
IC
E
東
北
支
部
専
門
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

3 
24
 

6/
10
～
17
 

第
3
回
 S
IC
E
東
北
支
部
専
門
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

3 
24
 

中
部
支
部
 

1/
26
 

第
50

期
 支

部
会
議
 

名
古
屋
大
学
 

6 
23
 

1/
26
 

第
1
回
 運

営
委
員
会
・
事
業
委
員
会
 

名
古
屋
大
学
 

8 
25
 

4/
13
 

第
2
回
 運

営
委
員
会
・
事
業
委
員
会
 

名
古
屋
工
業
大
学
 

6 
21
 

7/
13
 

第
3
回
 運

営
委
員
会
・
事
業
委
員
会
 

名
古
屋
工
業
大
学
 

6 
16
 

11
/2
6 

第
4
回
 運

営
委
員
会
・
事
業
委
員
会
 

名
古
屋
工
業
大
学
 

4 
18
 

11
/2
6 

定
例
顧
問
会
議
 

名
古
屋
工
業
大
学
 

5 
18
 

北
陸
支
部
 

1/
18
 

第
23

期
 (
平
成

31
年
)新

旧
合
同
運
営
委
員
会
 

IT
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
武
蔵
 

6 
9 

1/
18
 

第
23

期
 (
平
成

31
年
)支

部
会
議
 

IT
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
武
蔵
 

6 
15
 

5/
24
 

第
1
回
 運

営
委
員
会
 

IT
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
武
蔵
 

10
 

6 

7/
25
～
31
 

第
2
回
 運

営
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議

 
－
 

7 

8/
31
 

第
3
回
 運

営
委
員
会
 

石
川
工
業
高
等
 

専
門
学
校

 

－
 

6 

11
/2
2～

28
 

第
4
回
 運

営
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議

 
－
 

7 

関
西
支
部
 

4/
5 

第
1
回
 運

営
委
員
会
 

大
阪
電
気
通
信
大
学
 

4 
25
 

6/
19
 

第
2
回
 運

営
委
員
会
 

大
阪
電
気
通
信
大
学
 

4 
19
 

9/
3 

第
3
回
 運

営
委
員
会
 

大
阪
電
気
通
信
大
学
 

7 
19
 

10
/2
2 

第
4
回
 運

営
委
員
会
 

大
阪
電
気
通
信
大
学
 

7 
13
 

12
/1
6 

第
5
回
 運

営
委
員
会
 

大
阪
電
気
通
信
大
学
 

4 
13
 

中
国
支
部
 

1/
25
 

支
部
会
議
 

岡
山
大
学
 

10
 

16
 

1/
25
 

第
1
回
 運

営
委
員
会
 

岡
山
大
学
 

10
 

16
 

5/
31
 

拡
大
運
営
委
員
会
 

岡
山
大
学
 

5 
26
 

11
/5
 

第
2
回
 運

営
委
員
会
 

メ
ー
ル
審
議
 

5 
20
 

四
国
支
部
 

3/
30
 

第
1
回
 四

国
支
部
運
営
委
員
会
 

愛
媛
大
学
 

6 
5 

12
/7
 

第
2
回
 四

国
支
部
運
営
委
員
会
 

高
知
工
業
高
等
 

専
門
学
校
 

5 
7 

12
/7
 

拡
大
実
行
委
員
会
 

高
知
工
業
高
等
 

専
門
学
校
 

5 
7 

九
州
支
部
 

1/
26
 

第
1
回
 拡

大
運
営
委
員
会
(新

旧
合
同
) 

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東
ビ
ル
 

6 
19
 

1/
26
 

第
48

期
 支

部
会
議
 

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東
ビ
ル
 

－
 

19
 

6/
29
 

第
2
回
 運

営
委
員
会
 

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東
ビ
ル
 

6 
8 

10
/2
0 

第
3
回
 運

営
委
員
会
 

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東
ビ
ル
 

7 
8 
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